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１. 開講のきっかけ・ねらいと本講義の歩み 

  東京医科歯科大学  若松 秀俊 

ドイツ留学中に見聞した研究やその間の勉学を終えて 1975 年に帰国した。それから数年経って，自

らの研究にもやっと集中できるようになった頃のことであった。東京医科歯科大学医用器材研究所の斜

向いに事務所を構えていた日本医師会によって毎年開催される日本医学会からの案内書が大学の掲示

板に貼ってあった。講演会参加は無料であったのは別として，載っていた講演予定者に目を奪われた。

というのは，講演者の大部分がこれまでの日本医学会とは異なり，芸術家，経済学者，生物学者，心理

学者，哲学者，宗教学者，物理学者など医療には無関係の人々であったからである。テーマは「自由」

に関する諸々の側面からの講義であった。このときの武見太郎会長の開会時の挨拶が極めて印象的であ

ったのを記憶している。医学の役割は人の生き方を側面から支援するもので，決して病そのものの退治

だけのものではない。それは 30 歳になったばかりの小生に感動を与えてくれた言葉（詳細は付録 A4
に述べる）であった。小生は，その後 10 年ほど東京医科歯科大学で，内分泌のリズム現象，生体の特

定の生理状態の制御に従事し，1986 年からの 2 年間は足利工業大学電気工学科で，さらに福井大学工

学部では計測制御講座を担当し，1992 年に現大学で保健衛生学科創設のために医学部に復帰すること

になった。学年進行で 1993 年修士課程が創設されると，学内の指導体制が不十分なこともあって，学

部のみならず，外部に非常勤講師を依頼し，次の博士課程へ備えていく状況にあった。従って，1994
年から 3 年ほどは都内の大学の先生方に専門的立場からの講義をお願いして，大学院教育の内容の充実

をはかってきた。しかし，大学院生の受け止め方に，医学関係の知識に偏った興味と知識偏重が見られ

て，彼らが総合的な知識の重要性の認識と活用ができないのが普通であった。したがって，このころは，

やや専門から外れた興味深い話題を提供できる人々が必要となっていた。とはいっても大学の教師以外

にはなかなか依頼できず，遠方の先生方にお願いするしかなかった。そこで，学会や研究を通じて国内

外に学問や教育を真に考えてくれた人々に無理にお願いして，民間で先進的に活躍し，世の中を動かし

ている人々を少しずつ集め，大学の先生については研究業績のみならず，独自に視点と実行力をもつ優

秀な人々にお願いし，原則的には大学教員の比重を減らしていった。このときに，思い浮かんだビジョ

ンの構成に役だったのが，先述の武見日本医師会会長の言葉であった。そのなかで一般論はともかく，

国家資格をもつ大学院生の教育で不足なものは，高度で幅広い教養であり，社会を動かす大きな力を目

に見えて表現している人々の体験であり，実績であり，何にもましてその思想であると思われた。した

がってそのような観点から人選のために，学外を駆けずり廻った。そして「大学院の新しい講義の形を

探る」ために，広範囲にわたる高度な知識と経験を「高度な一般教養」として将来の医療を支える学生

に伝達すべく方策を検討した。そして，担当の医療情報学・生体機能支援システム学教育に関連して，

自らの人生経験を後進に伝え残したい欲求と沸き立つ思いをぶつけてくれるような，斯界の第一線で活

躍中の専門家による総合講義を計画しこれまで 19 年間実行してきた。 
そのときに考えたことはおおよそ以下のようなことであった。振り返ってみると，巷では，「人の尊

厳・命の尊厳」とか「患者の身になって」といような言葉をよく耳にしたことを思い出す。救いを求め

てくる弱い立場にある患者に関わることで生活の糧を得る医療従事者には，いうまでもなく「苦しみの

中にある人々」に対する厳しい倫理観が要求される。医療に従事する人々は殆どが職業意識に燃えた立

派な人であるが，ときに報道されるミスや事件は，弱い立場の民衆には大きく印象に残るものである。 
ところで，医療従事者を目指す学生や若い医療従事者の姿は実は社会の《大人の態度》が投影された



4 

結果であることが少なくないし，彼らが時として独善的で周囲に眼を向けない態度をみせるのも直接的

には彼らの属する環境が《閉鎖社会》となっているからだと思われる。こうした印象に基づいて，以前

からずっと彼らが将来医療を担う上での心構えを構築するのに役立つような新しい講義の形を提示し

ようと考えてきた。これには，「自分には心技体で模範となるような数多くの人たちが有機的に結びつ

いたシステムによって世の中が動かされており」，そして「自らはそのシステムの一端を担う重要な存

在であること」についての責任を身をもって感じ，「他分野の人々の異なった視点を知る謙虚な人」に

なって欲しいという彼らに対する願いがあったからであった。 
こんなことから，講義の運用が比較的自由である大学院制度の枠内で，上記の意図を導入した講義を

本学就任の翌年の平成 5 年から試みてきた。最初は，講義担当者のいわば補助，またはより広範囲な分

野をカバーすることに重点を置いたものであったので，担当課題に直接関係ある内容について非常勤講

師を近隣の大学教授にお願いしたのは前述の通りである。 
ところで，医療系学生は本来資質にすぐれていても自分の専門が深くなるにつれて，徐々に関わらな

くなった事柄に対して，なぜか自信喪失することが少なくない。その結果，自分が世の中の常識から離

れ，自分が同調できない感覚をもつ分野を敢えて軽視する傾向がある。そして，それを続けているうち

に専門領域に関する過剰な自信を逆に誇張することが，時として見受けられる。 
そんな中，小生の研究室で医学そのものではなく医学関連研究テーマに関する諸々の指導をすると，

徐々に学生が自らの研究だけでなく他分野の研究や他人の研究を柔軟にそして謙虚に評価するように

なること，そして自分の専門関連分野も自力でよく勉強する傾向が見受けられた。このような経験から，

学問の方法を体得しながら専門家としての訓練を行う大学院のなかで，少しずつ直接的な専門分野の講

義を減らし，その分だけ異なる分野の話をしてくれる講師を順に増やしていった。 
具体的には，建築家には病院建築と健康について，有機化学の専門家には繊維の話，経済学者には経

済の動きとファッションの話，工学者には徘徊老人の救護システムや画像処理による診断の自動化，シ

ステム工学者には生体機能のシステム制御，計測の専門家には種々のセンサ理論，情報工学者には看護

システムの設計などの講義を試みていただいた。つまり，専門家になろうとしている若者への「高度な

一般教養」の講義を意図したわけである。そして，元々の医療情報学に加えて生体機能支援システム学

の内容を念頭におき，また経済社会の変化など世の中の動向や情報ネットワークとその処理や応用とい

った高度な教養までを視野に入れ，通信技術，放送技術，バーチャルリアリティ，リハビリテーション，

ロボット，都市計画，医療経済学，薬学などの専門分野について，民間会社で自ら研究開発を主導して

きた人々からも，カリキュラム変更のあった時期に合わせて講義の積極的な協力を得た。 
そしてさらに，心の問題，日常の生活，情操などに関連して，数年来，法曹界，ジャーナリズム，言

語文化，音楽，公安，宗教界，福祉行政や全人的医療などの講義を斯界の専門家にお願いしてきた。そ

の効果を見るために，基本

的にはこれまでの方針を踏

襲してきた。また継続的試

みを付加する意味から，臓

器移植に潜む問題提起者，

版画家や服飾デザイナーを

招き指導も受けた。その延

長として，国民の社会生活

にきわめて重要な役割を担

 
筆者を交えての講義受講中の様子 



5 

っている食習慣に関連する実務家の総合講義を依頼したこともあった。加えて，昨今の情報化時代にあ

って日本が世界の研究開発を先導している超高速・大容量通信を実現する最先端技術の紹介，研究開発

の経緯，現状と今後の展開，また知られざる戦場における報道とジャーナリズムのあり方，オペラや演

劇などの芸術の多彩な講義を合わせて依頼してきた。そんな前述の理念にもとづき、大学院を取り巻く

状況の変化があっても本来の目的を見失わずにずっと継続的に本講義を維持してきた。 

２. 開講年次と講師など 

開講からのこれまでの歴史については，歴代の講師に関する記録がわずかに残っているだけである．

他の講義資料は残念ながら，講義で使用した一部プリント以外にすでに散逸してしまった．したがって，

ここでは講師の氏名と当時の所属に限定した記述とした． 

2.1 各年度の講師（当時の所属） 

1993 年度～1997 年度  
大学院前期課程と後期課程学年進行時期 

山本 博美 （足利工業大学） 
辻  隆之 （循環器病センター） 

田中 辰明 （お茶の水女子大学） 

福田 敏男 （名古屋大学） 

影井 清一郎 （横浜国立大学） 
佐野  昭  （慶応義塾大学） 

本多  敏  （慶応義塾大学） 

小川 昭二郎 （お茶の水女子大学） 

玄  光男 （足利工業大学） 
岡本 義行 （法政大学） 

伊東 正安 （東京農工大学）

1998 年度（平成 10 年度） 
関口  隆  （横浜国立大学） 
山本 博美 （足利工業大学） 
小畑 秀文 （東京農工大学） 
宮坂 榮一 （NHK 放送技術研究所） 
持田 侑宏 （富士通研究所） 
田中 辰明 （お茶の水女子大学） 

福田 敏男 （名古屋大学） 

影井 清一郎（横浜国立大学） 
佐野  昭  （慶応義塾大学） 

本多  敏  （慶応義塾大学） 

吉川 研一 （京都大学） 

大須賀美恵子（三菱電機先端技術総合研究所） 

谷口 慶治 （福井大学） 

小川 昭二郎（お茶の水女子大学） 

玄  光男 （足利工業大学） 
岡本 義行 （法政大学） 

伊東 正安 （東京農工大学）

1999 年度（平成 11 年度） 
関口  隆  （横浜国立大学） 
山本 博美 （足利工業大学） 
小畑 秀文 （東京農工大学） 
小川 昭二郎 （お茶の水女子大学） 

谷口 慶治 （福井大学） 

伊東 正安 （東京農工大学） 
玄   光男 （足利工業大学） 

田中 辰明 （お茶の水女子大学） 

福田 敏男 （名古屋大学） 

影井 清一郎 （横浜国立大学） 
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佐野  昭  （慶応義塾大学） 

本多  敏  （慶応義塾大学） 

吉川 研一 （京都大学）

2000 年度（平成 12 年度） 
伊東 正安 （東京農工大学） 
玄  光男 （足利工業大学） 

吉川 研一 （京都大学） 
影井 清一郎 （横浜国立大学） 
本多  敏  （慶応義塾大学） 
田中 辰明 （お茶の水女子大学） 
佐野  昭  （慶応義塾大学） 
大須賀美恵子（三菱電機先端技術総合研究所） 
東  洋  （東京医科歯科大学） 

関口  隆  （横浜国立大学） 

福田 敏男 （名古屋大学） 
福井 勝治 （中外製薬） 
山本 博美 （足利工業大学） 
小川 昭二郎 （お茶の水女子大学） 
杉坂 政典 （大分大学） 
宮坂 榮一 （NHK 放送技術研究所） 
河部 澄男 （合同都市企画） 
谷口 慶治 （福井大学） 
持田 侑宏 （富士通研究所）

2001 年度（平成 13 年度） 
東  洋  （東京医科歯科大学） 
玄  光男 （足利工業大学） 

小河  誠  （野村総合研究所） 
中村 政俊 （佐賀大学） 
劉  玉勁 （龍高ネットワーク） 

蓬田 清重 （東京芸術大学） 
大野 敏明 （産経新聞社） 
福井 勝治 （中外製薬） 
持田 侑宏 （富士通研究所） 
張  暁林 （東京医科歯科大学） 

若松 直孝 （アクセス国際ネットワーク） 

宮坂 榮一 （NHK 放送技術研究所） 
原田 滋雄 （第一製薬） 
田中 辰明 （お茶の水女子大学） 
大河内秀明 （大河内小嶋法律事務所） 
谷口 慶治 （福井大学） 
土井 美和子 （東芝） 
高柳 武彦 （読売新聞社） 
河部 澄男 （合同都市企画） 
大須賀美恵子（三菱電機先端技術総合研究所） 
吉川 研一 （京都大学） 

2002 年度（平成 14 年度） 
吉川 研一 （京都大学） 
田中 正吾 （山口大学） 
宮坂 榮一 （武蔵工業大学） 
大野 敏明 （産経新聞社） 
大須賀美子 （大阪工業大学） 
亀山 研一 （東芝） 

蓬田 清重 （東邦音楽大学） 
掃部 彰子 (掃部音楽教室) 
細田 邦泰 （福徳産業会長） 

持田 侑宏 （富士通研究所） 

重政  隆  （東芝） 

国居 孝司 （IBLC） 

谷口 慶治 （福井大学） 

山本 光昭 （茨城県） 

冨村 和光 （冨村法律事務所） 

永田 勝太郎（浜松医科大学） 

田中 辰明 （お茶の水女子大学） 

大河内秀明 （大河内小嶋法律事務所） 

東  洋  (東京医科歯科大学） 
中村 政俊 （佐賀大学） 

黒澤 秀保 （田辺製薬） 

河部 澄男 （合同都市企画） 

高原 健爾 （室蘭工業大学） 

山口 博弥 （読売新聞社） 
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2003 年度（平成 15 年度） 
田村 正博 （警察大学校） 

吉川 研一 （京都大学） 
国居 孝司 （IBLC） 

山本 光昭 （茨城県） 

谷岡 健吉 （ＮＨＫ放送技術研究所） 

永田 勝太郎 （浜松医科大学） 

亀山 研一 （東芝） 

持田 侑宏 （富士通研究所） 

齊藤  満  （日本フイルコン） 

細田 邦泰 （福徳産業） 

重政  隆  （東芝） 

田中 正吾 （山口大学） 

冨村 和光 （冨村法律事務所） 

谷口 慶治 （野田電機） 

大野 敏明 （産経新聞社） 

澤口 重徳 （曹洞宗正覚寺） 

大河内秀明 （大河内小嶋法律事務所） 

掃部 彰子 （掃部音楽教室） 

蓬田 清重 （洗足学院大学） 

中土 芳雄 （日本無線） 

山口 博弥 （読売新聞社） 

高原 健爾 （室蘭工業大学） 

藤久 一夫 （日本医療企画） 

2004 年度（平成 16 年度） 
戸高 禮子 （戸高禮子デザイン事務所） 
重政  隆  （東芝） 
蓬田 清重 （洗足学園大学） 
中土 芳雄 （日本無線） 
冨村 和光 （富村法律事務所） 
大河内秀明 （大河内小嶋法律事務所） 
大野 敏明 （産経新聞社） 
持田 侑宏 （富士通研究所） 
岩石 隆光 （毎日新聞社） 
田中 正吾 （山口大学） 
山本 光昭 （厚生労働省） 

澤口 重徳 （曹洞宗正覚寺） 
永田 勝太郎 （浜松医科大学） 
山口 博弥 （読売新聞社） 
谷岡 健吉 （ＮＨＫ放送技術研究所） 
吉川 研一 （京都大学） 
吉川 信雄 （吉川信雄版画事務所） 
掃部 彰子 （掃部音楽教室） 
倉上 洋行 （武蔵丘短期大学） 
高原 健爾 （室蘭工業大学） 
陸  高華 （理化学研究所） 

2005 年度（平成 17 年度） 
大河内秀明 （大河内小嶋法律事務所） 
長倉 昭美 （脳死・臟噐移植を許さない市民の会） 
冨村 和光 （富村法律事務所） 
陸  高華 （理化学研究所） 
田畑 好章 （田辺製薬） 
山本 光昭 （内閣府） 
倉上 洋行 （武蔵丘短期大学） 
谷岡 健吉 （ＮＨＫ放送技術研究所） 
李  恩政 （Martin-Luther-Universität） 
戸高 禮子 （Brabee） 
山田  宰  （パイオニア） 

持田 侑宏 （富士通研究所） 
岩石 隆光 （毎日新聞社） 
吉川 信雄 （吉川信雄版画事務所） 
掃部 彰子 （掃部音楽教室） 
阿部  清  （古河機械金属不動産） 
安田 節子 （日本有機農業研究会） 
後閑 博史 （日本電気） 
寺園  泰  （情報通信研究機構） 
杉田 和久 （テックステート） 
池田 卓夫 （日本経済新聞社） 
羅  志偉 （理化学研究所） 
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2006 年度（平成 18 年度） 
大河内秀明 （横浜シルク法律事務所） 
池田 卓夫 （日本経済新聞社） 
河野 東行 （田辺製薬） 
谷岡 健吉 （NHK放送技術研究所） 
徐  浩源 （横浜国立大学） 

山田  宰  （パイオニア） 
野中 章弘 （アジアプレス） 
倉上 洋行 （武蔵丘短期大学） 

光石 忠敬 （光石法律特許事務所） 
桑原 秀夫 （富士通研究所） 
檮木 智彦 （東京医科歯科大学） 
阿部  清  （古河機械金属不動産） 
冨村 和光 （富村法律事務所） 
寺園  泰  （情報通信研究機構） 
羅  志偉 （理化学研究所） 

掃部 彰子 （掃部音楽教室） 

2007 年度（平成 19 年度） 
田村 浩司 （田辺三菱製薬） 
岩石 隆光 （毎日新聞社） 
山田  宰  （パイオニア） 
阿部  清  （オフィス・アベ） 

桑原 秀夫 （富士通研究所） 
倉上 洋行 （武蔵丘短期大学） 
杉田 和久 （テックステート） 

2008 年度（平成 20 年度） 
山田  宰  （パイオニア） 
桑原 秀夫 （富士通研究所） 
檮木 智彦 （東京医科歯科大学） 
本間  達  （東京医科歯科大学） 

高橋 琢理 （東京医科歯科大学） 
蓬田 清重 （東邦音楽大学） 
倉上 洋行 （順天堂大学） 
神里 達博 （東京大学） 

2009 年度（平成 21 年度） 
甕岡 裕美子 （かめわざ快心塾） 
泉福 英信 （国立感染症研究所） 
倉上 洋行 （順天堂大学） 

蓬田 清重 （東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団団友） 

篠  秀夫 （ネネムの森） 
若松 秀俊 （東京医科歯科大学） 
大野 賢一 （昭和大学） 
岩石 隆光 （ジャーナリスト・社会福祉士） 

2010 年度（平成 22 年度） 
佘  錦華 （東京工科大学） 

高橋 琢理 （東京医科歯科大学） 

大野 賢一 （昭和大学） 

柳内 延也 （シンロンバイオメディカルズ） 

岩石 隆光  （ジャーナリスト・社会福祉士） 

泉福 英信  （国立感染症研究所） 

蓬田 清重 （東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団団友） 

甕岡 裕美子 (かめわざ快心塾) 

倉上 洋行 （大東文化大学・順天堂大学）

2011 年度（平成 23 年度） 
柳内 延也  （シンロンバイオメディカルズ） 
若松 秀俊 （東京医科歯科大学） 
泉福 英信  （国立感染症研究所） 

高橋 琢理 （東京医科歯科大学） 

佘  錦華 （東京工科大学） 

甕岡 裕美子 (かめわざ快心塾) 

倉上 洋行 （大東文化大学・順天堂大学） 

岩石 隆光  （ジャーナリスト・社会福祉士） 

本間  達  （東京医科歯科大学） 

檮木 智彦 （東京医科歯科大学） 

佐藤 小太郎 （P&Pマネジメントシステムズ） 
中村 敦夫 （ゲストスピーカー 俳優・作家） 
蓬田 清重 （東邦音楽大学 NHK交響楽団団友） 
斉藤 麻衣子 （NHK交響楽団） 
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2.2 主な講義の内容について 

《2002年度講義抄録》 

• 「生きもの」と「もの」                       京都大学 吉川 研一 
• 心拍及び呼吸の無拘束無侵襲計測                   山口大学 田中 正吾 
• 聴覚に関する最近の話題                     武蔵工業大学  宮坂 榮一 
• 江戸のことばの変遷について                     産経新聞 大野 敏明 
• バーチャルリアリティのウエルネス分野への応用          大阪工業大学 大須賀美恵子 
• バーチャルリアリティ技術とその応用                       東芝 亀山 研一 
• 音楽談義「Violin」は語る                     東邦音楽大学 蓬田 清重 
• 楽譜の中に隠されたメッセージと謎                掃部音楽教室 掃部 彰子 
• 会社の寿命                                福徳産業 細田 邦泰 
• 「もっと光を―― 新しいフォトニックネットワーク」        富士通研究所 持田 侑宏 
• モノの働きを支える制御技術                       東芝 重政 隆 
• 我が国における産学連携の望ましい形と研究者の取り組みについて       IBLC 国居 孝司 
• 尿沈渣細胞画像の雑音の除去                        福井大学 谷口 慶治 
• 地場産業の振興と健康福祉の向上                       茨城県 山本 光昭 
• 医学生のための医事法学～医療と法と倫理～              冨村法律事務所 冨村 和光 
• 全人的医療とは                            浜松医科大学 永田 勝太郎 
• 病院，医療施設の計画，管理                 お茶の水女子大学 田中 辰明 
• わが国の刑事裁判の現状から見た民主主義の成熟度について 大河内小嶋法律事務所 大河内秀明 
• 血管拡張術施行後の再狭窄発現機構の解明とその予防治療法の確立 東京医科歯科大学 東  洋 
• 知識データベースに基づくヒトの意志決定の自動化法          佐賀大学 中村 政俊 
• 国内医薬品産業が置かれている現状と今後について           田辺製薬 黒澤 秀保 
• 都市計画                            合同都市企画 河部 澄男 
• クリーンエネルギーの利用について                                室蘭工業大学 高原 健爾 
• 新聞記者とはどんな仕事だろうか．                                 読売新聞社 山口 博弥 

《2003年度講義抄録》 

• 交通安全政策（平成13年道路交通法改正をめぐって）    警察政策研究センター 田村 正博 
• 生命の不思議                            京都大学 吉川 研一 
• 我が国における産学連携の現状と今後の展望について            IBLC 国居 孝司 

• 地場産業の振興と健康福祉の向上                    茨城県 山本 光昭 
• 超高感度HARP撮像管の発明とセレンディピティ       NHK放送技術研究所 谷岡 健吉 
• 実存分析的アプローチを含めた包括的方法（全人的医療）による癌患者のケア 

浜松医科大学 永田勝太郎 
• 実世界と仮想世界の融合によるユーザインタフェース            東芝 亀山 研一 
• 移動通信と社会                                               富士通研究所 持田 侑宏 
• 科学とバインド技術                      日本フィルコン 齊藤  満  
• 会社の寿命                             福徳産業 細田 邦泰 
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• モノの働きを支える制御技術のこれまでとこれから             東芝 重政  隆 
• 心拍及び呼吸の無拘束無侵襲計測                   山口大学 田中 正吾 
• 思い出の事件から見た犯罪捜査の在り方について         冨村法律事務所 冨村 和光 
• 腎臓組織の画像処理                         福井大学 谷口 慶治 
• 日韓比較儒教学                                                 産経新聞社 大野 敏明 
• 脳死・臓器移植について―法と医学と社会と宗教―         曹洞宗正覚寺 沢口 重徳 
• 医療過誤訴訟における因果関係，過失の立証責任について～最高裁判例の分析を中心として～ 

大河内小嶋法律事務所 大河内秀明 
• ヴァイオリンの魅力                       掃部音楽教室 掃部 彰子 
• 癒しの響き，弦楽器 東邦音楽大学名誉教授 洗足学園大学講師    洗足学園大学 蓬田 清重 
• 『言の葉豊かな日本の私達』-ぶらり 日本語探訪 ＆ Do Communications 

日本無線 中土 芳雄 
• 連載「境界性人格障害」に見る取材方法                            読売新聞 山口 博弥 
• クリーンエネルギーの利用について                   室蘭工業大学 高原 健爾 
• 「雑誌編集」という仕事について                                  日本医療企画 藤久 一夫 

《2004年度講義抄録》 

• 服は着る薬・・・その服作用とは            戸高禮子デザイン事務所 戸高 禮子 
• 制御技術のこれまでとこれから                      東芝 重政  隆 
• 「癒しの響き，弦楽器」                     洗足学園大学 蓬田 清重 
• 『言の葉豊かな日本の私達』-ぶらり日本語探訪＆Do Communications！   日本無線 中土 芳雄 
• 医療過誤と医師等の刑事責任                  冨村法律事務所 冨村 和光 
• 日韓比較儒教                           産経新聞社 大野 敏明 
• 安心・安全なユビキタスネットワークに向けて           富士通研究所 持田 侑宏 
• 今求められる総合医学誌とは                              毎日新聞社 岩石 隆光 
• 心拍及び呼吸の無拘束無侵襲計測                                   山口大学 田中 正吾 
• 地場産業の振興と健康福祉の向上                               厚生労働省 山本 光昭 
• 医学と社会と宗教―脳死・臓器移植について―           曹洞宗正覚寺 沢口 重徳 
• 全人的医療とsalutogenesis（健康創成論）?新しい健康作りの概念   浜松医科大学 永田 勝太郎 
• 自殺の取材を通して考えたこと                              読売新聞社 山口 博弥 
• 超高感度HARP撮像管の発明と応用，そして今思うこと      NHK放送技術研究所 谷岡 健吉 
• “DNAの情報”と“私たちの体”                                   京都大学 吉川 研一 
• 芸術領域の拡大 コンピュータ映像と芸術の関係 モザイク画からＣＧへ 

吉川信雄版画事務所 吉川 信雄 
• ヴァイオリンと共に経験したこと                  掃部音楽教室 掃部 彰子 
• キッチンから始める健康生活                                  武蔵丘短期大学 倉上 洋行 
• 合気道の紹介                                                  室蘭工業大学 高原 健爾 
• システム医療のための生理機能モデリングとバイオ・ミメティックコントロール研究紹介 

理化学研究所  陸   高華 
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《2005年度講義抄録》 

• 平成の司法制度改革「裁判員制度」の導入について        冨村法律事務所 冨村 和光 
• 地場産業の振興と健康福祉の向上                                  内閣府 山本 光昭 
• 病態生理機能の総合モデリング                                  理化学研究所  陸  高華 
• Paradigm changes in the Reception of Confucianism in Europe since early Enlightenment 

Martin-Luther-Universität  李  恩政 
• 医療事故から何を学ぶべきか               大河内小嶋法律事務所 大河内秀明 
• 教育環境の独自性と人材育成                             武蔵丘短期大学 倉上 洋行 
• 服は着る薬                                                     Brabee 戸高 禮子 
• 「脳死」臓器移植を考える．      「脳死」・臟噐移植を許さない市民の会 長倉(清水)昭美 
• 医療制度改革について                        田辺製薬 田畑 好章 
• 放送用超高感度撮像デバイスの発明と社会への貢献        NHK放送技術研究所 谷岡 健吉 
• 技術者の生き方～人材育成を中心に～                               パイオニア 山田  宰 
• 声と画像の情報圧縮 ― 携帯電話やデジタル放送の音声・画像符号化のしかけと将来 ― 

富士通研究所 持田 侑宏 
• 普段着でクラシック                                             掃部音楽教室 掃部 彰子 
• ストレージの発展を眺めて－技術予測ってほんとに当てになりません－   日本電気 後閑 博史 
• 「蝶々夫人」は何者か？～プッチーニの名作を介して探るオペラの魅力と謎 

日本経済新聞社  池田 卓夫 
• 臨床試験の公開登録制度と医学ジャーナリズム                       毎日新聞社 岩石 隆光 
• 『日独社会比較を通じた問題提起』                古河機械金属 阿部   清 
• 非侵襲脳機能計測（特に MEG）とその周辺                   情報通信研究機構 寺園  泰 
• Bio-mimetic Control for Environmental Adaptive Robots      理化学研究所  羅  志偉 
• 「芸術作品」対「社会現象」シュタイナーに見る色彩・造形の意味 吉川版画事務所 吉川 信雄 
• 食べものとグローバリゼーション              日本有機農業研究会 安田 節子 
• コンピュータの開発技術の現在と歴史                           テックステート 杉田 和久 

《2006年度講義抄録》 

• 職業倫理向上のために                  横浜シルク法律事務所 大河内秀明 
• 放送用超高感度撮像デバイスの発明と社会への貢献          NHK放送技術研究所 谷岡 健吉 
• 技術者の生き方～人材育成を中心に～                             パイオニア 山田  宰 
• 医科学技術の発達と人間―人間の尊厳およびこれに由来する人権の観点から―  

光石法律特許事務所 光石 忠敬 
• プッチーニのオペラをめぐって～PartⅡ《ラ･ボエーム》      日本経済新聞社 池田 卓夫 
• 安全・安心でIT資源の利用と情報通信を行えるUPKIの取り組み       横浜国立大学  徐  浩源 
• ジャーナリズムは戦争をどう伝えてきたのか                     アジアプレス 野中 章弘 
• 医療安全対策について                        田辺製薬 河野 東行 
• 疾病予防のための食生活と運動習慣               武蔵丘短期大学 倉上 洋行 
• 光ファイバ通信－情報化社会を支える超大容量通信のしかけと将来  富士通研究所 桑原 秀夫 
• 脳低温療法のための脳温自動制御システム           東京医科歯科大学 檮木 智彦 
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• 最近の刑事医療過誤事件について                冨村法律事務所 冨村 和光 
• ソフトな介護支援用ロボット「RI-MAN」の研究開発                    神戸大学  羅  志偉 
• 『日独社会比較を通じた問題提起』                古河機械金属 阿部   清 
• 非侵襲脳機能計測（特にMEGとその周辺）           情報通信研究機構 寺園   泰 
• ヴァイオリンの楽しさ                             掃部音楽教室 掃部 彰子 

《2007年度講義抄録》 

• 製薬企業の経営戦略と社会的責任(CSR)                          田辺三菱製薬 田村 浩司 
• 技術者の生き方～人材育成を中心に～                                パイオニア 山田  宰 
• 光ファイバ通信－情報化社会を支える超大容量通信のしかけと将来－  富士通研究所 桑原 秀夫 
• 医療情報の新しいあり方                                         毎日新聞社 岩石 隆光 
• 『日独社会比較を通じた問題提起』               オフィス・アベ 阿部  清 
• 『運動・スポーツと栄養』から考える健康管理          武蔵丘短期大学 倉上 洋行 
• コンピュータの進歩と可能性                  テックステート 杉田 和久 

《2008年度講義抄録》 
• 技術者の生き方 ～サラリーマンとして大事なこと～          パイオニア 山田  宰 
• 光ファイバ通信 －情報化社会を支える超大容量通信のしかけと将来－  

富士通研究所 桑原 秀夫 
• 脳低温療法のための脳温自動制御システム ―より医学に踏み込んだ新しい工学の応用― 

東京医科歯科大学 檮木 智彦 
• 肉体労働現場のノウハウと人事評価               東京医科歯科大学 本間  達 
• 通信技術の医療・保健への応用                東京医科歯科大学 高橋 琢理 
• 弦楽器よもやま話                        東邦音楽大学 蓬田 清重 
• セルフメディケーション（Self-medication）と生涯健康        順天堂大学 倉上 洋行 
• 一生懸命に中途半端を目指す? 個人的研究人生             東京大学 神里 達博 

《2009年度講義抄録》 
• 「聴く」を磨く                        かめわざ快心塾 甕岡 裕美子 
• 細菌間コミュケーションを基にした細菌の生残戦略と口腔疾患  国立感染症研究所 泉福 英信 

• 教育効果向上を目指した実践的な健康・科学教育について       順天堂大学 倉上 洋行 
• 弦楽器の楽しみ               東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団団友 蓬田 清重 
• 気質について                                ネネムの森  篠  秀夫 
• 歴史の狭間に埋もれた教育界の偉人・カルシュ博士 －神々の里に見た美と心の安らぎ－ 

東京医科歯科大学 若松 秀俊 
• 生物発光を利用した超高感度イムノアッセイの開発 〜ホタルやクラゲの光で検査、診断〜 
                                  昭和大学 大野 賢一 

• 米国田舎暮らしの勧め               ジャーナリスト・社会福祉士 岩石 隆光 

《2010年度講義抄録》 
• 高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの開発       東京工科大学  佘   錦華 
• ストーリー、神話、原型 ～ハリウッド映画からマンガ、アニメ、ゲームまで～ 
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東京医科歯科大学 高橋 琢理 
• 化学発光と生物発光を利用した高感度検出系の開発                      昭和大学 大野 賢一 
• 健康な長寿を実現する食品の研究                  シンロン・バイオメディカルズ 柳内 延也 
• 医療者のための編集術入門                          ジャーナリスト・社会福祉士 岩石 隆光 
• 細菌間コミュケーションを基にした細菌の生残戦略と口腔疾患  国立感染症研究所 泉福 英信 
• 弦楽器のおもしろさ！            東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団団友 蓬田 清重 
• 「聴く」を磨く                        かめわざ快心塾 甕岡 裕美子 
• 自然のリズムから考える健康生活                      大東文化大学・順天堂大学 倉上 洋行 

《2011年度講義抄録》 

• 健康な長寿の極意                  シンロンバイオメディカルズ 柳内 延也 
• 王家の血縁から見た古代の日韓・日朝関係           東京医科歯科大学 若松 秀俊 
• 口腔バイオフィルムの脅威：長寿社会におけるサバイバル生活  国立感染症研究所 泉福 英信 
• 老子を読む                         東京医科歯科大学 高橋 琢理 
• 高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの開発       東京工科大学  佘  錦華 
• 「聴く」を磨く                         かめわざ快心塾 甕岡 裕美子 
• 自然との調和～健康に生きるヒントを求めて            大東文化大学・順天堂大学 倉上 洋行 
• 3.11でわかった医療福祉の問題                       ジャーナリスト・社会福祉士 岩石 隆光 
• 連続演算処理を前提とした数学モデルを等価配置する正四面体格子系の構築と物体の任意形状の設計 

東京医科歯科大学 本間  達 
• 概説 ナノバイオの世界                                      東京医科歯科大学 檮木 智彦 
• ― 非理性の世界 ― 神社が教える『店舗演出（ストア・プロデュース）』の奥義 

P&Pマネジメントシステムズ  佐藤 小太郎 
• 簡素なる国                   ゲストスピーカー 俳優・作家 中村 敦夫 
• 『 弦楽器の世界！』 東邦音楽大学名誉教授 NHK交響楽団団友 ヴァイオリニスト 蓬田 清重 
                                NHK交響楽団 斉藤 麻衣子 

３. 大学院講義に対する評価とコメント 

3.1 大学院で新しい形の講義を実行して 

東京医科歯科大学  若松 秀俊 

斯界の専門家による広範囲な高度な教養を若者に！ 
 

 医療従事者を目指す学生や若い医療従事者には，職業意識に燃え

た立派な態度をもつものが少なくない．しかし，時に報道される医

療ミスや事件とその時の対処の姿は，恩恵を受ける弱い立場の患者

やその周辺には大きく負の印象を残すことになる．このことは実は，

社会の《大人の態度》が投影された結果であることが少なくないし，

彼らが時として独善的で周囲に眼を向けない態度をみせるのも，直接的には彼らの属する環境がややも



14 

すると《閉鎖社会》の傾向にある医療分野の教育環境の反映でもある．こうした姿を編者が非常勤講師

の時期を含めて，在職 36 年間，医学教育の現場にありながらも，医療従事者とは一定の距離をおいて

観察してきた．そして，この状態を打破すべく始めた大学院講義の試みから，すでに 19 年を数えるこ

とになった．この試みでは，彼らが将来医療を担う上での心構えを醸成するのに役立つような新しい講

義の形を，最初は小規模で断片的に提示しようと考えていたものである．その間，医療資格をもたない

者が医療に口を出すとは何事かという周囲の一部からのそしりを甘んじて受け入れてきたが，医療の恩

恵を受ける患者とその周辺から心より感謝され尊敬の念を抱かれるような医療従事者の養成と，本質的

医療の視点の醸成への一貫した希望と信念をもち続けて今日に至っている．この講義を始めたのは，よ

り直截的には，ややもすると一般的な社会的評価からくる医療従事者自らの誤った認識に起因する慢心

をもつことない優れた人材の育成を願っていたからである．言い換えれば，『優れた人材が有機的に結

びついたシステムによって世の中が動いており，自らもそのシステムの一端を担う重要な存在であるこ

とを真に感じ，他分野の専門家の異なった視点を知る謙虚な人になって欲しい』という彼らに対する願

いをもち続けていたからであった． 

こんなことから，講義の運用が比較的自由である大学院制度の枠内で，上記の意図を導入した広範囲

な分野をカバーする内容について非常勤講師の枠を広げていった． 

ところで，医療系学生は本来資質にすぐれていても自分の専門が深くなるにつれて，徐々に関わらな

くなった事柄に対して，自信喪失することが少なくない．その結果，自分が世の中の常識から離れ，自

分が同調できない感覚をもつ分野を敢えて軽視する傾向と逆に専門領域に関する過剰な自信を誇張す

ることが，時として見受けられることがある． 

そんな中，医学関連研究テーマの指導のなかで，学生によって差はあるが，徐々に他分野の研究や他

人の研究を柔軟に謙虚に評価し自力でよく勉強する傾向が見受けられるようになった．それは，もとも

と彼らが他の分野に眼が行かないような余儀なき環境にあることだけのことであるから，このような機

会を与えれば，自然に視野が広がるからである．このような経験から，学問の方法を体得しながら専門

家としての訓練を行う大学院のなかで，少しずつ直接的な専門分野の講義を減らし，その分だけ異なる

分野の話をしてくれる講師を順に増やしていった． 

こうした状況にあって，近い将来には，日本語を話すソウル大学名誉教授やドイツの大学教授，日本

研究を行っている人，その他，在日ドイツ人らの講義をお願いしようと努力してきた．しかし，独立行

政法人化の名の下に経費節減が日常的に叫ばれる中で，この自粛が命ぜられ，挙げ句の果てには，当初

はこの試みを積極的に応援していた同僚も，ひたすら小さな学内世論に合わせて，これを抑制する圧力

をかける側にまわるようになって，この試みは崩壊寸前に陥っている． 

しかし，教育の荒廃が後戻りできない時点に至って，日本経済新聞の連載で，教育界の有識者や，現場

の教育担当者のもたらす意見，および朝日新聞に採り上げられたシンポジウムは傾聴に値する重要なも

のであった．その論点は主として小・中・高校と大学教育の問題点，改善の方向であった．そこには大

学院教育のことは殆ど論じられてはいなかったが，根底で相通じる思想と展望を痛感したものである．

特に，現職の東京大学総長が，このような教育荒廃時代にあってこそ，かつての教育の伝統を踏まえた，

外部に向かっての発信源としての東京大学教養学部の大きな使命，役割，価値を語っていたのは，これ

までの小生が進めてきた大学院の新しい講義の形態の試みの正しさを世に訴える大きな勇気を与えて

くれるものと受け止めるものであった． 

大学がこの大学院講義の廃止の理由に挙げているのは，人件費や交通費などの経費である．しかし，

今，協力を惜しまぬ優れた多くの講師は，報酬など全く意に介すことなく，むしろ社会を動かす大きな
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後継者を育てる使命感から，自分の人生で培った物の見方，視点，行動の原点をこの教育現場でできう

る限り若者に伝授したいという．そのような，一念からの行動であるとのことである．つまり，教育の

お手伝いであり，同時に喜びの中の社会的義務の遂行であり，この試みがこれからもずっと続くことを

切に願っているとのことである．何ともありがたいことに，大学の法人化が固められるなかでの，諸々

の圧力と苦境にあって，斯界の一流の人々の真摯な言行は憂慮すべく教育に対する彼らの深い思いであ

り，編者にとって大きな励みとなるものである． 

3.2 講師の評価とコメント 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

京都大学大学院理学研究科 
教授  吉川 研一 

文字通りの情報化時代に突入した現代にあって，社会のトピックスや流行には，これまで以上に若者

が敏感に反応するようになってきたと思われる． 
ネットを通して容易に新奇な情報が手に入る時代，学生が次の時代を見据えてじっくりと自分の人生

や社会のあり方を考えることは極めて困難になってきている．もっと重要なことは，学生が，いや社会

人一般が時代の雰囲気に流されるばかりで，自らが新しい時代を切り拓くといった意識が希薄になって

きていることである．このような歴史上の曲がり角にあたって，私たち大学の教員は，大学・大学院教

育のあり方を根本から考え直す必要に迫られている．近視眼的な競争第一主義に捕らわれることなく，

これからの社会をどのように構築していくのかが厳しく問われている． 
若松教授が提唱し実践してきた新しい大学院講義は，まさに学生にこれからの時代を担うものとして

の自覚を促すものであり，その刺激を受けた若者は，これから数十年にわたって社会に影響を与え続け

るであろう． 

以下，新しい形の大学院教育の意義を簡単に要約してみよう． 
１）  大学教育が専門教育と教養教育の二本柱からなるとする戦後の新制大学の理念は，１９９０

年代の上からの大学改革によってもろくも崩れさった．しかしながら，これは社会が大学に対

して教養教育を不要と見なしたわけではない．確かに，教養教育を大学の初年度に押し込めた

新制大学のありかたでは，まともな教養教育は不可能であったといってよいであろう．学問や

技術の先鋭化が進行している現代にあっては，教養教育を再び大学初年度に押し込める形で復

活させることは無意味であろう．大学院において，専門教育とともに，本来の意味の教養教育

を行う．これこそが，大学が社会の要請にこたえる一つの方策であるといえる． 
２）  日本の自然科学教育は，常に正解を学生にもとめ続ける教育を推し進めてきた．しかしなが

ら，医療分野はもちろんのこと，殆ど全ての社会活動や生産活動の中では，正解が不明なこと

に満ち溢れている．この当たり前のことを学生が認識し，与えられて正解以外のことを考えさ

せるそのような教育が欠落してきている．若松教授の実践されてきた大学院教育は，宗教や芸

術，さらには伝統文化など，単一の正解しかないと信じ込んでいる学生には，カルチャーショ

ックを与えるものとなっている．このような，まともなカルチャーショックこそ現代の学生に

必要な教育であろう． 
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新しい形の大学院教育では，単一の大学や学部にとらわれず，東京医科歯科大学の枠組みをこえるか

たちで実践されてきている．これは，学生の視野をひろげ，自分たちのうけている専門教育の意義を考

え直させ，それを向学心につなげさせる役割を果たしてきている．コストーパーフォーマンスから考え

ても，1－2 単位を集中講義の形で他大学の教員にお願いすることに比べて，桁違いに教育効果があがる

講義となっているように思われる．今後，さらには，講義の後に少人数での討論会やゼミ，あるいは，

学外での実地見学なども取り混ぜることにより，文字通り先導的な大学院教育改革として発展していく

ものと期待している． 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

日本医療企画 
「ばんぶう」編集長 藤久一夫 

１．講義の際の雰囲気・感想，講義に込めた思いなど 
その節は体験論に終始し，話を膨らませることができず，普遍化の努力が欠如していたと反省しきり

です．もう少し参加者の方々の関心のありかを感知し，質疑応答を増やすとか実践形式の試みを交えな

がら，メリハリのある話を展開しなければならなかったのではないかと思っています． 

２．講義のこれまでの取り組み，意義，発展性，運営方法などに関する意見 
このような専門領域にとらわれない学際的な取り組みは今後，大学においてますます必要になってく

るでしょう．専門性を深めることと，専門性の障壁を越えるクロスオーバー（あるいは虫の目と鳥の目）

の両立，常識を打破する大いなる実験性なくして，現代の大学の存在意義はないのではないでしょうか．

そういうなかで，「根源的に柔軟に考える力」も養われていくような気がします．貴研究室の越境的な

取り組みは，その一助になるはずです．さらなる深化と多様化を期待しています． 

３．教養教育の意義，期待，方法などに関する意見 
雑誌・書籍編集においても，医療とか介護の狭い分野に縛られていると，発想にしても企画にしても

その枠内にとどまり，ありきたりの常識的なものになり，せいぜい現状の改善が関の山，重大な問題を

根っこから問い直すような視点が生まれてきません．枠外の目，第三者の発想，対極的な考えを意識的

に大胆に取り入れていかないと，既存の強固な秩序に風穴を開けることは困難です．一筋縄ではいかな

い時代ですから，大学人には今，「どんな異物でもかみ砕き咀嚼する力」が求められていると思います． 

４．大学院での教育の意義，期待，方法などに関する意見 
先日，坂村健・東京大学大学院情報学環教授の講演を聴く機会を得ました．「独創性からイノベーシ

ョンへ」と題する話には，いろいろな示唆が含まれ，貴研究室の取り組みと重なる問題意識も感じ取れ

ました． 
「液晶開発といった要素型イノベーションに強くて，ネット開発といったインフラ型イノベーションに

弱い日本」という現状認識に立って，「ipod はなぜウオークマンに勝ったのか」と問題提起．その根底に

は，「仲間内のすり合わせを重視し，異種連携や学際的アプローチが不得意な日本」「文系とか理系といっ

た自分の領域を超えて，論理的なコミュニケーションをとる能力（それを身につける初等教育）が不足し

ている日本」があることを明示し，このままではグローバル時代に対応できないのではと警鐘を鳴らして

いました．その延長線上で，「感情的議論が多く，議論に負けることが人格否定につながるのは日本だけ」

「優先順位をつけられない日本人」「十分条件と必要条件の違いが理解できない日本人」などと語り，日



17 

本人の遺伝子の問題にまで言及．「セロトニンという脳内物質が出にくい日本人の体質」（不安に打ちひ

しがれやすい，挫折（敗者）から立ち直りにくい，人生を何度でもやり直す気力が湧きにくいなど）を指

摘していました．まずは，そうした「日本人としての自画像」を知ることが重要だということでしょう．

「新しい何か」（イノベーション）を生み出すには，お互いの専門領域を大胆に越境する「異種連携や学

際的アプローチ」，そのための大事な技能としての「コミュニケーション能力」が必須であることは経験

的にわかります．「新しい何か」を創りだすには試行錯誤をし続けるしかないのではないでしょうか．諦

めずに，しぶとく，したたかに，チャレンジしていかれることを期待しています． 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

福徳産業株式会社 
代表取締役会長 細田邦泰 

１．講義の際の雰囲気・感想，講義に込めた思いなど 
 私は，会社の寿命についてお話しました．講師のなかに私のような中小企業の経営者はいないので，

他の講師とは違った講義になったと思っています． 
２回にわたって講義しましたが，皆熱心に聴講していました．どちらも女子学生が１人寝ていただけ

です．特に，男子学生は非常に熱心に聴講していました．私は，命を預かる仕事をする医療従事者にな

る学生諸君にどんなものにも寿命がある事をわかってもらい，命について考えてもらうきっかけなれば

と思って講義しました． 

３．いわゆる教養教育の意義，期待，方法などに関するご意見 
 私のような中小企業の創業経営者は，非常に苦労をして会社を立ち上げ，存続させています．それで

も毎年１万３千社以上の会社が倒産し，その数倍の会社が廃業に追い込まれています．企業経営の厳し

さを少しでも理解し，学業に真剣に取り組んで頂きたいという思いもありました．医療従事者は世の中

に出ればすぐに先生と呼ばれ，実力のあるなしにかかわらず，患者から尊敬された気持ちで接せられま

す．それで自分がすごく偉い気分になって，人間性に欠ける医療従事者が多くいます．そうならない為

にも，世の中には素晴らしい人がたくさんいることを知ることは，立派な医療従事者になる為に非常に

大切な事だと思います．専門の病気の事しか解らない，患者の気持ちを理解しない医療従事者よりも，

患者の苦しみを理解する人間性豊かな医療従事者の方が，患者にとってどれほど有り難いかわかりませ

ん．この教養教育を通じて，立派な医療従事者を世の中に送り出して頂きたいと思います． 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

NHK 交響楽団団友 
東邦音楽大学名誉教授 蓬田清重 

１．講義の際の雰囲気・感想，講義に込めた思いなど 
私のいままでの授業は，個人にしろ大勢にしろ，音楽大学学生の実技指導でした．医科歯科大大学院

の講義では，全く違う専攻生に対していかに私の意見を理解してもらえるかがもっとも考えた所です．

初めは食い入る様な目で見られて心配でしたが，楽器の音色を聞かせたところで和やかな雰囲気に変わ

りました．それで，私も安心して講義を終えました． 
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２．講義のこれまでの取り組み，意義，発展性，運営方法などに関する意見 
このように，今までに無かった講座を組み込んで運営なさった若松教授には，大変な努力と苦労，お

よび広い人脈が必要だったと思います．どの講義でも，理解を求めながら多くの参加者を幅広く集める

ための PR も必要だったでしょう．スタッフもしっかりしているので，面白い内容ですから，口コミ，

大学近辺のミニコミ紙などの利用も如何でしょうか？ 

３．いわゆる教養教育の意義，期待，方法などに関するご意見 
今まで大学院では全く考えられなかった講座ですので，将来の医療関係者に幅の広い，知識の一つと

して役に立つのではありませんか？内容も社会のあらゆる方面の事が取り上げられて，私も受講者の一

人になりたいです． 

４．大学院での教育の意義，期待，方法などに関する意見 
大学院の教育は，より専門的で奥深い研究を通して行いますが，頭をちょっと休めて隣の人の研究成

果を見ることは，自分の研究に大きくプラスになってくれる筈です．他の国立大学の医学関係者も，こ

の講義について「素晴らしい事で，自分の大学院にもこのような講座を取り入れてくれるのを願ってい

る」と言っていました． 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

産経新聞編集局 
編集長 大野敏明 

１．講義の際の雰囲気・感想，講義に込めた思いなど 
課外講義であったため，どの程度の興味と真摯さで講義を聴いてくれるか不安であったが，4 回とも

学生はおおむね熱心で質問もあった．ただ，一部で居眠りをする学生がいたのは遺憾であり，講義内容

が難解であったか無関心であったかと思う． 
講義の最後に若松先生が質問をされたのは良かった．講義だけでは伝え切れなかったことを平易に伝

えることができた． 

２．講義のこれまでの取り組み，意義，発展性，運営方法などに関する意見 
医科歯科系の学生が専門以外の分野に関心をもち，異なる世界の人の話を聞くことはきわめて重要で

ある．医療行為を行うに際し，対象となるのは老若男女，年齢も学歴もまちまちであり，学生のときか

ら異なる世界をのぞくことは必要である． 

３ いわゆる教養教育の意義，期待，方法などに関するご意見 
戦前はもちろん，戦後も昭和 50 年代くらいまでは教養主義が大学に残っていたが，昨今は姿を消し

た．これは実利主義にとって代わられたためだろうが，教養は実利と異なり，終世，自身のためになり，

また他人と喜びをともにすることが可能である．しかも，対象となるさまざまな年代，職業の人々と価

値観，話題を共有することが可能である．教養主義の復活がいまの日本を救うのではないだろうか． 

４．大学院での教育の意義，期待，方法などに関する意見 
文科省の拙劣な政策の結果，現在の高校が人生に不可欠な科目を選択にしたため，大学では高校の補

講のような講義もしなくてはならなくなっている．これがため，現在の大学院は２，３０年前の大学，

６０年前の旧制高校並みのレベルで，教養を高めるための講義は不可欠であろう． 
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///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

吉川信雄事務所 
版画美術家 吉川信雄 

１．講義の際の雰囲気・感想，講義に込めた思いなど 
 私は，アートの歴史と変遷について，｢芸術領域の拡大｣ というテーマで講義させていただきました

が，とても熱心に受講していただきました． 
 近年のアートで欠かすことの出来ない CG アートは，単にアートの領域にとどまるだけではなく，様々

な分野にその表現の可能性を探りながら使われるようになりました．特に，これからの医療や人間環境

の改善のうえで，アートとのコミュニケーションはさらに新しい可能性を引き出す大切な要素になって

います．この講義では，アートが歩んできた歴史を踏まえながら，アートが果たすことの出来る新しい

分野を，これからの医療の最前線におかれる学生たちと共に考えていくことができ，とても有意義な時

間だったと思います． 

２．講義のこれまでの取り組み，意義，発展性，運営方法などに関する意見 
 単発的な授業でしたが，私がこれまで携わってきたアートの意義や医療や人間環境におけるこれから

の可能性を実際に話し伝えることができ，学生たちにある意味でのサゼスチョンを与えることができた

と自負しております．さらに発展的な授業として，アートと医療のコラボによる演習授業を行なうこと

が出来れば幸いだと思っています． 

３．いわゆる教養教育の意義，期待，方法などに関するご意見 
 今の時代，大学や大学院でも，一つの専門性を問われるだけでなく，さまざまな分野において知識や

教養が必要とされています．世の中の多様で複合的な問題にどう対処していかなければならないのか，

教養教育に課せられた問題は多く，それではどういう機関でその問題を解決していったらいいのかとい

えば，世間一般では，まさに大学や大学院側に教養教育をいかに捉え発展させていくかの柔軟な頭と実

行力を期待していると思います． 

４．大学院での教育の意義，期待，方法などに関する意見 
 ３で述べたように，専門性を追求していくだけでは，今の世の中，立ち行かなくなってきていますが，

逆のことも言えるわけで，専門性を追求しなければどんな分野においても開発研究はあり得ないのです

から，大学院の教育の意義は自明のことです．ただ，柔軟な頭と方法が欠ければ，自由なイマジネーシ

ョンは生じず，貧困な研究開発にとどまることでしょう． 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

日本無線株式会社  
常勤監査役 中土芳雄 

１．講義の際の雰囲気・感想，講義に込めた思いなど 
私自身は医学の分野には全く縁がなく，また，採り上げたテーマに関する専門家でもないという特異

な立場からの講義となった． 
大学では「理論」と「実践」の両面の重要性が認識されつつも，ややもすると「理論」に多くの時間

が割かれがちではなかろうかとの勝手な推測のもと，「実践」面を補完するものとして，「実例」を多く
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紹介する役割に徹しようという考え方で内容を構成した．紹介した内容は，なるべく最新のものが得ら

れる新聞報道記事（主として日本経済新聞）を主に，補完的に雑誌やウェブでの有益的なレポートなど

を引用し，私自身の長年の会社勤めでの経験と，少々独学で得た知識（とまで言えるレベルではないの

であるが）などを有機的・体系的に再構築して提供することとした． 
講義の流れが平易にならないように，構成は能の演出に倣い「序・破・急」とし，入り口部分では一

般論的な内容を，そして，最後で医療について採り上げる形をとることで，聴講生に何らかのヒントが

提供出来ればと考えた．また，講義が一方通行にならないように，全員が「観光バス」に乗って一緒に

目的地へ行くといった状況を頭の中で想定してもらい，途中においては若干の車中での歓談(聴講生との

やり取り)を行うように工夫をしたつもりである． 
聴講生の熱意を感じつつも，私の思いが伝わったか否か，正直言って自信はない． 

２．講義のこれまでの取り組み，意義，発展性，運営方法などに関する意見 
特定の専門分野に偏ることのない「異なる分野」へも視野を広げようとする「高度な一般教養」とし

ての講義の必要性については論を待たないものであり，16 年の長きに亘って足跡を積み重ねられたこと

を高く評価したい．しかしながら，講義継続に当っての学内での環境の変化もあることから，16 年を大

きな節目と捉えて，今後，更なる進化のために幾つかの点について検討を加えられることを希望したい． 

(1)「高度な一般教養」として採りあげるテーマについての検討 
 期待レベルとしての「高度な」の判断には難しい点もあることから，講義の範囲は医学関連に

限定しないとの考え方を温存しつつも，例えば年度ごとに統一テーマを設定することで，講義全

体として問題提起型に進化させていくことなどが考えられる．（但し，講師選定に懸念あり） 

(2) 本講義開催の周知等の方法についての検討 
a. 本講義の認知度合いを学内外において一層広く高め，聴講生の増加にも繋げられる方法につい

て，改めてより広く検討する． 
b. 他大学等との連携の方法，その可能性について改めて検討する． 

(3) 受講生の意識状況等の把握 
a. 受講前における受講生の本講義受講を選択する理由や，本講義に対する期待度などを把握する． 
b. 受講後における聴講生の受け止め方（具体的に有意義であった点，啓発された点，事前の期待

度に対する満足度および期待外れであつた点など）を把握する． 
c. これらを把握するために，アンケートでの質問の仕方に工夫を加える（特に「聴講生が主役で

ある」との認識を高められるような設問の仕方など）． 

(4) 効果の継続的な検証方法等についての検討（本講座の有意性の確認） 
  聴講生が受講後において，意識面，学習面，研究面などにおいて，実際に役に立っている実例を

極力多く収集し，その成果を継続的にフォローしていくことを検討する． 

３．教養教育の意義，期待，方法などに関する意見 
【教養教育のレベルを「高度な」と限定せずに，一般論として】 
あらゆる分野の科学の力は更に進化し続けていくものではあるが，今現在においては，人類を取り巻

くあらゆる問題を解決し得る十分な力とはなり得てはおらず，人類の英知の結集の必要性を改めて認識

しなければならない．例えば，宇宙を探索する能力を有しながらも，世界的に頻発する大規模な自然災
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害の前に人類はひれ伏さざるを得ないし，また，世界各地で頻発する紛争を無くすることが出来得てい

ないのが現実である． 
われわれは，人類の持てる力の現実と限界を謙虚に受け止めることから再出発しなければならない．

そして，これからも人類としての永続的な努力をしなければならないことは明白であり，その英知が最

大限に開花するような仕組み作り，環境作りへの工夫，努力も必要不可欠であることは論を待たない． 
その足掛かりとなる具体的な取り組みの一つが，特定の専門分野に偏ることなく「異なる分野」へも

視野を広げ，その上で複合的な視野に立ち得る人材の育成であり，そのためには教養教育の重要性を改

めて認識する必要があると考える． 

４．大学院での教育の意義，期待，方法などに関する意見 
【教育の場を大学院と限定せずに，広く大学における一般論として】 
今の時代ほど「科学の進歩が人類に真の平和をもたらすことに貢献したか？」と，改めて問われてい

る時は無いのではないだろうか．その疑問の象徴的存在は，言うまでもなく「核の発明」である．そし

て，産業革命による大量生産技術の向上は，物質文化，物質文明の発展へと，物の豊かさ，便利さをも

たらしたが，それは同時に，精神文化，精神文明の相対的軽視と世界的な脅威をもたらし，人類の前に

大きな問題を提起するといった結果を引き起こしてきている． 
これまで，グローバリズムに乗り遅れないこと，そして，経済における市場原理主義が当然の正義で

あるかのように語られてきた．しかし地政学的リスクが高まる中，2007 年のサブプライム問題に端を

発し，今世界は正に経済面・金融面においてかつてない大混乱に陥る状況となっている．IT(情報技術)
革命，金融工学の異常なるスピードでの進化にも支えられてきた市場原理主義は，実体経済を破壊せん

ばかりの大混乱をもたらすこととなった．今，世界が必要としていることは，単なる手段としての IT
や金融工学面での進化ではなく，それらの技術や手法の裏付けとなる世界や社会のあるべき姿を語る哲

学や思想について見直すことではなかろうか． 
今，何人かの先哲が改めて注目されている．カントは，「いかなる国も，よその国の体制や政治に武

力でもって干渉してはならない」と述べた．またアダム･スミスは，市場に働く「みえざる手」におけ

る「個人」とは「他人に同感し，他人から同感されることを求める社会的存在としての個人である」と

述べた．そしてまた，ヘーゲルはこう述べた．「人間が歴史から学ぶ最大の教訓は，人は決して歴史か

ら学ばないということである」と． 

 大学における産学協同の取り組みの意義を肯定しつつも，卒業後の職業人育成のための府に偏ること

なく，歴史や古典に学ぶ重要性を再認識し，象牙の塔として根底においては真理追究の府でもあり続け

ることを改めて期待したい． 
 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

４. 各年度の講義内容抜粋 

 実際には 1994 年から新しい大学院の講義を模索して，講師の先生方にお願いして種々の試みを行っ

たが，講義内容についてのレジュメが散逸してしまったので，2002 年度以降のもののみを掲載する． 
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《2002 年度講義抄録》 

「生きもの」と「もの」 

                 京都大学大学院 吉川 研一 

 ２１世紀に入り，ヒトの DNA の全塩基配列も明らかとなるような時

代となりました．ヒトの DNA には約 3 万種類のタンパク質の構造（ア

ミノ酸の配列）に関する情報が刻み込まれています．ヒトの一生を通じ

て，各々の細胞内の DNA にあるこのような情報は，書き換えられるこ

となく保存されていると考えられています．いわば DNA は“読み取り

専用メモリー”(Read Only Memory, ROM)であると言えます． 
一方，身の回りのコンピューターを見てみましょう．コンピューターは“読み取り専用メモリー”だ

けでは，決して働くことができません．コンピューターが動くためには CPU や“書き換え可能なメモ

リー”(RAM)などが整然と配列していることが必要ですし，それに付け加えて動力を得るためには電源

につながなければなりません．このように考えると，“DNA の情報が生命を作り出している”との見方

は，必ずしも正しくはないことが分かります．実際，DNA 分子を試験管に入れ，考えられる限りの栄

養素を加えても，そこからは生命が生じる事はありません． 
本講義では，“生きている”ことの不思議さを取り上げ，そのことを皆さんと一緒に議論してみたい

と思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

聴覚に関する最近の話題 

 武蔵工業大学大学院 宮坂 榮一 

 聴覚に関する最近の話題について解説する．特に，聴覚の心理

的現象が，具体的に最新機器聴覚の補償・測定の応用されている

事例について述べる． 

1. 最新機器に応用された聴覚心理現象 

1.1 現在の CD 品質を越える超高品質 CD の出現 

  人間は，約 20kHz 以上の音は聞こえないといわれている．しか

し，この 10 年間に様々な議論が行われてきた．曰く，20kHz 以

上の周波数成分をカットしている CD の音は良くない，自然界には 20kHz 以上の成分を持つ音はたくさ

ん存在する，20kHz 以上の成分を含んだ音は心地よい，等々． 

これをきっかけに種々の実験が行われた．その結果，20kHz 以上の成分だけを聞いても分からないが，

20kHz 以下の成分音と一緒に聞くと，20kHz 以下だけの成分音との違いが分かる，ということがいわれ

るようになった．仮にこれが事実だとすると，20kHz 以上の成分音が何かしら，可聴帯域(ほぼ 20kHz 以

下)の音に影響を及ぼしていることになる．しかし，だからといって，人間は 20kHz 以上の音が聞こえ
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る，ということにはならない．聴覚を含めた音響機器の非線形性を考慮に入れたより厳密な実験が求め

られている． 

いずれにしろ，これを契機に，新しい CDや音響機器が出現した．いわゆるスーパーオーディオである．

帯域は 100kHz までのびている．CDについては，SACD と DVD-Audio の２種類がすでに市場にでている． 

1.2 超高能率圧縮を実現したオーディオの出現 

マスキングは，聴覚心理で最重要の現象のひとつである．マスキングとは，対象とする音(聞きたい

と思っている音)が，他の音の存在によって聞き取れなくなる現象，あるいは，聞き取りにくくなる現

象をいう．妨害する音 B は，聞き取りたい音 A の近くにあるほど，A の聞こえに影響を与える．ここで

「近い」という意味は，B が場所的に近いということも，周波数的に近いということもあるが，ここで

は後者に限定する． 

当然，妨害音 Bが信号 Aから周波数的に離れれば影響は少なくなり，いずれ全く影響しなくなる．影

響しなくなるときの Aとの周波数の隔たりを，臨界帯域幅(CBW:Critical Band Width)という．CBW は信

号 Aの周波数によって異なる．信号 Aが 1kHz 純音の場合，CBW は約 150Hz，5kHz では約 500Hz 位である．

CBW は，信号 Aのレベルが変わっても変化しない． 

複数の周波数成分からなる１つの複合音においては，それぞれの周波数成分間でマスキングが起こる．例

えば，ピアノのハ長調ラ(音名A)の音は，f1=440Hz，f2=880Hz(=440×2)，f3=1320Hz(440×3)，.....から

なる複合音である．このf1は f2に，f2は f3に影響を与え，場合によっては完全にマスクしてしまう． 

この成分間のマスキングを利用すると，複合音の周波数成分を大幅に圧縮することができる．圧縮す

るには，まず複合音の成分を量子化する必要があるが，マスクされる成分は取り除き，部分的にマスク

される成分の量子化は粗い量子化をするのである．例えば，もっとも精細な量子化をするときは，成分

を 216で分割する(16bit 必要)が，粗い量子化では 23でしか分割しない(3bit だけでよい)．粗く量子化

すると量子化雑音が増大するが，その雑音は，別の成分によってマスクされるので，実際は聞こえない

のである．こうして，ほとんど品質を劣化させることなく，高能率に圧縮できる． 

一昨年から始まったBSデジタル放送の音声方式はAACと呼ばれる高品質高能率圧縮法を用いている．

MD(ミニディスク)や，MP3 もマスキングを利用した高能率圧縮法のひとつである．今のところ，AAC 方

式が最も品質が良い方式であると認定されている． 

2. 聴覚の情景分析 

視覚で情景分析といえば，対称とする景色を，それを構成する部品に分解することである．例えば，居

間の景色では，壁，テレビ，カーテン，照明，テーブル．．．．．等があるが，人はそれをひとつひとつ分解

して認識している．たとえ，机の一端が本で隠れて見えなくても，四角い机であることを理解できる． 

これを聴覚に応用したのが「聴覚の情景分析(Auditory Scene Analysis)であり，世界的に脚光を浴

びて研究が行われている．この分野では，音を一つひとつ分解するにはどうすればよいか，ということ

を研究する． 

どのように聞き分けるかについても，研究が進んでいる．特に，Auditory  Illusion という，目の錯

覚に対応した「耳の錯覚」の研究が盛んである． 

典型的なものが，音の流れの分割(stream segregation) である．高低の音が交互に連続した音の流

れをつくる．これをゆっくりしたテンポで聞くと，高低高低のように楽譜通りに聞き取ることができる．

しかし，ある値以上の速いテンポで聞くと，高い音群と低い音群に分離して聞こえる． 

純音を 250 ミリ秒ごとに 50 ミリ秒ほどポーズを入れると，当然断続的に聞こえる．このポーズ区間
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に，ある大きさの雑音を埋め込むと，とぎれているはずの純音がつながって聞こえる．これを利用する

と，途中音がとぎれて何をいっているのか分からない音声でも，こそに雑音を埋め込むと分かるように

なることがある． 

次に，音を一つひとつ分解する研究に，カクテルパーティ効果と呼ばれるものがある．この効果は，

カクテルパーティで大勢が雑談している中でも，自分の名前など自分にとって気になる話が，雑音下で

も聞こえてしまうことを言う．現在，複数の音が混在している環境下でも，それらを高精度に分離して

取り出す「信号分離の研究」が進められている． 

3. 聴覚障害の客観測定 

3.1 聴覚障害について 

難聴には伝音系難聴と感音系難聴がある．伝音系難聴は，外耳，中耳の障害に起因し，感音系難聴は，

内耳，神経系の障害に起因する．補聴器は伝音系難聴のみ効果がある．人工中耳も開発されている．感

音系難聴でも，内耳の障害に起因する場合は，人工内耳で対応できる場合がある． 

ヒトの聴覚の中枢神経系は，生後 6～8 歳で完成される．この間，脳に聴覚刺激が伝わらないと聴覚

中枢神経系が発達しない．したがって特に乳幼児の感音系難聴は発見を早めることが肝要である．乳幼

児感音系難聴への人工内耳装着も効果があがっている．しかし，乳幼児への主観的な聴覚テストが十分

できないこともあり，以下に述べる客観測定が期待されている． 

3.2 耳音響放射 

最近，耳から外に向かって音がでる，耳音響放射(ジオンキョウホウシャ：oto-acoustic emissions)

が着目されている．OAEs と略称されるこの現象は，正常耳の 70%から観測されるという．女性の方が出

現率が高い．加齢により減少し，中程度以上の難聴者からは出現しない． 

内耳には基底膜という膜が張られていて，音が入るとこの膜が上下に振動する．膜の上には細胞表面

に毛のついた有毛細胞があり，これが膜の振動とともに動く．外側に毛が動くと有毛細胞は興奮し，こ

の細胞に接続している神経も興奮してパルスを出す．有毛細胞には，内有毛細胞と外有毛細胞がある．

このうち，外有毛細胞は，刺激されると自覚的に伸縮運動を始め基底膜の振動を増幅させる．この作用

が逆に伝わり，鼓膜を内側から動かして外部に音を出す．したがって，この音がでているか否かをチェ

ックする． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

バーチャルリアリティ技術とその応用 

東芝研究開発センター 亀山 研一 

１ はじめに 
本講義では，VR とは何かを原点に立ち返って概観し，各

種感覚への情報ディスプレイとその応用に関して述べる． 

２ 本論 
（１）バーチャルリアリティとは 

VR とは，簡単に言えば実体験が困難な世界の事象を時空

の制約を超えて人間に提供する技術である．すなわち，従来
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に無い「高臨場感」の提供が大きな特徴であり，厳密には

Interaction，Immersion，およびユーザの Imagination の 3 要

素によって実現するものと定義づけられる（図１）． 
 

（２）感覚提示ディスプレイ 
各種感覚提示技術と課題を纏めると，表 1 のようになる． 

表１ ＶＲ技術の課題および展望 

 (a) 視覚ディスプレイ 
視覚による高臨場感は，仮想世界に入った感じ，すなわち，没入感と，奥行き感，すなわち，立体感

により形成される．迫力のある映像を提示するライドゲームや，空間的な位置把握等が必要な場面―設

計支援システム等に用いられている． 
＜聴覚ディスプレイ＞ 
聴覚情報は，視覚が使えないところ----例えば，頭の後側の

空間情報を示す場合などに有効である．特に，音場中を歩き回

るようなシステムや空間の音響演出が可能となる． 
＜ハプティックディスプレイ＞ 
接触感や堅さなどは視覚ではわからないので，触覚・力覚を

適切に提示できれば，仮想世界の臨場感が向上する．遠隔制御

ロボット等に使われている． 
＜前庭感覚ディスプレイ＞ 
乗り物シミュレータ等では，平衡感覚情報の提示が重要であ

る．現在，モーションベースを傾けることによって重力加速度

を変化させ，平衡感覚を作り出している． 
＜その他の感覚＞ 
人間の五感の他の感覚としては，嗅覚と味覚がある．味覚に関しては，基本的な味（甘味，苦味，塩

味，辛味，酸味等）がほぼわかっており，センサーも開発されているが，仮想的な提示は侵襲度が高い

ため，実現されていない．一方，嗅覚に関しては，基本臭は分からないが，臭いの素を大量にカプセル

 課題 技術 展望 

視

覚 高臨場感表示 
立体表示 超多眼立体表示 

広視野表示 個人用 CAVE 
小型軽量広視野 HMD 

聴

覚 高精度三次元 音響計算 DSP／並列計算機 
高速ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

触

覚 表現手法の充実 弾性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
高速計算ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 
提示デバイス 

前

庭

感

覚 

ｼﾐｭﾚｰﾀ酔い解消 
実時間提示 高速ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

表示ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

動きパタン 酔い解消ﾓｰｼｮﾝ 
（加速度パタン等） 

空間像

 

図２ 赤色 LED を用いた空間像 
ディスプレイ(5) 

Immersion

Interaction Imagination

I3

図１ VRを構成する３つの‘Ｉ’

Immersion

Interaction Imagination

I3

図１ VRを構成する３つの‘Ｉ’
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に入れて保持し，状況に応じて提示するデバイスが試験的に開発されており，化粧品，食品の販売促進，

教育等への応用が検討されている． 
３．その他 
 講義では，この他，ウェアラブルコンピュータとその応用についても紹介したい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

バーチャルリアリティのウエルネス分野への応用 

大阪工業大学大学院 大須賀 美恵子 

 バーチャルリアリティ（ＶＲ）とは，｢現前しないが現前するの

と効果としては同等の表象を生じせたり想像表象を具現化し，行動

空間を構成して，そこでの行動を可能とすることと定義される．一

方，｢ウエルネス｣とは，医療・健康・福祉分野の総称であり，多様

な人のＱＯＬ（Quality of Life）の向上に資することを目標とする． 
ＶＲのウエルネス応用に関する研究・開発は，国際的には年１回

開 催 さ れ る ｢ Medicine Meets Virtual Reality 
(http://www.nextmed.com/mmvr_virtual_reality.html)｣がすでに１０回を重ね，本邦でも昨年日本ＶＲ

医学(http://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/~jsmvr/)が設立されたことからも，その発展が伺われる． 
ＶＲのウエルネス応用としては，医学教育（医学生・生涯教育），手術トレーニング，術前治療計画，

手術ナビゲーション，遠隔医療，インフォームドコンセント，メンタルケア，リハビリテーションが挙

げられる．本講では，このうち最後の２つ，メンタルケア，リハビリテーションについて，実例を示し

ながら研究・実用化の動向，問題点などを紹介する． 

 紹介する実例（とその参考ＵＲＬ）を以下に示す． 

・国立小児病院神経科：動物園へ行こう・遊園地へ行こう(大日本印刷), バーチャルスキー(日本電気) バ
ーチャルサッカー, ハイビジョン水族館,そよ風学級アミークスクエア，分散仮想環境を用いた患者

の親の会(三菱電機)など 
・長崎総合科学大学竹田仰研究室：ゴム人工筋による上肢トレーニング，仮想人物との腕相撲，ＶＲボ

ーリング http://takeda.csce.nias.ac.jp/ 
・東北大学大学工学部：加齢医学研究所：運動失調症検査システム，平衡機能検査システム 

http://www.abe.ecei.tohoku.ac.jp/research/ahvr/vr.html#heikou 
・日本リハビリテイト(フランスベッドメディカルサービス)：ハイパーセラピー，ハイパーセラピーⅡ 

http://it.jeita.or.jp/jhistory/document/kokoroweb/chap25/kkr25044.html 
・日立製作所：ウエイトフリー方式リハビリテーション用２ベルト歩行訓練機 

http://www.hitachi.co.jp/New/cnews/9905/0524b.html 
・松下電工：バーチャル乗馬システム，ジョーバ http://www.mew.co.jp/press/0108/0108-15.htm 
・三菱プレシジョン：電動車いす操作のための評価システム 

http://www.mind.ne.jp/mpc/prodct/wel/wch/index.html 
・ The Center for Advanced Multimedia Psychotherapy, California School of Professional 
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Psychology：ＶＲとＢＦを組み合わせた各種恐怖症の治療 http://www.vrphobia.com/default.htm 
・ワシントン大学 HITL(Human Interface Technology Lab.) ：やけど治療中の痛み緩和，

http://www.hitl.washington.edu/projects/burn/ 
・ミシガン大学：高所恐怖症の治療，くも恐怖症の治療 http://www.umich.edu/~psychvr/ 
・DIVISION 社：HMD を使った恐怖症の治療システム 
・VIVID 社(USA)：Mandara Virtual Reality System 
・(株)アダブテクノ：仮想遊戯」STUDIO KOKORO http://www.kati.gr.jp/product/002.html 
・三菱電機：ベッドサイドウエルネスシステム，高齢者の心身活性化をめざした遊びリテーションシステム 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

会社の寿命 

福徳産業 細田 邦泰 

 人に寿命があるように，会社にも寿命があります．又どんな強力な組

織でも必ず寿命がきます．松下電器産業㈱の創業者松下幸之助氏は３５

年前に著書の中で，将来の松下電器産業㈱についての質問に答えて「将

来松下電器は必ず倒産します」と述べておられます．ローマ帝国以来ど

んなでも政府でも組織でも永遠に続くことは不可能なのです．日本でも

１５代将軍徳川慶喜で徳川幕府は倒れ，１５代自民党総裁宮沢喜一で自

民党は野党に下りました． 

 昔から「親辛抱し，子楽し，孫乞食する．」とか「売り家と唐様で書く三代目」と言います．昔から

三代続けて家が繁栄するのは非常に珍しい事なのです．会社は創業して５年で５０％，１０年で８０％

が倒産し，残りの１０％が赤字です．創業して１０年目でまともな経営をしているのはたったの１０％

なのです．会社の寿命は３０年と言われておりますが，残りの１０％の会社も３０年も経てば又危なく

なってくるのです．今年も多くの会社が倒産していますが，最近は創業何十年と言われている会社がよ

く倒産しています．これは時代が変化しているのに，会社の体制が古くて時代に合わなくなっているか

らなのです．１００年前にベスト１００に入っている会社で現在もベスト１００に入っているのは，王

子製紙㈱だけです．１００年前の優良会社の内９９社は時代の変化に取り残されたと言う事です． 

 しかし時代の変遷を乗り越え，現在もしっかりとした，経営をしている会社やお店が無いわけでもあ

りません．田舎に行けば創業百数十年の会社がよくあります．味噌，醤油，酒等の食べ物に関する商売

が多いようです．現在残っている日本で一番古い創業の会社は大阪市にある㈱金剛組です．西暦５７８

年に聖徳太子の命を受けて３人の匠が百済の国からやって来ました．これが㈱金剛組の始まりです．彼

らや彼らの子孫によって大阪の四天王寺や法隆寺が建立されました．初代金剛重光より１４２４年その

間色々な困難を乗り越えながら，寺の建築技術を伝承していき，今日に至っております．しかしこのよ

うな伝統的な職種は別として，ほとんどの会社は変化に対応しなければ存続できません．我々中小企業

はの生き方は「雑魚は磯辺で遊べ」と言う事が原則です．小さなマーケットでナンバーワンになり常に

時代に合わせて，自己改革をし，会社を変化さしていく事が最良の策だと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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心拍及び呼吸の無拘束無侵襲計測 

山口大学大学院 田中 正吾 

高齢化社会を迎え，個人の健康に対する関心が高まっているだけでなく，

医療費削減の観点からも疾病の早期発見につながる技術開発が求められて

いる．このような背景から，在宅健康モニタリングは最近特に重要な研究

課題のひとつに挙げられており，無拘束無侵襲に心拍や呼吸をモニタリン

グする手法が積極的に研究されている．しかしながら，これまでの方式で

は，呼吸や心拍の一方しか計測できなかったり，あるいはシステムが大掛

かりとなりコストが高くつくなどの欠点があった． 
 このようなことから，筆者らは，これまで心音センサ，音響センサ，歪ゲージなどのいずれかを効果

的に用いた(心拍と呼吸が同時に計測できる)「心拍・呼吸の無拘束無侵襲モニタリングシステム」の開

発を行って来た．つまり，心音センサや歪ゲージをエアーマットやエアー枕に貼り付けたり，あるいは

音響センサをエアーマットやエアー枕に封入したりして，就寝時の被検者の心拍と呼吸を無拘束無侵襲，

かつリアルタイムに計測するシステムを開発して来た．これらのシステムでは，心拍と呼吸の平均周期

だけでなく瞬時周期も高精度に計測される．よって，これらのシステムは，手軽な在宅健康モニタリン

グシステムとして活用できるだけでなく，ネットワークと結合すれば広域的なモニタリングシステムと

しても機能することが可能となり，これからの高齢化社会に大きく貢献することが期待できる．本講義

では，これらの計測システムの概要を紹介したい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

音楽談義「Violin」は語る 

東邦音楽大学 
ヴァイオリニスト 蓬田 清重 

 卒業されて医療関係のお仕事につかれる皆様にとってバイオリンの

実技の講義は要りません．しかし，音楽一般，特に弦楽器，バイオリ

ンを中心にしたお話と演奏に大変興味をもたれ，そしてこれからコン

サートに足を運び，美しい響きに耳を傾けて欲しいのです． 

１）弦楽器の歴史  材木と馬の毛が必要． 

          銘器の里はイタリアのクレモナです． 

弓についても説明あり． 

２）弦楽器の構造  ニス 材質 付属品（弦 松脂 その他） 

楽器製作者 修理 保存 メンテナンス 

３）演奏家     プロフェッショナル アマチュア 教育家 教育改革 演奏技術改革 

４）ここでバイオリンの演奏  プログラムは当日発表 

５）質問コーナー  それに諸君が自由にバイオリンに触れるのを許しますので，音を出してみる． 

６）音楽の表現方法  クラシック タンゴ ジャズ 民謡 演歌 軍歌など 
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           作曲家が五線紙に作曲した作品の解釈と表現 

７）演奏家の健康問題 指 骨 筋肉 筋 歯 などの支障について  

皆様から何か良きアドバイスを頂きたい． 

８）音楽療法について 癒しになる音楽，ならない音楽 

９）質問コーナー   音楽に関係なくても何でも良いから尋ねてみよう． 

10）２度目の演奏   プログラムは当日発表 

  以上の項目に従ってバイオリニストの目から見た，肩の凝らないお話をいたします． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

楽譜の中に隠されたメッセージと謎 

掃部音楽教室   
ヴァイオリニスト 掃部 彰子 

 器楽曲には詞がないので，作品は音符のみで感情や意思を伝える．しかし，曲の中に言葉を直接織り

込む何人かの有名な作曲家がいます．今回の話はこれらの曲を，蓬田清重先生のご協力を頂き，実演し

ながら紹介します． 

 アルバン・ベルクが作った弦楽四重奏曲「叙情組曲」は，夫と子供のいる女性との不倫の愛がテーマ

になっています．ベルクは現代音楽の作曲家ですので，曲だけ聴けば奇妙なわかりずらいメロディ，不

協和音もあり，とてもロマンチックな愛がテーマとは思えないのですが，遂げられない愛だからこそ，

楽譜に二人のイニシアルやキーワードである数字を散りばめて，強い思いをぶつけているように感じま

す．そこには，深く入り込む者にのみ秘密を開示するという特権的遊び感覚も感じられます．詳しい内

容を部分的な演奏とともに紹介します． 

 ルーマニアのポルンベスクが作った「望郷のバラード」という曲がテーマで，１９８９年のルーマニ

ア革命の時にこの曲が暗号として使われたという小説があります．楽譜から数字を導き出して，それを

アルファベットに置き換え，文章が出てくるというからくりで，物語こそ架空の話とはいえ，音楽から

そのようなことも可能だということを伝えたく，演奏とともに詳しい説明をしようと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

「もっと光を―― 新しいフォトニックネットワーク」 

      富士通研究所 持田 侑宏 

ネットワークの進歩の歴史： 

   1970 年代---アナログからディジタルへ 

   1980 年代---カッパーからファイバへ 

   1990 年代後半---波長多重・光増幅へ 

（フォトニックネットワーク） 

   2000 年代---全光ネットワークへ 

（“新しい”フォトニックネットワーク） 
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光通信の基本構成 

通信需要の増大（ブロードバンド化）を支えるフォトニックネットワーク 

フォトニックネットワークを支える技術 

   ナノ領域に入った高速半導体技術 

   ナノ領域の加工技術が生きる光スイッチ 

   自在な通過特性をもつ可変フィルタ 

   光のまま信号を増幅する光アンプ 

   光のまま信号を処理する“光信号処理” 

ネットワーク技術のブレークスルーを求めて 

    “Moore の法則”の壁を超える 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

江戸のことばの変遷について 

                             産経新聞社 大野 敏明 

１．江戸弁は方言である．標準語ではない 
  江戸の範囲はどこまで？：  

一口に江戸弁といっても，山の手，下町，深川・木場言葉がある． 
行ってしまった，行っちゃった，行っちまった 

  成り立ちは関西弁，関東方言，三河言葉など 
２．江戸弁の特徴 
  ①あまり品がない．べらぼうめ，おきやがれ，てやんでえ， 

もういっぺんいってみろ，何々だからそう思え，頭が痛えの尻が痒いいの 
②基本的に男女の区別がない 

  ③「ひ」と「し」の区別がつかない 
  ④しゃしゅしょが言えない．新宿，授業，お師匠さん 
  ⑤母音の重複を嫌う．体育，であろう 
  ⑥強調の接頭辞が付く．とっつく，ぶっかける，ぶんなげる，うっちゃる 
３．ａｉ発音のｅ変化 
４．イカとタコ 
５．「お」と「もじ」をつけることば 
６．遊女ことば 
７．女性ことばの変遷： 明治以降のざあます的山の手ことばは江戸時代にはなかった 
８．「ら」抜きことばと「超」ことば 
９．時代劇を１０倍楽しむ法 
   刀の持ち方 
   カウンターで酒 
   旅館での蒲団の位置 
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   相手の呼び方，諱について 
その他 県庁所在地 
    回文，いろは歌 

参考文献 大野敏明著『知って合点 江戸ことば』（文春新書・６９０円） 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

モノの働きを支える制御技術 

東芝 電力・産業システム技術開発センター 重政 隆 

１．はじめに     

２．制御（Control)って 

 水洗タンク フラッシュ後，定量水位を自動確保 

（センサと制御器の一体化，安全） 

 ガバナ   回転遠心力で蒸気流量を加減 

（センサと制御器の一体化） 

 モノを働かせる上で自動化，省力化，省エネなどに繋がる仕掛け・知恵 

 制御技術   モノが働く裏には制御有り   センサや制御器が重要 

 制御をどう構築するか ⇒ エンジニアリング！ 動くものを理解し，表現できる言葉と文化を 

 ブロック図 信号の伝わりかたが視覚的に分かる 

全体の動きが把握でき，ニーズに対する対策が打てる 

３．制御技術の発展の歴史 

 ニーズと技術と理論が相互にからんで発展 

   定着までには現場の理解と使いやすさと投資効果が大事 

 第１次産業革命   蒸気エンジンの調速機     紡績機や機織機 

     安定論が発展 ラウス，フルビッツ，ストドラ，マックスウエル 

 火器の位置制御   重量機器の速やかな角度追従   古典制御理論 

 マイクロコンピュータ  産業のオートメーションが飛躍的に進む 現代制御理論も進展 

 パワーエレクトロニクス 誘導電動機の可変速・トルク制御 

 情報系との接続    生産現場と管理系の直結からサプライチェインマネジメント 

 標準化・インターネット  フィールドバス，デバイスネット， 

４．どのように使われているか 

 発電システム：火力，水力，原子力発電，燃料電池 

 電力システム：送電，配電，電力系統，， 

 産業プラント：鉄鋼，紙パ，石油化学，上下水道， 

         地域冷暖房，ごみ処理，ビル空調，トンネル換気制御 

 交通システム：列車制御，昇降機制御， 

 ドライブシステム：圧延機制御，抄紙機制御，電車電動機制御 

 ロボット  ：加工組立，移載， 
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 宇宙システム：人工衛星姿勢制御，アンテナポインティング制御 

 医用システム：Ｘ線診断装置の寝台制御，アーム制御 

 ＯＡ情報機器：ＣＤ，ＨＤ，ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ 

 家電・空調機器：エアコン，電子レンジ，冷蔵庫， 

５．シミュレーション技術で確認 

 システム全体の動きをまねたツールで動きを解析，技術の設計と評価 

 試行錯誤を減らし，開発期間の短縮化 

６．まとめ 

 ニーズが原点  モノが働く裏には制御あり！ 

 制御システムエンジニアがモノをまとめる． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

尿沈渣細胞画像の雑音の除去 

                  福井大学大学院 谷口 慶治 

 人間から排出される尿の中に存在する有機成分（白血球，赤血球，上皮

細胞，円柱など：これを対象物という）の検査を画像処理により行う場合，

対象物を画像の背景から切り出す操作（画像の領域分割という）が必要で

ある．対象物と背景との濃度差が小さいガラス円柱画像では，濃度差より

も雑音の振幅が大きく領域分割が困難である．ここでは，このような画像

の雑音の除去方法について述べる． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

我が国における産学連携の望ましい形と研究者の取り組みについて 

     IBLC  国居 孝司 

現在，我が国の大学を取り巻く研究開発環境は，大学等技術移転促

進法や科学技術基本計画，独立行政法人化の流れを背景に大きく変わ

ろうとしている．一方，市場競争が激化している産業界においては，

基礎的な研究から応用的な研究にそのフォーカスがシフトしており，

基礎研究を大学に依存する傾向がますます強まっている．このような

状況の中，大学と産業界が研究開発において協力する産学連携は，こ

れまでの文教政策を超えて産業の振興・創出，雇用の創造を目的とした経済政策として大いに注目され

ている．しかし，実際には法的整備や関連予算の拡充は進むものの，有効な手段がないために，産学連

携は期待以上に進んでいないのが現状である．その原因はいくつかあるが，特に問題なのは産学連携の

スタイルに拘り過ぎ，企業は今何を望み，個々の研究者はどのように対応していけば良いかという基本

的なシステム（仕組み）がないことである． 

産学連携は外部連携の一形態に過ぎない．企業は外部のリソースを活用する一手段として市場から大
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学の研究者を選択し，大学の研究者も研究開発を行う上で必要なパートナーとして企業を選択する． 

これからの産学連携のテーマは「市場化」である．産業社会における市場競争はますます激しくなり，

産業界はもちろんのこと大学も市場化の流れを無視することはできない．そこで，今後，産業界および

大学にとってどのような産学連携が望ましいのか，そして，研究者，技術者は市場競争社会の中でどの

ように取り組み研究活動を行っていけば良いのかなどについて講義を行う． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医学生のための医事法学 ～医療と法と倫理～ 

           冨村法律事務所 弁護士 冨村 和光 

1 医療制度と主要法令の概観 

2 医師法上における医師の定義と業務上の権利･義務について 

① 医業の独占，医師の名称の独占 

② 診療義務，診断書等の交付義務，異状死体等の届出義務等 

③ 患者の秘密を守る義務 

④ これらに違反した場合の民事･刑事･行政上の医師の責任について 

⑤ 医師が人の身体を切り刻んだり，毒･劇薬を投与･注射するのは傷害罪（刑法 204 条；懲役 10 年

以下）．なぜ処罰されないか 

⑥ 医師が患者に診察と治療を依頼し医師がこれに応諾した場合に成立する契約（準委任契約）と

応諾によって発生する権利･義務の内容 

⑦ インフォームドコンセントの原則（説明と同意･患者の自己決定権）と ICをめぐる現代的な問題 

3 現代医学をとりまく法と論理をめぐる問題 

① 安楽死と尊厳死 ② 宗教上の輸血拒否 

③ 電子カルテ化 ④ 先端医療 

4 医療過誤と医師の法律上の責任 

① 刑事判例から見た医療過誤の類型（過去の 137 件の分析） 

② 民事医療過誤の統計 

③ 医療過誤における民事過失と刑事過失の質的差異について 

④ 判例から学ぶ医師･看護婦の注意義務（結果と回避可能性の予見義務） 

⑤ 医療過誤をめぐる訴訟の増加傾向と司法改革による弁護士増員の問題 

⑥ 情報公開法とカルテ開示法制化の動向 

⑦ 医療過誤・医療紛争を防止する為の対応策は何か 

5 余話：本職が検事在任中に取り扱った医療をめぐる実例の紹介 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

地場産業の振興と健康福祉の向上 

茨城県保健福祉部 山本 光昭 
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 地場産業の振興と健康福祉の向上の取組みについて，２つの事例を紹

介します． 

１つ目は，茨城県笠間で取り組まれている，子どもから障害者，高齢

者まで誰にとっても使いやすい「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」の伝統

工芸「笠間焼」の開発です．「人にやさしい・やきものづくり」を理念に，

陶工芸家と歯科医師，栄養士，食生活改善推進員ら保健医療関係者とが

参加する「笠間焼商品開発研究会」が発足し，作る側と使う側の交流の中で，より実用的な商品の研究

開発が平成 13 年 6 月から始まりました．ユニバーサルデザインとは，「すべての人が人生のある時点で

何らかの障害をもつ」ということを発想の起点としており，①誰にでも公平に利用できること，②使う

上での自由度が高いこと，③使い方が簡単ですぐわかること，④必要な情報がすぐに理解できること，

⑤失敗や危険につながらないデザインであること，⑥無理な体勢をとることなく，少ない力で楽に使え

ること，⑦アクセスしやすいスペースと大きさが確保されていることという七つの原則が提唱されてい

ます．誰にでも使いやすいＵＤを取り入れた陶器製品はまだ全国的にも珍しく，本県の笠間での取組み

は，伝統工芸の振興と健康福祉の向上という一石二鳥のプロジェクトといえます．なぜならば，ＵＤの

笠間焼が普及すれば，例えば，脳卒中の後遺症のため，手が不自由になられた方が，健康であった時と

同じ美しい器，家族と同じ器で，団欒をもてるということが可能となって健康福祉が向上するとともに，

地場の伝統工芸品が多く売れるわけです． 

２つ目は，大手メーカーの製造する紙パック入りなどの安い酒をただ酔うために大量飲酒する構造か

ら，質の良い地酒を味わうために適量飲酒する構造へという，私が提唱している「日本酒の飲み方の構

造改革」の運動です．この構造改革は，地酒が売れることにより地場産業が育って地域が振興されると

ともに，大量飲酒が適量飲酒になることにより地域住民の健康が良くなっていくという一挙両得の構造

改革なのです． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

全人的医療とは 

         浜松医科大学 永田 勝太郎 

１．全人的医療とは 
 全人的医療（comprehensive medicine）とは，その医療の視点を患者の

臓器単独に置くのではなく，患者をいつ，いかなる場合においても，「病を

持った人間（個人：whole person）」としてとらえ，身体的・心理的・社会

的・実存的な視点から，包括的に（全人的に）理解し，その過程の中から，

患者固有の問題の解決を図ろうとするものである．これは医療に対する社

会的ニードであり，医療における質の向上を意味する．具体的には患者個々

の特性を尊重し，そのＱＯＬの向上を図るものである． 
 全人的医療は身体・心理・社会・実存医療モデルに則った全人的な患者理解をベースにしている．そ

の実践に当たっては，現代医学をベースにしながら，伝統的東洋医学的アプローチ，そして両者を結ぶ

「橋」（インターフェース）としての心身医学を重要な医療資源とし，三者の相互主体的鼎立が必須の

条件である．さらに治療者－患者関係についてもメスを加えて行かねばならない． 
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２．全人的医療の具体的方策：全人的医療の３ステップ 
 全人的医療の実践に際し，必要に応じて，次の三つのステップを実践することが必要である． 
 第１ステップとは，今，ここで患者を苦しめている疾病との対決であり，患者をまず，速やかに苦痛

から解放することである．これは，キュア（cure：治癒的医療行為）レベルの医療であり，このステッ

プの実践には速やかな診断，治療が必要とされる． 
 第２ステップとは，なぜ，患者はこのような疾病や症状に苦しむのかを明確にし，そこから開放するため

に，患者を全人的理解に理解することである．これはケア（care：援助的医療行為）レベルの医療である． 
 第３ステップとは，疾病の予防，リハビリテーション（rehabilitation）による社会参加，積極的な健

康（全人的なポジティブヘルス；positive health ）の創造である． 

３．全人的医療実践のための基本モデル 
 全人的医療の実践に際し，必要な基本モデルとして，表のようなモデルを考えている． 

４．病気の進行（病気の３期）と全人的医療 
 全人的医療モデルを基本に，人間の一生を考えると，病気は，３病期を経て人間を死に至らせる．そ

の３病期とは，・機能的病態（第一期） 珵 ・器質的病態（第二期） 珵 ・致死的病態（第三期） 

であり，この順に進行する． 

 寿命(life span) の長さは加齢，ストレス・コーピンングの仕方から大きな影響を受ける．積極的な健

康創り(positive health) のためには，まず機能的病態への気づき(awareness) を持たねばならない．失

感情症，失体感症，失意味症からの開放を図ることが先決である． 

表 全人的医療実践のための基本モデル                                          
 １．全人的な患者理解                                                          
  （１）身体・心理・社会・実存的医療モデル（intra-personal communication）      
     身体：機能的病態（病理学的に未完成の病態；半健康・半病人 ill-health）   
        器質的病態（病理学的に完成された病態）                          
        致死的病態（cure の望めない病態）                                
     心理：性格，心理的反応，ライフスタイル（life style），行動，            
        ストレス・コーピンング（stress coping ）                         
     社会：社会的役割，環境との関わり                                      
     実存：生きる意味（意味・責任・自由）への気づき                        
  （２）医師（治療者）－患者関係（inter-personal communication）               
     インフォームド・コンセント（informed consent）                         
     転移・逆転移といった治療関係も分析                                    
 ２．西洋と東洋の相互主体的・相互補完的関係                                    
   近代的西洋医学・伝統的東洋医学，皂，かけ橋(interface)としての心身医学(その核は実存的視点)           
 ３）キュア(cure)とケア(care)のバランス                                        
 ４）瀉法と補法のバランス                                                      
 ５）病理モデル・健康モデル・成長モデルの相互主体的導入                        
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

「わが国の刑事裁判の現状から見た民主主義の成熟度について」 

～ある強盗殺人事件を題材として～ 

大河内小嶋法律事務所 
弁護士 大河内 秀明 

１ 事件の概要 
１９８８年，横浜市鶴見区で，白昼，金融兼不動産業を営む夫婦が，事

務所内で，鈍器で殴打されて惨殺されたうえ，１２００万円が奪われたと

いう強盗殺人事件 

２ 被告人が逮捕された経緯 
 被告人は，架空の融資話を持ちかけて金を用意させ，犯行時間帯に事務

所を訪れ，１２００万円を持って逃げた． 
 このような濃厚な容疑によって，犯人として逮捕され，その日，犯行を自白する上申書を書いている． 

３ 一審判決の証拠構造の検討 
 １９９５年９月，横浜地方裁判所は，自白は信用できず，凶器も解明されていないが，しかしそれで

も被告人が犯人であると断定できるとして死刑判決を言い渡した． 

４ 控訴審での審理の経過 
 一審判決後，４年経過後に初めて審理を開始した東京高等裁判所は，事件から１４年経過した２００

２年４月，ようやく証拠調を終えた． 

５ わが国の刑事裁判の有罪率が異常に高いことは，平野龍一東大名誉教授が「わが国の刑事裁判はか

なり絶望的である」と言っていることと矛盾しないか． 

６ 死刑存置論者の中には，わが国には誤判は生じないから，誤って処刑することはありえないという

者がいるが，果たしてそう言い切れるか． 

７ 主要先進国において，職業裁判官のみによって判決が言い渡されているのはわが国だけであるが，

民主主義との関連で問題はないか． 

８ 現在，進められている司法改革の行方について 

 (V7,Nagata,K.,1997) 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

知識データベースに基づくヒトの意志決定の自動化法 

佐賀大学大学院 中村 政俊 

序   演者は「システム制御の理論と実際」の研究を行っていて，

現実のニーズに基づいて発生した問題を解決して，その解決方法を

より一般的に利用できるように努め，理論的裏付けのある方法を導

くことに興味を抱いている．今迄の過去の研究において，このよう

な理論的方法をいくつか開発してきたが，今回はヒトの意志決定の

自動化法に関して，その方法の開発経緯，方法の内容，方法の利用

を述べる． 

概要   ある事柄に関して，熟練者の判断情報を含んだデータ

（知識データベース）を克明に調査すると，そのデータを通して，熟練者の知識や技能に基づいて下さ

れた意志決定の要領が次第に明確になり，その要領をまねることによって，熟練者と同様の意志決定が

できるようになることを想像できると思う．本講義では，その知識データベースに基づくヒトの意志決

定の自動化法を，条件付確率の立場から理論的に導いたところを示す． 

 本方法は，碍子洗浄時期決定の自動化という電力会社との共同研究を通して，考えついた方法を確率

の言葉で整理一般化して，‘オンオフ意志決定法’に至ったものである．本方法は元来の碍子洗浄時期

決定 注 1)の自動化にうまく適用できるのは勿論であるが，その方法は全く別の分野である脳波中のス

パイク検出 注 2)にも適切に適用できた． 

 内容の後半は，先のオン－オフ（2 値）判定法を多値判定法に拡張したものである．その拡張の契機

は，睡眠脳波の睡眠ステージ判定 注 3)の自動化の試みであり，この方法の拡張により，6 段階からな

る睡眠ステージの自動判定が可能となった． 

注 1：碍子洗浄時期決定   碍子は電気設備を高圧高電流から絶縁するためのものであり，変電所に

は数多くの碍子が設置されている．海岸近くにある変電所において，海側から吹く塩風によって，碍子

に塩分が付着すると碍子の絶縁機能が低下して，碍子は役割を果たさなくなる恐れがある．従って，電

力会社では，碍子の汚損値がいき値を越える前に碍子を大量の真水で洗浄して，常に碍子が絶縁を保つ

ようになされて，電力事故の発生を防いでいる．現在電力会社においては，熟練者が気象の状況等を考

慮して，碍子の汚損量を予測して，碍子の適切な洗浄時期を決定している．台風の折などは，変電所で

はいろいろ多くの作業をこなすことを要求される熟練者にとって，適切な洗浄時期の決定を行うことは

大きな負担となる．本方法では，その洗浄時期決定の自動化を図った． 

注 2：脳波中のスパイク検出   てんかん等の患者の脳波の中には，時折鋭い波形をしたスパイクが

認められる．被検者の頭皮上から記録した脳波の中におけるスパイク出現のし方を調べることによって，

患者の病状の変化等を知ることができる．脳波においてスパイクとそれ以外の鋭い波（筋電図等）を適

切に識別するには，かなりの訓練がいり，現在は脳波判読医が脳波を視察することによって，その脳波

の中からスパイクの検出を行っている．本研究では脳波中のスパイク検出の自動化法を導いた． 
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注 3：睡眠脳波の睡眠ステージ判定   睡眠中の脳波を記録すると，被検者の時々刻々変化する睡眠

ステージ（深さ）に応じて，脳波には特徴的な波が出現する．睡眠ステージの判定は，ヒトの健康と深

くかかわる睡眠の状況を知る上で大切であり，一晩の長時間に亘って記録された睡眠脳波データは，十

分な技能を有する判読者が大きな労力をもって視察している．本方法では，その睡眠ステージ判定の自

動化を試みた． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

国内医薬品産業が置かれている現状と今後について 

 田辺製薬  黒澤 秀保 

１．ゲノム創薬とテーラーメード医療の進展 
21 世紀は「生命の世紀」ともいわれ，2010 年頃にはゲノム創薬の成

果が本格的に現れ，新薬黄金時代を迎えることが予想されています．ま

た，遺伝子検査で投薬適性を判断して無駄な投薬をさけるなどのテーラ

ーメード医療の実現が期待されています．このような時代に併せて，こ

れまで研究開始から新薬承認取得まで 15 年－20 年の年月を要すると言

われてきた製薬企業の創薬手法も転換を迫られています． 

２．グローバルな競争の激化 
ＩＴ革命とともに多くの産業界が世界市場と言う大きな枠組みの中でグローバルな競争が激化，医薬

品産業界も圧倒的なＭ＆Ａによって強大化した欧米の大企業，いわゆるメガ ファーマの脅威にさらさ

れ，21 世紀に生き残るための政策転換，産業構造の変革を迫られています．日本最大のＴ社でさえ，医

薬品売り上げで世界 15 位であるのが現状です． 

３．保険医療財政のひっ迫 
日本は，バブル崩壊以降の経済不況から未だ立ち直ることができず，世界に名だたる国民皆保険制度

の下，世界一の長寿国を実現した日本の医療でさえ，超高齢化社会への突入に歩を合わせるように，公

費でカバーする保険医療財政がひっ迫し，医療費抑制策がとられ続けています．中でも，高すぎるとの

批判が高い，薬剤費を押さえる施策が医薬品業界を苦しめ続けています． 

４．医薬品産業ビジョン 
このような状況を懸念した国－厚生労働省は，国内の医薬品産業を，わが国を担うリーディング産業

であると期待して，日本の医薬品市場そのものの国際競争力を高めること，その中で，国内資本の製薬

企業の国際競争力も高めていくための方向性を「医薬品産業ビジョン」として提言，政策的にもバック

アップしようとしています． 

これらの視点を中心において，21 世紀を迎えてさらなる医療への貢献を果たそうとしている医薬品産

業が直面している現状と今後の行方について，各種資料を織りまぜながらご紹介させていただきます． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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血管拡張術施行後の再狭窄発現機構の解明とその予防治療法の確立 

東京医科歯科大学 
生体材料工学研究所 東 洋 

実験的内膜肥厚モデルの構築， 

（１） 内皮細胞の機能障害誘発機序と内膜肥厚の発症・進展， 

（２） 内膜肥厚の発症・進展過程におけるエンドセリンの役割， 

（３） 内膜肥厚の発症・進展過程における一酸化窒素とエンドセリン

とのクロストーク， 

（４） 再狭窄の予防・治療法． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

病院，医療施設の計画，管理 

 お茶の水女子大学 田中 辰明 

 病院，医療施設の計画，管理について講義を行う．医療施設は阪

神大震災のような場合にも他の建築構造物に比べ堅固なものでな

ければいけない．一般の建築物が倒壊し ても診療施設は被害を被

った人々の治療に対応しなければならないからである．阪神 地震

災害のスライドから建築物，土木構造物がどのような被害を受けた

か，またその 反省として今後どのようにするべきか述べる． 

病院建築は身体的弱者が集まる施設であるので，衛生面からも注

意を払う必要がある．真菌，細菌の実態調査例を報告する．寒地では建物の断熱と真菌の多さに影響を与

えている．建物外壁の内側に断熱を施す内断熱がわが国では一般的であるが，これは内部結露を起こしや

すく，結露の被害はカビ発生を呼ぶ．これに対し，外壁の外側に断熱を施す外断熱ではカビの被害は少な

い．これらの実測例を示し，断熱問題にも言及する．特に手術室では塵埃の発生は院内感染の原因となる．

手術室の空気調和の問題，これと塵埃濃度の関係について言及する．当然オールフェレッシュエア方式に

すれば清浄度は高まるが，エネルギーを多消費する．地球環境問題が深刻になっている現在，省エネルギ

ーは大切な問題である．省エネルギーを計りつつ，清浄度を上げることに留意しなければいけない．最近

はアレルギー性疾患に悩む人が多くなっている．真菌もアレルギー性疾患のアレルゲンになるが，最近で

は建材に使用される化学物質が揮発することで，これもアレルゲンになる事が問題視されている．国土交

通省も建材の化学物質に対し，規制を始めるようになった．この揮発性化学物質による汚染問題，その対

策について言及する． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

 



40 

新聞記者とはどんな仕事だろうか 

 読売新聞 山口 博弥 

 新聞記者とはどんな仕事だろうか． 
いろいろなイメージを持たれるだろう．政治・経済・国際・社会な

ど各分野における日々の最新動向を伝える．隠されている不正を暴く．

感動的なヒューマンストーリーを紹介する．知っておくと便利な情報

を伝える――．このように記者の仕事と言っても，十把一絡げでは括

れない．が，一つ共通することがある．それは，取材対象者に貴重な

時間を割いていただき，話を聞かせてもらうということだ．そして，

良い情報をもらうには取材対象者との信頼関係が欠かせない． 
 では，読者との信頼関係はどう作り上げていくか．まずは，良い記事を紙面に載せることが基本．そ

して次に大事なのが，読者の反響への対応になる．私の職場には毎日，読者からの質問や相談，意見が，

電話やファクス，ｅメールなどで頻繁に寄せられている．扱っているテーマが病気や生死の問題だから，

読者の姿勢も真剣だ．もちろん医療相談はお断りしているが，それ以外は誠心誠意対応することが仕事

の一環だと考えている． 
 信頼関係．これは，医療者と患者にとっても重要なキーワードに違いない．言い古されてきた「医は

仁術」「医は心」という言葉でもいい．これまで４年１０か月，医療現場を取材し，かつ，こうした読

者の声を日々聞いてきて，ますますこの言葉の重みを痛感する． 
 「患者は病気が治ることを望んでいる．だから医療技術さえ優れていれば，心なんてどうでもいい」．果

たしてそうだろうか．体の病気が治ったからといって，患者が心から安心するとは限らない．まして，医療

が高度化・複雑化するなか，医療者の激務も相まって，いつ医療ミスが起こってもおかしくない状態だ． 
 医療訴訟を起こした遺族に共通するのは，説明しようとせず，誠意が見られない医療者に怒りを抱い

ているのである．千葉県の東金病院では，ミスによる死亡直後に院長が遺族に謝罪し，事故防止対策を

講じて公表した．遺族は訴訟も起こさず，今では病院に信頼を寄せている．また，病気で身内を亡くし

た家族の悲しみも，生前に心ある医療を受けたかどうかで，その回復が大きく左右される．ともに死を

悲しむ医師の涙で癒されたと語る遺族は少なくない．医療者は，科学者であると同時に，血の通った人

間であってほしい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

都 市 計 画 

合同都市企画 河部 澄男 

 いままで 2 回にわたり，「都市」の意味論，計画論について講義をし

てきました．１回目は私たちが住む「都市」とはどういうもので（定義），

私たちが「都市」をどのように考えていけばいいのかについて序論的な

講義を行いました．2 回目は，生活諸活動の「舞台装置」であるととも

にそこで諸活動が展開される「都市」を＜風景＞としてどのようにみて
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いけばよいのかについて日本・アジアと欧米の＜風景＞づくりを比較しつつ述べました． 
 私たちは個別的存在であるとともに共同的（関係的＝社会的）存在であり，かつ個別的にも共同的に

も歴史的（時間的）存在であります．したがって＜風景＞体験における体験の個別性・多様性，あるい

は集団（民族）体験としての時代的共通性とその共通体験の受け止め方の個人差など，私たちの人生（実

存）過程において「風景体験」の及ぼす影響は多大であると考えられます．『原風景』は幼少時の「風

景体験」の強く刻印されたものといえます．特に最近注目されている「心的外傷」（トラウマ）も原風

景など風景体験の深刻さによる面が大きいと考えられています． 

 3 回目は，昨年の９月１1 日の同時多発航空機テロによる「世界貿易センタービル」倒壊の「風景論

的」意味について話したいと考えています． 

（講義案） 

 Ⅰ.＜風景＞体験 

1.風景＝空間の佇まい・相貌・形相とその変化速度  ｃｆ「景観」，「風土」 

  2.＜風景＞体験 「風土」－「風景」（「空間」）－体験→『風景像』 

 Ⅱ.都市空間構成＝＜風景＞づくりの方法 

○アジア型都市・・・「地べた」｢横＝水平｣志向 

           ・「自然」融和的 ex.借景→庭園→床の間（生け花の起源） 

・自然成長的（ex 木の文化）・・路地裏，屋台       など 

○欧米型（先進国型）都市 

・「縦＝垂直」志向 

・「自然」支配的－人為的・人工的（鉄・ガラス・コンクリート） 

・歴史的・積層的（石積み，レンガ）・・＜風景＞の厚み  など 

Ⅲ.＜風景＞の意味－鑑賞 

  1.近景－中景－遠景・・仰角／俯瞰，水平視線／垂直視線 

  2 歴史性・.時間軸（ライフサイクル（寿命）／材料，様式（スタイル）など） 

  3.次元性（重層化・重畳化，バーチャル化）・・「自然」の＜排除＞ 

＊「先端」と「歴史＝伝統」の組み合わせ方 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

クリーンエネルギーの利用について 

室蘭工業大学大学院 高原 健爾 

 科学技術の発展とともに，人類が消費するエネルギーは年々増

大し続けています．そのエネルギーの多くは化石燃料を消費する

ことで得られており，その結果排出される CO2 の影響による温暖

化など地球規模での環境問題が深刻化しています．これら環境問

題についての取り組みは様々になされていますが，今後もエネル

ギー需要が増加することはあっても，減少することはないでしょ

うから，環境にできるだけ影響を与えることなくエネルギーが得

られる技術は欠かすことができません．中でも，太陽光や風力などいわゆる“クリーンな”自然エネル
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ギーを効率よく活用するための技術の普及が望まれています． 

ここでは，クリーンエネルギーとして一般的に知られている風力発電，熱電発電，太陽光発電を取り

上げ，その基本的なことがらについて説明します．また，このようなエネルギーを利用する際に必要と

なる“最大電力取得”についても説明します． 

風力発電は，その動力源を風力として，発電機を動作させて電力を得ます．これは風力の力学的なエ

ネルギーが発電機を通して電気エネルギーに変えられる間接的・異質的エネルギー変換ということがで

きます．一方，熱電発電と太陽光発電では，それぞれ熱エネルギーと光エネルギーが直接電気エネルギ

ーに変換される直接的・異質的エネルギー変換ということができます．このように，自然エネルギーの

利用と一口にいってもそのエネルギー変換の形態は本質的に異なるものになっています． 

このような変換形態の違いはあっても，自然エネルギーを利用する上で共通の問題となることがらの

ひとつに自然現象の変動があげられます．例えば，太陽光であれば，日中は発電できても夜間の発電は

できませんし，日中でも雲が出てくれば得られる電力は小さくなります．また，太陽光が変動しなくて

も，風が吹くなどして太陽電池の温度が変われば，その出力特性が変化します．したがって，これら自

然エネルギーを利用する際には，時々刻々と変化していく自然環境の中で，環境の変動に伴って変化す

る電力の出力特性を最も適した状態で動作させる必要があります．これが最大電力を取得するというこ

とであり，大きな研究課題のひとつとなっています．単純ないい方をすれば，出力電力というのは最適

な動作点を頂上とする山型になっていて，その頂上部分が最大電力点です．環境が変化すると，この山

の形が変わってしまいますので，形の変わった山の頂上がどこにあるのかを探して，その頂上へ動作点

をもっていくことが最大電力取得制御です． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2003 年度講義抄録》 

交通安全政策（平成 13 年道路交通法改正をめぐって） 

 警察政策研究センター 田村正博 

(はじめに) 

今日，自動車の運転は，多くの人にとって，社会生活上必要不可

欠なものとなっています．同時に，交通事故によって，年間 1 万人

近い人が亡くなっています．運転免許制度を含む交通安全政策をど

のようにするかは，極めて多くの国民に影響を与えることになりま

す．私は，平成 13 年の道路交通法改正(施行は 14 年 6 月)に際して，

警察庁運転免許課長として関与しました．医学の世界とも関係のあ

る障害者(病気)と運転免許の問題を中心に，改正内容とその経過を説明したいと思います． 

１ 警察の担当する交通安全政策 

交通ルールの設定と違反に対する制裁の予告，交通規制･交通管制の実施 

違反行為者の発見と責任追及(違反告知･反則金，刑事手続，運転免許の点数処分) 

運転可能者の限定(運転免許試験，拒否(保留)･取消し(停止)による不適格者排除) 

２ 平成 13 年道路交通法改正(一部は政令等の改正)の主な内容（障害・病気関係を除く） 

危険運転の規制強化(酒気帯び運転の刑罰対象の拡大，罰金の引上げ，点数引上げ) 

更新制度の改正(一般運転者の有効期間延長，高齢者講習対象者 70 才まで拡大) 

その他：運転免許証のＩＣカード化（16 年度以降に実施予定） 

３ 障害者の欠格事由の廃止と病気を理由にする拒否等の制度化 

  (改正前) 特定の障害(病気)の場合，｢欠格｣事由として，免許取得を全面禁止 

     精神病，てんかん，知的障害，視力･聴力･会話能力がないこと，一定の身体障害 

  (改正検討) 

・ 障害者施策推進本部決定：欠格条項のある全制度につき 14 年までに見直しを行う 

・ 知的能力･身体的能力(視力･聴力含む)については，試験(適性･技能･学科)で判断可能 

試験で判断できないもの(一時的に安全運転に必要な能力を喪失させる病気)が問題 

事故実態：規制対象外の病気(糖尿病の低血糖発作)による事故 

意見聴取：障害者関係団体，関係学会，被害者遺族，一般国民(パブリック･コメント) 

  (改正内容)  

・ 拒否等事由：幻覚の症状を伴う精神病(精神分裂病＊) ＊一定の場合には許容 

               発作により意識障害又は運動障害をもたらす病気 

（てんかん＊，無自覚性の低血糖症など） 

                 その他(そううつ病＊，重度の眠気の症状を呈する睡眠障害など) 

  ・  取消事由 ：拒否等事由のほか，痴呆，四肢の用全廃など 

手続的保障：本人に有利な証拠提出，取消しの場合の聴聞 

実効性確保：臨時適性検査不受験者の取消し，申請書に病状等の申告欄 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

生命の不思議 

京都大学大学院 吉川 研一 
 ２１世紀に入り，ヒトの DNA の全塩基配列も明らかとなるような時

代となりました．ヒトの DNA には約 3 万種類のタンパク質の構造（ア

ミノ酸の配列）に関する情報が刻み込まれています．ヒトの一生を通じ

て，各々の細胞内の DNA にあるこのような情報は，書き換えられるこ

となく保存されていると考えられています．いわば DNA は“読み取り

専用メモリー”(Read Only Memory, ROM)であると言えます． 

一方，身の回りのコンピューターを見てみましょう．コンピューター

は“読み取り専用メモリー”だけでは，決して働くことができません．コンピューターが動くためには

CPU や“書き換え可能なメモリー”(RAM)などが整然と配列していることが必要ですし，それに付け加

えて動力を得るためには電源につながなければなりません．このように考えると，“DNA が生命を作り

出している”との見方は，必ずしも正しくはないことが分かります．実際，DNA 分子を試験管に入れ，

考えられる限りの栄養素を加えても，そこからは生命が生じる事はありません． 

本講義では，“生きている”ことの不思議さを取り上げ，そのことを皆さんと一緒に考えてみたいと

思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

地場産業の振興と健康福祉の向上 

茨城県保健福祉部 山本 光昭 

 地場産業の振興と健康福祉の向上の取組みについて，２つの事例を

紹介します． 

１つ目は，茨城県笠間で取り組まれている，子どもから障害者，高

齢者まで誰にとっても使いやすい「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」

の伝統工芸「笠間焼」の開発です．「人にやさしい・やきものづくり」

を理念に，陶工芸家と歯科医師，栄養士，食生活改善推進員ら保健医療関係者とが参加する「笠間焼商

品開発研究会」が発足し，作る側と使う側の交流の中で，より実用的な商品の研究開発が平成 13 年 6

月から始まりました．ユニバーサルデザインとは，「すべての人が人生のある時点で何らかの障害をも

つ」ということを発想の起点としており，①誰にでも公平に利用できること，②使う上での自由度が高

いこと，③使い方が簡単ですぐわかること，④必要な情報がすぐに理解できること，⑤失敗や危険につ

ながらないデザインであること，⑥無理な体勢をとることなく，少ない力で楽に使えること，⑦アクセ

スしやすいスペースと大きさが確保されていることという七つの原則が提唱されています．誰にでも使

いやすいＵＤを取り入れた陶器製品はまだ全国的にも珍しく，本県の笠間での取組みは，伝統工芸の振

興と健康福祉の向上という一石二鳥のプロジェクトといえます．なぜならば，ＵＤの笠間焼が普及すれ

ば，例えば，脳卒中の後遺症のため，手が不自由になられた方が，健康であった時と同じ美しい器，家

 



45 

族と同じ器で，団欒をもてるということが可能となって健康福祉が向上するとともに，地場の伝統工芸

品が多く売れるわけです． 

２つ目は，大手メーカーの製造する紙パック入りなどの安い酒をただ酔うために大量飲酒する構造か

ら，質の良い地酒を味わうために適量飲酒する構造へという，私が提唱している「日本酒の飲み方の構

造改革」の運動です．この構造改革は，地酒が売れることにより地場産業が育って地域が振興されると

ともに，大量飲酒が適量飲酒になることにより地域住民の健康が良くなっていくという一挙両得の構造

改革なのです． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

我が国における産学連携の現状と今後の展望について 

IBLC 国居 孝司 

現在，大学においては，国立大学の独立行政法人化や大学間競争の進展，市場からの資金確保の必要

性などから産学連携に期待と注目が集まっている．そして，国による巨額の科学技術予算の投入や教官

の兼業等における規制緩和，大学等技術移転促進法（ＴＬＯ法）や大学発ベンチャーなどの政策がさら

に産学連携の流れを後押ししている．一方，企業においては未曾有の不況を脱出するために，内部資源

の集中と選択，自前主義からの脱却が経営戦略上重要となり，特に中小企業においては大企業の系列や

下請けシステムが崩壊する中，自立化の必要性が一段と増している．このような状況下において，企業

は外部との連携がこれまで以上に必要となり，特に知的資源の豊富な大学に期待を寄せている． 

しかし，産学連携は思うように進んでいないのが現状である．産学双方がお互いを必要としながらも，

なぜ産学連携は進まないのか？どこに問題があり，それらを解決するためにはどのようにすれば良いの

か？科学技術立国を目指す我が国において，科学技術の振興ならびに産業社会の発展を図るためには大

学と企業が共存する必要があり，その手段である産学連携は重要な課題となる．その産学連携の現状と

今後の展望について講義を行う． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

実存分析的アプローチを含めた包括的方法(全人的医療)による癌患者のケア 

 浜松医科大学 永田勝太郎 

【はじめに】 

 ターミナルケア，または緩和医療における全人的医療は重要なテーマ

であるが，W･H.O.（世界保健機構）の推奨する癌性疼痛の鎮痛方法以

外，近年あまり大きな進歩はなかった．癌性疼痛は全人的な問題である

と指摘しながらも，その W.H.O.の鎮痛法(ラダー)にしても，そのラダー

の中に心理療法や伝統的東洋医学的方法は含まれていない．今回，我々

が経験した癌性疼痛を有した癌末期患者に対し，行った全人的医療につ

いてレトロスペクティブに検討したので報告したい． 
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【目的】 

 癌専門医により予後が６ヵ月以内といわれた末期癌患者に補法（補剤＋ライフレビューインタビューなど

の実存分析的方法）を駆使し，その効果をＱＯＬ（quality of life ：生命の質１）２）３））により主観的に，かつ

尿 17-KS-S （以下，Ｓと略），17-OHCS （以下，ＯＨと略），Ｓ／ＯＨ比により客観的に評価した．また，

対象のうち，実存的転換（Booth,G ４））に至った例とそうでない例を比較して，経過・条件を検討した． 

【対象と方法】 

 1988 年から 1998 年までの間に，我々の外来（浜松医科大学心療内科）を受診した予後不良と評価されて

いた癌末期患者のうち 28 例について，手術，化学療法，放射線療法などはそのまま継続させた上で，まず

補剤（十全大補湯 7.5g/日，紅参末 3.0g/日，コエンザイムＱ1030mg/日）を投与し，さらに可能な患者には実

存分析的アプローチ（主に至高体験やライフレビューインタビュー，逆説志向・反省除去など）を行い，そ

の効果を永田による「ＱＯＬ調査票」１）２）５）により評価し，また尿Ｓ，ＯＨ，Ｓ／ＯＨを検討した．Ｓ，

ＯＨは西風脩らの方法にしたがった６）７）．ＱＯＬ・Ｓ・ＯＨの観察期間は原則１６週間とした． 

 全経過を追えた患者以外は，電話による調査にて家族より詳細を聴取した．なお，患者は経口摂取が可能

で，心理療法が理解でき，精神病的ではないことを条件にした．また，告知はすべてすでにされており，自

らの意思で我々の外来を受診してきた患者のみを対象とした．治療に際しては，インフォームドコンセント

に十分配慮した． 

【結果】以下に結果を示す． 

１．対象は男性：女性＝８：20 で，女性が多かった．平均年齢は 68.1 歳で，男女間に有意差はなかっ

た．癌の部位は全身に渡り，特定の臓器に片寄ってはいなかった．現代医学的には，外科的治療・化

学療法を既に終了または継続させた．対象の治療前のＱＯＬは健常者群（n=864 ）に比し，大きく

障害されていた．治療前のＳは低く，ＯＨが高く，Ｓ／ＯＨが有意に低かった． 

２．包括的アプローチの後，ＱＯＬは改善に向かった．まず，４週目で，「食欲」と「疼痛」が有意に

改善した．ＱＯＬは 16 週目にピークに達し，その後徐々に悪化していった（図 1, 2, 3）． 

３．治療前，Ｓはきわめて低値を示し，ＯＨは高値を示したが，治療後徐々にＳは上昇したが，ＯＨは

変わらなかった．Ｓ／ＯＨも改善していった（図 4, 5, 6）. 

４．生命予後の平均は 18.4±15.6 ヵ月であり，癌専門医による予想より延長した．これは，基準値を６

ヵ月に設定しても，また 12 ヵ月に設定しても有意に長かった（我々の初診から死亡までの期間．生

存者は初診から 2002 年３月までの期間とした）． 

５．中には至高体験を経，人生観が変わり，癌の進行が停滞し，自然退縮例と思われる症例もあった．

こうした実存的転換を果たしえた例では，「素直でしたたか」な生き様が共通していた． 

６．実存的転換群と非実存的転換群を比較検討した．実存的転換群は６例，と非実存的転換群は，22 例

であった．その身体・心理・社会・実存的条件を検討した． 

年齢・性差に有意差はなかった．治療前の病態，ＱＯＬ，尿Ｓ，ＯＨ，Ｓ／ＯＨに差はなかった．

生命予後は実存的転換群でより良く，補剤服用期間も長かった．治療後のＴ− ＱＯＬは実存的転換群

で優れているが，「疼痛」，「食欲」に有意差はなかったが，「食欲」は，実存的転換群で優れている傾

向が認められた．Ｓ，Ｓ／ＯＨは実存的転換群で有意に高く，ＯＨには有意差は認められなかった． 

心理・社会・実存的な面では，「至高体験」・「生きていることへの意味への気づき」で実存的転換群

が有意に高値を呈したが，「ライフレビューインタビュー」，「社会的役割」，「宗教」，「家族の支え」，「医

師による支え」では両群に有意差はなかった．死の様態では，「尊厳死」は，実存的転換群に多かった． 
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【考察】以下に結果を考察してみる． 

１． 池見による癌の自然退縮の研究８）では多くが，自然退縮した患者の多くが実存的転換（Booth,G.）

を経験し，その基本に身体的サポートや心理的サポートがあった．今回の検討では，補剤による食欲

増進効果，疼痛軽減効果は身体的にＳを高める効果であり，実存分析学的アプローチは心理的方法に

よるＳを高める結果をもたらしたと考えられた．結果的に生命の量も質も拡大したと考えられた． 

２． 生理的ケアと心理・社会・実存的的ケアがあいまって，尿 17-KS-S が高まった結果に至ったもの

と考えられた．Ｓは，DHEA-S(dehydroepiandrosterone sulfate)の代謝産物であり，その機能は向（プロ）

ホメオスタシス効果であり，包括的生命力を昂進させる内分泌である． 

３． 実存的転換へのメカニズムとして，まず，補剤による効果が食欲・疼痛の改善を招き，それがＱ

ＯＬ全体の改善につながったものと考えられた．さらに，ライフレビューインタビュー，患者固有の

社会的役割，宗教，家族や医師による支えがそれを支えたのであろう．加えて，至高体験を通しての，

患者固有の意味への気づきが患者の人生観の変貌，すなわち，「素直でしたたか」な態度へと「実存

的転換」させ，そのことがさらに，Ｓ，Ｓ／ＯＨの上昇をもたらしたものと思える． 

 一方，ＯＨは不変であった．ということは，たとえ実存的転換を果たしたところで，死の恐怖は

変わらないことを意味する．しかし，Ｓの上昇から生命力が昂進し，Ｓ／ＯＨの上昇（相対的ストレ

ス耐応能の改善）がもたらされたのであろう．癌の進行の停滞または自然退縮は，当然のことながら，

生命予後の改善をもたらし，尊厳生に至らしめ，尊厳死に導入させと言える． 

【結論】 

 ターミナルケアにおいて全人的な包括的アプローチを行うことは患者の生命の量も質も高める方法

であると考えられた．我々は近代的西洋医学，伝統的東洋医学，心身医学をそれぞれの適応と限界を熟

知し，相互主体的に使い分けてゆく知恵が必要であろう．これはターミナルケアや緩和医療に限らず，

医療一般に言えることであろう９）１０）． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

超高感度 HARP 撮像管の発明とセレンディピティ 

 NHK 放送技術研究所 谷岡 健吉 

 テレビカメラの中で光を電気信号に変換する役割を担う撮像デ

バイスは，CCD(Charge Coupled Device)が十数年前より主流となり，

広く使用されている．しかし CCD でも肉眼に比べれば感度は低く，

暗くなると撮影が困難になる．一方，非常に暗い被写体専用の超高

感度撮像デバイスとしては，軍などで使用されるイメージインテン

シファイア系のものがよく知られている．しかしこの撮像デバイスでは，ノイズが多いなど画質に難が

あったことから，感度と画質の双方を同時に満たす撮像デバイスの実現が強く望まれていた． 

筆者はこの問題に取り組み，1985 年，それらを同時に満たすことができる撮像管の光電変換膜の新たな

動作法を発見し，これを基に，HARP（High-gain Avalanche Rushing amorphous Photoconductor）とよばれ

る超高感度で高画質なアバランシェ増倍（電子なだれ増倍）型の撮像管を世界で初めて開発した．HARP

撮像管を用いた超高感度カメラは，夜間緊急報道や夜行性動物，オーロラの撮影などの番組制作での使

用のみならず，深海探査，微小血管を捉えることが可能な次世代Ｘ線医療診断システム，眼科診断，バ

イオ等，さまざまな分野の研究に活用されている． 

 筆者は，撮像デバイスの研究に関わりを持つようになって約 30 年になるが，デバイス技術のブレー

クスルーについては，組織力や計画的な研究推進などよりも，研究者個人のセレンディピティ

(serendipity)が深く関係していると思っている．セレンディピティは辞書を引くと，あてにしなかった物

を偶然に見出す才能，掘り出し上手などと書かれているが，なんの変哲もないように見えるものや現象

から，その内に潜んでいる宝のような価値あるものを見出す独特の能力と解釈してもよいであろう． 

本講演では，撮像デバイスの分野で日本のオリジナル技術として知られるようになった超高感度 HARP

撮像管を紹介すると共に，その撮像管の発明の経緯を述べ，発明とセレンディピティとの関係をいっし

ょに考えてみたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

実世界と仮想世界の融合によるユーザインタフェース 

東芝研究開発センター 亀山研一 

 近年，コンピュータの高性能化と共に，ユーザの自然な動作やジ

ェスチャを利用した新しいインタフェースが注目されている．従来，

ユーザインタフェースと言えば，画面上のアイコン，メニューのポ

インティングやキー入力が一般的であった．しかし，仮想空間内の

操作を頻繁に必要とするアプリケーション，例えば，三次元形状の

モデリングやロボットシミュレータの教示等では，ユーザの動作そ

のものを入力する直接操作インタフェースが望ましい． 



49 

但し，三次元空間をグラフィクス表示し，自由な動作が入力可能なインタフェースであっても，使いやすい

とは限らない．例えば，小型の二眼式立体ディスプレイで表示された仮想物体を三次元マウスでポインティン

グする場合，大抵の人は実世界でのポインティングほど器用にはできない．何故だろうか．デバイスの精度や

システム応答の時間遅れ，立体視の不自然さ等技術上の問題もあるが，最大の原因はユーザのいる実世界と指

示対象のある仮想世界の位置関係が不明瞭なためである． 

実世界では，人は自分を中心とした世界観を能動的に構築して，外界の様々なアフォーダンス――その環境で

何ができるのか――を知覚しており，これが日常の動作や認知の基本となっている．例えば，我々は実際に手

を伸ばさなくても物体に触れるのか（触れないのか）を即座に，ほぼ正確に判断できる．物体の見え方や，手

の長さ等の自己感覚に整合が取れているため，「触れる距離」というアフォーダンスを知覚できるのである． 

一方，上述のように小さな窓から仮想世界を眺めるような場合，ユーザには実世界と仮想世界の間で

どう整合がとれているのか知覚できない．自分の手や体の大きさ，仮想物体との空間的な関係が分から

ないため，「触れる距離」のようなアフォーダンスを知覚できないのである．これが三次元空間で直接

操作インタフェースがうまくいかない理由である． 

では，どうすれば良いのか――ユーザを実世界から遮断し，仮想世界で取り囲む方法もあるが，より現

実的なアプローチとして複合現実感を利用する方法がある．すなわち，ユーザの姿や動作をデジタル化

して仮想世界中に取り込むか，実世界の性質を持つ仮想世界を実世界中に取り込めば，実世界のアフォ

ーダンスを知覚しつつ仮想対象を直接操作できるようになる． 

 本講義では，筆者らが取り組んできた空間型ユーザインタフェースを中心に取り上げる．前半では，実空

間に取り込まれた仮想物体の形状をユーザが手で直接操作するモデリングインタフェース，後半では，実世

界中での手の動きを仮想世界に取り込んだゲームの例を挙げる．最後に全体を総括し，今後の展望を述べる． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

移動通信と社会 

 富士通研究所 持田 侑宏 

 携帯電話は，いまや私たちの生活に欠かすことのできない道具になっ

てきている．「自動車電話」といわれた第１世代（アナログ）システム

の出現から２０年間あまりの今日，世界で約１０億人が移動通信を利用

している．この講義では，移動通信の基本的な技術の解説と将来への展

望を述べた後，本年４月に東京で開かれた，「日独シンポジウム ―― 

移動通信と社会」でのトピックスを紹介して，移動通信に関する日独の

共通点と相違点について考えてみたい．主な内容は以下のようである． 

１． 移動通信の基本的なしくみ 

２． 移動通信の歴史 第１世代から第３世代へのあゆみ ―― 小型化と高機能化 

３． 支える技術 

(1) 変調・復調技術 

(2) 音声符号化技術 

(3) ＬＳＩ技術 
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(4) マンマシンインターフェース技術 

４． 将来への展望 ―― 第４世代とユビキタスネットワーク 

５． 日独シンポジウムでの話題 

(1) 共通点 自動車と移動通信，放送やワイアレスLANとの連携 

(2) 相違点 利用形態（「家でも携帯」への驚き，等） 

(3) ブレーメン市と横須賀市 

６．IMT-2000 --- 携帯電話 

 携帯電話を用いたブロードバンド通信である．ヨーロッパ・日本の NTT ドコモなどが推奨する

W-CDMA 方式（IMT-DS)と，アメリカ・日本の au などが推奨する cdma2000 方式(IMT-MC)があ

る．すでに NTT ドコモの FOMA や，cdma 方式を利用した cdmaOne がアメリカ・韓国・日本など

で商用サービス済みである．他にもいくつかの方式がある． 

７．Hot Spot --- 街角無線インターネット 

 市街地に設置された基地局を通じて，ユーザがパソコンや PDA から無線 LAN でインターネッ

トにアクセスできるサービスである．NTT コミュニケーションズとモスフードサービス，NTT 東

日本と渋谷ツタヤ・ドトールコーヒー・慶応義塾などが中心となり，渋谷，三軒茶屋，ビジネス

街で実証実験を行い，2003 年以降のサービス実用化を目標にしている． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

モノの働きを支える制御技術のこれまでとこれから 

 東芝 IT コントロール 重政 隆 

１ ．はじめに 

２ ．制御（Ｃｏｎｔｒｏｌ）って 

 身近な水洗タンク フラッシュ後，定量水位を自動確保 

（センサと制御器の一体化，安全） 

 産業革命の頃のガバナ 回転遠心力で蒸気流量を加減 

（センサと制御器の一体化） 

 モノを働かせる上で自動化，省力化，省エネなどに繋がる仕掛け・知恵 

 制御技術 モノが働く裏には制御有り ダイナミックスが前提 センサや制御器が重要 

 制御をどう構築するか ⇒ エンジニアリング！ 動くものを理解し，表現できる言葉と文化を 

 ブロック図 信号の伝わりかたが視覚的に分かる 

 全体の動きが把握でき，ニーズに対する対策が打てる 

３ ．制御技術の発展の歴史 

 ニーズと技術と理論が相互にからんで発展  ダイナミックスが前提 

 定着までには現場の理解と使いやすさと投資効果などのバランスが大事 

 第１次産業革命 蒸 気エンジンの調速機 紡績機や機織機 

 安定論が発展 ラウス，フルビッツ，ストドラ，マックスウエル 

 火器の位置制御 重 量機器の速やかな角度追従 古 典制御理論 
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 マイクロコンピュータ 産業のオートメーションが飛躍的に進む現代制御理論も進展 

 パワーエレクトロニクス 誘導電動機の可変速・トルク制御 

 ユーティリティーの高効率運転・CO2 排出削減 

 情報系との接続 生産現場と管理系の直結からサプライチェインマネジメント 

４ ．どのように使われているか 

 発電システム：火力，水力，原子力発電，燃料電池 

 電力システム：送電，配電，電力系統，， 

 産業プラント：鉄鋼，紙パ，石油化学，上下水道， 

 地域冷暖房，ごみ処理，ビル空調，トンネル換気制御 

 交通システム：列車制御，昇降機制御， 

 ドライブシステム：圧延機制御，抄紙機制御，電車電動機制御 

 ロボット ：加工組立，移載， 

 宇宙システム：人工衛星姿勢制御，アンテナポインティング制御 

 医用システム：Ｘ 線診断装置の寝台制御，アーム制御 

 ＯＡ情報機器：ＣＤ ，ＨＤ ，ＣＤ －Ｒ ，ＤＶＤ 

 家電・空調機器：エアコン，電子レンジ，冷蔵庫， 

５ ．シミュレーション技術で確認 

 システム全体の動きをまねたシミュレータを計算机上に構築し，動きを解析，技術の設 

計と評価試行錯誤を減らし，開発期間の短縮化 

６ ．まとめ 

 ニーズが原点  夢が推進  モノが働く裏には制御あり！ 

 制御すべきはプロセス変数から，効率，省力，省エネ，コスト，環境変数へと発展し， 

通信系やビジネス系との連繋が加速し，大規模・複雑化しつつある． 

 モノの生産現場ではオペレータ無しでの無人自動運転技術が必須となる． 

 交通・自動車分野も多様なニーズがあり，しばらく，理論と応用を推進する． 

 高齢化社会に向けて人との協調も必要になるだろう． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

科学とバインド技術 

 日本フィルコン 齊藤 満 

 最近の最先端の科学には，単一の専門分野ではどうしても行き詰ま

ってしまう難題が山積みとなっている．これらの難題を乗り越えて行

くためには，他分野の思考アルゴリズムや技術に精通し，それらをコ

ンフィギュレーションしていく必要がある．専門技術やノウハウの基

礎研究が，社会の基盤を築き上げてくれていることは疑いの余地のな

い事であるが，それらをツールとして応用，活用する技術によって社

会が支えられている事も，また揺るぎない事実である．それらの技術の中から，最近ではカメラという
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と「デジカメ」をイメージしてしまうようになってしまったが，その原点である写真に関連する技術が，

今も社会の最先端機器の根底技術として君臨し，これからも尚，基礎技術として転用され続けるものと

して注目を集めている．この技術は総称してフォトリソグラフィーといわれるが，IC 関連の微細加工技

術ばかりでなく，最近ではマイクロチップとして分析関係や培養への応用開発が進められてきている． 

本講では，液晶，PDP（プラズマディスプレイ），家電，IT，IC，PC，印刷，健康，さらには将来，

臨床分析へと展開し，あらゆる分野を繋いで行く最新の写真関連の技術について紹介する． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

会社の寿命 

福徳産業 細田 邦泰 

 人に寿命があるように，会社にも寿命があります．一般的に会社の

寿命は３０年といわれております．３０年経てばどんな会社でも環境

が変化して，そのままの経営では体質が古くなります．変化に対応出

来ない会社に残された道は，廃業するか，合併されるか，倒産するか，

これ以外にはありません．現在あるほとんどの会社は，一人の創業者

が希望に燃えて，長い間苦労して，やっと軌道に乗せて現在にいたっ

ております．しかしどんな経営者でも創業して３０年も経てば，体力

気力が衰えて引退するか，亡くなるかと言う事になります．２代目の経営者が優秀であれば問題は無い

のですが，なかなかそうはいかないのが現実です．現在のように変化のスピードが益々速くなってくる

と，大変な努力をしないと生き残っていけません．最近では会社の 80％が赤字と言われております．こ

れは市場の変化に多くの会社が，対応出来てないと言う事です．2 年くらい前にあれだけ騒がれたユニ

クロ，マクドナルド，光通信，朝日ソーラー，スターバックスコーヒー，ソフトバンク，などは現在凋

落の一途を辿っています．失敗は成功の母とも言いますが，成功は失敗の父とも言う事です． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

心拍及び呼吸の無拘束無侵襲計測 

 山口大学大学院 田中 正吾 

 高齢化社会を迎え，個人の健康に対する関心が高まっているだけ

でなく，医療費削減の観点からも疾病の早期発見につながる技術開

発が求められている．このような背景から，在宅健康モニタリング

は最近特に重要な研究課題のひとつに挙げられており，無拘束無侵

襲に心拍や呼吸をモニタリングする手法が積極的に研究されてい

る．しかしながら，これまでの方式では，呼吸や心拍の一方しか計

測できなかったり，あるいはシステムが大掛かりとなりコストが高

くつくなどの欠点があった． 

 このようなことから，筆者らは，これまで心音センサ，音響センサ，歪ゲージなどのいずれかを効果
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的に用いた(心拍と呼吸が同時に計測できる)「心拍・呼吸の無拘束無侵襲モニタリングシステム」の開

発を行って来た．つまり，心音センサや歪ゲージをエアーマットやエアー枕に貼り付けたり，あるいは

音響センサをエアーマットやエアー枕に封入したりして，就寝時の被検者の心拍と呼吸を無拘束無侵襲，

かつリアルタイムに計測するシステムを開発して来た．これらのシステムでは，心拍と呼吸の平均周期

だけでなく瞬時周期も高精度に計測される．よって，これらのシステムは，手軽な在宅健康モニタリン

グシステムとして活用できるだけでなく，ネットワークと結合すれば広域的なモニタリングシステムと

しても機能することが可能となり，これからの高齢化社会に大きく貢献することが期待できる． 

本講義では，これらの計測システムの概要を紹介したい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

日韓比較儒教学 

 産経新聞社 大野 敏明 

儒教には礼教性と宗教性がある 

では儒教は宗教か 

宗教の定義 

 ①人間を超えた存在への信仰 

 ②戒律の存在 

 ③死後の世界の提示 

 西洋・中東：神聖な絶対者への帰依．一神教（「あれかこれか」キルケゴール） 

 東洋：先祖，自然に対する畏怖と共感，多神教（あれもこれも） 

 日本：八百万の神，本地垂跡，権現思想（みんな一緒） 

魂と肉体の関係 

 儒教では肉体は保存されなくてはならない 

 この世は苦（仏教）か楽（儒教）か．儒教はあくまで現世にこだわる 

 一神教は死後，天国（地獄）に行く，肉体は物．霊魂の存在 

 仏教の霊魂は成仏するか転生する，肉体は物．インドの風土 

 儒教は肉体，骨，血が受け継がれる，死後も肉体は重要 

 仏教は浄土に往って生きる（往生）．儒教にあの世はない 

 儒教は輪廻転生を否定したため，霊魂まで否定した 

 ここから儒教の宗教性が消えていく．宗教性と礼教性の分離 

原儒の登場 

 シャーマニズム．祖先の慰霊，冠婚葬祭（冠昏喪祭） 

「需」とは本来雨乞いのこと．雨乞いの儀式は一種のシャーマニズム．それを司る人が「儒」．やがて

儀礼を司る人を「儒」というようになる，韓国のムダン 

孔子の登場 
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 論理的礼教（倫理）の始まり 

 仁義礼智信の徳  仁義礼智 忠信孝悌 

 「汝，君子儒となれ，小人儒になること勿れ」（「論語」雍也篇） 

 親子関係も礼教に基づくようになる．慈と孝．慈孝の無限連鎖 

 最も大事なのは親子，とくに父子の関係． 

最もいけないのは子のないこと，子が子をつくらず親より早く死ぬこと 

 礼教に基づく統治論－朱子に色濃く顕れる－朱子学（朝鮮・韓国，日本） 

 人民への思い＝博愛（仁）「汎く衆を愛す」（「論語」学而篇） 

 天子は道徳的完成者であることが求められる 

儒教の矛盾の始まり 

 「大義，親を滅す」と「孝は第一なり」の矛盾 

 「親に孝ならんと欲すれば，君に忠ならず．君に忠ならんと欲すれば親に孝ならず」（平重盛） 

 宋以降（１２世紀）の科挙は宋学（朱子学）の解釈に従うこととなる． 

「忠孝」の統治論＝格物・致知・誠意・正心・脩身・斉家・治国・平天下の「八条目」 

 朱子の大義名分論はどこからきたか 

 宋は１１２６年金に滅ぼされ，南に逃れ南宋となる．朱子は南宋の人．大義名分が必要になる． 

 ここから朱子学が全盛となる 

 五倫＝父子の親（したしみ），君臣の義（ありかた），夫婦の別（けじめ），長幼の序（ならび），     

朋友の信（まこと） 

（参考）宇宙論の展開，朱子は統治のみを考えたわけではない 

 理気二元論＝無極にして太極，永遠の連鎖．易経の陰陽二元論＝太極旗の表すもの 

 朝鮮：１６世紀，李退渓，李栗谷の登場 

 姜こう ー藤原惺窩（１５６１－１６１９）－林羅山 

 朱子学にあらずんば儒学にあらず（硬直した君臣論） 

 陽明学，心学，古学，折衷学，考証学など朱子学以外の流行．時代の要請→寛政異学の禁（１７９０） 

（参考）明治３１年の民法制定までは，女性は実家の姓を名乗った．例外は夫の家を相続したとき．民

法制定で戸主及び家族は其の家の氏を称す（姓と氏の違い） 

 結婚後，姓を改めるのは反儒教的．創氏改名は許しがたい．それは姓は先祖を表すから 

日本は家，韓国は血 

 名前の付け方，養子の取り方，企業の在り方が異なる．家業を世襲（日本一は無数に存在），男は理

屈を言わない．戦後の日本は家族主義 

韓国の儒教の特徴 

 血の重み，一族の重み，死者との一体感，従って戦争や事件で死んだ者の心を慰める努力を繰り返す

必要がある．ゲマインシャフト，本音主義，長幼の序（目下に横柄にするのも秩序），常に科挙を目指

す（朝鮮一は状元のひとりだけ）．常に上昇志向．戦後の韓国は民族主義 

 手を汚すことを嫌う．男は理屈を言う．中国も同じ． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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思い出の事件から見た犯罪捜査の在り方について 

冨村法律事務所 弁護士 冨村 和光 

第１ 憂慮すべき最近の我が国の犯罪情勢 

（1） 平成十四年版犯罪白書  

  ① 犯罪認知件数 平成元年度 １,６７３,２６８件  

           平成１３年度 ２,７３５,６１２件  

  ② 犯罪検挙率   平成元年度 ４６.２％（元年までは約６０％） 

           平成１３年度 １９.８％  

  ③ 凶悪犯罪 （殺人・強盗・放火・強姦） 

    認知件数 平成１３年度 １１,９６７件（平成元年の約２倍）   

  ④ 同検挙率 平成１３年度 ６１.２％（平成１０年まで９０％） 

         強盗４８・７％ 強姦６３％ 殺人９４・１％ 

(2) 最近の犯罪の特色 

・体感治安の悪化   世田谷・福岡一家殺人事件等凶悪事件・通り魔事件等 

・犯罪の動機の変化 痴情・怨恨・物盗りから愉快犯，オカルト組織犯罪グレイゾーン犯罪，     

ストーカー犯罪 

・犯罪の手口の変化 ショベルカーによるＡＴＭ強奪，ガソリンによる焼殺 

・犯罪組織の変化  暴力団犯罪から手口の荒っぽく残酷な外国人犯罪組織による犯罪の激増，  

アジトを構える首都圏と犯行現場の地域社会を行き来するヒットアンドアウ

エイ型犯罪 

・犯罪ツアーの増加 

第２ 犯罪情勢を踏まえ，犯罪の検挙率を向上させるための提言 

 日常生起する身近な犯罪の徹底検挙 

 交番制度の復活・外勤警察官の増員と外勤警察官によるパトロールの強化 

 地域住民とのパートナーシップの回復 

 捜査経験・場数の集積，捜査技術の習得と他府県警察との緊密な連携 

 民事不介入の原則からの脱却 

 科学捜査・鑑識捜査の励行と機動力のある初動捜査体制の強化など 

第３  思い出の事件からみた犯罪捜査の在り方論 

（１）取調べの要諦 ［無理をせず・向けず？叩かず・欺かず・押して放さず・固め忘れず］ 

・捜査の成功事例１ ① 広島市土地開発公社をめぐる贈収賄事件 

開発公社理事仁都栗司の大和機工㈱滝口博隆からの受託収賄 

衆議院選挙における広島県沼隈郡熊野町後援会による宮沢喜一派現金買収事件 

捜査の成功事例２ 京都地検独自捜査による京都府指導医療官収賄事件 

(２) 捜査の要諦   基本に忠実な捜査の励行 ［捜査は無駄の積み重ね］ 

・捜査の成功事例  ① 岡山の川崎製鉄重役夫人に対する強盗殺人事件 

 ② 大阪市阿倍野区の㈱住吉ゴムウレタン工場における７人焼死火災事故 
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 ③ 大分県別府国際観光港における犯人荒木虎美による三億円保険金殺人事件  

 ④ 共政会守屋組の幹部組員らによるリンチ殺人事件 

（３）真相に迫る自白の獲得 ［人の話は・鵜呑みせず・噛んで含めて咀嚼せよ］ 

                 ［ただ聴くな・縦からも聴け・横からも・裏からも聴き・さらに念押せ］ 

・捜査の失敗事例  ① 大阪府警が検挙したタレント女子高生強姦事件 

一審 大阪地裁堺支部平成元年２・２０判決 無罪 

二審 大阪高裁 平成４年３・１２判決 懲役３年 

東広島簡裁 窃盗誤認起訴事件 

（４）捜査の壁にぶつかったら発想を逆転せよ 

・捜査の成功事例 

  ① ［伝票はめくればいいは・大間違い・とじひもはずして・ばらばらにせよ］ 

             広島市土地開発公社をめぐる贈収賄事件 

② ［殺人は・死体が・なくても・起訴できる］  

             大阪地検が起訴した死体なしバラバラ殺人事件 

（５）検察官との緊密な連携の保持 

・捜査の成功事例 

  ① 豊田商事㈱の純金ファミリー契約名下詐欺事件  

② 犯人梅川昭美の三菱銀行北畠支店強盗殺人事件  

・捜査の失敗事例  三重県松阪市における女子高生（１７才）誘拐事件 

平成９年６月１３日発生 ６月２８日犯人Ｔ逮捕 

同年６月２９日勾留・７月１８日 処分保留釈放  

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

腎臓組織の画像処理 

福井大学名誉教授 谷口 慶治 

 腎臓組織の顕微鏡画像処理には２次元画像の処理と３次元画像の構築

がある． 

(1) ２次元画像処理では, スライスされた標本から糸球体領域,並びに糸

球体中に存在する顆粒の領域を自動抽出するための処理, 抽出され

た顆粒の中から重なりある顆粒を分離するための処理などがある．

ここではこれらの処理方法について講述する． 

(2) ３次元画像は連続したスライス標本の２次元画像から得られる情報

を積み重ねることにより構築できる．この場合に問題になるのは 2 次元画像の隣り合う画像間の位置

合わせである．位置合わせは隣り合う２枚の画像をフーリエ変換(FFT)し，変換された画像のパター

ンのマッチング 状態を調べることにより行なっている．ここでは位置合わせの方法と３次元画像の

表示方法について講述する． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

脳死・臓器移植について ―法と医学と社会と宗教― 

筑波大学名誉教授 
曹洞宗正覚寺住職 沢口 重徳 

 凡そ現実に処するに当っては，直面する二つの基本的問題があると思う．

「いかにあるか」という事実の問題と，「いかにあるべきか」という価値の

問題である．医学・医療においても同様であろう．本講義においては，脳死・

臓器移植を取り上げて，基本的事項と現実的対処に分けて考察し，もって全

体像を把握し解決の方途を探ることを目標とする． 

 先ず臓器移植法(「臓器の移植に関する法律」)，脳死の定義，脳死の判定，

脳死判定に関する疑義・批判，臓器移植，脳死・臓器移植と社会について検討し，次いで人間と科学技

術，生と死の科学的認識，脳死は人の死か，脳死・臓器移植への対応を考究する． 

 受講者に対する要望事項としては，講義時間の制約のため，講義原稿全文(A5,25 頁)と講義資料(A4,56

頁および A4,コピー4 枚)，および参考資料小冊子(「上山の道」と「上山の道の風光」)を特別講義の初

日(7 月 22 日)までに配布するので，予めこれを通読し，各自が疑問点と自己の意見を整理して臨むこと

により，全員参画の 90 分となることを期待している． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

連載「境界性人格障害」に見る取材方法 

読売新聞社 山口 博弥 

 新聞記者は，どのように取材し，記事を完成していくのだろうか．言

い換えれば，新聞記事という一つの“商品”が，どのような作業で完成

していくのか――．実は，記者に特別な能力があったり，秘訣や虎の巻

があったりするわけではない．地道な作業をコツコツと積み重ねていく

以外ないのである． 
 私が担当している長期連載医療企画「医療ルネサンス」の取材は，大体

以下のような流れで進められる． 

[医療ルネサンスの取材方法] 
１・テーマを選ぶ 
２・部会で提案，決定する 
３・文献とネットで情報収集 
４・専門医を一人ピックアップし，会って話を聞く．病気の特徴，治療法，わが国の医療体制や制度の

現状と問題点，トピック･･･．そして，患者や他の専門家を紹介してもらう 
５・紹介された医師や患者とのアポ取り・取材．同時進行で文献などを読み，「これは！」と思う医師

を選んでアポ取り（異なる治療法など） 
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６・３～５の手順を繰り返し，医師，患者を取材（写真撮影も） 
７・コンテを作る 
８・執筆 
９・デスクが原稿をチェック 
１０・原稿のモニターを取材先にファクス．事実関係の誤りをチェック 
１１・編成部が見出しを付けてレイアウト，ゲラができる→部員全員が目を通す 
１２・紙面に掲載 
１３・読者からの問い合わせに答える 
１４・お礼の手紙とともに掲載紙を取材相手に郵送する 
 この流れを，さる８月と１０月に掲載した連載「境界性人格障害」を題材に，具体的に解説する． 

もちろん，＜全国紙の取材＞という，一般人より明らかに取材に応じてもらいやすい有利な点はある．

しかし，それを割り引いても，題材の見つけ方，話の聞き方，文章のまとめ方など，学生や一般の方々

が何らかのレポートを作成する際の参考に，少しでもなれば幸いである． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

『言の葉豊かな日本の私達』-ぶらり 日本語探訪 ＆ Do Communications 

日本無線株式会社 中土芳雄 

1. 序 ― ぶらり 日本語探訪 

 日頃，何気なく交わしている言葉．意思伝達手段としての
ぼ
母 (国)

ご
語である日本語． 

その日本語の持つ特有な「曖昧さ」と，日本語への巨匠の思惑を訪ねる． 
(1) 日常的な会話    何気ない会話に潜む「曖昧さ」とは．            【ケース 1】 
(2)  1 つのフレーズ  助詞「の」に込められた，日本文学界 2 大巨匠の思惑とは．  【ケース 2】 

2. 破 ― 文明の発展とコミュニケーション 
 言葉や文字・記号などを使って行っている意思の相互伝達，コミュニケーション．  
文明の発展が，コミュニケーションにもたらした功罪を探る． 
(1) コミュニケーションとは． 
(2) 文明の発展がもたらしたものの世代別での違いとは． 
(3) 文明の発展がコミュニケーションにもたらした功罪とは． 
 ①「ゲマインシャフトからゲゼルトシャフトへの命題」とコミュニケーション 

② 文明の発展の中で疎んじられるコミュニケーション能力 
ａ マクドナルドの応対に見るコミュニケーション マニュアルの世界     【ケース 3】 

   ｂ・テレビ，コンビニ，偏差値教育   受動的な世界 
    ・ゲーム機器，パソコン       バーチャルリアリティの世界 
    ・携帯電話・ＰＨＳ，Ｅメール    ユビキタスな世界 

 ③ 文明の発展の中で活かされるコミュニケーション能力 
    東京ディズニーランドの応対に見るコミュニケーション           【ケース 4】 
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3. 急 ― Do Communications ！  
人と人との，そして人と社会とのコミュニケーションについて，改めて考える． 

(1) 医学の世界とコミュニケーションについて 
① 医療従事者とコミュニケーション   

   ａ 医療事故，インフォームド・コンセント 
   ｂ 疾病治療，終末期医療，リビングウイル，アドバンス・ディレクティブ 

② 医学研究者とコミュニケーション 
 ａ 医療分野での視点  「テーラーメードメディスン」 

      ＝ 一般企業におけるＣＳ：「顧客は個客」，「リテールはディテール」 
  ｂ 学術の場におけるコミュニケーション 
     （「象牙の塔」での）「理論」と「実践」との反復作業 

    ＝「学術の世界」と「現実の世界」とのコミュニケーション 
(2) コミュニケーションこそ原点．豊かな日本語で，Do Communications ！ 
   ちょっとした心得：「見る・言う・聞く」から「視る＋語る＋聴く」へ  

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医療過誤訴訟における因果関係，過失の立証責任について 

～最高裁判例の分析を中心として～ 

大河内小嶋法律事務所 

弁護士 大河内秀明 

１ はじめに 
２ 医療過誤訴訟の事件数の推移 
３ 争点整理 ⑴ 因果関係や過失 
       ⑵ 因果関係や過失の基礎となる事実関係 
４ 因果関係，過失の主張責任 
５ 因果関係，過失の立証責任 
６ 最高裁の考え方 
  平成１４年度を例にとると，不法行為に関して，破棄された１０件のうち，２件が医療過誤訴訟で

あるが（他の８件は，いずれもいわゆるロス疑惑報道に関するものなので，実質的には，医療過誤だ

けということになる），これは，極めて異常な現象といわなければならない（この傾向は，過去，２

０年前から続いており，平成１４年度が特異であったわけではない）．これは，医療過誤訴訟に関し

ては，最高裁と下級審（高裁･地裁）との間に，考え方にずれがあるとしか理解の仕様がないものの

ように思える．この点については，これまであまり論じられていないが，これからの医療過誤訴訟を

考えるとき，極めて重要な意味を持ってくると考えられる． 
そこで，本講は，この点を中心に分析検討する． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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癒しの響き，弦楽器 

東邦音楽大学名誉教授 
洗足学園大学講師 蓬田清重 

 本日の協奏者は洗足学園大学３年生の村上頌子さんです．彼女の

協力で W.A.Mozart の二重奏曲ト長調を演奏致します．人間の声に

もっとも近い響きをしているのが弦楽器といわれています．「癒し

の響き」かどうかをお聴きください． 

弦楽器（ヴァイオリン ヴィオラ チェロ）の歴史 
銘器の産地はイタリア 材質 ニス 
弦楽器の演奏には弓が必要 銘弓の産地はフランス 材質 ニスは塗られているか？ 
弦楽器の弦 付属品 弓の付属品 
偉大な魂柱の力 メンテナンス 調整 
調弦法 記譜法 音域 についての説明 

演奏法 
右手 左手 特殊技術 ピチカート フラジオレット コル・レーニョ ヴィブラート ポルタメント 

音楽界に於いて，弦楽器奏者の役割 

質問コーナー 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

「雑誌編集」という仕事について 

日本医療企画 藤久 一夫 

 「編集者」という職を得てから，すでに 30 年を超えている．そ

の間，児童図書，一般グラフ誌，医療情報誌，病医院情報誌などを

手がけてきた．基本的に，雑誌編集者という自覚を持っている．商

品としての雑誌は大きくわけて直販誌（業界誌）と市販誌（一般総

合誌，専門情報誌，トレンド誌など）があり，いずれもそこそこの

経験を積んでいるが，真正面から「雑誌編集とは何か？」「雑誌編

集者とは何者か？」と問われれば，それを鋭く打ち返すような答え

はなかなか出せないのが情けないところだ． 
 それでも，「雑誌編集は面白い」というその一点で，この稼業を続けてきたのは間違いない．どこが，何

が面白いのか．①まず，固定した一つの顔ではなく，多様な顔を持ちえること．自由自在，融通無碍の感覚．

裏を返せば，広く浅く，厚み・深みがない，いい加減ということにもなる．②次に，取り合わせの妙という

こと．一見結びつきそうにない人・ものを組み合わせて，新しい何かをつくり出す作業だ．③さらに，執筆

者・取材対象者自身があまり明確に気づいていない，こころの深層でゆらゆらしている考えや発想を感知し，
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表に引き出すこと．相手にしてやられた（喜ぶ）顔が見たいからだ．④無名の才能を見つけ，世に出すこと．

どこかにある鉱脈を探し続ける山師のような心境だ．⑤そして，読者（顧客）の反応がダイレクトに伝わっ

てくること．賛同・激励から注文・疑問・批判，はてはクレームまで，それらは企画の触発剤だし，編集作

業の力強い原動力だ．読者の求めているものを敏感にくみ取れない雑誌は，市場から駆逐されるほかない．

読者といってももはやマスではなく，多様な個に照準を当てる時代になっている． 
 面白さはまだまだ数えきれないほどあるが，結局は，仲間とわいわいがやがや，よた話にでも興じな

がら，ふっと企画が浮かんだり消えたりする瞬間が編集者にとって何より楽しい時かもしない． 
 編集という仕事は，編集者だけの特権ではなく，普遍的な面も兼ね備えている．なぜなら①から⑤は，さ

まざまな職種にも多かれ少なかれ通じる面があるからだ．だからか建築設計士にも，教師にも，映画監督に

も，指揮者にも，その他数多くの職業に類似性と親和性を感じてしまう．世の中の旧来の仕組みを新鮮な角

度から考え直すには案外，「編集する力」というものが一つの処方せんを提供してくれるかもしれない． 
 最後に，こうした経験を踏まえて，現在の病医院情報誌の編集長という立場から，この 10 年あまり

の間に医療界で何が変わったのか変わらなかったのか，患者が今，医療関係者や病医院に何を求めてい

るのか，何に不満や疑問を抱いているのか，などについても，ささやかな私見を述べてみたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

クリーンエネルギーの利用について 

室蘭工業大学 高原 健爾 

 科学技術の発展とともに，人類が消費するエネルギーは年々増大

し続けています．そのエネルギーの多くは化石燃料を消費すること

で得られており，その結果排出される CO2の影響による温暖化など地

球規模での環境問題が深刻化しています．これら環境問題について

の取り組みは様々になされていますが，今後もエネルギー需要が増

加することはあっても，減少することはないでしょうから，環境に

できるだけ影響を与えることなくエネルギーが得られる技術は欠かすことができません．中でも，太陽

光や風力などいわゆる“クリーンな”自然エネルギーを効率よく活用するための技術の普及が望まれて

います． 

ここでは，クリーンエネルギーとして一般的に知られている風力発電，熱電発電，太陽光発電を取り

上げ，その基本的なことがらについて説明します．また，このようなエネルギーを利用する際に必要と

なる“最大電力取得”についても説明します． 

風力発電は，その動力源を風力として，発電機を動作させて電力を得ます．これは風力の力学的なエ

ネルギーが発電機を通して電気エネルギーに変えられる間接的・異質的エネルギー変換ということがで

きます．一方，熱電発電と太陽光発電では，それぞれ熱エネルギーと光エネルギーが直接電気エネルギ

ーに変換される直接的・異質的エネルギー変換ということができます．このように，自然エネルギーの

利用と一口にいってもそのエネルギー変換の形態は本質的に異なるものになっています． 

このような変換形態の違いはあっても，自然エネルギーを利用する上で共通の問題となることがらの

ひとつに自然現象の変動があげられます．例えば，太陽光であれば，日中は発電できても夜間の発電は

できませんし，日中でも雲が出てくれば得られる電力は小さくなります．また，太陽光が変動しなくて
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も，風が吹くなどして太陽電池の温度が変われば，その出力特性が変化します．したがって，これら自

然エネルギーを利用する際には，時々刻々と変化していく自然環境の中で，環境の変動に伴って変化す

る電力の出力特性を最も適した状態で動作させる必要があります．これが最大電力を取得するというこ

とであり，大きな研究課題のひとつとなっています．単純ないい方をすれば，出力電力というのは最適

な動作点を頂上とする山型になっていて，その頂上部分が最大電力点です．環境が変化すると，この山

の形が変わってしまいますので，形の変わった山の頂上がどこにあるのかを探して，その頂上へ動作点

をもっていくことが最大電力取得制御です． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

ヴァイオリンの魅力 

掃部音楽教室 
ヴァイオリニスト 掃部 彰子 

 クラシックのコンサートというと，なんとなく堅苦しく難しい，

良くわからないまま 2 時間がたってしまった，などという声をよく

聞きます．今回は，ヴァイオリンの演奏法の説明，紹介をして，そ

れが聴く興味，楽しみにつながっていっていただければと考えてい

ます．ヴァイオリンという楽器はどうやって音を出すのか，右手，

左手の様々な技巧，表現方法としての音色の違い等を，曲の一部分

の演奏を交えながら紹介 
します．後半は無伴奏曲をとりあげます．ヴァイオリンは旋律楽器

なので，伴奏付きのものや他の楽器とのアンサンブルの楽曲のほうが圧倒的に多いのですが，無伴奏曲

の金字塔と言われているバッハの「シャコンヌ」の解説と演奏で，ヴァイオリン 1 本が作る世界，ヴァ

イオリンの魅力をお伝えできればと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2004 年度講義抄録》 

制御技術のこれまでとこれから 

                         東芝ＩＴコントロール 重政 隆 

１． はじめに 
  制御とは何か？    

ものを望みどおりに動かす技術 メリットを生み出す！ 
    条件：ものの動特性と望む動かし方  
    設計：仕掛けの構成方法と具体的なＨ／Ｓシステム技術 

学問：制御理論・制御工学・数学的要素 
重要概念：動特性，安定・不安定，漸近安定，振動，オーバーシュート，整定，オフセット， 
現実：制御技術，物理，化学，機械，電気，情報，通信，信頼性，暗号，コンピュータ技術，人間 

２． 発展の歴史  
  Ｊ．Ｗａｔｔ 蒸気機関 ガバナ→安定論発展 
      紡績工場・紡織工場  工業化   富・公害 
  戦争→重たい大砲の方角制御  角度サーボ   
      ＰＩＤ（比例・積分・微分）コントローラ 
  コンピュータ→制御理論が発展   高価・低信頼性 監視程度 
  マイクロコンピュータ→低コスト・高信頼性   
      産業界の通常演算要素   工業の 80 年代の発展 
  動力の変化：馬・奴隷 →蒸気機関   →内燃機関  →タービン  →発電機 
          紡績機・紡織機     自動車    飛行機  電気→モータ 
            機関車・船 輸送機械             インバータ  
                          動力を必要なときに必要なだけ使う 
  ニーズ，技術，理論をからめながら発展   
      モデル予測制御：設計の時に使っていた動特性モデルを制御器内で重要演算要素 
       過去のデータと動特性モデルから，将来のあるべき姿に向けて制御してゆく技術 
     安全工学，信頼性工学，信号処理，ネットワーク・通信も取り込む  
     ノイズの中から信号を取り出し制御信号を作る   
     ネットワーク・通信技術    
       海外から工場を運転監視  物理的な距離を短縮 現物とバーチャル 

３． 事例 
  ＣＤ，ＨＤＤ，発電所，エレベータ，電車，，，，，， 

４． まとめ 
  制御とは何か？   ものを望みどおりに動かす技術  メリットを生み出す！ 
  モノには動特性があり，動特性を考慮しないといろいろと問題を発生する． 
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  制御すべきは温度，流量，圧力，位置などのプロセス変数から， 
  効率，省力，省エネ，コスト，環境変数からビジネス変数へと発展． 
    通信系やビジネス系との連繋が加速し，大規模・複雑化． 

  これから 
      環境，エネルギー，医用，バイオ，高齢化社会！ 
      高付加価値製品   製造業！  ナノ！ 
      Ｗｈａｔ／Ｈｏｗ   コスト，環境，効率，ＩＴ技術，， 
      ニーズが原点  夢と情熱が推進 
      制御システムエンジニアとのコラボレーションを！医療の分野でも． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

服は着る薬・・・その服作用とは 

戸高禮子デザイン事務所 
服飾デザイナー 戸高 禮子 

 障害の有無に関わらず，人の生活に衣服は不可欠である．とりわけ

健常だった人が中途障害者になると，それまでの衣生活に，特に機能

面で支障が生じる．生活者としての衣服，自己表現としての衣服が，

身体機能の低下により，社会参加までも制限されて来たのが現状だ．

障害者・高齢者用衣服の専門家(職人)が育たないままユニバーサルフ

ァッションの時代はスタートしてしまった． 
 障害者の衣服を開発しながら，常に人権を考える．服そのものは，病気や障害を治すことは出来ない

が，身に付けた瞬間から笑顔が出て生き生きとし，意欲が湧き，また痛みを忘れてしまったりする．身

体に障害があっても，健常な人と同等の着る権利を満たすのは，アパレル業界の義務だと感じる．デパ

ートの介護コーナーで満たされなかった人は，希望を無くし，次第に社会との関わりが希薄になってゆ

く．どこの売り場に行っても，障害者用の製品が 2～3 割は占めるようなデパートのあり方，生産側の

体制，社会のしくみを希望したい．そんな成熟した社会づくりに必要なキーマンは，決して先見的なの

ではなく，実はそれぞれの分野の専門家がそれをして来なかったことを反省しながら，もっと障害者に

学ばなければならない．障害者用に開発したものを，健常者が検証することは不可能なのだから．各専

門機関で認証されることより，エンドユーザーに評価されてこそホンモノだと感じている．どの分野で

あれ，自己教育力に優れたマンパワーが必要とされているのではないだろうか． 
 本講では，障害者用に開発した衣服をスライドで紹介し，教育現場で最も必要とされながら欠落して

いる障害者用衣服の製図のポイントと，自己導尿用ショーツの開発までのモデファイを中心に，衣料と

医療の接点を探って行きたい． 
 また，メンタル面での服の効能・障害者用衣服に関わりながら感動した場面．障害者から学んだ素晴

らしい言葉の威力などを，聴講者の方々に共感して頂き，これからあるべきあたりまえの社会に向けて

の心のあり方を考えたいと思っている．   

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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「癒しの響き，弦楽器」 

～「癒しの響き！」と言われている弦楽器から奏でられる音について～ 

東邦音楽大学名誉教授 
洗足学園大学講師 蓬田清重 

楽器の歴史，構造，演奏法などについて話しを進めます． 
  まずは弦楽器（ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ）の歴史 
  銘器の産地はイタリア，材質，ニス 
  弦楽器の演奏には弓が必要．弓の質も音質とテクニック 

のために重要です． 
  銘弓の産地はフランス，材質，ニスは塗られているか？ 
  弦楽器の弦，付属品，弓の付属品 
  偉大な魂柱の力，メンテナンス，調整 
  調弦法，記譜法，音域，についての説明 
  演奏法，右手，左手，特殊技術，ピチカート，フラジオレット，コレグニョ，ヴィブラート， 

ポルタメント，など． 
◎本日の協奏者は洗足学園大学３年生の VC.専攻生中田暁子さんです． 

  彼女の協力で Luigi.Boccherini(ルイジ．ボッケリーニ)1743～1805[伊]の作品 
  バイオリンとチェロの二重奏ソナタを演奏いたします． 

  人間の声にもっとも近い響きをしているのが弦楽器といわれています． 
  「癒しの響き」かどうかお聴きください． 

  音楽界に於いて，弦楽器奏者の役割 

  質問コーナー 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

『言の葉豊かな日本の私達』-ぶらり日本語探訪＆Do Communications！ 

                    日本無線株式会社 中土 芳雄 
1. 序 ― ぶらり 日本語探訪 

日頃，何気なく交わしている言葉．意思伝達手段としての
ぼ

母 (国)
ご

語

である日本語．その日本語の持つ特有な「曖昧さ」と，日本語への巨

匠の思惑を訪ねる． 

(1) 日常的な会話 
何気ない会話に潜む「曖昧さ」とは                              【ケース 1】 

(2)  1 つのフレーズ 
助詞「の」に込められた，日本文学界 2 大巨匠の思惑とは          【ケース 2】 
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2. 破 ― 文明の発展とコミュニケーション 
主に言葉や文字・記号などを使って行われる意思の相互伝達，コミュニケーション． 

文明の発展が，コミュニケーションにもたらした功罪を探る． 
(1) コミュニケーションとは． 
(2) 文明の発展がもたらしたものの世代別での違いとは． 
(3) 文明の発展がコミュニケーションにもたらした功罪とは． 
 ①「ゲマインシャフトからゲゼルトシャフトへの命題」とコミュニケーション 

② 文明の発展の中で疎んじられるコミュニケーション 
ａ マクドナルドの応対に見るコミュニケーション マニュアルの世界 【ケース 3】 
ｂ・テレビ，コンビニ，偏差値教育   受動的な世界 

    ・ゲーム機器，パソコン       バーチャルリアリティの世界 
    ・携帯電話・ＰＨＳ，Ｅメール    ユビキタスな世界 

 ③ 文明の発展の中で見直されるコミュニケーション 
    東京ディズニーランドの応対に見るコミュニケーション         【ケース 4】 

3. 急 ― Do Communications ！ 
  人と人との，そして社会との幅広い意味でのコミュニケーションについて考える． 

  （1）医療従事者とコミュニケーション（＝意思の疎通） 
①  医療従事者間，医療従事者・患者・家族間のコミュニケーション不足 
② 「会話」不足と「コミュニケーション」不足 

（2）医療従事者と社会とのコミュニケーション（＝接点の拡大） 
① 医療従事者の視点：「テーラーメードメディスン」 

＝ 一般企業におけるＣＳ：「顧客は個客」，「リテールはディテール」 
② 「学術の場」と「社会」とのコミュニケーション 

     （「象牙の塔」での）「理論」と「実践」との反復作業 
＝「学術の世界」と「現実の世界」とのコミュニケーション 

☆ 最後に 
 コミュニケーションの心得：「見る・言う・聞く」から「視る＋語る＋聴く」へ 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医療過誤と医師等の刑事責任 

                                        冨村法律事務所 弁護士 冨村 和光 
はじめに 
第1 医療過誤と医療事故 
第2 統計から見た刑事医療過誤と民事医療過誤 
第3 刑事医療過誤と民事医療過誤の質的差異 
第4 医療過誤と医師等の刑事責任 

1 構成要件 刑法第 211 条 
業務上必要な注意を怠り，よって人を死傷させた物は 5 年  
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以下の懲役若しくは禁錮又は 50 万円以下の罰金に処する． 
2 注意義務 
（1） 問題の所在 
（2） 結果の予見・回避可能性に関する問題点 

① 結果予見可能性と医療過誤 
② 結果回避可能性の程度 
③ 医学水準の進歩と医師の個人的能力の差異 
④ 専門外の治療と医療設備をめぐる諸問題 

（3） 結果の予見・回避義務に関する問題点 
① 結果回避義務の有無の判断基準 
② 医療行為の自由裁量性 
③ 医療慣行･新規の医療をめぐる問題 
④ 患者･家族等の同意・インフォームドコンセント 

第5 最近の主要刑事医療過誤事例 
第6 医療機器･器具の操作に関する過誤事例にはどんなものがあるか 
第7 医療過誤と医師・歯科医師に対する行政処分 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

安心・安全なユビキタスネットワークに向けて 

       富士通研究所常任顧問 持田 侑宏 

 携帯電話やインターネットに代表される「通信ネットワーク」は，

いまや私たちの生活に欠かすことのできない社会の基盤になってい

る．それでは，この「ネットワーク」は今後どのような方向へ進歩

していくのだろうか．これが今回の講義のテーマであり，皆さんと

一緒に考えてみたい． 
  将来のネットワークへの社会からの強い要請は，「安心・安全」

であり，いつでも，どこにいても必要なサービスがネットワークを

介して受けられるという「ユビキタス」性である．人間を中心としたこれからのネットワークを経済的

に実現するために，多くの研究開発が世界中で進められているが，それらの一端を紹介したい． 
この講義では，現状のネットワークの課題や問題点を述べた後，それらを解決するために進められて

いる情報・通信技術のトピックスを紹介し，将来への展望を述べてみたい．特に，自律的で分散したネ

ットワークやコンピュータシステムを目ざすときに，生体に学ぶという「オーガニック・システム」や生

体情報を利用するバイオメトリクス認証が注目されていることにも触れたい． 

主な内容は以下のようである． 
１． 安心・安全ネットワークへの社会からの要求 
２． ユビキタスネットワークへの社会からの要求 
３． 日本の動き，世界の動き 
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４． 支える技術 
(1)ネットワークの方向性（ブロードバンド，ユビキタス，セキュリティ） 
(2)フォトニックネットワーク 
(3)移動通信・ワイアレスLAN・無線タグ 
(4)オーガニックコンピュータ・グリッドコンピュータ 
(5)バイオメトリクス認証 
(6)センサー・ロボット 

５．将来への展望 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

日韓比較儒教                                                

産経新聞社 大野 敏明 

１，礼教性と宗教性 
２，儒教は宗教か 仏教，イスラム教，キリスト教，神道 
         日本の仏教の神道性と儒教性 

宗教の定義 
          人間を超えた存在への信仰 
          戒律 死後の世界の提示 
３，魂と肉体の関係 肉体の重要性 霊魂の存在の有無 
４，原儒の世界 シャーマニズム 
５，孔子の登場 統治としての儒教 仁義礼智忠孝 
６，儒教の矛盾 君か親か 
７，家と血 家の日本，血の韓国 DNA を先取りした儒教 孝行と仁慈の無限連環 姓と苗字 
      無数にある日本一，ひとつしかない韓国一 
８，同じ儒教の異なる思想 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

今求められる総合医学誌とは 

毎日ライフ JAMA 日本語版編集部 岩石 隆光 

 21 世紀の幕開けとともに，日本の医療は新しい時代を迎えようと

しています．またＥＢＭの手法が普及し，医師だけではなく，患者の

側からも，その治療法の効果を客観的に評価できるようになりました． 

 本格的な高齢社会を迎え，多くの人が慢性疾患に悩まされるように

なりました．その慢性疾患は，患者さんが，自ら生活を管理しなけれ

ばならない病気です．しかも一生付き合う病気ですから，医師より，

患者さんの方が，病気についてよく知っていることもあります．つまり医師も患者さんもそれぞれに勉
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強する時代なのです．また次々と治療ガイドラインが整備されていますが，問題もあります．患者さん

ごとに最適な治療は異なるはずですから，すべての患者さんに画一的な治療を施すことはできません．

ただし医師が，ガイドラインに従わない治療を行う時には，そのエビデンスが必要です．ガイドライン

の勉強は当然ながら，ガイドラインにはない治療で，万が一失敗した時には，その理由をきちんと説明

できるよう幅広い知識をもたねばなりません． 

 「医師は，これまで以上に勉強しなければならない時代を迎えています．多忙のために，時間が取れ

ないなどということは理由になりません．最新の世界の医学動向が手短に把握でき，正しい方向にナビ

ゲートしてくれる総合医学誌が，今，求められているのです．」 

          （高久史麿・日本医学会会長 JAMA 日本語版 2004 年 11 月号より） 

 本格的高齢社会を迎えて，医療情報の重要性が増している．20 年以上にわたる毎日ライフ，JAMA
日本語版の編集経験をもとに，今後の医学・医療・健康誌のあり方を考えてみたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

地場産業の振興と健康福祉の向上 

厚生労働省東京検疫所 山本 光昭 

地場産業の振興と健康福祉の向上の取組みについて，２つの事例

を紹介します． 
１つ目は，茨城県笠間で取り組まれている，子どもから障害者，

高齢者まで誰にとっても使いやすい「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」

の伝統工芸「笠間焼」の開発です．「人にやさしい・やきものづくり」

を理念に，陶工芸家と歯科医師，栄養士，食生活改善推進員ら保健

医療関係者とが参加する「笠間焼商品開発研究会」が発足し，作る

側と使う側の交流の中で，より実用的な商品の研究開発が平成 13 年 6 月から始まりました．ユニバー

サルデザインとは，「すべての人が人生のある時点で何らかの障害をもつ」ということを発想の起点と

しており，①誰にでも公平に利用できること，②使う上での自由度が高いこと，③使い方が簡単ですぐ

わかること，④必要な情報がすぐに理解できること，⑤失敗や危険につながらないデザインであること，

⑥無理な体勢をとることなく，少ない力で楽に使えること，⑦アクセスしやすいスペースと大きさが確

保されていることという七つの原則が提唱されています．誰にでも使いやすいＵＤを取り入れた陶器製

品はまだ全国的にも珍しく，本県の笠間での取組みは，伝統工芸の振興と健康福祉の向上という一石二

鳥のプロジェクトといえます．なぜならば，ＵＤの笠間焼が普及すれば，例えば，脳卒中の後遺症のた

め，手が不自由になられた方が，健康であった時と同じ美しい器，家族と同じ器で，団欒をもてるとい

うことが可能となって健康福祉が向上するとともに，地場の伝統工芸品が多く売れるわけです． 
２つ目は，大量生産の紙パック入りなどの安い酒をただ酔っぱらうために大量飲酒する構造から，質

の良い個性のある酒を味わうために適量飲酒する構造へという，私が提唱している「日本酒の飲み方の

構造改革」の運動です．この構造改革は，例えば質の良い個性のある地酒が売れることにより地場産業

が育って地域が振興されるとともに，大量飲酒が適量飲酒になることにより地域住民の健康が良くなっ

ていくという一挙両得の構造改革なのです． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

超高感度 HARP 撮像管の発明と応用，そして今思うこと 

      ＮＨＫ放送技術研究所 谷岡 健吉 

電子の目とも呼ばれる撮像デバイスは，CCD(Charge Coupled 

Device)が十数年前より主流となり，テレビカメラやデジカメなど，

さまざまな分野で活用されている．しかし CCD でも肉眼に比べれば感

度は低く，暗くなると撮影が困難になる．一方，非常に暗い被写体専

用の超高感度撮像デバイスとしては，軍事や科学計測用などとして開

発されたイメージインテンシファイア系のものがよく知られている．

しかしこの撮像デバイスでは，ノイズが多いなど画質に難があったこ

とから，感度と画質の双方を同時に満たす撮像デバイスの実現が強く望まれていた． 

筆者はこの問題に取り組み，1985 年，それらを同時に満たすことができる撮像管の光電変換膜の新た

な動作法を発見し，これを基に，HARP（High-gain Avalanche Rushing amorphous Photoconductor）と

よばれる超高感度で高画質なアバランシェ増倍（電子なだれ増倍）型の撮像管を世界で初めて開発した．

HARP 撮像管を用いた超高感度カメラは，夜間緊急報道や夜行性動物，オーロラの撮影などの番組制作で

の使用のみならず，深海探査，微小血管を捉えることが可能な次世代Ｘ線医療診断システム，眼科診断，

バイオ等，さまざまな分野の研究に活用されている． 

 筆者は，撮像デバイスの研究に関わりを持つようになって約 30 年になるが，デバイス技術のブレー

クスルーについては，組織力や計画的な研究推進などよりも，研究者個人のセレンディピティ

(serendipity)が深く関係していると思っている．セレンディピティは辞書を引くと，あてにしなかっ

た物を偶然に見出す才能，掘り出し上手などと書かれているが，なんの変哲もないように見えるものや

現象から，その内に潜んでいる宝のような価値あるものを見出す独特の能力と解釈してもよいであろう． 

本講演では，撮像デバイスの分野で日本のオリジナル技術のひとつとして知られるようになった超高

感度 HARP 撮像管の発明の経緯やその応用を述べるとともに，研究者のあるべき姿などをセレンディピ

ティも含めていっしょに考えてみたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

心拍及び呼吸の無拘束無侵襲計測 

                          山口大学大学院 田中 正吾 

 高齢化社会を迎え，個人の健康に対する関心が高まっているだけでな

く，医療費削減の観点からも疾病の早期発見につながる技術開発が求め

られている．このような背景から，在宅健康モニタリングは最近特に重

要な研究課題のひとつに挙げられており，無拘束無侵襲に心拍や呼吸を

モニタリングする手法が積極的に研究されている．しかしながら，これ

までの方式では，呼吸や心拍の一方しか計測できなかったり，あるいは
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システムが大掛かりとなりコストが高くつくなどの欠点があった． 
 このようなことから，筆者らは，これまで心音センサ，音響センサ，歪ゲージなどのいずれかを効果的

に用いた(心拍と呼吸が同時に計測できる)「心拍・呼吸の無拘束無侵襲モニタリングシステム」の開発を

行って来た．つまり，心音センサや歪ゲージをエアーマットやエアー枕に貼り付けたり，あるいは音響セ

ンサをエアーマットやエアー枕に封入したりして，就寝時の被検者の心拍と呼吸を無拘束無侵襲，かつリ

アルタイムに計測するシステムを開発して来た．これらのシステムでは，心拍と呼吸の平均周期だけでな

く瞬時周期も高精度に計測される．よって，これらのシステムは，手軽な在宅健康モニタリングシステム

として活用できるだけでなく，ネットワークと結合すれば広域的なモニタリングシステムとしても機能す

ることが可能となり，これからの高齢化社会に大きく貢献することが期待できる．本講義では，これらの

計測システムの概要を紹介したい．併せて，実際の高齢者に適用してみた結果についても紹介したい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医学と社会と宗教―脳死・臓器移植について― 

筑波大学名誉教授 
曹洞宗正覚寺住職 沢口 重徳 

 凡そ現実に処するに当っては，直面する二つの基本的問題があると思

う．「いかにあるか」という事実の問題と，「いかにあるべきか」という

価値の問題である．医学・医療においても同様であろう．本講義におい

ては，脳死・臓器移植を取り上げて，基本的事項と現実的対処に分けて

考察し，もって全体像を把握し解決の方途を探ることを目標とする． 
 先ず臓器移植法(「臓器の移植に関する法律」)，脳死の定義，脳死の判

定，脳死判定に関する疑義・批判，臓器移植，脳死・臓器移植と社会について検討し，次いで人間と科

学技術，生と死の科学的認識，脳死は人の死か，脳死・臓器移植への対応を考究する． 
 受講者に対する要望事項としては，講義時間の制約のため，講義原稿全文(A5,25 頁)と講義資料(A4,56
頁および A4,コピー4 枚)，および参考資料小冊子(「上山の道」と「上山の道の風光」)を事前に通読し，

各自が疑問点と自己の意見を整理要約して臨むことにより，全員参画の 90 分となることを期待している． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

全人的医療と salutogenesis（健康創成論）－ 新しい健康作りの概念 

 浜松医科大学 永田勝太郎 

【目的】慢性疼痛は生活習慣の賜物である．患者固有の身体・心理・

社会・実存的生活習慣の結果である．こうした慢性疼痛の治療に際し

ては，神経ブロック療法などの現代医学的アプローチに加え，東洋医

学や代替相補医療などのアプローチ，チーム医療が求められる．これ

らの方法論は pathogenesis（病因追及論）を基盤に置きながらも

salutogenesis 的アプローチを導入している．Salutogenesis は，
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Antonovsky A (1923-95)により提唱された健康，疾病，死についての概念である．現代医学が

pathogenesis に基づいているのに対し，salutogenesis では疾病や障害があっても残存した健康な部分

（resource）が機能し，生体としての秩序が整ってさえいれば，それは相対的健康と見ることができる．

ここでは，病因の追及より生体全体の包括的機能回復が健康回帰への方法となる．慢性疼痛ではたとえ

その原因が明確でも除去できない場合や病因すら不明瞭なことが多々あり，生体全体の機能低下やQOL
の低下すら招来する．慢性疼痛患者に包括的アプローチを実践した例を示す． 

【症例】35 歳，女性，線維筋痛症(FMS)．全身性の筋痛のために 15 年間に 36 の病院を転々とした．RA
反応陽性のため，ステロイド剤の投与まで受けたが疼痛から解放されたことはない．病因の追究をやめ，

SOC (sense of coherence)を高めるための resource を探り，治療者と患者が salutogenesis 的視点を共有

し，治療者に鍼灸師などを加え，さらに self control に導入することで疼痛は軽減されていった． 

【結果】本症例では，鍼灸師と連携をとりながら（チーム医療），経時的に pathogenesis ⇒ 

salutogenesis ⇒ self control と治療の主眼を変えていった．それに伴い，治療の主体は，病院 ⇒ 

鍼灸院 ⇒ 本人の自律性（自己責任による自己決定）と変遷していった．慢性疼痛の治療に際しては，

現代医学による pathogenesis，伝統的東洋医学（代替相補医療）による salutogenesis，患者の自律性

（自己責任による自己決定）が重要であるが，心身医学はその核になると考えられた． 
 表１に pathogenesis と salutogenesis の相違を整理した．今後，salutogenesis は全人的医療，健康

創造や福祉に於て，重要な概念になると考える． 

表１ パソジェネシスとサルトジェネシスの相違 
パソジェネシス サルトジェネシス 

病因追及論 
疾病中心主義（闘病） 

病気の原因の追及 
絶対的健康 

 
健康・病気二分論 

⇒健康／病気／死を分断してとらえる 
心身二分論 
生死は別 

分析的／単純化 
西欧的 

簡単に諦める 
生老病死を否定的にとらえる（性悪説） 

現代医学 
瀉法が中心 

cure 
問題（problem） ⇒ 解決 

anti-aging, anti-disease 
pessimist 
サイエンス 
精神分析 

健康創成論 
健康中心主義（従病） 
健康阻害の原因の追求 

相対的健康（病気・障害があっても健康になれる） 
健康・病気一元論 

⇒健康⇒病気⇒死を連続性の中でとらえる 
 

心身一元論（心身一如） 
生死一体論 

包括的／複雑系 
東洋的／禅・武士道 

絶対に絶対に絶対にあきらめない 
生老病死を肯定的にとらえる（性善説） 

 
伝統的東洋医学，代替・相補医療，心身医学 

瀉法と補法のバランス 
care 

資源（リソース） ⇒ 活性化 
live with disease, age 

opportunist 
アート 

実存分析（体験的） 

(Nagata K, V4 2004) 

治療的自我は，パソジェネシスとサルトジェネシスのバランスが取れていること，すなわち，鬼手仏心． 

【文献】 

1）永田勝太郎：新しい医療とは何か（ＮＨＫブックス:817），pp.219, 日本放送出版協会，東京，1997． 



73 

 
DNA の塩基配列(一次構造)を知るだけ 
では，「生命とは何か？」はわからない． 

2) 永田勝太郎：Salutogenesis（健康創成論）とメンタルヘルスー新しいパラダイムの展開—，日本精神衛生会雑誌 心
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東京，2004． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

“DNA の情報”と“私たちの体” 

京都大学大学院 吉川 研一 

一人ひとりについて，DNA に蓄えられている情報

が異なることから，“個性は DNA にあらかじめ書き

込まれている”といった見方がある．一方，生育環境

や学習による影響は，性格や能力に，DNA に劣らぬ

影響を及ぼしているとの考えもある．この講義では，

DNA といった分子の持つ情報が，どこまで，各々の生物個体の体つきや性格を決めているのかといっ

た問題を取り上げてみよう． 
世代を超えて“DNA の情報”は伝えられるが，その世代の数が

多くなると，少しずつ DNA の情報が書き換えられていく．これ

が，生物進化の基となっていると考えられている．それに対して，

一個体の発生・成長の間には，DNA に蓄えられている情報は，い

くつかの例外を除き，保存されている．すなわち，“DNA の情報”

は，“書き換え不能なメモリー”(Read Only Memory; ROM)であ

ると見なされている．一方，皆さんの体の中には，たくさんの異

なる種類の細胞があり，発生・成長の中で，機能を分担するよう

になっている．これを細胞分化と呼ぶ．一度分化した細胞は，勝

手に，別の形態や機能の細胞に変化することは無い．すなわち，

細胞分化のスイッチは頑強である．このスイッチがきちんと働い

ていないのがガン細胞であるといっても良いであろう．細胞分化

のスイッチにより，DNA に蓄えられている情報の必要な部分だけが読み取られ，出力される．出力さ

れるものは，特定のたんぱく質である．例えば，胃の細胞では，胃酸を分泌することが出来るようなた

んぱく質の装置が作られているが，他の細胞ではこのようなたんぱく質は作られない．すなわち，個々

の分化した細胞は，“DNA の情報”の中でも必要な部分だけを読み取っている． 
それでは，このような細胞のスイッチは誰が，判断して制御しているのだろうか．皆さんの脳神経細
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胞が判断して，個々の細胞の分化をコントロールしているわけではない．個々の細胞は，各々細胞が自

ら判断して，スイッチを行っている．このメカニズムは現代の科学でも大きな謎である．このことを，

コンピュータと比較して考えてみよう． 
コンピュータには，あらかじめプログラムを書いておけば，特定のファイルやデータを取り出す機能

がある．すなわち，コンピュータは，それ自身で，情報のスイッチを働かすことができる．このような

自らスイッチする機能を持たすためには，そのメモリー（記憶装置）のなかに，書き換えをしないメモ

リー(ROM)以外に，必ず，“書き換え可能なメモリー”(Random Access Memory; RAM)が要る．実は，

現代使われているようなコンピュータの設計原理が半世紀前に考え出されたのには，このような，“書

き換え可能なメモリー”の役割が明らかにされたことが直接関わっている． 
そこで，細胞の“コンピュータ機能”の謎を解くためには，どこにこの“書き換え可能なメモリー”

があるのかを探さなければ成らなくなる．このワクワクするような謎をどのように解けばよいのであろ

うか．これが，この講義の趣旨である． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

自殺の取材を通して考えたこと 

読売新聞社 山口 博弥 

 身近な人が自殺したことのある人は，案外多いのではないだろう

か．家族，親戚，友人……．知人の身内，などまでその対象を広げ

れば，ほとんどの人が「そう言えば…」と思い当たることがあるよ

うな気がする． 
 警察庁の発表によると，２００３年１年間の自殺者数は３万４４

２７人で，過去最悪を更新した（交通事故の死亡者数７０００人余

の約５倍）．防衛医大の高橋祥友教授によると，推定では，自殺未遂

者はこの１０倍以上おり，自殺者や自殺未遂者が１人いると，その家族や友人など５人は心理的な問題

を抱えると言われている．つまり単純計算すると，自殺は日本人の１５０万人以上にかかわる身近な問

題なのである． 
 自殺を予防するにはどうすればいいのか――．昨年７月に警察庁の自殺者数の発表があった時，私は

医療担当記者としてこのテーマで記事が書けないか，と考えた． 
経済，健康，家庭，仕事の悩みなど，自殺する人それぞれに様々な背景がある．だから「こうすれば

防げる」という解決策，マニュアルなどは存在しない．このため，果たして医療・健康関連の紙面で取

り上げることがふさわしいのかどうか，という懸念があった．ただ，国内外の研究では，自殺者の９割

は「うつ病」など精神科の診断がつくという．ならば，医療の介入で少しは防げるかもしれない．医療

を軸に書けないことはなさそうだ．そこで，昨年８月から取材を進めた． 
 そして……取材の結果，おぼろげながら分かったのは……医療単独では，おそらく自殺は防げないだ

ろう，ということだった．弊紙の長期医療連載企画「医療ルネサンス」で，昨年 10 月に掲載した「自

殺を防ぐ」の取材で分かったこと，感じたこと，考えたことを，読者の投書も交えながらお伝えしたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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キッチンから始める健康生活 

武蔵丘短期大学 倉上 洋行 

はじめに 
私は，現在，『武蔵丘短期大学 健康生活科 健康・栄養専攻』で，「解

剖生理学」，および，「栄養学」，「生化学」，「運動処方論」の実習・実

験を担当しています．医学部で医療分野を専攻されている皆さんは，

この分野とは馴染み深いことと思います．このうち「解剖生理学実験」

を私と一緒に担当している ある先生は皆さんと同じ医科歯科の出身

で，以前は同大学病院の外科医でありました．同先生は，末期の肝臓

病患者を数多く治癒してきた名医でもあります．同先生は患者から「先

生のおかげで治りました．」とお礼を言われたときに，「疾患が治癒したのは私のせいではなくて，あなた

が，正しい食生活を送ったからですよ．」と諭すそうです． 
現代の医療現場では，医師による必要以上の投薬によって，治る病気をさらに重症にし，長引かせる

という事例は少なくありません．本来は，正しい生活習慣により，人体が持っている自然治癒力を最大

限に引き出した上で，どうしても必要な場面で化学物質を利用するというのが理想的な医療のはずです．

このためには，自然の恵みをフル活用した食生活が欠かせません．生活習慣病が蔓延している現代では，

医療における「予防医学」の位置づけがますます重要になってきます．この「予防医学」のうち医療現

場で最も重要な位置を占めているのが皆さんの守備範囲である「検査技術」です． 
今回の講義では，疾病予防という視点から，「検査」よりも前段階にあたる「健康生活の啓蒙」につ

いて皆さんと一緒に考えていきたいと思います． 

講義予定内容 
①食と健康生活 
②私の研究ノートから，『病理組織標本の観察を快適にする革新的油浸操作法の開発』，『高尿酸血症の

予防教育用検査薬の開発（DNA の簡易的可視化）』，『食教育の低年齢化』 ほか． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

合気道の紹介 

室蘭工業大学 高原 健爾 

 合気道は，植芝盛平開祖（1883～1969 年）が，柔術，剣術，槍

術など幾多の武術修行を経た結果，創始された現代武道です． 
武道の多くが勝敗を目的とする中で，合気道は“戦いの平和的

解決”を目的としています．合気道は，「人と争わず，自然をそこ

なわず，力でのぞまず，対すれば相和す，宇宙と和合をめざす愛

の武道」であるといわれます．その技は自然の理にしたがって組

み立てられており，老若男女や体格の大小を問わず無理なく修行
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することができるといわれています．合気道には試合がなく（一部を除く），技の形の反復稽古を行う

ことが大きな特徴のひとつです．これは，“取り”と“受け”が，それぞれ交代しながら，技の稽古を

行い，協力しながらひとつの技を作り上げていくものです．また，自然の理にしたがった動きを実現し，

相手と和するためには，技の習得だけでなく，精神的な成長が不可欠となります． 
合気道の修行者は，日本だけでなく世界中に広がっており，３０万以上といわれています．私自身も

修行者の一人ですが，もちろんその技の深遠な術理を理解できるところまでは到達しておりません．し

たがって，それらの講習や説明はできませんが，私個人の覚書として，あるいは整理のために，合気道

の歴史や考え方，技のいくつかについて，この機会を利用してまとめた内容について紹介させていただ

きたいと考えています． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

芸術領域の拡大 コンピュータ映像と芸術の関係 モザイク画からＣＧへ 

 吉川信雄版画事務所 吉川 信雄 

１，はじめに 

本研究の目的 

一本の線のように連なったアートの変遷は，いったん一つの

規範が破られると，そこから枝分かれするように，種々の新し

い様式が生まれていきます．そしてその様式からまた新しい様

式へと向かっていき，アートの歴史が作られていくわけです．

その背景には当然機械の発明や産業の発達や都市化などの社

会背景が大きく左右されます．特に第２次世界大戦後のテクノ

ロジーの発達は目も眩むようなスピードで社会を変えていき

ました．１９６０年代にはコンピュータが出現し，アートの世

界に革新的な手法を提供するようになりました．日進月歩のコ

ンピュータの進歩は，美の概念をくつがえすような勢いがあり

ました．しかし，もうすでに現代アートは，先人のアーティストによって機械信仰の呪縛から解き放さ

れていたため，コンピュータの発達によるグローバルな情報交換から，かえって多種多様な様式や考え

方を可能にする方向へと，進み出したのです．その先人のアーティストというのが，ほかでもなくフラ

ンスからアメリカに渡ったマルセル・デュシャンです． 

２，モザイク画から CG へ 

 古代エジプトの時代の装飾品のなかに，宝石やガラス，木や貝殻などを散りばめて絵画や模様を表し

たものが多く見られます．これがいわゆるモザイクといわれるものです．古典的絵画のなかでは，特に，

教会の床や壁画に描かれたモザイク画が一般的に知られています．このモザイク画では，一つ一つの小

片が一情報単位（サンプル）であり，それらが集まって全情報が与えられるようになっています．つま

り，モザイク画の造形的行為は，まさしく AD 変換（analog to digital translation）＝「サンプリング」で

あったと言えます．一つ一つの小片の組合せ方は，色彩と形によって正確な確立規則に従っています．

たとえば，人体や自然をモザイク画で描こうとします．すると，まず造形上の慣習に従って輪郭を描い
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ていきます．この輪郭は，小片（サンプル）によって分割され，サンプルの属性（attribute－色彩，質感，

その他膨大な情報）によって特徴づけられています．それらが一定の比率と情報を備えた造形メッセー

ジとなって，様々な形姿を描いていくのです．モザイク画とは，こうして小片（サンプル）をデジタル

信号として処理し組織化する最もプリミテイブなデジタル絵画とも言えるでしょう． 

E-mail  nbyoshikawa@hotmail.com 

（参考図書） 
共著「CG 入門」（監修・河口洋一郎），丸善株式会社 
共著「かたちの辞典」（編集委員長・高木隆司）丸善株式会社 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

システム医療のための生理機能モデリングと 

バイオ・ミメティックコントロール研究紹介 

 理化学研究所 陸 高華 

 二部に分けて行います．前半では，生理機能のモデリングと制御

をテーマに，最近の研究を紹介します． 
生体は個々の生理機能が互いに作用しあう複雑系です．一つの臓器

の機能不全はその臓器や系にとどめず，結果的に多臓器の機能異常に

発展することが臨床に多く見られます．すべての生理機能が互いに作

用し合うことは生理機能ダイナミックスの特徴であると考えられま

す．それゆえ，「対症施薬」は有効であっても完全な治療とは言えず，

すべての生理機能の特徴をよく理解した上で集中管理下に置くような「システム医療」が必要です．その

ための「制御則」は制御理論により与えることが十分可能と考えています．ここでは，生理機能の総合モ

デリングを説明します． 
後半では，独立行政法人理化学研究所 バイオ・ミメティックコントロール研究センターの紹介ビデ

オを混じえて，バイオ・ミメティックコントロールの最先端研究を紹介します． 
「生物に学ぶ」，「生物の制御則を解き明かす」，「ヒューマノイド・ロボット」をキーワードとし，バイ

オ・ミメティックコントロールの研究は，高等生物の高度な制御機能を工学的に模倣し，柔軟，精緻か

つ信頼性の高い工学システムを創出することを目指しています．理化学研究所は 1993 年 10 月バイオ・

ミメティックコントロール研究センターを設立，このような研究を二期にわたるプロジェクトとして推

進しています．2001 年 9 月に第一期を終了し，2001 年 10 月からシステム制御理論，ロボティックス，

生体の制御機構の解析（生物制御システム），生物型センシングシステムの構築など，幅広い分野を総

合的に研究する第二期をスタートさせました．伝統的に自動車や航空機などの工業が盛んな地域である

名古屋の地域的特色と理化学研究所の研究ポテンシャルを融合して，独創性のある基礎研究と応用研究

を推進しています． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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ヴァイオリンと共に経験したこと 

  掃部音楽教室 ヴァイオリニスト 掃部 彰子 

 演奏家の立場から，本番に向けてどのように曲を仕上げていくか，

どんな心構えや準備をしているか．等のお話を，曲の分析や演奏をし

ながらすすめていきます．今回は，偉大な作曲家バッハの無伴奏ヴァ

イオリンソナタを聴いて強い霊感を受け，一気に書き上げたとされる，

ウジューヌ・イザイの無伴奏ヴァイオリンソナタから，第 2 番を取

り上げます． 

第 1 楽章 Obsession ｢妄執｣ 
第 2 楽章  Malinconia ｢憂鬱｣ 
第 3 楽章  Danse des Ombres ｢亡霊たちの踊り｣ 
第 4 楽章  Les Furies ｢復讐の女神たち｣ 

音楽を専門にめざす者が歩む，主に学生時代の話を，私の経験の中からお話します． 
１． 受験 学生生活 
２． オーケストラ 
３． コンクール（国内と海外の違い） 

ある演奏を聴いたことがきっかけで，創作意欲がかきたてられ長編の小説が書かれ，小説のテーマに

もなっている，ルーマニアのポルンベスクのヴァイオリン曲「望郷のバラード」を，音楽を暗号に使う

という不思議なお話と演奏をします． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2005 年度講義抄録》 

平成の司法制度改革「裁判員制度」の導入について 

冨村法律事務所 弁護士 冨村 和光 

1 裁判員制度導入について 
平成 16 年 5 月 21 日「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」

（裁判員法）が成立した．公布の日（平成 16 年 5 月 28 日）から

5 年以内に裁判員制度が実施される予定である． 
裁判員制度とは，国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加

してもらい，被告人が有罪かどうか，有罪の場合どのような刑に

するかを裁判官と一緒に決めてもらう制度である． 
裁判員制度は，国民の皆さんの積極的な協力なくては成り立ち得ない制度であり，何よりも制度

の意義を国民一般が十分に理解する必要が求められている． 
2 裁判員制度をなぜ導入することとしたのか 
3 裁判員制度に参加する刑事裁判に関する法律の概要 
4 裁判員は国民の中からどのようにして選ばれるか 
5 裁判員に選ばれても辞退できるか．また，なりたくてもなれない人とは 
6 裁判員の任務と役割とは何か 
7 裁判員制度の下ではどのような刑事裁判が行われるのか 
8 裁判員が審理に関与することとなる刑事事件の対象事件と事件数，審理期間等 
9 裁判員制度運用をめぐる問題の所在 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

地場産業の振興と健康福祉の向上 

内閣府参事官 山本 光昭 

 地場産業の振興と健康福祉の向上の取組みについて，２つの事例を紹

介します． 
１つ目は，茨城県笠間で取り組まれている，子どもから障害者，高齢

者まで誰にとっても使いやすい「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」の伝

統工芸「笠間焼」の開発です．「人にやさしい・やきものづくり」を理

念に，陶工芸家と歯科医師，栄養士，食生活改善推進員ら保健医療関係

者とが参加する「笠間焼商品開発研究会」が発足し，作る側と使う側の交流の中で，より実用的な商品

の研究開発が平成 13 年 6 月から始まりました．ユニバーサルデザインとは，「すべての人が人生のある

時点で何らかの障害をもつ」ということを発想の起点としており，①誰にでも公平に利用できること，

②使う上での自由度が高いこと，③使い方が簡単ですぐわかること，④必要な情報がすぐに理解できる

こと，⑤失敗や危険につながらないデザインであること，⑥無理な体勢をとることなく，少ない力で楽
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に使えること，⑦アクセスしやすいスペースと大きさが確保されていることという七つの原則が提唱さ

れています．誰にでも使いやすいＵＤを取り入れた陶器製品はまだ全国的にも珍しく，本県の笠間での

取組みは，伝統工芸の振興と健康福祉の向上という一石二鳥のプロジェクトといえます．なぜならば，

ＵＤの笠間焼が普及すれば，例えば，脳卒中の後遺症のため，手が不自由になられた方が，健康であっ

た時と同じ美しい器，家族と同じ器で，団欒をもてるということが可能となって健康福祉が向上すると

ともに，地場の伝統工芸品が多く売れるわけです． 
２つ目は，大量生産の紙パック入りなどの安い酒をただ酔っぱらうために大量飲酒する構造から，質

の良い個性のある酒を味わうために適量飲酒する構造へという，私が提唱している「日本酒の飲み方の

構造改革」の運動です．この構造改革は，例えば質の良い個性のある地酒が売れることにより地場産業

が育って地域が振興されるとともに，大量飲酒が適量飲酒になることにより地域住民の健康が良くなっ

ていくという一挙両得の構造改革なのです． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

Paradigm changes in the Reception of Confucianism  

in Europe since early Enlightenment 

Martin-Luther-Universität Eun-Jeung Lee (李 恩政) 

In the history of Western/German political ideas there was a 
significant tradition of reception of Confucianism. This tradition 
began in 17th century, in the period of early Enlightenment and can 
be observed until today. It is interesting that in the perception of 
Confucian political thought few paradigm changes have taken place 
since Early Enlightenment up to the present.  

Western interpreters presented Confucian society when they learned about it 

for the first time in the 17th century, as a counter-model to Europe – as 

“Anti-Europe”. Since then, the Western perception of the East Asian world has been oscillating between admiration 

and contempt, sympathy and even fear. The generation of G.W. Leibniz and Christian Wolff took a positive and 

open attitude towards the Chinese Confucian State, about which they read and heard so much from the Jesuit 

missionaries posted in China. The next generation of Hegel and his successors, however, assumed a completely 

antagonistic and even denigrating position toward China and Confucian philosophy. This perception prevailed in a 

number of variants until the end of the 20th century when a positive revival of Confucianism set in the West. 

Across this cycle one can recognize that the West in fact has looked at itself through this “Chinese” or “East 

Asian” glass. It is nowadays very well known fact that Western perceptions of other cultures and regions are 

formed. But it is remarkable that within this routine of scientific self-reflection we tend to forget (and even to 

ignore) the changes in our perception/reception themselves. Euro centrism alone is not sufficient to explain the 

enthusiastic idealization of the Confucian state during the early enlightenment, the contempt of Confucian culture 

in the 19th century, and the glorification of Confucian values in the late 20th century.  

So we can divide the history of the Western reception of Confucianism in four periods: the first period stretches 

from around 1650 until 1760. This is the era when Leibniz and Wolff strongly influenced the perception of 
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Confucianism. The second period lasts from 1760 to 1840. It is the period of the “universal historians”  like Gatterer 

and Schlözer and of Herder and Hegel. The third period is that between 1840 and 1970, when the works of Karl Marx, 

Max Weber and Karl August Wittfogel on China dominated the perception of Confucian society. Finally, the fourth 

period begins in 1970 and lasts until the end of the 20th century. Then theses on the so-called Confucian capitalism 

played a dominant role in discussions on the successes of East Asia and the perceived weaknesses of the West.  

A number of questions would be useful in order to capture the characteristic features of the reception of 

Confucianism one should ask: How were the images of Confucianism and Confucian society formed? Who 

influenced them? What sort of information about Confucianism was available? Which sources of information 

were used in fact and why? Which schools of Confucian thought became known? How were they perceived and 

why? How were Confucius, Confucianism, and Confucian society perceived and presented? What sort of political 

meanings were attached to these receptions? What impact did they have on academic and political discourses?  

But the most important question in this analysis would be in this context why those great thinkers saw certain things, 

how they saw them, why they did not see other things, even though they were visible, why they gave preference to certain 

knowledge and or ignored other knowledge, why were they so selective in the use of their sources and materials? 

It may sound unbelievable today, yet even in the early 18th century written sources on Confucianism and 

China were abundant and readily available in libraries and private collections. At the end of 18th century, there 

existed more than 1400 books on China and Confucianism in Europe. Then between 1800 and 1850, more than a 

1000 books were published. The spectrum was very wide. One could find just any kind of information on China – 

and form one’s own picture of China and Confucian culture. The interesting question which sources of 

information were selected, why and how they were selected and processed. 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医療事故から何を学ぶべきか 

大河内小嶋法律事務所 
弁護士 大河内秀明 

 医療関係者・法律家など，高度の専門職に従事する者は，その職業倫

理の向上のために，事例（医療事故，冤罪事件）から何を学ぶべきか． 
１ なぜこれらの職業に従事する者に，特に倫理が問題とされるのか． 
２ 事例の紹介 
 ⑴ 冤罪事件 
  ア 強盗殺人事件 
  イ 強姦殺人事件 
  ウ 放火事件 
 ⑵ 医療事故 
  ア 出産事故：一絨毛膜双胎を見落とし，第 2 子が重度の低酸素脳症になった事例（大学病院） 
  イ 誤嚥事故：食パンを気道に詰まらせ，低酸素脳症になった事例（総合病院） 
３ 上記の事例（エラー）は，倫理的な問題を孕んでいるといえるか． 
４ エラーから学ぶべき教訓は何か． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

服は着る薬 

Brabee 服飾デザイナー 戸高 禮子 

衣服全般について，共通して言えることは，人は死ぬまで服を着

ているということだ．センスの良し悪し，似合う似合わない以前の

問題として，服がその人の身体に合っているか否か，身体の機能を

充分担っているかという問題は大きい． 
 身体に障害を負うと，生活動作に支障が生じ，特に中途障害者の

場合は，以前の機能を取り戻すのが困難となり，既製品を身につけ

ること自体に制約が生じる．その場合，リフォームやオーダーメイ

ドにより，自分に合った服を誂えなくてはならない．特に，脊髄損傷や頚髄損傷のように，麻痺による

排尿障害で，排泄の為の下着やズボンのリメイクは欠かせなくなる．自己導尿がスムースに行えるよう

な衣服の改良をしなければ，どんなに高価でお洒落なアウターを買い揃えても，車椅子生活者が自由に

外出することは困難だ． 
 本講では，障害者用に製作した衣服の紹介を通して，介護者の負担を軽減し，障害者自身が自立して

活き活きと生活できるように，被服心理学的観点から，服はどうあるべきかを論じたい．また，衣料が

医療現場でどのように関わっていくのか，治療や処方以外で発揮する衣服の『服作用』について，医師

の『言葉』(インフォームドコンセント)と同様に，患者に及ぼす影響を再認識して頂きたい． 
障害者や患者に接する側の，心のあり方の重要性と，仕事は自分自身の投影であることを認識し，成

熟した社会に求められている，あるべき姿としての人に欠かせない衣服を，医療従事者が現場でどう活

かして行くのかを，提案したい．人に関わる全ての『事柄』は，心ある異業種のコラボレーションによ

って解決していくために・・・． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

教育環境の独自性と人材育成 

                  武蔵丘短期大学  倉上 洋行 

近年の少子化により，我が国では，平成 19 年に「大学全入時代」を

迎えます．これに対して，文科省主催のある会合では「環境の変化に

対応した人材作り」の重要性が強調されていました．すなわち，本学

のような地方の短期大学が生き残るためには，これまで以上に教育環

境の独自性が要求されます．このような社会的背景を踏まえ，本学で

は「地域に根ざした教育研究」を重視してきました．具体的には，地

域住民の健康支援のための「料理教室」，そして，本学学生が栄養・運動の両面から指導的立場で参画

する「日本スリーデーマーチ」などが挙げられます．このうち，「日本スリーデーマーチ」は「ウォー

キング」を通した健康増進プロモーションとして世界的に注目されています．そして，世界各地から毎
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年 8 万人を超える人たちが比企丘陵に集まるようになり，世界第 2 位の規模の大会になりました．この

ほかに，学生主体の『Cooking for Athlete』による活動は，「栄養教育」と「スポーツ実践」の融合と

いう，全国的にも珍しいもので，かつ学生の主体性を発揮させる試みでもあります．今回の講義では，

教育環境の独自性という視点からの人材育成について，皆さんと一緒に考えていきたいと思います． 

講義予定内容 
１．教育方法の刷新 

・学生の主体性発揮と自己実現 
２．『情報リテラシー』と「ジャーナリズム」 

・『ライブドア』のメディア戦略と「パブリック・ジャーナリスト」 
・ある「パブリック・ジャーナリスト」との共同研究がもたらしたもの． 

３．『情報リテラシー』と「健康管理」 
・医学部における｢医療情報｣と栄養士養成課程における「健康関連情報」 
・患者（顧客）と医師（サービス提供者）の望ましい関係 

４．私の研究ノートから 
・「リージョナル・ジャーナリズム」構想 ほか． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

病態生理機能の総合モデリング 

理化研究学所 陸 高華 

 健常人の呼吸，循環，代謝などの生理機能は自律的な調節によりその

恒常性が維持され，外部環境に影響されにくい．一方病態時，すなわち

患者では生理機能の恒常性が乱れたり，平衡状態がくずれたりすること

がある．それを正常範囲に取り戻す行為が臨床における治療である．病

態生理機能に対する臨床治療の効果について，患者生理モデルを用いた

理論解析は治療行為の評価，患者の予後予測，治療方策の設定，ひいて

は診断法や治療法そのものの発展に重要であり，その臨床的，理論的意

義が極めて大きいと考えられる． 
本研究では，患者の呼吸系，循環系，代謝系，神経系の生理機能の相互作用を生物制御の視点から総

合的にモデリングし，基本生理状態と臨床処置との関係を中心にした患者の病態生理モデルを構築する

と同時に，臨床への応用のためのロバスト性を備えた生理機能の適応制御システムを確立する．生理機

能の総合モデリングとその制御は，患者のすべての生理機能が医療従事者により管理可能にする「シス

テム医療」の実現につながると期待される． 
ここでは，このシステム医療のための病態生理機能の総合モデリングを説明する．脳低温療法という

脳指向型集中治療法に着目する．この治療法では，脳低温管理と同時に，低温による生体機能への生化

学的と生理学的影響を臨床治療の目的に合致するように全て医療従事者の管理下におく全身管理が必

要である．低体温を前提とした生理機能の同時制御が脳低温療法の全身管理の特徴と言える． 
生体の温熱代謝系，血液循環系，呼吸ガス系，神経ホルモン系，電解質代謝系の全ての生理過程が同

時管理される病態生理機能の同時制御には，生理学的には熱流，血流，物質流と情報伝達により緊密に



84 

結ばれた基本生理機能の総合協関からその必要性が生まれ，また患者のすべての生理機能を区切りせず

一個のシステムとして扱うシステム医療の考えに一致する． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

「脳死」臓器移植を考える 

「脳死」・臟噐移植を許さない市民の会 長倉(清水)昭美 

 「脳死」を死とする臓器移植法は，医療に何をもたらしているのだろ

うか．今から１８年程前に，「脳死」臓器移植に関するある集会で，胆

道閉鎖の子どもをもつ母親から，「移植をすれば助かる子がいるのに，

それでもあなたは『脳死』移植に反対ですか」と非常に厳しい口調で詰

め寄らんばかりに言われたことがある．その瞬間，私の頭にひらめいた

のは，胆道閉鎖のお子さんが何人も入院している部屋の壁一つ隔てた個

室で，意識がなく（と思われる），人工呼吸器を使用して呼吸を続けて

生存している乳児と，その母親であった． 
 提供を求められる重症児と，提供を待つ児．臓器を差し出す命と，臓器を受ける命，ということが瞬

間にしろ，医療人の頭にひらめくことの怖さ，危うさを思った．誰の目にも，それは見えないが，命の

ふりわけが医療人の頭に浮かぶことの怖さを，それ以来，ずっと考え続けている．ハンセン病の法律と

同じ過ちをしているのではないか，と思えてならない． 
 「脳死」臓器移植法が成立して以来，移植の成果や臓器不足がしきりに報じられてきた．しかし，臓

器提供者（ドナー）にかかわる情報はほとんど知らされていない．診断は確実か．救命は充分尽くされ

たのか．ドナーカードは，確実に本人の自由な意思による自筆のものか．だれが何を証拠に確認したの

か．有効と言えるのか．脳死判定の時期や方法にミスはなかったのか．臓器摘出時の身体状況など，検

証結果の詳細は公表されていない．法見直しの前に，現在までの事実を誰にもわかるように明らかにす

べきであろう． 

「脳死」に関する素朴な疑問点 
○「脳死」という言葉について，一般にどれ程理解されているのだろうか． 
○「慢性脳死」という言葉の登場 
○「慢性脳死」と言うと，「えっ」と人は驚く．  

• アメリカで「脳死」で，４歳から２１年生存した男性がいた． 
• 日本でも「脳死」と診断され，１年，２年，４年と長期に生存し，中には，刺激なしで上肢を上

に挙げる児や体動がみられる児もいる． 
○「脳死」は絶望の代用語として使われている．川崎協同病院事件の例． 

○「脳死」を人の死とした場合，「脳死」の母胎から出産した児は，死体から生まれたことになるが，

戸籍の扱いはどうなるのか． 

これまでの裁判例，臨床例にみる問題 
• 大阪大学病院事件 
• 関西医大，生存中の臓器保存処置事件 
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• 無脳児，生存中の臓器摘出事件 
• 川崎協同病院事件（脳死宣告） 
• 昭和大救急センター，臨床的脳死診断より前に，ネットワークへ連絡 

医療がめざす方向は 
 医療の目的は，目の前の患者を救うことである． 
 「脳死」臓器移植に踏み出せば，臓器不足は永遠に続くであろう．それは医療人に臓器提供を待つ命

と臓器提供する命，の選別を強いることとなる．差し出す命と，臓器を待つ命の，どちらも救う道はな

いであろうか．これが２１世紀の医療ではないだろうか．脳低温療法をはじめ，日常生活での人工呼吸

器の使用，自動吸引器の使用，など難病者の救命や生活の向上がはかられつつある．脳低温療法の成果

は人々を驚かせた．これがもっと広く，もっと早く救急車や在宅で実施されれば，多くの救命効果が期

待される．今後の医療の方向は，二つに一つの救命ではなく，目の前の誰の命をも（二つの命とも）救

命することをめざすことである． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

放送用超高感度撮像デバイスの発明と社会への貢献 

NHK 放送技術研究所 谷岡 健吉 

電子の目とも呼ばれる撮像デバイスは，CCD(Charge Coupled 
Device)が主流となり，テレビカメラやデジカメなど，さまざまな分野で

活用されている．しかし放送に使用されている高性能な CCD でも肉眼

に比べれば感度は低く，暗くなると撮影が困難になる．一方，非常に暗

い被写体専用の超高感度撮像デバイスとしては，軍事や科学計測用など

として開発されたイメージインテンシファイア系のものがよく知られて

いる．しかしこの撮像デバイスでは，ノイズが多いなど画質に難があっ

たことから，感度と画質の双方を同時に満たす撮像デバイスの実現が強く望まれていた． 
筆者はこの問題に取り組み，1985 年，それらを同時に満たすことができる撮像デバイス用の光電変

換膜の新たな動作法を発見し，これを基に，HARP（High-gain Avalanche Rushing amorphous 
Photoconductor）とよばれる超高感度で高画質なアバランシェ増倍（電子なだれ増倍）型の撮像管を世

界で初めて開発した．HARP 撮像管を用いた超高感度カメラは，夜間緊急報道や夜行性動物，オーロラ

の撮影などの番組制作での使用のみならず，深海探査，微小血管を捉えることが可能な次世代Ｘ線医療

診断システム，眼科診断，バイオ等，さまざまな分野の研究に活用されている． 
 筆者は，撮像デバイスの研究に関わりを持つようになって約 30 年になるが，デバイス技術のブレー

クスルーについては，組織力や計画的な研究推進などよりも，研究者個人のセレンディピティ

(serendipity)が深く関係していると思っている．セレンディピティは辞書を引くと，「あてにしなかった

物を偶然に見出す才能，掘り出し上手」などと書かれているが，なんの変哲もないように見えるものや

現象から，その内に潜んでいる宝のような価値あるものを見出す独特の能力と解釈してもよいであろう． 
本講演では，撮像デバイスの分野で日本のオリジナル技術のひとつとして知られるようになった超高

感度 HARP 撮像管の発明の経緯や，この放送技術研究の成果による社会への貢献を述べるとともに，

研究者のあるべき姿などをセレンディピティも含めていっしょに考えてみたい． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医療制度改革について 

田辺製薬 田畑 好章 
 我が国は 2025 年までの少子高齢化の進展に直面し，将来にわたり持

続可能な社会保障制度が構築されるべく，抜本的改革に迫られていま

す． 
 特に，伸びが著しい医療費については，経済成長率に応じて抑制す

べきとの議論もあり，いかに効率的に医療の質を向上していくかが課

題となっています．来年は，国会に医療制度改革関連法案が提出され

るとともに，診療報酬・介護報酬の同時改定が実施される予定です． 
 今回の講義においては，現在，本格化してきている医療制度改革に向けた議論の状況を紹介すること

により，経済・財政とバランスをとりながら，我が国の医療がどの方向に向かうべきか，皆様が考える

きっかけになればと思います． 

主な内容は次の通りです． 
1. 我が国の医療費の現状及び海外比較 
2. 医療機関の情報提供 
3. 医療安全 
4. 地域医療ネットワーク 
5. 高齢者医療制度 
6. 混合診療解禁問題等規制緩和 
7. 診療報酬・薬価・介護報酬の見直し 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

技術者の生き方 ～人材育成を中心に～ 

パイオニア 技術開発本部本部長 山田 宰 

 31 年間にわたり，NHK 放送技術研究所において，デジタル放

送の研究開発に関わってきた．前半の 20 年は研究者として，後半

の 10 年は管理者としての業務を経験してきた．NHK での経験を

振り返ってみると，研究者としても管理者としても，刺激的で本

当に面白い，楽しい毎日だった．また，多くの困難があったが，

自身で手がけた TV 多重文字放送，FM 多重放送，BS デジタル放

送，地上デジタル放送の 4 つの放送システムが，実際に世の中で使われるようになり，研究を担当して

者として非常に幸運だった． 
 このような NHK での経験をもとに，その都度何を学んだのか，サラリーマンとしてどのような生き

方をすべきなのか，経験を踏まえ，人材育成の重要性，職場の人間関係，マネージメント論について触

れる．また，学生諸君とも対話を行う． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

普段着でクラシック 

掃部音楽教室 
ヴァイオリニスト 掃部 彰子 

 今回は，クラシック音楽，ヴァイオリン，演奏家に親しみを持って

もらいたいというテーマでお話させていただければと考えています． 

「ヴァイオリンてどういう楽器？難しそう・・・」 
ヴァイオリンという楽器のつくり，しくみ，音の出し方の説明をし

ます．初めて楽器を手にしてから，どのような手順で習っていくか

を簡単に説明します．左手右手の様々な技巧，表現方法を，曲の一

部を演奏しながら紹介をします． 

「コンサートってどんな感じ？」 
音楽を身近に感じてもらいたいという願いで行っている，「小さい規模のトークコンサート」の一部分

を披露します．曲目はサラサーテ作曲のツィゴイネルワイゼン，他未定． 
 「演奏家たちの日常は？」 
超一流のソリストたちの日常はわかりませんが，オーケストラや中小の演奏会をやっている演奏家（私

を含む）の，舞台上以外の時間はどうなっているかなどのお話をしたいと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

声と画像の情報圧縮 

― 携帯電話やデジタル放送の音声・画像符号化のしかけと将来 ― 

富士通研究所 持田 侑宏 

  約１３０年前にグラハム・ベルが電話を発明してから今日

まで，私たちの「声」の持つ情報を忠実に遠くに送り届けるこ

とは電気通信サービスの最も基本的な要素でした． 
現代のデジタル通信全盛の時代にも，携帯電話やインターネ

ットで私たちの声を送ったり蓄えたりすることは相変わらず

大切な技術になっていますし，その進歩が私たちに快適なサービスを実現する基本になっています． 
この講義の前半では，声をデジタル技術，あるいはコンピュータ技術でどのように品質を維持しなが

ら情報圧縮して，社会に役立てているかについて音質のデモンストレーションを交えて説明します．代

表的な方法として，波形符号化，パラメータ符号化があり，これらを組み合わせたハイブリッド符号化

があることをわかりやすく説明します． 
さらにこの技術が，コンピュータが声を理解すること（音声認識）や，コンピュータが声を作り出す

こと（音声合成）に発展している様子も実例とともに紹介し，これらを総合した音声応答サービス（利

用者が声で質問したことに，コンピュータが声で答える）への展望も試みてみましょう． 
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次に，後半では，最近ブロードバンドネットワークやデジタルテレビ放送（衛星や地上波）で重要に

なってきている「画像」の情報圧縮について紹介します．画像の信号は，そのままでは音声信号に比べ

て１００倍から１０００倍の情報量を持っていますが，それをどのような仕掛けで圧縮できるのかを説

明し，いくつかの実例を取り上げてデモンストレーションします．時間方向と空間方向にある冗長性を

うまく利用していること，これらの実現には半導体（LSI）技術が大きく貢献していることを理解して

いただければ幸いです． 
さらにこれらの技術が，コンピュータが画像を理解すること（コンピュータビジョン）や遠隔監視に

利用されている様子も実例とともに紹介し，将来への展望も試みます．特に，これら画像をコンピュー

タで処理する技術が，社会の安全を確保するために活躍していることを述べ，最後の事例として「手の

ひらの静脈」画像を使った個人認証が実用されている例（バイオメトリクス認証）を紹介します． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

臨床試験の公開登録制度と医学ジャーナリズム 

毎日新聞社 岩石 隆光 

 『臨床評価』の 2005 年 4 月号は，2004 年 9 月

に発表された医学雑誌編集者国際委員会（ICMJE）

の「臨床試験公開登録制度」の声明を特集している． 
 その中で，私は，以下のような文章を寄せた． 

臨床試験の公開登録制度と医学ジャーナリズム 
 「臨床試験の公開登録」についての医学雑誌編集

者国際委員会（ICMJE）の声明を JAMA 日本語版 2004 年 10 月号で速報した．ICMJE の臨床試験の

透明性を高めるための努力を評価し，そのことを多くの日本の臨床医に知っておいてほしいと思ったか

らである． 
 今後は，ICMJE に加盟している医学雑誌に掲載できる臨床試験は，公的な臨床試験登録システムに

登録されている試験，ネガティﾌﾞな情報を含めて，誰もがその結果を知ることができる臨床試験でなく

てはならなくなった．しかし，実際にこの声明の効果が発揮されるためには，すべての医学雑誌が協力

すること，登録がなければ IRB が試験実施案の承認を拒否すること，試験実施依頼者の所有権を主張す

る意見よりも，倫理的な面から登録を支持する意見の方が正しいと個々の試験実施研究者が考えるよう

になることなど，解決しなければならない問題が山積していることも事実である．それでも今年に入っ

て，世界を代表する製薬 4 団体である欧州製薬団体連合会(EFPIA)，国際製薬団体連合会(IFPMA)，日

本製薬工業協会(JPMA)，米国研究製薬工業協会(PhRMA)が，「治験登録簿およびデータベースを介して

の治験情報の開示に関する共同指針」で合意が成立，2005 年 9 月 13 日までに現在進行中および新しい

治験の登録簿記載を行うなど，治験公開方針の世界標準化に向かって，一歩を踏み出している． 
 実は，JAMA 日本語版に ICMJE の声明を掲載したのは 2 回目である．2001 年 11 月号では，論文掲

載に関する統一見解を報告した．臨床試験のポジティブ・データは，医薬品の販売に利用され，その結

果，相当の利益を臨床試験の出資・依頼者である製薬メーカーにもたらす可能性がある．それ故，研究

論文の著者は，依頼された研究における自分の役割について詳細に説明する責任があるとともに，独立
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した役割を担って来たことを保証できる研究でなけらればならないというものである． 
 ICMJE がこのような声明を発表できる背景には，医学研究に物申すのという，医学ジャーナリズの

機能が大切にされてきたという歴史的事実があるからだと思う．例えば JAMA の目次ぺージを開くと

わかるが，特別な記事を除いて，原著論文，論説などは著者の考えであって，米国医師会や研究機関の

意向を反映したものではない，JAMA の編集権は米国医師会からも独立したものであると，はっきりと

明記されている． 
 シカゴの米国医師会内にある JAMA 編集長の Catherine D.DeAngelis 氏の部屋のドアには J とい

う張り紙がしてある．「私の役割は Journal の責任者として，研究を正しく評価することであり，M(お
金儲け)は，米国医師会の仕事」と語ってくれたことがあるが，医学雑誌の編集の仕事は非常に大切だと

いう米国での認識は，日本とは比べものにならないほど大きいように思う．かつて JAMA 前編集長の

George Lundberg 氏に，「JAMA の編集長は医学界では，どれくらいの階級か」と聞いたことがある

が，その時の回答が「名門医学校の責任者くらいである」だったように記憶している．また JAMA の

編集部員には，MD が多い． 
 臨床試験の公開登録制度は，医学ジャーナリズムの成熟があって，はじめて有効性を発揮できるシス

テムである．残念なことに，わが国では，治験の空洞化が問題になっている状況であるが，今後，積極

的に日本発の治験のデータを世界に発信していくためには，世界に通用する医学ジャーナルの存在も不

可欠であると思っている． 

 私は，2005 年 4 月に，『JAMA 日本語版』に代わる総合医学誌『MMJ』(毎日医学ジャーナル)をスタ

ートさせた．さらに 2006 年 4 月には，一般向け健康誌『毎日ライフ』のリニューアルを予定している．

高齢社会，予防医学時代における医学・医療情報のあり方を考えてみたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

ストレージの発展を眺めて －技術予測ってほんとに当てになりません－ 

日本電気 後閑博史 

 コンピュータの発展というと，半導体，特にＬＳ

Ｉ技術によるプロセッサ，ＩＣメモリの発達に目が

奪われがちだが，同時に，データを蓄積する記憶装

置の発達が車の両輪のごとくかみ合って，はじめて

コンピュータの飛躍的な発展を実現しえたものと考

えている．この記憶装置の呼び方も時と共に外部記

憶装置，補助記憶装置，メモリ，記録装置，ファイ

ル装置，ストレージなど，その時代が求める用途により微妙に変化している．最近は，倉庫，貯蔵庫を

意味するストレージが多用されている． 
このストレージは信頼性の確保が言うまでもない必須用件であるが，注目すべき３大基本性能は，安

いこと（装置価格，バイトあたりの価格），記憶容量が大きいこと，速いこと（必要な情報がすぐ取り

出せること）である．しかし，これらの項目全てが，ナンバーワンのものは未だにないため，ひとつの

装置に集約されていく傾向は見えない．また，消費電力，保存性（アーカイブ性），可搬性などの視点
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も加わり，今後とも色々の装置が市場で受け入れられるものと思われる． 
ここでは，ストレージの開発・事業に携わってきた者からの視点で，磁気テープ装置，磁気ディスク装

置，フロッピーディスク装置，光ディスク装置，その他の過去に話題となった装置などの盛衰などを振り

返って見る．当時の思い込みや，一般的に言われた技術の予測が相当に外れたことに赤面する．技術の進

歩は，結果として思いもよらない方向に発展することが多々あるものである．洞察力や知恵が足りないと，

言ってしまえばそれまでだが，現実はそう単純ではない面もあり，そこに面白みや醍醐味もある． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

「蝶々夫人」は何者か？～プッチーニの名作を介して探るオペラの魅力と謎 

日本経済新聞社文化部 池田 卓夫 

 1904 年にミラノで世界初演されたジャコモ・プッチーニ作

曲，ジュゼッペ・ジャコーザ＆ルイージ・イルリカ台本の歌劇

「蝶々夫人」は，とりあえず日本人が主人公で，「ある晴れた

日に」をはじめとするオリジナル曲のほか，「さくら，さくら」

「お江戸日本橋」「君が代」など日本の旋律もふんだんに採り

入れられているため，日本では特に人気の高い作品である．舞

台は長崎．15 歳の少女チョ・チョ・サン（Cio-Cio-San）は明治維新後の混乱期，武士だった父親が帝

の勅命で切腹，家族を支えるために芸者となった．日本に頻繁に出入りする米国軍艦の乗組員の中には

小柄で繊細な日本女性の美に魅せられ，“現地妻”として束の間の“結婚”生活を楽しむ者もいた．ピ

ンカートンもその一人．長崎の米国領事シャープレスの忠告に耳を貸さず，“ブローカー”のゴローの

仲介でチョ・チョ・サンと結ばれる．チョ・チョ・サンは米国人の妻となることで現実から逃れようと

する余り，偽りの結婚の本質に目を向けず，仏教からキリスト教に改宗し，侍女スズキを従え，盛大な

結婚式まで催す．ピンカートンが長崎を発ち，再び寄港するまでの２年間，チョ・チョ・サンと日米ハ

ーフの男の子，スズキは忍耐強く待ち続け，ゴローやシャープレスの勧める日本人の金持ち，ヤマドリ

との“再婚”話も一蹴する．だがシャープレスは米国で結婚した正妻ケイトを同行，現実に覚醒したチ

ョ・チョ・サンは男の子をケイトらに託し，「名誉のために死ぬ」道を選ぶ．これが粗筋で，「日本人を

蔑んだ作品」として嫌う人もいれば，「最も身近に感じられるイタリア・オペラ」と考える人もいる．

少なくとも日本人ソプラノ歌手が欧米の歌劇場で主役を獲得する可能性が最も高い，登竜門の演目であ

るには違いない． 
 日本での上演は「欧米の演出家が誤って描いた部分を正し，できるだけ日本的に再現する」との手法

が好まれるが，果たしてそれは，プッチーニの作品美学に合致した処方箋なのか？プッチーニの創作チ

ームはフランスの作家ピエール・ロティの小説「お菊夫人」に想を得た米国の劇作家，ジョン・ルーサ

ー・ロングとデイヴィッド・ベラスコの戯曲「マダム・バタフライ」を観て，オペラ化を思い立った．

文明開化で世界に扉を開いたばかりの日本が欧米の文化人を魅了，日本趣味（ジャポニスム）が一世を

風靡した時代の産物だ．当時も今も，実際の日本女性が宗教を重視，改宗が人生の大きなテーマとなる

例は皆無に等しいし，「ある晴れた日に」のように喜怒哀楽を外側に向けて爆発させる精神構造も持ち

あわせてはいない．名前にしてもイタリア語の「ファルファーラ」ではなく，英語の「バタフライ」だ．

この女性像はあくまで，ジャポニスムにはまったイタリア人が想像の世界で造形した日本人の幻想であ
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り，台本はイタリア語，日本の旋律のフレーバーは利かせてあっても楽曲構造の基本は西洋音楽だから，

日本的に再現すればするほど，音楽の真実は抜け落ちてしまう．ある意味で日本人にとって「最も難し

いオペラ」と言える半面，この作品を真剣に究めることで，オペラ一般に共通するイリュージョン（幻

影）の美学の本質に迫ることができるのではと思える．講義では，年月を費やしてオペラと付き合い，

様々な美を発見する楽しみのきっかけを与えられればと願っている． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

Bio-mimetic Control for Environmental Adaptive Robots 

      理化学研究所 バイオ・ミメティックコントロール研究センター  Zhiwei Luo 

Unlike many present industrial robots that performing only 
preprogrammed motions in well-structured production lines, the next 
generations of intelligent robots are highly expected to work in more 
complex environment, such as in our homes or at streets, and to 
interact with human directly to help our everyday lives. To this end, 
the robots are basically required to have the ability to perform 
diversities of physical tasks safely and softly while adapting to the 
environmental dynamic uncertainties and changes. As seen from the robot’s control design, 
we should therefore consider the following specific problems on:  

(1) How to control the robot’s dynamics with redundant degrees of freedom?  
(2) How to control the unknown dynamics of the robot interacting with the environment physically? 
(3) How to imitate at the task lever the skillful human cognitive motions by the robot?  

  This lecture will introduce recent researches of our laboratory focusing on above three problems.  

1.Dynamic Control of Redundancy 
 

Fig. 1 A 3D computer simulation model of whole body
human dynamic musculo-skeletal system.

 

 
Fig. 2 Whole arm cooperative manipulation 

 

  
(a) A multi-legged robot  (b) A ray-type 

swimming robot  
Fig.3 Autonomous decentralized locomotion 

control   
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2. Two D.O.F. Adaptive Control 
 

Fig.4 Two D.O.F. Adaptive control  
Fig. 5 Application to a robot’s force tracking 

control  

3. Imitation of Skillful Human Cognitive Motion 

 
Fig.6 Imitation of human cognitive motion by a robot using immersion-type 3D dynamic simulation 

technology 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

『日独社会比較を通じた問題提起』 

～ドイツ語圏 10 年の留学・海外勤務を通じた考察～ 

古河機械金属 阿部  清 

“ドイツ語圏 10 年の生活を通じた経験から，ドイツ(人)と日本(人)の社

会生活，経済，政治，歴史等の視点から比較・考察し，彼我の差，国民性

の差を浮きぼりにして，日本(人)の長所，欠点，問題点など，ひいては我々

自身を再考する視点，ヒント等を提供したい．” 

（序）ドイツ長期滞在より帰国時の日本の第一印象 
[Ⅰ] ドイツ社会について 

１． ゲルマン民族の高緯度文化(冬が半分) 
２． 東欧圏の崩壊と中欧の復活(ドイツ統一) 
３． 連邦制と強い地方自治 
４． コミュニティ(共同体意識) 
５． 階級社会と大学制度 
６． 都市機能(都市計画等) 
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[Ⅱ] ドイツ人個人の特性(含社会生活面) 
１． 権利と義務(強い自己主張) 
２． 自己責任の問題 
３． 価値観の多様性 
４． 個人主義の成熟度 
５． “音”に対する感覚他 

[Ⅲ] ドイツ語の体系と日本語との比較による文化の考察 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

「芸術作品」対「社会現象」シュタイナーに見る色彩・造形の意味 

 吉川版画事務所 吉川信雄 

 ドイツのルドルフ・シュタイナー（１８６１～１９２５）は，

芸術家として，教育者として，また人智学者として，多くの人々

に影響を与えました． 

１９２０年代にシュタイナーが描いた黒板絵があります．こ

れはアートを目的として描かれたものではなく，シュタイナー

の弟子たちや，農民や労働者たちを対象に，５００回～６００

回の講義を行った際その内容を説明するために描かれたものです．その黒板絵には，シュタイナーの色

彩や造形に対する象徴的な考え方が具体的に表現されています．そしてその考え方は，ボイスやモンド

リアンに大きな影響を与えました． 
シュタイナーの色の使い方は，プリズム色環で，調和と対立の原則を説いたゲーテの色彩論が下地に

なっています．例えば，「黄色は光に最も近い色で，闇に対抗している．黄色が闇に近付くにつれてオ

レンジや赤が生じてくる．青は闇に最も近い色なので，黄色と青は，光と影の対立である．また，黄色

と赤は，明朗と華美の対立．赤と青では，能動と受動の対立である．」といった基本法則です．ゲーテ

はこの色彩論を物理学に応用しニュートンと対立しましたが，シュタイナーは物理的な応用ではなく，

内的・主観的な知覚による色彩論を打ちたてました． 
 黒板絵の中にある「大地のリズム」というドローイングでは，赤い花の植物が大地に植えられていま

す．その植物の球根も赤い色です．そしてその植物の上から黄色い矢印が降り，地上からも黄色い矢印

が立ち上がっています．この黄色い矢印は，ひとつは太陽光線を表し，もうひとつは大地からのパワー

を表しています．赤い花と球根は，成長という能動的な意味をこめた赤い色を表しています．このドロ

ーイングにシュタイナーは次のような文章を添えています． 
 「植物は光に誘われて，大地の重力を克服します．そして光を求め，受精を願って成長し続けるので

す．ですから人間は，大気を呼吸し，受胎に際しては，宇宙の生命を移しこまれるのです．」つまり，

人間は宇宙の大きなリズムのなかで生きているということを，大自然のリズムを例にとって人々に説い

ているのです．これが描かれたのが１９２０年代ですが，その時代も今と同じような状況にあって，破

壊されつつある地球上の自然環境にひとつの警告を発していることがうかがえます．黄色い矢印が，こ

こでは地球上の人間に対するメッセージとも受けとめられます．シュタイナーにとって，矢印は，色彩

と同じくらい重要な意味を持っています．矢印は，生成と物体を結ぶものとしてあるだけでなく，その
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相互関係と，そこから生じるエネルギーが，あらゆるものの発展へと導いていくことを，表しているの

です．１９２２年の東西会議で，シュタイナーが十字の関係を説明したことがあります．十字の縦が，

「精神」と「物質」の関係で，十字の横が，「西洋」と「東洋」の関係を表し，精神も物質も，東と西

（政治的，経済的，文化的面で）の関係も，お互いに相関関係にあること，そして，お互いに作用し影

響し合うことが重要であることを矢印を使って説明しました． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

食べものとグローバリゼーション 

日本有機農法研究会 
食政策センタービジョン 21  安田 節子 

１．ＷＴＯってなんだ？ 
ＧＡＴＴ（関税及び貿易に関する一般協定）から WTO（世界貿易機関）へ 
自由貿易体制の強化 

２．食の安全と WTO 
「農業協定」と「衛生及び植物検疫に係わる措置の適用に関する協定」

（SPS 協定） 
・農産物の自由化と世界最大の農産物輸入国日本 
・輸入数量制限を撤廃・関税化．関税率を削減していき，将来はゼロにする 

輸入機会の提供：（＝ミニマムアクセス） 
・農業保護予算の削減など 
・SPS 協定―食品の安全基準について「国際基準」に調和させる 

国際食品規格を決めるコーデックス委員会とは 

コーデックスの危険性評価（リスクアセスメント） 

  ＝科学主義とリスク・ベネフィット論 

３．日本の食料安全保障と食の安全 

①安全基準の緩和 

②低い食料自給率と特定の国に食料依存 

③コメ輸入の時代はすぐそこ 

④遺伝子組み換え作物をめぐって  知的所有権と生物特許 

⑤ＢＳＥ 米国牛肉輸入再開をめぐって 

⑥鳥インフルエンザと近代畜産 

４．農産物の貿易自由化が輸出国・輸入国にもたらすもの 

５．まとめ 

食糧自給の権利と公正な貿易システム 

日本農業が生き残る道は？ 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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非侵襲脳機能計測（特に MEG）とその周辺 

         情報通信研究機構 寺園 泰 

 脳を調べる方法として，各種の非侵襲的脳機能計測法が近

年著しく発達してきた．これには，核磁気共鳴を利用して主

に血流動態に関連した信号を取得する fMRI (functional 
MRI)，脳神経の電気的活動により発生する頭部の磁場を測

定する MEG (magnetoencephalography)，近赤外光を照射

して血流動態（酸素動態）を調べる NIRS (near-nfrared spectroscopy) 等がある．脳のどの部位にいつ

特徴的な活動が見られたかを調べようとするときには，これらの非侵襲計測法が大きな力を発揮する． 
 計測により得られたデータは，それ自体がひとつの知見ではあるものの，脳機能の解明に踏み込んで

いくためには，そこからさらにデータの解析や解釈に工夫を行う必要がある．解析においては，計測デ

ータから，その原因となった対象の内部状態を推定するという問題がある．例えば MEG の場合，磁

場データからそれを発生させた脳内の電流密度分布を推定する，いわゆる逆問題と呼ばれる問題がある．

また，解釈においては，脳の働き方についての何らかの仮説に対し，それがデータと整合するかどうか

を検討することになる． 
 脳活動に関する仮説，特に脳がどのように情報を処理するのかというメカニズムをモデル化しようと

する試みも，進展を続けている分野である．モデル化と一言で言っても，概念図的な意味合いでのマク

ロなモデルから，脳の各部位の接続関係のモデル，ニューラルネットワークのモデル，ミクロにはニュ

ーロンの膜電位の振る舞いの方程式というように，まずスケールの点で非常に多様である．さらに，視

覚や聴覚の知覚・認知の過程，記憶，運動，言語処理など，対象とする機能においても様々であり，豊

富な研究がなされている． 
 本講義では，情報通信研究機構の脳情報グループにおける研究内容を中心に，これら非侵襲脳機能計

測，脳科学に関連した話題について述べる． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

コンピュータの開発技術の現在と歴史 

                         テックステート 杉田 和久 

コンピュータは他の技術分野に比べると比較的新しい技術です．

しかし，その発展は目覚しく，次々と新しい技術が開発されていま

す．コンピュータによるシステム，ソリューション，開発手段を見

ても，ほんの数年前と比較してまったく変わっています．私は，現

在，慢性的なエンジニア不足が問題となっていますが，その原因の

一端としてあまりにも早すぎる技術進歩が挙げられるのではない

かと考えています． 
今回の講義では最新の技術情報について解説しますが，恐らく，ここでお話した技術もほんの数年で

新しいものに塗り替えられてしまうでしょう．ここで考えていただきたいのは，古くなった技術の現実
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的な価値についてです．私は十数年間，継続してコンピュータの技術を利用していますが，古い技術が

実際の現場で直接開発に役立つ場面は，それほど多くありません．しかし，古い技術の経験や知識によ

り，技術の進歩に対して何故そのように改善されているのか？といったことが明確に理解できます． 
コンピュータ技術の歴史は，改良の積み重ねです．より使いやすいもの，その時代に合ったものが追

求されて新しい技術が生まれます．新しい技術は過去の技術の延長線上にありますので，過去の技術の

欠点を理解し，現在それがどのように改善されたのか？を確認することは新しい技術を理解するうえで

非常に大切です．今回の講義では，その点を踏まえて，およそ 16 年前の Windows も無い時代から，イ

ンターネットを中心とした現在のシステムに至るまでにどのように技術が変化してきたのか？そして，

現在はどういう方向に技術が進んでいるのか？ということを解説したいと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2006 年度講義抄録》 

技術者の生き方 ～人材育成を中心に～ 

      パイオニア 技術開発本部本部長 山田 宰 

 3１年間にわたり，NHK 放送技術研究所において，デジタル放

送の研究開発に関わってきた．前半の 20 年は研究者として，後半

の 10 年は管理者としての業務を経験してきた．NHK での経験を

振り返ってみると，研究者としても管理者としても，刺激的で本当

に面白い，楽しい毎日だった．また，多くの困難があったが，自身

で手がけた TV 多重文字放送，FM 多重放送，BS デジタル放送，

地上デジタル放送の４つの放送システムが，実際に世の中で使われ

るようになり，研究を担当して者として非常に幸運だった． 
 このような NHK での経験をもとに，その都度何を学んだのか，サラリーマンとしてどのような生き

方をすべきなのか，経験を踏まえ，人材育成の重要性，職場の人間関係，マネージメント論について触

れる．また，学生諸君とも対話を行う． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医科学技術の発達と人間 

―人間の尊厳およびこれに由来する人権の観点から― 

光石法律特許事務所 弁護士 光石 忠敬 

サブテーマ：  規範・ルール 
Ⅰ 「生」の揺らぎ 
Ⅱ 「老」「病」の揺らぎ  
Ⅲ 「死」の揺らぎ 
Ⅳ bioethics の基礎法としての研究対象者保護法の提案 

資料  
A「人間，『ヒト』，『ひとモノ』，そして物―クローン法の問題を考える―」 . 

法の支配 2003 NO.128:36-50 
B  臨床試験とインフォームド・コンセント 別冊ジュリスト No.183  2006/9 
C「脳死」の患者は死んでいない．自己決定を無視した臓器摘出はできない. In：日本の論点 2005  

論点 59 文芸春秋. 
D 生命倫理と法―日本. In：比較法学会編 比較法研究 66.有斐閣；2005:83-100.  
E 2003/9/11 朝日新聞「私の視点」臨床研究 被験者の人権守る法を.  

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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医療安全対策について 

 田辺製薬 河野 東行 

 平成 11 年 1 月 11 日に起きた患者取違え事故を発端に医療過誤，医療

事故の報道が増加し，近年では，残念ではあるが，新聞紙上等でこうし

た記事を見ない日は少ないという現状である． 
誰もが車を運転しなければ交通事故は起きないが，それは実質上不可

能であるのと同様，医療においても失敗を恐れるあまり治療をためらう

という様な，いわゆる萎縮医療に陥ることは避けなければならない． 
今回の講義では，医療事故を未然に防止するために取り組まれている，

国及び各医療機関での医療安全対策の一部を紹介する．また，なぜ医療事故が起きたか，人間はどのよ

うな間違いを犯すのか，エラーを未然に防ぐためにはどのような考え方で対策を立てるか，など紹介し，

皆様と共に「人間は必ず間違える」（To Err is Human）という観点から，「どうしたら起こりえるヒュ

ーマンエラーに気付き，医療事故を出来る限り未然に防ぐことが出来るか」を考えたい． 

主な内容 
1. 国の医療安全対策への取り組み 
2. 医療事故の構造 
3. ヒューマンエラーについて 
4. 医療事故の分析方法と防止対策 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

プッチーニのオペラをめぐって～PartⅡ《ラ･ボエーム》 

日本経済新聞社文化部 池田 卓夫 

 ジャコモ･プッチーニ（1858-1924）はイタリア歌劇の中でも，日

本人が最も好む作曲家です．昨年は日本人女性と米国人男性の愛の

悲劇的な結末を描いた「蝶々夫人」を題材として，オペラにおける

演出の役割を主にお話しました． 
今年はクリスマスの季節にふさわしい，雪降るパリの街を舞台に

した「ラ･ボエーム」を題材に，オペラが普通のお芝居，あるいは

オーケストラの演奏会とどう違い，何をどのように表現する芸術な

のかを探るとともに，いつの時代も貧しくて美しいだけでなく，い

く分かの残酷さを忍ばせた青春の物語の裏にこめられたメッセージの本質に迫ろうと思います．何が日

本，あるいは世界の観客の胸を打つのか．よく考えてみたいものです． 
医療関係で働く人々，医師や看護士らの中には熱心な音楽ファンが多数いらっしゃいます．音楽と医

学，あるいは情報学の接点はどの辺にあるのでしょうか？私の友人には，指揮者の筋肉や神経，脳内の

動きを解析しながら，芸術表現の瞬間の意思と肉体の関係を何年も研究している作曲家で指揮者，東大
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教授という不思議な男がいます．講義には直接関係ないことですが，医科歯科大学に集ったみなさんが

音楽に対しても積極的な関心を持たれ，授業に参加してくださることを希望します． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

安全・安心で IT 資源の利用と情報通信を行える UPKI の取り組み 

    横浜国立大学 徐 浩源 

インターネットに代表されるネットワークの普及により，様々な情

報が電子化されネットワークを通じて交換されるようになっています．

一方，ネットワーク上に存在する「盗聴」，「不正アクセス」，「なりす

まし」，「改ざん」，「否認」といった脅威が，我々の情報社会にとって

大きな問題となっています． 
本講義では，こういった問題を解決できる重要技術である PKI

（Public Key Infrastructure（公開鍵基盤））について紹介します．ま

た，国立情報学研究所（NII）が主導している CSI（サイバー・サイエンス・インフラストラクチャ）

の UPKI（Inter University PKI）部分の構築についても紹介します．UPKI は，大学の計算機資源，

学術ネットワーク資源，学術コンテンツの安全な共有・共同利用の促進や連携を強化するための最新プ

ロジェクトであり，大学認証関連サービスを実現することによって，大学発のグロバールスタンダード

を狙っています． 

主な内容 
１．ネットワーク上の脅威 
２．PKI 公開鍵基盤の技術 
３．UPKI の取り組み 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

ジャーナリズムは戦争をどう伝えてきたのか 

                  アジアプレス 野中 章弘 

 私は 25 年間，ジャーナリストとして，アジアやアフリカの戦争や紛争

の現場を歩いてきました．カンボジアやビルマ（ミャンマー），アフガニ

スタンの内戦，エチオピア，ソマリアの飢餓，東ティモールのゲリラ闘争，

イラク戦争━━． 
「２０世紀は戦争の世紀である」と言われましたが，残念ながら，米国

同時多発テロで幕を開けた２１世紀もまた人類は戦争を克服できそうに

ありません． 
 この講義では，講師の取材体験をたたき台にしながら，「ジャーナリズムは戦争をどう伝えてきたのか」

という視点から，情報化時代に生きる私たちのメディアとの接し方について考えていきたいと思います．
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広い意味での「メディア・リテラシー（メディアを批判的に読み解く能力）」教育ということになります． 
 具体的には，現在進行中のイラク戦争を題材にとりながら，どのような形で「情報操作」が行われた

のか，を検証していきます．イラク戦争を伝える米国や日本の新聞，テレビの報道の何が問題なのか．

実際に放送されたテレビのニュースやドキュメンタリーなどを材料に，「情報操作」の実態に迫ります． 
 また，イラクでの医療現場の様子や負傷した米兵の手当てにあたる米軍病院ＥＲ（救命室）のドキュ

メンタリーなども参考にしながら，「戦争と医療」についても言及していきたいと思います． 
 講師の現場体験をもとにしながら，具体的な事例を取りあげ，なるべくわかりやすく説明したいと思

います．ジャーナリズムのあり方や戦争報道に関するみなさんの質問，批判なども歓迎します． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

疾病予防のための食生活と運動習慣 

 武蔵丘短期大学 倉上 洋行 

日本は世界有数の長寿国ですが，飽食の生活や運動機会の減少

等により，生活習慣病は低年齢化し，メタボリックシンドロームも

増加しています．その結果，寝たきりとして余生を送らざるを得な

い人も増えています．健康生活のためには元気で活動的に暮らすこ

とができる「健康寿命」をいかにして延伸していくかが重要です． 
「健康寿命」を延伸し QOL を高めるためには，食生活だけでな

く，運動・スポーツ習慣を含めた多面的な視点でのアプローチが必

要です．すなわち，栄養教育と運動・スポーツ習慣の融合をいかにして図っていくかが予防医学的視点

での介護予防に必要です．例えば，血糖値が高めの方にとっては，食生活の改善だけでなく，専門家の

指導に基づいた適度な運動習慣を持つことが重要です．また，健康生活には「心の健康」も欠かせませ

ん．「武蔵丘短期大学」は『健康栄養専攻』と『健康スポーツ専攻』からなる「健康生活学科」を有し

ており，平成 3 年の開学以来，国民の健康生活に資する人材育成，研究を行ってきました．今回の講義

では健康生活について多面的な視点で，皆さんと一緒に考えていきたいと思います． 

講義予定内容 
１．国民の食生活向上に向けて（小中学生から始める食育） 

・地元学校の学生，及び学校関係者，教育委員会関係者への料理指導 
・スポーツ選手の成績向上を目指した取組 
・新しい食育のあり方（生産から収穫・調理・栄養分析までの体験を通した実践教育） 
・文部科学省が平成 17 年度から開始した「栄養教諭」制度とは？ 

２．国民の運動習慣を促す取組 
（健康な運動習慣のための動機付けと飽きさせない工夫について） 
・学生主体の健康相談（栄養・運動） 
・血中 Hb 等の非侵襲検査による手軽な健康チェック 
・史跡・文化財・名勝等のあるウォーキングコースの設定 

・ 自然が豊かな「癒し」の町づくりと地域活性化 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

光ファイバ通信 

－情報化社会を支える超大容量通信のしかけと将来― 

 富士通研究所 桑原 秀夫 

 情報化社会が急速に進展しています．この動きは，当初はビジネスの世

界から始まりましたが，最近は教育，娯楽，医療，福祉など日常生活のす

みずみにまで浸透し始めており，また，世界的な規模で進んでおり，社会

が発展していくためには不可欠のものとなっています． 
これらの情報化社会を支えているものはコンピュータと通信の技術であ

る，ということは，よく知られていると思います．コンピュータについて

は私たちの周りにパソコンもあり，皆さんも日常的に触っておられると思

いますので，具体的なイメージが捉えやすいと思いますが，電話や Internet になると，どのように世界

につながっているのか，通信の分野の理解がないと，どうしてあのようなことが実現するのかわからな

いと思います．そして，これらの地理的に離れた地点間を情報が飛び交うのは，当然，情報を運ぶ手段

があるからである，ということですが，では，どうやって情報が運ばれているのかということは，一般

にはあまり知られてはいないかと思います．この講義では，そういった情報化社会を支える通信技術に

ついて，特に，通信インフラとして本命でもあり，他の方法とくらべると桁違いに大容量の情報を運べ

る技術として，すでに世界の中で大部分の情報を運んでいる，光ファイバ通信についてお話しします． 
 光ファイバというと，医療関係の方は，ファイバスコープなどの内視鏡を思い浮かべると思います．

原理は同じですが，中身の実際の技術は全くといっていいほど違います．ファイバスコープが画素の信

号を準静的に１m 程度送っているのに対し，光ファイバ通信では，１秒間に億単位の速さの信号を km
単位の距離で送っています．通信インフラの中で，例えば，東京と大阪を結ぶ幹線ネットワークもあれ

ば，県内をむすぶ支線網も在りますし，最近は各家庭まで光ファイバをひく FTTH (Fiber To The Home)
が進展しています．また，海洋を隔てた国際間の何千 km をつなぐ海底光ファイバケーブルも多数敷設

されています．そして，通常の電話とともに携帯電話などの移動通信も基地局に集められたあとは光フ

ァイバを通して送られています．最近は，Internet の上で動画像を送受信するサービスも現れてきてお

り，放送と通信の融合なども議論されています．そういうことが議論できるようになったのも，大容量

の情報が安価にやりとりできる，光ブロードバンドネットワークが構築されたからであり，光ファイバ

通信の前提なしには，話題になっている Internet 上の新サービスも，放送と通信の融合も，そして著作

権の議論なども，起こりえません．つまり，社会のすべてが，教育，医療，福祉といった好ましいもの

も，ギャンブルやゲームなどそうでもないと思われるものも含めて，全ての情報化社会が，根底では光

ファイバの大容量伝送能力に依存しています． 
 そういった意味で，あまり一般には知られていないが大変重要な光ファイバ通信を知っていただくよ

い機会と思っています．実はこの分野は，日本が世界の研究開発をかなり先導できた数少ない分野でも

あり，この講義では，光ファイバの基礎から，超高速・大容量通信を実現する技術の紹介，研究開発の

経緯，現状と今後の展開などをお話ししたいと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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非侵襲脳機能計測（特に MEG とその周辺） 

   情報通信研究機構 寺園  泰 

 脳を調べる方法として，各種の非侵襲的脳機能計測法が近年著しく

発達してきた．これには，核磁気共鳴を利用して主に血流動態に関連

した信号を取得する fMRI (functional MRI)，脳神経の電気的活動に

より発生する頭部の磁場を測定する 
MEG (magnetoencephalography)，近赤外光を照射して血流動態

（酸素動態）を調べる NIRS (near-nfrared spectroscopy) 等がある．

脳のどの部位にいつ特徴的な活動が見られたかを調べようとするときには，これらの非侵襲計測法が大

きな力を発揮する． 
 計測により得られたデータは，それ自体がひとつの知見ではあるものの，脳機能の解明に踏み込んで

いくためには，そこからさらにデータの解析や解釈に工夫を行う必要がある．解析においては，計測デ

ータから，その原因となった対象の内部状態を推定するという問題がある．例えば MEG の場合，磁

場データからそれを発生させた脳内の電流密度分布を推定する，いわゆる逆問題と呼ばれる問題がある．

また，解釈においては，脳の働き方についての何らかの仮説に対し，それがデータと整合するかどうか

を検討することになる． 
 脳活動に関する仮説，特に脳がどのように情報を処理するのかというメカニズムをモデル化しようと

する試みも，進展を続けている分野である．モデル化と一言で言っても，概念図的な意味合いでのマク

ロなモデルから，脳の各部位の接続関係のモデル，ニューラルネットワークのモデル，ミクロにはニュ

ーロンの膜電位の振る舞いの方程式というように，まずスケールの点で非常に多様である．さらに，視

覚や聴覚の知覚・認知の過程，記憶，運動，言語処理など，対象とする機能においても様々であり，豊

富な研究がなされている． 
 本講義では，情報通信研究機構の脳情報グループにおける研究内容を中心に，これら非侵襲脳機能計

測，脳科学に関連した話題について述べる． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

最近の刑事医療過誤事件について 

冨村法律事務所 弁護士 冨村 和光 

第１ 刑事医療過誤とは 
第２ 刑事医療過誤事件の発生状況等［参考：東京地検管内の統計］ 
第３ 医療過誤事件の特殊性 
第４ 医療過誤事件は何を捜査するか 

1 具体的予見可能性と結果回避の可能性 
2 医療過誤事件発覚の捜査の端緒 
3 初動捜査における最重要捜査事項 
4 医療過誤死の死因の鑑定をめぐる問題  
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第５ 主として臨床検査に関する刑事医療過誤事例 
1 麻酔と過失 
（1） 患者管理に関係しない麻酔事故 

① 麻酔をかける前の過誤 
② 麻酔をかけるときの過誤 

（2） 患者管理に関係する麻酔事故 
① 術前管理に関係する事故 
② 術中管理に関係する事故 
③ 術後管理に関係する事故 

2 輸血と過失 
（1） 採血の過誤 
（2） 輸血の過誤 

① 血液型の判定の過誤 
② 輸血による感染予防についての過誤 
③ 輸血用血液の手配に関する過誤及び輸血のための転院指定に関する過誤 

3 不起訴医療過誤事例について 
（1） 器具の操作ミス 
（2） いわゆる誤診 
（3） 術後管理 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

放送用超高感度撮像デバイスの発明と社会への貢献 

       NHK 放送技術研究所 谷岡健吉 

 電子の目とも呼ばれる撮像デバイスは，CCD(Charge Coupled 

Device)が主流となり，テレビカメラやデジカメなど，さまざまな分

野で活用されている．しかし放送に使用されている高性能な CCD で

も肉眼に比べれば感度は低く，暗くなると撮影が困難になる．一方，

非常に暗い被写体専用の超高感度撮像デバイスとしては，軍事や科学

計測用などとして開発されたイメージインテンシファイア系のもの

がよく知られている．しかしこの撮像デバイスでは，ノイズが多いな

ど画質に難があったことから，感度と画質の双方を同時に満たす撮像デバイスの実現が強く望まれていた． 

筆者はこの問題に取り組み，1985 年，それらを同時に満たすことができる撮像デバイス用の光電変換

膜の新たな動作法を発見し，これを基に，HARP（High-gain Avalanche Rushing amorphous Photoconductor）

とよばれる超高感度で高画質なアバランシェ増倍（電子なだれ増倍）型の撮像管を世界で初めて開発し

た．HARP 撮像管を用いた超高感度カメラは，夜間緊急報道や夜行性動物，オーロラの撮影などの番組

制作での使用のみならず，深海探査，微小血管を捉えることが可能な次世代Ｘ線医療診断システム，眼

科診断，バイオ等，さまざまな分野の研究に活用されている． 

 筆者は撮像デバイスの研究に関わりを持つようになって約 30 年になるが，デバイス技術のブレーク
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スルーについては，組織力や計画的な研究推進などよりも，研究者個人のセレンディピティ(serendipity)

が深く関係していると思っている．セレンディピティは辞書を引くと，「あてにしなかった物を偶然に

見出す才能，掘り出し上手」などと書かれているが，なんの変哲もないように見えるものや現象から，

その内に潜んでいる宝のような価値あるものを見出す独特の能力と解釈してもよいであろう． 

本講演では，撮像デバイスの分野で日本のオリジナル技術のひとつとして知られるようになった超高

感度 HARP 撮像管の発明の経緯や，この放送技術研究の成果による社会への貢献を述べるとともに，研

究者のあるべき姿などをセレンディピティも含めていっしょに考えてみたい． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

脳低温療法のための脳温自動制御システム 

～『まさかのときに本当に安心できる救急医療体制』のために～ 

              東京医科歯科大学大学院 檮木 智彦 

 交通事故による脳挫傷，脳梗塞，脳内出血といった脳

血管障害，あるいは新生児が無呼吸で生まれる新生児仮

死が生じると，脳組織が障害を受け，脳細胞は死滅する．

この細胞死には，障害から数時間で死に至る早発性のも

のと，少なくとも２～３日を経て死に至る遅発性のもの

があり，救命救急治療の前線では，この遅発性脳細胞死

をいかに抑制するかが救命率の向上と後遺障害の抑制の

鍵になっている．脳低温療法は，全身麻酔下で脳を数日から数週間にわたり冷却して遅発性脳細胞死に

至る一連の反応を抑制し，脳圧，脳灌流圧など脳組織状態の指標以外にも，循環・呼吸状態，酸塩基や

電解質の平衡，泌尿系，内分泌系，代謝系，凝固系など，全身状態をきめ細かく管理する集中治療法の

一つである．近年は，従来は脳死に至ったと思われる患者がこの治療で後遺症もなく蘇生した症例が多

数報告されており，また心停止患者の治療でも脳保護の観点から脳低温療法を導入する例もある． 
 しかし，この療法では多項目にわたる全身の生理状態を治療終了時まで絶え間なく監視して必要な処

置を施す必要があり，数多くの医療従事者の豊富な経験と多大な労力に依存している．また，使用する

装置，器具，薬剤も特殊で消費量も多く，それに人件費が加わるので，治療費が患者一人あたり数百万

円以上という巨額になることも普及を妨げる原因になっている． 
 また，局所的な脳保護効果の点では脳温は低い方が有利であるが，３２℃を下回ると心不全や感染症

などの合併症が増加してむしろ救命率が下がるので，現在は脳温を精確に 32℃から 34℃程度で管理す

る軽度脳低温療法が主流である．したがってこの療法では精確な脳温制御が必要であるが，経験と人手

による現行の方法では制御精度に限界がある． 
 それゆえ脳温制御の自動化は，これらの困難を克服して脳低温療法を迅速に普及させ，救命率の向上，

後遺症の抑制，リハビリテーションの費用と期間の抑制などを実現して『まさかのときに本当に安心で

きる救急医療体制』作りを促進するであろう．また，これによる脳低温療法の普及は脳死・臓器移植の

問題にも関連をもち，この種の医療に対する見直しなどの可能性をも内包している． 
 講義では，以上の背景と研究目的に基づいた脳温自動制御システムの概要と，これから臨床応用試験

を行おうとしている現在の研究状況を説明する． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

ソフトな介護支援用ロボット「RI-MAN」の研究開発 

神戸大学大学院 羅 志偉 

１． はじめに 
近年における電子工学・情報科学技術の急速な発展に支えら

れて，人間と近い身体サイズで人並みの体力をもちかつ視・聴・

触・嗅覚など多種多量な感覚機能をコンパクトに装備される自

律型のロボットが実現されつつある．その代表例として

RI-MAN が挙げられる．RI-MAN の最大な特徴は，面状触覚を

利用して人間と同サイズの人形を抱き上げられる点である． 
これまでにも二足歩行ロボットやペットロボットなど様々

なロボットが開発されているが，基本的には見て楽しむもので

あり，全身の体力を駆使して力仕事を行うことが困難であった． 
RI-MAN は，干渉駆動による大きな操作力の実現，触覚フィ

ードバックによる柔軟な全身マニピュレーション，超小型計測

制御装置で構築される共有メモリ機能を有する階層型分散制

御ネットワーク，没入型 3 次元動力学シミュレーション技術に

よる動作生成と主観評価など，数多くの要素技術の統合によっ

て開発されたものである．現在実験室レベルで人による音声指

示で作業の確認と実行を可能となり，その一作業例として全身

触覚フィードバックによる被介護者人形をベッドから抱き上

げることに成功している．これは理化学研究所バイオ・ミメティックコントロール研究センターのチー

ム間研究連携によって生まれた成果で，3大新聞の 1面や，NHK,フジテレビなどの TVニュース，TIME，

世界中の Yahoo!News などでも大きく報道され，熱く注目されている．また，関連企業や老人ホームの

経営団体からも問い合わせがあり，実用化に向けて大きな期待を寄せられている．人口の実に 4 分の 1
が高齢者となることが予測される超少子高齢化社会では，今後最優先で取り組まねばならない研究開発

のひとつであるとともに，巨大な需要を望む分野でもある． 

２． RI-MAN の開発と介護作業支援 

図 1 に示す RI-MAN は，高さが 158 センチ，重さが約 100 キロあり，全身が厚さ約５ミリの柔軟な

シリコーン素材で覆われている．また，頭部には 3 自由度，両腕部には各 6 自由度，腰部には２自由度，

足となる台車部には 2 自由度を備えている．さらに，全身 5 箇所に柔軟な面状触覚センサーを備えると

ともに視覚，聴覚，嗅覚のセンサーを配置，４つの感覚をもち，超小型汎用計測制御装置 C-CHIP で構

成される階層型分散処理ネットワークで各種のセンサー情報処理やモータ制御機能を統合させるよう

にしている． 
RI-MAN の特徴として，触覚を利用して人間と同サイズの人形を抱き上げることができる（図２）．触

覚は，柔軟な面状触覚センサーでピエゾ抵抗型の圧力センサーを 18mm ピッチで 8×8 並べて実現した．

人間の皮膚構造からヒントを得た硬軟 2 種類の弾性体を組み合わせた構造により，触覚センサーの感度

 

 

図 1 介護支援用ロボット「RI-MAN」 
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を上げ，測定レンジは 0 から 90kPa 程度である．触覚以外のセンサー類も，生物の感覚器官の構造や

仕組みを参考にし，聴覚センサーによる音源定位では，人間の外耳の構造を模した反射板を使うことで，

2 本のマイクのみで前後の判別まで含めた音源定位が可能となっている．また，嗅覚センサーでは生物

が用いているアクティブセンシングの手法を採用し，たった１つのセンサーで多種類のガスの識別とそ

の濃度を同時に検出することができ，現在では，8 種類の識別まで実験で確認した． 
 小型で大きな力を出す機能を実現するために，生物の多数の筋肉活動間の協調からヒントを得た干渉

駆動機構と，全身マニピュレーションを採用し，これにより，重さ約 35kg の物体を抱えることを可能

にしている．逆に，万一処理系に異常が起こった場合には，モータ間の協調関係がくずれ，大きな力が

出ずにすむので，安全性に寄与できる．さらに，人間の巧みな運動方式に対する「身まね学習」によっ

て，より安全な動作実現が可能となる． 
RI-MAN には多数のセンサーに加えて，多くの自由度を駆動するために 19 台のモータを使っている．

これらの多数のセンサーとモータを統合するための処理系も，人間の神経系を参考にした階層型分散処

理構造を採用している．具体的には，大脳に対応する「認知用 PC」，小脳に対応する「運動用 PC」，脊

髄に対応する超小型汎用計測制御装置 C-CHIP のネットワークによって全体の統合を図っている．これ

によって，負荷の分散，省配線，センサー近傍で処理を行うことによるアナログ信号へのノイズ混入の

抑制などの効果が得られ，環境に対して素早くかつ柔軟に対応しながら作業することが可能となった．

C-CHIP の共有メモリ機能により，ネットワーク内の情報は 2ms 以内で同期が取れることが保証され，

また，C-CHIP のネットワークによりセンサーとアクチュエータをダイレクトに結んでいるため，人間

の反射行動のような緊急時の素早い行動も原理的には可能である． 
 上記のような要素技術を統合することにより，RI-MAN は触覚を利用して人間と同サイズの人形（重

さ 18kg）を抱き上げることに成功した．音源定位能力と視覚を統合的に用いることにより，呼びかけ

た人間を探し出すとともに，音声による指令を理解し，被介護者を想定した人形を抱き上げることがで

き，また，嗅覚センサーによるにおい識別ができるため，抱き上げた人の衛生状態をチェックすること

もできる．具体的な介護作業においては，尿などのにおいの検出が可能である．さらに，人間と接する

ロボットとしての安全性を重視し，ソフトな外装や関節における巻き込み防止機構，電気制御系の安全

回路はもちろんのこと，最新の没入型動力学シミュレーション技術を開発して考案した触覚による安全

な抱き上げ動作の生成方式も取り入れるなどして，各レベルでの安全性対策を施した． 
現在はまだ実験段階のため，抱き上げる人形の重さは 18kg 程度であるが，今後，より重い対象の抱

き上げに挑戦したいと考える．また，安全性と親和性を考えながら，５年後には実際に人間を抱き上げ

ることを目指す． 

図２ RI-MAN による人形の抱き上げ 
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３． おわりに 
私たち人間が日常暮らしている空間は整然とした工場と違い，日々変化するので，ロボットにとって

柔軟に多様な情報を得て対処する能力が必要となる．今後，更なる研究連携を促進することによって，

多数のセンサー入力で環境変化に対してより柔軟な対応が行えるよう RI-MAN の自律性を高めること

が重要な課題であろう．これにより，人と接して力作業を柔軟に行う「体力」と，家庭などの複雑な環

境で行動する「理知」を持つロボットの実現を期待し，より実用のレベルで介護やリハビリテーション，

また引越しなどの力作業補助を行い，科学技術の“力”でわれわれの暮らしをより豊かにすることを夢

見ている． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

ヴァイオリンの楽しさ 

掃部音楽教室 
ヴァイオリニスト 掃部 彰子 

楽器の習い事といいますと，特にヴァイオリンは難しそう，敷居が高いなどのイメージがあり，気軽

には始めにくいと聞きますが，今回は，体験用楽器も持参しますので，実際にヴァイオリンを体験して

いただき（希望者，またはこちらから決めさせていただきます），ヴァイオリンの楽しさを感じていた

だけたら，興味を持つことにつながれば嬉しいと考えています．ヴァイオリンはピアノとはもちろん，

他の弦楽器とのアンサンブルやオーケストラなど，いろいろなスケールの音楽が楽しめる楽器なのです． 
私が普段，全くの初心者にレッスンしている流れで進めていき，簡単な合奏をしたいと考えています． 
後半は，ヴァイオリンのいろいろな奏法をご紹介し，鑑賞の楽しみが深まればと考えています． 
その後演奏いたしますが，曲目は未定です． 

 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2007 年度講義抄録》 

製薬企業の経営戦略と社会的責任(CSR) 

 田辺三菱製薬 田村 浩司 

 製薬企業の存在意義・普遍の価値観は，『医薬品の創製を通じて，患者さんの健康を守り，豊かな生

活に貢献する』ということができる．弊社の企業理念も「医薬品の創製を通じて，世界に人々の健康に

貢献します」であり，この理念を胸に従業員一同，日々の業務を遂行している．創薬活動は他の製造業

等とは異なり，製品開発に際して社外での治験というステップが必須であり，医師や患者の協力が不可

欠であることなどから，ステークホルダーとのコミュニケーションは特に重要である．本講義では，製

薬産業・製薬企業の活動とさまざまな制約条件等について概説するとともに，ステークホルダーとの関

係性および社会的責任に関して，取組みの現状と今後のあり方について考えてみたい． 

主な内容 
１．製薬企業／産業の概説 
２．製薬企業の企業活動／ビジネスモデル 

３．企業活動と経営戦略 

４．情報提供と企業の社会的責任（CSR） 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

光ファイバ通信 

－情報化社会を支える超大容量通信のしかけと将来－ 

富士通研究所 桑原 秀夫 

 情報化社会が急速に進展しています．この動きは，当初はビジネス

の世界から始まりましたが，最近は教育，娯楽，医療，福祉など日常

生活のすみずみにまで浸透し始めており，また，世界的な規模で進ん

でおり，社会が発展していくためには不可欠のものとなっています． 

 これらの情報化社会を支えているものはコンピュータと通信の技術

である，ということは，よく知られていると思います．コンピュータについては私たちの周りにパソコ

ンもあり，皆さんも日常的に触っておられると思いますので，具体的なイメージが捉えやすいと思いま

すが，電話や Internet になると，どのように世界につながっているのか，通信の分野の理解がないと，

どうしてあのようなことが実現するのかわかりにくいと思います．そして，世界中の地理的に離れた地

点間を情報が飛び交うのは，当然，情報を運ぶ手段があるからです，ということですが，では，どうや

って情報が運ばれているのかということは，一般にはあまり知られてはいないかと思います．この講義

では，そういった情報化社会を支える通信技術について，特に，通信インフラとして本命でもあり，他

の方法とくらべると桁違いに大容量の情報を運べる技術として，すでに世界の中で大部分の情報を運ん

でいる，光ファイバ通信についてお話しします． 
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 光ファイバというと，医療関係の方は，ファイバスコープなどの内視鏡を思い浮かべると思います．

原理は同じですが，中身の実際の技術は全くといっていいほど違います．ファイバスコープが画素の信

号を準静的に１m程度送っているのに対し，光ファイバ通信では，１秒間に億単位の速さの信号を km 単

位の距離で送っています．通信インフラの中で，例えば，東京と大阪を結ぶ幹線ネットワークもあれば，

県内をむすぶ支線網も在りますし，最近は各家庭まで光ファイバをひく FTTH (Fiber To The Home)が進

展しています．また，海洋を隔てた国際間の何千 km をつなぐ海底光ファイバケーブルも多数敷設され

ています．そして，通常の電話はもちろん，携帯電話などの移動通信も基地局に集められたあとは光フ

ァイバを通して送られています．最近は，Internet の上で動画像を送受信するサービスも現れてきてお

り，放送と通信の融合なども議論されています．そういうことが議論できるようになったのも，大容量

の情報が安価にやりとりできる，ブロードバンド（帯域の広い）光ファイバによるネットワークが構築

されたからであり，光ファイバ通信の前提なしには，話題になっている Internet 上の新サービスも，

放送と通信の融合も，そして著作権の議論なども，起こりえません．つまり，社会のすべてが，教育，

医療，福祉といった好ましいものも，ギャンブルやゲームなどそうでもないと思われるものも含めて，

全ての情報化社会が，根底では光ファイバの大容量伝送能力に依存しています． 

 そういった意味で，あまり一般には知られていないけれども大変重要な光ファイバ通信を知っていた

だくよい機会と思っています．実はこの分野は，日本が世界の研究開発をかなり先導できた数少ない分

野でもあり，この講義では，光ファイバの基礎から，超高速・大容量通信を実現する技術の紹介，研究

開発の経緯，現状と今後の展開などをお話ししたいと思います． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

医療情報の新しいあり方 

毎日新聞社  岩石 隆光 

 少子超高齢社会の時代を迎え，日本の医療は，大きく変

わろうとしている． 
年間 100 万人以上の人が死亡する多死少産の時代である．

私が考えている医療情報のあり方を，12 月 2 日の毎日新

聞(以下に原稿を示す)をもとにお話をしたい． 
 
認知症３００万人時代をどう生きる ～地域で認知症患者を支える～ 
 世界一の長寿国であるわが国は，高齢者(65 歳以上）が総人口の 21％以上を占める超高齢社会を迎え

ている．現在，年間死亡者は 100 万人を超え，85 歳になれば４人に１人，120 歳まで生きれば全員が

罹患するといわれる認知症患者は 160 万人にのぼる．さらに高齢化が進行する 2025 年には，死亡者は

160 万人，認知症患者は 300 万人に達すると考えられている．介護保険制度はスタートしたが，こと認

知症に関しては，さらなる支援システムの構築が求められている．           （岩石隆光） 

高齢者の医療は，生活の中で診る 
 新田國夫さんは，1990 年，東京の郊外，国立市に「地域に根ざした医療」を実践したいと開業した．

大学病院時代に消化器がんを専門にしていたこともあり，末期がん患者の在宅医療を目指した．しかし，
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認知症高齢者の家族からの往診依頼が多く，当初から，認知症患者の在宅医療を行わなければならなか

った．さらに住民の高齢化が，この傾向に拍車をかけた． 
 国立市の場合，介護度２の認知症患者の 84％，５でも 50％が在宅で過ごしているため，どうしても

家に引きこもりがちとなる．新田さんは，積極的に外出する場を提供することが重要と，宅老所やデイ

ケア施設を開設したところ，たちまち交流の場となり，利用者の療養意欲を高めることができた．「寝

たきりだった人の表情が，日に日に豊かになり，動作も活発になる．認知症による行動障害も見られな

くなった」という．現在では，新田さんは，自ら"高齢者を診る総合診療医″と名乗り，認知症を中心に，

在宅で過ごしている約 50 人の要介護者，要療養者の治療，さらに通院可能な認知症患者の電話での対

応などに 24 時間体制であたっている．「高齢者の医療は，生活の中で診ることが大切．在宅医療の成否

は，基本的に生活を支える介護力にかかっている」と強調する．(以下略)  
全文は，http://mainichi.jp/life/health/news/20071202ddm010100064000c.html 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

『日独社会比較を通じた問題提起』 

～ドイツ語圏 10 年の留学・海外勤務を通じた考察～ 

オフィス・アベ 阿部 清 

“ドイツ語圏 10 年の生活を通じた経験から，ドイツ(人)と日本(人)の社

会生活，経済，政治，歴史等の視点から比較・考察し，彼我の差，国民性

の差を浮きぼりにして，日本(人)の長所，欠点，問題点など，ひいては我々

自身を再考する視点，ヒント等を提供したい．” 

（序）ドイツ長期滞在より帰国時の日本の第一印象 
[Ⅰ] ドイツ社会について 

１． ゲルマン民族の高緯度文化(冬が半分)―気候，風土，地理的条件― 
２． 東欧圏の崩壊と中欧の復活(ドイツ統一)―歴史的，地政学的状況― 
３． 連邦制と強い地方自治―政治・経済体制の仕組み― 
４． コミュニティ(共同体意識)―社会体制・生活の基盤― 
５． 階級社会と大学制度―社会の仕組みと制度― 
６． 都市機能(都市計画等)―社会の仕組み― 

[Ⅱ] ドイツ人個人の特性(含社会生活面) 
１． 権利と義務(強い自己主張) 
２． 自己責任の問題 
３． 価値観の多様性 
４． 個人主義の成熟度 
５． “音”に対する感覚他 

[Ⅲ] ドイツ語の体系と日本語との比較による文化の考察 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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技術者の生き方 ～人材育成を中心に～ 

パイオニア 技術開発本部本部長 山田 宰 

 31 年間にわたり，NHK 放送技術研究所において，デジタル放送の

研究開発に関わってきた．前半の 20 年は研究者として，後半の 10 年

は管理者としての業務を経験してきた．また，NHK 退職後はメーカ

であるパイオニアにおいて，研究開発部門の責任者として組織の改革

を実践してきた． 
40 年間にわたるサラリーマン生活を振り返ってみると，研究者としても管理者としても，刺激的で

本当に面白い，楽しい毎日だった．また，多くの困難もあったが，自身で手がけた TV 多重文字放送，

FM 多重放送，BS デジタル放送，地上デジタル放送の４つの放送システムが，実際に世の中で使われ

るようになり，研究を担当して者として非常に幸運だった．パイオニアにおいては，それまでの経験を

生かして，人材育成，組織の活性化を実践することが出来た． 
 このような NHK とパイオニアでの経験をもとに，その都度何を学んだのか，サラリーマンとしてど

のような生き方をすべきなのか，経験を踏まえ，人材育成の重要性，職場の人間関係，マネージメント

論について触れる．また，学生諸君とも対話を行う． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

コンピュータの進歩と可能性 

テック・ステート 杉田 和久 

コンピュータは日々進歩しています．グラフィックの描画能

力も向上し，処理速度もどんどん早くなっています．しかし，

進歩しているのは，コンピュータそのものの性能であり，ユー

ザーとの接点，すなわちマンマシンインターフェースについて

は，ここ 10 年間を振りかえっても個人利用のコンピュータでは

大きな変化はありません．Microsoft Windows 3.1 が 1994 年に

発売されましたが，当時から入力装置は，マウスとキーボード，

出力装置はディスプレイでした．それは，2007 年の現在でも，ほとんど変わっていないように見えま

す．しかし，これは個人利用レベルの汎用的なコンピュータの話で，特定の目的としての利用において

は，様々な分野で進歩してきています．例えば，非接触型 IC カード（SUICA や PASMO，Edy など）

は特定の情報に特化した優れた入力装置と言えるでしょう． 
このようなマンマシンインターフェースの進歩は，障害を持つ方々に向けた分野でもなされています．

今回の講義では，マイクロソフトに勤めている全盲のエンジニアの細田さんをお招きして，全盲の方に

とってのコンピュータの担う役割や可能性についてお話してもらいます．コンピュータの進歩に欠かせ

ないのは，コンピュータ業界に限らない人々の期待や技術です．みなさんも常識の枠にとらわれずにコ

ンピュータの持つ可能性について考えてみてください． 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

『運動・スポーツと栄養』から考える健康管理 

 武蔵丘短期大学 倉上 洋行 
はじめに 

 本日は今年最後の講義になります．受講生の皆さんは夏季・冬季の集中講義

で，医学部，及び大学院の通常授業とは違った視点で，医学・保健学について

多面的に考えることができたかと思います． 

本集中講義を主催して下さった「生体機能支援システム学分野」の先生方に

よる「医用システム情報学」や「生体機能支援システム学」の講義・実習を通

して受講生の皆さんは『検査技術学』の最先端な領域について多くを学んでき

たことと思います．これらの知見は予防医学の発展に欠かせないもので，その

重要性は今後ますます高まっていくことが予想されます． 

本日の講義では検査技術が科学的根拠に基づいた医療を進める上で重要であることを踏まえ，【EBM

（Evidence Based Medicine）：エビデンスに基づいた『医学』】という考え方の重要性を考え，さらに，

健康管理のために【EBN（Evidence Based Nutrition）：エビデンスに基づいた『栄養学』】の重要性に

ついて考えます．すなわち，『運動・スポーツと栄養』という視点で，子どもから高齢者に至る幅広い

年齢層の健康管理について考えていきます． 

講義予定内容 

１．健康情報の信頼性評価と EBM（Evidence Based Medicine） 

２．栄養士制度存続の舞台裏と EBN（Evidence Based Nutrition） 

３．「健康日本 21」の現状と健康管理 

４．活動強度と栄養摂取 

５．運動・スポーツと栄養 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2008 年度講義抄録》 

技術者の生き方 ～ サラリーマンとして大事なこと ～ 

パイオニア特別技術顧問 山田 宰 
私自身、NHK で３５年、パイオニアで６年、合計４１年のサ

ラリーマン生活を送ってきている。NHK では研究者または研究

管理者として、パイオニアでは研究管理者として、全ての期間に

わたって非常に面白い興味のある仕事に専念できたと思っている。 
NHK 時代を振り返って見ると、劣等生で入社したにもかか

わらず、文字放送、FM 多重放送、BS デジタル放送、地上デジ

タル放送などで思いもよらない大きな仕事ができた。今では、劣

等生で入社した私をここまで育だててくれた NHK に対し感謝

の念が耐えない。いつも上司と戦っていたにもかかわらず、結果的には全てを受け入れてくれた大きな

懐の NHK の環境が、私に適していたのだと思う。 
学生時代と新人時代を振り返ってみて、当時成績がトップだった者が必ずしも、サラリーマンとし

て成功してきたとは限らない。何がそうさせたのか、人生で大事なことは何なのか、対話を交えて、議

論する。このことは、もしかすると、人として生きていく上での人生の基本であり、学生時代に学ぶ専

門教科より、もっと重要なことなのかもしれない。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

光ファイバ通信 

－ 情報化社会を支える超大容量通信のしかけと将来 － 

富士通研究所 桑原秀夫 

情報化社会の進展は、当初はビジネスの世界から始まりましたが、

最近は教育、娯楽、医療、福祉など日常生活のすみずみにまで浸透し

始めており、また、世界的な規模で急速に進んでおり、社会が発展し

ていくためには不可欠のものとなっています。 

これらの情報化社会を支えているのはよく知られているようにコン

ピュータと通信の技術です。コンピュータについては私たちの周りに

パソコンもあり、皆さんも日常的に触っておられると思いますので、具体的なイメージが捉えやすいと

思いますが、電話や Internet になると、どのように世界につながっているのか、通信の分野の理解が

ないと、どうしてあのようなことが実現するのかわかりにくいと思います。そして、世界中の地理的に

離れた地点間を情報が飛び交うのは、当然、情報を運ぶ手段があるからです、ということですが、では、

どうやって情報が運ばれているのかということは、一般にはあまり知られてはいないかと思います。こ

の講義では、そういった情報化社会を支える通信技術について、特に、通信インフラとして本命でもあ

り、他の方法とくらべると桁違いに大容量の情報を運べる技術として、すでに世界の中で大部分の情報
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を運んでいる、光ファイバ通信についてお話しします。 

光ファイバというと、医療関係の方は、ファイバスコープなどの内視鏡を思い浮かべると思います。

原理は同じですが、中身の実際の技術は全くといっていいほど違います。ファイバスコープが画素の信

号を準静的に１m程度送っているのに対し、光ファイバ通信では、１秒間に億単位の速さの信号を km 単

位の距離で送っています。通信インフラの中で、例えば、東京と大阪を結ぶ幹線ネットワークもあれば、

県内をむすぶ支線網も在りますし、最近は各家庭まで光ファイバをひく FTTH (Fiber To The Home)が進

展しています。また、海洋を隔てた国際間の何千 km をつなぐ海底光ファイバケーブルも多数敷設され

ています。そして、通常の電話はもちろん、携帯電話などの移動通信も無線基地局に集められたあとは

光ファイバを通して送られています。最近は、Internet の上で動画像を送受信するサービスも現れてき

ており、放送と通信の融合なども議論されています。そういうことが議論できるようになったのも、大

容量の情報が安価にやりとりできる、ブロードバンド（広帯域）な光ファイバによるネットワークが構

築されたからであり、光ファイバ通信の前提なしには、話題になっている Internet 上の新サービスも、

放送と通信の融合も、そして著作権の議論なども、起こりえません。広帯域な通信により、電話会議や

在宅勤務など仕事や生活の形態にも変化がでてきており、かつそれらが省エネルギーにつながることか

ら地球温暖化対策としても注目されてきています。つまり、社会のすべてが、教育、医療、福祉といっ

た好ましいものも、ギャンブルやゲームなどそうでもないと思われるものも含めて、全ての情報化社会

が、根底では光ファイバの大容量伝送能力に依存しています。 

そういった意味で、あまり一般には知られていないけれども大変重要な光ファイバ通信を知っていた

だくよい機会と思っています。実はこの分野は、日本が世界の研究開発をかなり先導できた数少ない分

野でもあり、この講義では、光ファイバの基礎から、超高速・大容量通信を実現する技術の紹介、研究

開発の経緯、現状と今後の展開などをお話ししたいと思います。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

脳低温療法のための脳温自動制御システム 

― より医学に踏み込んだ新しい工学の応用 ― 

東京医科歯科大学 檮木智彦 

交通事故による脳挫傷、脳梗塞や脳内出血といった脳血管障害、心肺

停止による脳血流不足に起因する脳障害、あるいは新生児が無呼吸で生

まれる新生児仮死などでは、脳細胞が十分なエネルギー代謝を行うこと

ができなくなり、死滅する。この細胞死には、障害から数時間で死に至

る早発性のものと、少なくとも２～３日を経て死に至る遅発性のものが

あり、救命救急治療の前線では、この遅発性脳細胞死をいかに抑制する

かが救命率の向上と後遺障害の抑制の鍵になっている。 

脳低温療法は、全身麻酔をかけながら、数日から数週間にわたって脳を冷却して遅発性脳細胞死に至

る一連の反応を抑制し、救命率の向上と後遺障害の抑制を目指す集中治療法である。近年は、国内外の

臨床データから、どんな程度のどんな脳障害でも効果が得られるというものではないという意見が主流

ではあるが、従来の治療法では脳死に至ったと思われる患者がこの治療で後遺症もなく蘇生した症例も
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多数報告されていることから、適用可能な障害の程度と種類を具体的に探る研究が数多くなされている。 

脳を冷却する方法には、体表から冷却する表面冷却、血液から冷却する血液冷却、および体腔内から

冷却する体腔冷却に大別できるが、現在主流なのは冷却操作が非観血的な表面冷却と冷却速度が極めて

速い血液冷却である。また、全身を一律的に冷却する全身冷却と、脳を選択的に冷却する選択的冷却に

分類することもできるが、現在は表面冷却でも血液冷却でも全身冷却が一般的である。 

いずれの方法でも、体温の低下による副作用の危険性は常に否定できず、加えて全身麻酔下での施行に

なるので、脳低温療法では脳圧、脳灌流圧といった脳組織状態の指標以外にも循環、呼吸、酸塩基・電解

質平衡、代謝、凝固、泌尿、内分泌などの全身の生理状態項目について治療終了時まで絶え間なく管理し

続けなければならないが、それには数多くの医療従事者の豊富な経験と多大な労力が必要である。また、

使用する装置、器具、薬剤も特殊で消費量も多く、それに人件費が加わるので、治療費が患者一人あたり

数百万円以上にもなるので、現在は高度救命救急センターや大学病院など以外ではあまり普及していない。 

ところで、局所的な脳保護効果の点では脳温は低い方が有利であるが、体温が 32℃を下回ると心不全や

感染症などの合併症が増加してむしろ救命率が下がるので、現在は脳温を精確に 32℃～34℃程度に維持す

る軽度脳低温療法が主流である。このとき、維持する脳温は主治医が患者の容態を観察しながら判断するが、

必要に応じてその温度を 0。1℃刻みで変更することもある。また、特に一定の脳冷却を終了して元の温度

に回復させる復温期では、急激な復温による血液再灌流障害の危険が高いので、通常、1 日や 2 日で 1℃程

度しか回復させない。このように、脳低温療法では極めて高精度の脳温・体温制御が求められているが、現

在の方法は医療従事者の経験に基づいた用手的なものであり、制御精度とマンパワーの点で限界がある。そ

れゆえ脳温制御の自動化は、これらの限界を克服して脳低温療法を普及させる一要因となりうる。 

このような生体を対象とした自動制御技術は、他の生理状態項目の管理にも応用できるので、それに

よって全身管理の自動化が進めば、将来、より効果的・効率的な集中治療が期待できる。すなわち、救

命率の向上、後遺症の抑制、リハビリテーションの費用と期間の抑制などの実現と、『まさかのときに

本当に安心できる救急医療体制』作りに貢献できる。また、近年、「医工連携」という言葉が盛んに言

われるように、医学の発展には工学の連携も不可欠と認識され始めている。この脳温自動制御システム

の研究もその「医工連携」の範疇にあり、単なる便利な道具・機器作りではなく、より医学に踏み込ん

で工学技術を応用する新しい医工学分野の例となるものである。 

講義では、以上の背景と研究目的に基づいた脳温自動制御システムの概要と、これまでに行った臨床

応用試験の成果を述べながら、現在の研究状況を説明する。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

肉体労働現場のノウハウと人事評価 

東京医科歯科大学 本間 達 

人間が生活することを考える時、一定の住居があることが前提になり

ます。住居という枠組みは人間の行動に多大な影響をもたらすものです

ので、進学や就職事情の他、収入や家族関係など生活形態の変化によっ

て、引っ越しする人も少なくありません。自力で引っ越しする人もおり

ますが、大多数は引っ越し業者に依頼するのが普通です。 

引っ越しという仕事は一般的には肉体労働であると考えられており  
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ますが、実際には『運搬・設置のためのプランとその実践』という『商品』を取り扱う職業であり、コ

ンシェルジュ同様にお客様のご予算の範囲内で満足いただけるような業務を提供するサービス業に分

類されます。基本パターンは存在しますが、毎回勤務地・勤務内容が変わり、まったく同じ業務を経験

することはありえませんので、作業員には、臨機応変に対応できる能力が求められます。 

私は引っ越しという業務を 15 年以上経験しましたが、混沌の中から解決のための筋道を臨機応変に

見つけ出し、それを実践する能力は、研究者のそれに通じるものがあると考えております。折角の機会

ですので、引っ越しの業務や業者との付き合いかたについての解説などを交えながら、現場における人

事評価などにも話を広げつつ、私の研究者としてのルーツに迫ってみたいと思います。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

通信技術の医療・保健への応用 

東京医科歯科大学 高橋 琢理 

私たちは急激な高齢社会、少子化など社会変化を迎えている。人口

構成比率の変化などに伴い、医療費の高騰や福祉の制度や体制に生じた

歪みに、どのように対応していくかが大きな関心事となり、さまざまな

議論が交わされている。われわれは特に地域によって受けられる医療の

不均衡を、できるだけ余計な経済的・人的負担を生じさせずに小さくし

ていくか、という観点で、医療福祉と工学の側面から検討を重ね、地域

医療保健に貢献する新しい生活習慣管理のシステムとコミュニケーシ

ョンを活性化するための通信システムとを開発してきた。これらのシステムは、基本的にインターネット

上のホームページを見られる端末で動作する。開発した通信システムは音声・画像配信により多地点・多

人数のリアルタイムでのコミュニケーションを実現する。本システムを遠隔講義や遠隔の国際学会に応用

した事例を紹介する。また生活習慣管理システムは、対象者の日常生活における運動、休息や食事に関し

ての程度をあらかじめ把握することで、対象者の生活習慣傾向を主観的な入力から把握する仕組みとなっ

ている。このようなシステムの説明とそれを用いる地域医療保健の在り方について考える。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

弦楽器よもやま話 

          東邦音楽大学名誉教授・ＮＨＫ交響楽団団友 蓬田清重 

★弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス、）に

ついて考える 

・歴史、銘器の産地はイタリア 材質 ニス 

・弦楽器の演奏には弓が必要   弓の歴史 

・銘弓の産地はフランス 材質（ブラジル産、ペルナンビーコ） 

ニスは塗られているか？ 

・弦楽器の弦 付属品 弓の付属品  羊の腸、ナイロン、 
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肩当て、顎当て、緒止め糸、など 

・偉大な魂柱の力 メンテナンス 調整 

・調弦法 記譜法 音域 についての説明 

・演奏法 右手 左手 特殊技術 ピチカート フラジオレット コルレーニョ 

・ヴィブラート ポルタメント 

★ヴァイオリニストと作曲家 

本日の協奏者は前田恵里子さんです。 

彼女の協力で W.A.Mozart の二重奏曲などを演奏します。 

人間の声にもっとも近い響きをしているのが弦楽器といわれています。 

「癒しの響き」かどうかをお聴きください。 

★音楽界に於いて、弦楽器奏者の役割 

★質問コーナー 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

セルフメディケーション（Self-medication）と生涯健康 

順天堂大学 倉上洋行 

はじめに 

集中講義の季節になりましたが、受講生の皆さんはいかがお過ごし

でしょうか？ 

先日、筆者は集中講義をコーディネートされている「生体機能支援

システム学分野」のある先生から、大変おめでたい報告をいただきま

した。報告は、同研究室が推進している、脳低温療法の研究が科学技

術振興機構（ＪＳＴ）の大型プロジェクトに採択され、将来的に、脳

低温療法を広く一般に普及させることが可能となり、脳卒中や脳外傷における死亡率の低下と回復後の

後遺症の軽減が期待されるというものでした。 

本集中講義は前述の先端研究を推進されている先生方が“将来の医療を支える学生”のために“広範

囲で高度な教養”を備えた人材育成を目指すという崇高な理念の基、デザインされた先進的な大学院教

育として、全国紙をはじめとした様々なメディアに取り上げられるほど注目されている講義です。この

ような機会に恵まれたことは、受講生の皆さんにとっても、筆者にとっても、大変喜ばしいことです。 

 筆者は本年度で 5 年目の開講になりますので、これを節目として、これまでに筆者が実施してきた授

業の全貌を踏まえて、予防医学的視点から、運動・スポーツや栄養面ばかりでなく、休養面からも、健

康管理について統括したいと思います。さらに、筆者が現在、取り組んでいる “心の健康”という視

点での新しい知見について、お話したいと思います。 

講義予定内容 

【多面的な健康管理】 

 運動・スポーツ 

 栄養 
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【疲労・ストレスと休養】 

 疲労・ストレス反応の測定（主観的・客観的視点から） 

 生化学的・生理学的測定、大脳機能局在説に基づいた測定 

【自然環境と人間】 

 人体の自然治癒力 

 自然環境と癒し 

 EBN（EBM）と細胞・分子生物学 

【心の健康】 

 私たちの心に宿る 5 人家族とは？  

 心療内科開発の TEG と学校現場で開発した改良型 EG 

 カウンセラーによるカウンセリングの限界と新しいカウンセリングの形 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

一生懸命に中途半端を目指す? 個人的研究人生 

東京大学 神里達博 

 私は昔、いわゆる遺伝子組み換えによる蛋白質工学の研究をして

いましたが、 ひょんなことから理系の研究者になるのを諦め、就職

しました。もう２０年近く昔のことです。 その後、はげしく紆余曲

折を経て、今年、また古巣の工学部に職員として戻ってきました。 

 その間に、中央官庁の官僚、ほぼニート、文系の大学院生、企業の

研究員、独立行政法人の研究者、色々な学校の非常勤講師、朝日新聞

の論壇時評担当者などを経験しました。研究内容も、江戸の食文化か

ら、高レベル放射性廃棄物の問題までと、カナリ幅があります。客観的には、だんだんと何をやっている

のか分からない異常者になりつつありますが、私自身は、人として軸がブレていないつもりです。 

 本日は、個人的な経験、特に、BSE、いわゆる狂牛病が日本に上陸した時のエピソードを中心にお話

をしようと思っています。これを通じて、知のあり方、専門性とは、学問とは、といったことを考える

契機になれば幸いです。  

プロフィール：東京大学大学院工学系研究科 特任准教授 神里達博（かみさと たつひろ） 

【略歴】９１年東京大学工学部卒。科学技術庁、三菱化学生命科学研究所、（独）JST・社会技

術研究開発センターなどを経て、０８年より現職。東京大学大学院総合文化研究科博士課程

単位取得(０２年)。専門は科学史・科学論。主著に『食品リスク?BSE とモダニティ』(弘文

堂,2005)。分担執筆で『科学技術社会論の技法』(東京大学出版会,2005)、『科学技術のポリ

ティクス』(東京大学出版会,2008)など。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2009 年度講義抄録》 

「聴く」を磨く 

                          かめわざ快心塾 甕岡 裕美子 

本講義では，コミュニケーションの基礎である「聴く」に

関する数種類のエクササイズを行った。ただし，どのエクササ

イズを行うのかは学生の様子に応じて決定するとのことだっ

たので，当日は参考用として全 10 回のメールセミナー「『聴

く』を磨く」（全 19 ページ）を配布した。その内容について

は，＜http://kamewaza.com/＞を参照されたい。ここでは，そ

の目次のみを紹介する。（補足執筆：檮木智彦） 

◆目次◆ 
０／「聴く」ための一歩 
１／「聴く」をうたがう 
２／真に聴くという状態 
３／「感じる」感覚を大切にする 
４／「からだの声を聴く」ということ 
５／こころとからだをフラットにする 
６／息を吐く！ 

７／感情を聴く 
８／バクテリア♪ 
９／歴然とした違いなのです 
１０／「モモ」になるのです。 
補／聴きたいように、聴いている 
奥付

 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

米国田舎暮らしの勧め 

ジャーナリスト・社会福祉士 岩石 隆光 

 米国オクラホマ州ウエザフォード市で、地元紙の新聞記者を

2008 年から 09 年にかけて経験をした。１万人の街に日本人はただ

１人、偉大なる米国の田舎生活を心ゆくまで楽しむことができた。 

オクラホマ州は、米国のどの辺りにあるか知っていますか？ 

ウエザフォードの人たちは日本のことを良く知っています。なぜ？ 

米国というと、銃の保有が認められていることから、日本より怖い

国と思っている人が多いようですが、ウエザフォードの人たちは鍵

をかけない生活をしています！？ 

121 人の高校の卒業生に用意されている奨学金はいくらでしょうか？ 

オクラホマ州は日本の半分の広さで、人口はわずか 360 万人。滞在中に初めてのアフリカ系大統領が誕

生、そしてリーマンショックが……。ウエザフォードに何が起こったか。 
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細菌間コミュケーションを基にした細菌の生残戦略と口腔疾患 

 国立感染症研究所 泉福 英信 

口腔の細菌は 700 種類以上存在し、環境中や感染宿主内

で、周囲から受けるさまざまなストレスに順応し、あるいは

抵抗して生きている。この生残戦略を考える上で、細菌は情

報伝達物質（シグナル物質）を自ら生産し、複合細菌間で他

の菌とコミュニケーションを取りながら安定した細菌叢を

形成していると考えられる。複合細菌叢は成熟過程の中でバ

イオフィルムを形成し、細菌が生き残るためにより良い環境

を自らの手で構築している。近年、バイオフィルム内で細菌

も集団を形成することで、細菌単独とは異なる性質を保持し、

それが病原性につながることが明らかとなってきた。このような口腔細菌の特殊性が口腔疾患の発症に

起因している。 

以下の項目が本講義を理解する上で重要である。 

１． 多種類の口腔細菌 

２． 口腔バイオフィルム形成 

３． 抗菌物質と細菌の相互作用 

４． バイオフィルム形成と口腔疾患との関係 

５． バイオフィルム形成の制御と口腔疾患の予防 

６． 口腔疾患のリスク検査 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

教育効果向上を目指した実践的な健康・科学教育について 

順天堂大学 倉上 洋行 

本年も残すところ僅かですが、集中講義の季節になりました。受講

者の皆さんは元気でお過ごしでしょうか？ 筆者は大学院講義を担当

して、本年で 6 年目になります。何といっても、本講義は開かれた講

義であり、一般市民や他大学の関係者も受講できるというところが全

国的にみても先進的な試みであると思います。実際に、昨年度も医歯

大以外の先生方や一般市民の方にも、ご聴講いただき、講義後のディ

スカッションが好評を博す等、企画立案された先生方の教育改革に対

する情熱が実感できました。今年も、受講者の皆さんが楽しめる型破りな内容にしたいと思います。 
筆者は、様々な健康科学系の大学・短大での講師経験を基に、本日は、受講者が主体的に参加できる

方式を取り入れて、生体機能支援システム学・医療情報学の学際領域を意識しながら、臨床検査を専攻

する皆さんにとって興味が持てるテーマについて一緒に考えていきたいと思います。また、筆者の非常

勤講師先と併せて記載した“健康教育士”について、アメリカとの対比を踏まえて、我が国における現

状と今後の展望についてお話したいと思います。 
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講義予定内容 

１．教育効果向上を目指した試み 
・受講者の習熟度に対応した教育、教育のイ

ンタラクティブ性、e-learning 他 
２．健康管理 
・運動スポーツと栄養から考える健康管理 
・生活習慣の測定法 

・生活習慣病と健康増進活動 
３．ストレス化社会と“心の健康” 
・ストレス反応の測定 
・精神分析とカウンセリングの問題点 他 

４．健康教育士 他 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

弦楽器の楽しみ 

                               東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団団友 蓬田 清重 

医学の勉強をされている皆さんに音楽の実技以外の弦楽器についての講義は、これからコンサートで

聴く音や楽しみで楽器にふれる機会に大いに役に立つ事と思います。                     

★ 弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）について考える 

・歴史、材質、銘器の産地はイタリア 

・弦楽器の演奏には弓が必要：弓の歴史：ブラジル産のペルナンビーコ、銘弓はフランス産 

・弦：羊の腸、ナイロン、金属 

・付属の顎当て、肩当て、緒止め糸、偉大な魂柱の力、調整、メンテナンス 

・調弦、記譜、音域 

・右手・左手の働き、特殊技術：ピチカート、フラジオレット、コルレーニョ、ポンチチェロ 

★オーケストラのヴァイオリニスト、ソリスト、作曲家。音楽界の弦楽器奏者 

・奇人、変人のタリシオ 

・演奏家でも作曲家でもない、ヴァイオリンの歴史上の人物 

・1800 年の終わり頃イタリア、ミラノ生まれ 

本日の協奏者は若い生物学者の Dr.菊島健児さんです。彼の協力でモーツアルトの２本のヴァイオリ

ンの為の二重奏曲などを演奏します。レコードや CD が無い時代には家庭でこのような遊びが楽しまれ

ておりました。 

★質問コーナー 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 



122 

気質について 

ネネムの森 篠 秀夫 

1961 年にオーストリアで生まれたＲ．シュタイナーが提

唱した「シュタイナー教育」において、人間理解のための基

本的な概念として取り入れらた「気質」についての基礎的な

話をさせて頂きます。 
 この「気質」は単なる性格分類とは異なり、人間だけで

なく自然や社会全般を理解する概念ともつながっていま

す。簡単に言うと、「エネルギーの循環によって恒常性を

維持しているシステム」を支えている働きを四つの要素に

分類し、それらを「気質」という言葉で表しているのです。

ですからこの四つの気質は「相補的」に働きます。また、

どんなに部分を分けても、全体の相似形として四つの気質が含まれます。それは、磁石のＮ極の部分だ

けを切り出しても、Ｓ極が現れるようなものです。でも、部分は全体のなかでは偏りによって全体を支

えているので、全体の中に組み込まれると偏った状態になります。そして、その偏りの状態によってそ

の人の気質を見極めています。そのようなことを可能な範囲で体験的にお話ししたいと思っています。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

歴史の狭間に埋もれた教育界の偉人・カルシュ博士 

－神々の里に見た美と心の安らぎ－ 

東京医科歯科大学 若松秀俊 

大正 14 年より 14 年間にわたり、旧制松江高等学校（現島根

大学）で教育に力を注いだドイツ人哲学者フリッツ・カルシュ

博士の生誕から 110 年以上経過した。彼は、日本の哲学や宗教

の研究家で、昭和 15 年から 5 年間は外交官でもあった。彼の薫

陶を受けた著名人には「長崎の鐘」の永井隆、免疫学者の奥野

良臣をはじめ、科学者、文学者、政治家、法律家、外交官など

枚挙に暇がない。1999 年以来、国内、ドイツおよび米国で蒐集

した関連資料の永久保存のために、歴史的価値のある松江市奥

谷町の旧住居を記念館として改修・復活する呼びかけを行ってきた。ラフカディオ・ハーンと並ぶ功績

を残した同博士は、数多くの優れた風景パステル画、歴史的写真、それに専門著書と 1 万 5 千頁におよ

ぶ未整理の研究原稿を残し、最近も関連図書を発見できた。戦中戦後の混乱により歴史の狭間に埋もれ

た、隠れた偉大な教育者、哲学者のカルシュ博士について、広く国民に知られるよう念じている。 
小生の仕事とは全く関係のなかったカルシュの調査を始めてから 10 年を超えるが、カルシュは信じ

られないほど、多くの偶然が重なって、巡り会った、小生にとって不思議な人物であった。調査をもと

に、膨大な資料から彼の当時の生活や生徒との交流もほぼ再現できたが、調査を始めて間もない頃に協
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力してくれた同博士の愛弟子は殆どがすでに他界した。彼らの残してくれた言葉や手紙を時に想い出す

今日この頃である。ドイツの文化と風土に、若き日に触れる機会をドイツから与えられた小生がドイツ

の小さなホテルでカルシュ博士の次女に偶然に出会って、この仕事に携わることになったのは、小生に

賜った天命と考えて調査・顕彰に尽力してきた。 
カルシュゆかりの松江市奥谷町の「官舎」の保存とカルシュ記念館への長年の呼びかけがやっとも実る

ことになった。一時は大学当局の取り壊しの決定にも拘わらず、朝日新聞社の金井信義氏との共同の呼び

かけが文化財登録への道を開いた。調査の結果ともに、数々の新聞報道（東京新聞、日本経済新聞、産経

新聞、読売新聞、山陰中央新報、島根日々新聞、朝日新聞）、NHK 松江放送局の展示会、インタビュー、

松江郷土館企画展示会、日独協会の顕彰記事お陰で、やっとカルシュのことが世の中に知られるようにな

ったからであろうか。それが、最近の NHK 松江放送「しまねっと ドイツ人教師の住宅を保存へ」と進

展し、島根大学が文化財登録の申請・採用の運びとなった。やがて小生が管理しているカルシュの遺品（膨

大な哲学の未発表原稿、写真、絵画、調度品など）も広く公開できるものと期待している。 
カルシュには現代の教育に大きく影響を及ぼしている人智学哲学者ルドルフ・シュタイナーを日本に紹介

した大きな業績がある。一般には戦後に紹介されたと言われているが、1925 年に来日したカルシュ夫妻が

交わした 1923 年当時のシュタイナーに関するノートが現存し、スイスのゲーテアヌムでのシュタイナー信

奉者同士の交流も確認されている。なおシュタイナーの思想の流布については、昭和 10 年ごろを境にヒト

ラーによって禁じられたが、密かに彼は日本で広めていた。自分の娘たちにはもちろん、全国的にシュタイ

ナー思想の実践を通して広めたことが知られている。戦後これが復活して、日本でもシュタイナー学校が創

られ、最近は一貫教育の象徴となっており、教育史上はもちろん、哲学史上もカルシュは重要な位置を占め

ていることが確かである。黒柳徹子氏が受けた教育もこの範疇に入ると思われるが、その関係は未調査であ

る。また多くの宗教哲学者（三笠宮崇仁殿下、西田幾太郎、鈴木大拙、高橋敬視、長屋喜一）との交流も確

認されている。さらにカルシュが当時の高校生への講義のなかで、「西暦 2000 年頃、ヨーロッパ文明が自

己矛盾から他との軋轢が各所で生じること」を語った注目すべき記録を見ることができる。 
1968 年に彼を慕う、かつての生徒らが発起人となって島根大学に招待したことがある。教育の荒廃

が各所で声高に叫ばれているさなか、彼が教育者として ハーンとは全く別の教育の見本を残した大き

な貢献と、生徒や近隣の人々との密な交友から彼の存在の偉大さを評価する必要を感じている。 
 カルシュの親類には 1937 年ショパンコンクールで優賞したピアニストであり、チェンバリストであ

るエディット・ピヒト・アクセンフェルト（フライブルク音楽大学教授）がおり、多くの日本人弟子を残

している。また、モラクセラ・ラクナータ菌を発見し、現在の日本の眼科学に大きな影響を及ぼした世界

的なテオドール・アクセンフェルト博士（フライブルク大学教授）がいる。なお、現在ベルリンの博物館

に歴史的重要資料として厳重保管されている「ヒトラーの行動記録(16 ﾐﾘ)」を戦後ミュンヘンで押収し、

保存していたのが長女メヒテルトの夫ヘルベルトである。ライン川流域のセイント・ゴア（ドイツ語でザ

ンクト・ゴア）市の 200 年前の富豪で市長を勤めたラツァルス・セイント・ゴアは彼の祖先である。当時

の宗教上の功績から聖ゴアのように聖（セイント）の称号を授与されている。 最近、顕彰されて子孫が

ドイツから大歓迎を受けた。また、メヒテルトの母方の祖先エリザベートが聖職者（未確認）ということ

でもある。カルシュには、戦後活躍した多くの著名人を育んだだけでなく 85 年前の出雲の地や日本各地

の貴重な記録を後世に残した功績、さらに自身について多くのことが語り継がれる松江が全国に誇るべき

偉人である。現在彼の長女メヒテルトはアメリカでシュタイナーの人智学の中心人物として、ドイツ語か

ら英語への翻訳を行っている。また、次女フリーデルンは戦後のドイツのマールブルクにあるシュタイナ

ー学校（自由ヴァルドルフ学校）出身で、マールブルク大学で学位取得後には、同学校でシュタイナー教
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育に永年携わり、定年後の現在も継続活躍している。そして、直接彼女から二代にわたって教育を受けた

日本人にも辿り着くこともできるほど、カルシュの影響の拡がりを世界中にみることができる。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

生物発光を利用した超高感度イムノアッセイの開発 

〜ホタルやクラゲの光で検査、診断〜 

昭和大学薬学部 大野 賢一 

 抗原抗体反応を利用する免疫化学的測定法（イムノアッセイ）

は、抗体の高い特異性と強い親和力によって試料中の微量の目

的成分を測定する方法として、種々の研究分野で利用されてい

る。またその特徴より、簡単な前処理のみで測定できることか

ら、医療現場における検査や診断、新生児マススクリーニング

などに用いられている。更に最近では抗体の交差反応性を利用

して、PCB やダイオキシンなどのいわゆる“ダイオキシン類”な
どの環境汚染物質を、それらの異性体を区別することなく網羅

的に測定するスクリーニング法としても用いられており、残留農薬、工業製品原料、環境汚染物質の測

定など、環境分析の分野でも汎用されている。 
 イムノアッセイの歴史は、1959 年に S. Barson と R. Yalow によりインスリンのラジオイムノアッセ

イ（RIA）法として開発された。RIA により医学生物学領域における微量なホルモンなどの測定が可能

となり、内分泌学の発展に多大な寄与をした。この功績により R. Yalow がノーベル生理学・医学賞を

受賞（1977 年）したことは周知のことである。しかし放射性同位元素を用いる RIA は高感度検出が可

能であるものの、安全性の確保からその使用制限が厳しくなっている。我々の研究室ではイムノアッセ

イの更なる展開を目的として生物発光検出を利用し、RIA を凌駕する超高感度化ついて主に検討してい

る。生物発光とはホタルの光に代表される生物の発光現象であり、生命活動の一端を担うことからその

発光効率の高さが注目されている。 
 海洋生物学者である下村脩博士がオワンクラゲを研究対象として 1960 年代に「緑色蛍光タンパク質

（Green Fluorescence Protein, GFP）」を発見し、2008 年にノーベル化学賞を受賞されたことは記憶

に新しい。生物発光研究の第一人者でもある下村博士がオワンクラゲより同時に発見したもう一つの発

光性タンパク質がイクオリン（Aequorin）である。講義ではこれらの生物発光の原理や特徴、その検出

法を利用した超高感度イムノアッセイの開発を中心に紹介したい。 
 これら高感度化の技術は、試料の微少化に繋がることから医療現場における患者の肉体的負担の軽減

に貢献する。また生物発光検出では一般的な光計測に用いられる光源を必要としないため、測定機器の

小型化（ポータブル化）に寄与することから医療現場での POC（Point-Of-Care）や様々な検査を必要

とする際のオンサイト分析に大きく貢献するものと考える。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2009 年度講義 聴講生感想》抜粋 
「聴く」を磨く         
 

◇先生が“聴く”ということについて講義してくれたことにより、普段自分がいかに人の話を適当に聞い

ているかということも痛感し、また“人の話を聴く”ことの奥深さを感じました。また、人に話してもら

えることの大切さや難しさも感じました。 

日常の生活で少しだけ自分の意識を変えることで、よりよい人間関係を築けるかもしれないなと思った

ので、こらからの生活で意識していきたいと思います。 

 

◇普段は特に意識していない“聴く”という行為に集中することで、新しい発見が多くあった。この経験

は、これから先職場などで人間関係を築く上でとても有用であると思った。 

 

◇自分にとって関係のない話だと断定してしまう前に、少し意識して聴く姿勢を持ち、まずは内容

を聴くことを心がけたいと思いました。 

 

細菌間コミュニケーションを基にした細菌の生残戦略と口腔疾患  
 
◇今まで、虫歯は単純に菌の増殖によってなると思っていたが、そこに多くの種類の菌がコミュニケー

ションをとりながらかかわっているとは思わなかった。講義後の話で、歯磨き粉にはあまり効果がない

という話はとても印象に残った。 

 

◇日和見菌は要介護者で多く見られることや、口腔細菌が心臓疾患の原因になるというあたりは、興味

をそそられた。 

 

◇歯だけに関係するだけでなく、口腔内の常在菌や、免疫システムが全身の免疫システムにも影響を及

ぼすということを初めてしることができてよかった。 

 

教育効果向上を目指した実践的な健康・科学教育について 
◇今まで健康やストレスといった話を聞くときは、もう健康に関する話はよく知っていると思い込

み、興味はあまりなかった。しかし、この授業は今までとは違い革新的で、先生の、向上するとい

う熱意も熱く感じられる授業であった。 
 
◇健康とは難しく、でもとても大事なことだなと痛感しました。また、ストレスが体に与える影響や体

内のこと、ホルモンのことなど、人の体のことなので興味深かったです。 

 

◇定期試験が近づくと具合が悪くなるという事柄は、自分自身でも経験があるため大変興味を持って聞

いた。evidence はあるとの話だったが、論文は発表されているのか気になった。 

 

弦楽器の楽しみ                 
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◇今まで母親の影響で弦楽を聴くことは多かったが、歴史やこだわりを知ったことで、いっそう感慨深

かった。 

 

◇タリシオという人物の話がとても興味深かった。数多くの名器を集めていたということは、それだけ

の眼力を持っていたということである。どのような経歴の人物であるのか大変気になった。 

 

◇バイオリンの演奏は感動的で、癒しになった。最高級のヴァイオリンの音色を近距離で聴ける機会は

まずないので、心が満たされる思いだった。普段の生活は忙しさに追われがちで、芸術を楽しむ余裕は

なかなかないが、ある程度時間を作りながらそのような時間を確保することは重要であると実感した。 

 

◇シュピーゲルのカノンは楽譜を双方向から見て２人で弾くという遊びの曲である。こういう遊びがあ

るということ自体、ヨーロッパの弦楽器の普及性が感じられた。 

 

気質について                  
 

◇気質が国ごとなどによって異なるということはそれを知ることができれば国際交流につながるので

はないかと感じた。 

 

◇最初の作業で、同じ言葉と聴いても、聴き手にとっては様々な解釈があるのであるということを実感

した。そして、自分が他人に何かを伝えたいとき、自分の意図している通りに解釈されないこともある

ということを実感した。一番驚いたのは、日本人の歩き方が汚いということであった。 

 

◇よく、「みんな違う。でもだからこそ素晴らしい。」といった言葉を耳にする。今日の講義でこれを実

感できた。私と全く同じ気質の人はきっといない。これを忘れずに、自分の気質を否定せず、肯定的に

扱っていきたいと思った。 

 

歴史の狭間に埋もれた教育界の偉人・カルシュ博士 
―神々の里に見た美と心の安らぎ―            
 

◇話を聞くまで知らなかったが、永井隆をはじめとして多くの著名人に影響を及ぼしていることが

分かり、カルシュ博士の偉大さと成したことの重要性を推察できた。 
 

◇カルシュ博士やシュタイナーに限らずそれにかかわる多くの人が功績を残していることがすごいな

と思いました。先生がカルシュ博士に魅せられたように、かつての人々の多くがカルシュ博士、シュタ

イナーに魅せられたのだろうと思いました。 

 

◇今回話を聞いて、カルシュはとても偉大な人だったことがわかった。しかし、そのような人が今ほとんど

世に知られていないことを非常に残念に思う。我々は偉大な人とその業績を後世に伝え残し、そこから学ぶ

義務があると思う。そして、他にもカルシュのように歴史に埋もれた偉人はたくさんいるのではないか。 
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生物発光を利用した超高感度イムノアッセイの開発 
―ホタルやクラゲの光で検査、診断―           
 

◇実習でも GFP を用いて検査をしたことがあるが、化学発光ではなく実際に発色している様子を見

ると感動した。ラジオイムノアッセイの感度を維持したまま安全性も高い検査として生物発光は高

い可能性があると感じた。 

 

◇今回の講義で一番おもしろかった点は、遺伝子検査法で等温遺伝子増幅法というものがある点でした。

今学校の実習で、遺伝子の増幅には PCR と呼ばれる方法で増幅しているが、等温遺伝子増幅法はそれよ

り 100 倍～1000 倍も高い速さ、高効率である。PCR を初めて知ったときもその技術の高さに驚いたがそ

れよりも凄い技術がもう存在していることにさらなる驚きがあった。 

 

◇イムノアッセイと言われると、なんだかとても難しい話のような気がして不安だったが、抗原抗体反

応を利用した免疫化学的測定法と言われ、授業の延長線上の話だとわかり、興味がわいた。 

 

米国田舎暮らしの勧め             
 
◇田舎の州にあまり注目したことはなかった。しかし人々はとても温かく、魅力もたくさんあるのだと

思った。私は小さいころからホームステイに憧れていたが、もしできるのであればオクラホマ州のよう

に、注目されてはないが魅力的な場所で是非したいと思った。 

 
◇先生の話を聞いて、確かにオクラホマの町は素晴らしいところだと感じた。しかし、福祉の体制が整

っているのも、1 万人ほどしかいない町であること、またアメリカという環境がそれを可能としている

のかなとも感じた。 

 

◇具体的な数値が示されていたので、日本の現状と比較して考えることができた。また、岩石さん

のお話は物腰柔らかで聞きやすく、受講者とコミュニケーションをとりながら進んでいったので、

一日の終わりで疲労困憊の状態でも参加することができた。 

 

総合的感想 
 
◇このような種類の講義は、大学に入ってから受けたことはない。全く新しいタイプの講義であっ

た。普段私たち検査の学生は医療に関する、白黒はっきりした事実のみを扱っており、人間の本質

や、教育、社会などといったテーマについてはあまり学ばない。何かに対して強い意見をもってい

ても、友人と普段話すことは当たり障りのない日常会話や勉強の話のみで、深い話はせず、まして

や議論には至らない。この講義を受けるまで私の頭は勉強やレポートやテストのことばかりで、人

生で大切なものを見失ってしまっていたように感じる。このレポートではすべての感想が自分の興

味のある方向にもっていってしまったが、なかなか日常では考えないことについて深くじっくり考

える機会になったし、思い出すきっかけにもなった。また、医療の分野以外の尊敬に値する先生方

に出会え、良い刺激をもらった。 
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◇医療と全く関係のない分野についての講義も多々あったが、どれも興味深いものばかりで、楽し

く受講することができた。 私は、大学に入り医療者になるから、医療を中心に学べばいいと思っ

ていた。しかし、他の分野を学ぶことで人間性が豊かになり、色々なる物事の見方ができるように

なり、よりよい医療者になるのだと思う。 今回このような機会があって本当によかったと思う。 
 
◇普段聴く機会のないお話ばかりで、非常に興味深く聴くことができました。考えさせられること

も多く、今後の人生において役立つこともあるかと思います。この講義を聴くきっかけは、テスト

を落としてしまったことでしたが、参加して良かったと感じています。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



129 

《2010 年度講義抄録》 

ストーリー、神話、原型 

～ハリウッド映画からマンガ、アニメ、ゲームまで～ 

東京医科歯科大学 高橋 琢理 

 私たちは、身の回りに流通している多くのエンターテイメントコンテ

ンツを様々な形で楽しんでいます。ハリウッド映画は大きな市場を形成

していますし、アニメ、マンガ、ゲームなどもケイタイなどのモバイル

キャリアによる展開も含めて拡大しています。テレビでは様々なドラマ

が放映されていますし、毎月大変な量の書籍も出版され、最近は電子出

版が大きな注目をあびています。 

 これらのエンターテイメント作品で重要な位置を占めているのが物語（ストーリー）です。物語の出

来が悪いとその作品は「つまらなかった」ことになります。一方、面白ければ多くの人々に受け入れら

れることになります。 

 人は、どんな物語を面白いと感じるのでしょうか？ 

面白い物語には普遍的な法則があるのでしょうか？ 

今回の講義では、SF 映画としても大変有名な『スターウォーズ』を取り上げます。『スターウォーズ』

はその根底に普遍的な物語を構築することが意図されていました。 

この映画制作に影響を与えた『神話の法則』について紹介し、有史以来、人間が語りついできた、す

なわち多くの人々に時を超えて支持されてきた物語に潜む共通要素について考えてみたいと思います。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

化学発光と生物発光を利用した高感度検出系の開発 

昭和大学 大野 賢一 

検査や診断法の高感度化を目的として、我々の研究グループでは化

学発光や生物発光を利用した微量分析や新規発光系の開発など多く

の分析化学的研究を検討してきた。その高感度検出に優れる特性とし

て、高い発光収率に基づくシグナルの高さと、化学的及び酵素的な反

応により生じる発光を測定するために光源が不要なことから非常に

低いノイズレベルを実現している。すなわち、化学発光と生物発光は

分析化学的に望ましい S/N 比（signal to noise ratio）の高い検出

系である。 

これらの反応過程において関連する分子群や酵素類の高感度測定系の開発とその応用例について、イ

ムノアッセイや遺伝子診断法を紹介する。また、特に化学発光を用いた“活性酸素”の検出法の開発に

ついて詳細に紹介する。化学発光における反応機構には近年、医学・薬学領域で注目されている活性酸

素や活性中間体が深く関わっていることも様々な手法により明らかにされている。活性酸素は生体内で
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様々な代謝や生理活性物質の産生、免疫系に関与する一方、癌や糖尿病、心筋梗塞などを引き起こす因

子としても注目されている。活性酸素はそれ自身の反応性の高さから非常に短寿命であること、互いに

反応しながら生成と消失を繰り返していることからその動態解析や様々な疾病を引き起こす詳細な機

構を研究することが困難である。そこで反応性の高い活性酸素種を化学反応の選択性により捕捉し、そ

の化学反応エネルギーを化学発光に導くことができれば、活性酸素種に特異的な化学発光検出が可能と

なる。また一般的に化学発光反応速度は速いことから寿命の短い活性酸素の生成・消失をリアルタイム

で観測するために適当であると考えられる。活性酸素種に特異的な化学発光検出プローブの開発は、基

礎的研究から臨床的に有用な活性酸素消去剤の開発などの応用研究まで広く貢献するものと考える。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

健康な長寿を実現する食品の研究 

シンロンバイオメディカルズ 柳内 延也 

4 半世紀の間、食品会社で医薬品の研究開発に携わってきましたが、ア

メリカのスタンフォード大学のベンチャー研究所を訪問した時に、日本

人の研究所長にこう忠告されたのです。『食品会社が医薬品の研究をす

るなんて本末転倒だよ、食品会社なら病気にならない食品の研究をすべ

きじゃないか？』 

まだ 40 歳代半ばの研究者だった私は、この言葉に少しショックを受け

ました。1980 年代、遺伝子組換技術などバイテク全盛の時で、食品会社のくせに画期的な医薬品の開発

を夢見て私たちは製薬会社顔負けで造血因子の遺伝子クローニングに血道を上げていました。しかしこ

の時の研究所長の言葉は本来あるべき食品研究の正論だと感じていたのです。 

50 歳を前にコンサルタントとして独立して食品研究に舞い戻りましたが、すっかり浦島太郎のようで

した。旧知の研究者が進める食品の研究を、私はなかなか理解できなくなっていました。そこで最初の

顧客である中小企業の調味料会社が研究したいというテーマについて、私自身のライフワークにするつ

もりで常識に囚われずに独自に取り組んでみようと考えました。 

研究テーマは野心的で大きいものほど、研究に対する人間の情熱や意欲を強く引きだしてくれるもの

です。昔、アメリカで言われた『人間が病気にならない食品』はちょうどそれに該当します。それに、

この言葉の食品は、『健康な長寿』を実現するということにもなりますから、少子高齢化時代にあって

高齢者に該当する私自身が無関心ではいられない最重要の研究テーマでもあったわけです。 

人間の老化は、生命の営みの中で発生する活性酸素によって促進されるという仮説が正しいなら、活

性酸素の有害作用を抑えれば老化の速度は抑えられるだろうという単純な発想のアプローチで研究を

してきました。聞き慣れない言葉だと思いますが、チキンエキスやポークエキスなどの動物生体に由来

する『動物性抗酸化剤』というものを紹介しながら、不老不死は実現不可能だとしても、それに迫れる

食品、或いは食事の仕方についての私のアイディアをお話したいと思います。 

URL: http://www.cinron-biomed.com/ 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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医療者のための編集術入門 

ジャーナリスト・社会福祉士 岩石 隆光 

私は、毎日新聞社で医家向け総合誌『ＪＡＭＡ（米国医師会雑誌）日本語版』

と健康誌『毎日ライフ』の編集に長年携ってきました。前者で米国を中心と

した世界の最新の医学研究の成果を医師に届けるとともに、後者で患者が得

する医学情報を提供してきました。また日本の情報をＪＡＭＡを通して世界

に発信してきました。いわば医学・医療情報の十字路に位置して仕事をして

いたわけです。その経験から、以下のことについて考えてみたいと思います。 

・医療情報を分析する 
医療社会学から医学ジャーナリズムの役割 

を考える 
患者学は存在するか？ 

・編集力とはなんだろう？ 
文章力、コミュニケーション力、構成力との違い 

・編集者の役割 
超高齢社会、命の情報をどのように伝えるか？

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

弦楽器のおもしろさ！ 

                                               東邦音楽大学名誉教授 

ＮＨＫ交響楽団団友 

ヴァイオリニスト 蓬田 清重 

医学の勉強をされている皆さんには、音楽の実技以外の弦楽器につ

いての講義がこれからコンサートで聴く音、楽しみで楽器にふれる機

会に大いに役に立つ事と思います。 

弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）について

考える。 

歴史、材質は松とかえで（楓）。銘器の産地はイタリア。 

弦楽器の演奏には弓が必要。弓の歴史。ブラジル産のペルナンビーコ、銘弓はフランス産。 

付属品について。弦。羊の腸、ナイロン、金属。付属の顎当て、肩当て、緒止め糸。松脂。 

偉大な魂柱の力。Violin の形（表板と裏板の R）。調整。メンテナンス。 

調弦、記譜、音域。 

右手、左手、の働き、特殊技術。ヴィブラート、ピチカート、フラジオレット、コルレーニョ、 

ポンチチェロ。いずれにしても、右手の技術が重要。 

オーケストラのヴァイオリニスト、ソリスト、教師。作曲家。音楽界の弦楽器奏者。 

奇人、変人のタリシオ。演奏家でも作曲家でもない、ヴァイオィンの歴史上の人物。 

1800 年の終わり頃イタリア、ミラノ生まれ。家具職人、文盲のコレクター。 

質問コーナー 
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本日の協奏者は若いヴァイオリニスト、東邦音楽大学講師の設楽久美子さんです。 

彼女の協力でモーツアルトの２つのヴァイオリンの為の二重奏曲などを演奏します。 

レコードや CD が無い時代には家庭でこのような遊びが楽しまれておりました。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

自然のリズムから考える健康生活 

大東文化大学・順天堂大学 倉上 洋行 

はじめに 

集中講義の季節になりましたが、受講者の皆さんは元気でお過ごし

でしょうか？ 

筆者は大学院講義を担当して、本年で 7 年目になります。本講義は

開かれた講義であり、一般市民や他大学の先生方も受講できるという

ところが全国的にみても先進的な試みであると思います。 

筆者は、様々な健康科学系の大学・短大での講師経験を基に、本日

は、生体機能支援システム学・医療情報学の学際領域を意識しながら、高度な医療人を目指す皆さんが

興味を持てそうなテーマについて一緒に考えていきたいと思います。 

講義予定内容 

１．自然のリズムと生活習慣 

・時間医学と時間栄養学 

・安眠を考える（生活習慣と体温・内分泌、  

睡眠深度の非侵襲測定） 

・成長ホルモンから考えるスポーツトレーニン

グの最適な時間帯 

２．休養と心の健康 

・疲労・ストレス反応の測定 

・ストレスコーピングと心の健康 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの開発 

東京工科大学 佘 錦華 

今回の講義は，「高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの

開発」というタイトルで，いままで研究を行ってきた高齢者歩行筋の維

持・増進用電動カートについて説明します。まず，研究の背景を説明し

た後，ペダリング運動に着眼したシステム設計，それを実現する制御シ

ステム 構築などを説明します。最後に，走行実験の様子をご紹介します。 
 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 



133 

「聴く」を磨く 

                          かめわざ快心塾 甕岡 裕美子 

本講義では，昨年に引き続き，コミュニケーションの基礎である「聴く」

に関する数種類のエクササイズを行った。当日は，参考用として全 10 回の

メールセミナー「『聴く』を磨く」（全 19 ページ）を配布したが，その内

容については＜http://kamewaza.com/＞を参照されたい。 
（補足執筆：檮木智彦） 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

細菌間コミュケーションを基にした細菌の生残戦略と口腔疾患 

国立感染症研究所 泉福 英信 

口腔の細菌は 700 種類以上存在し、環境中や感染宿主内で、周囲か

ら受けるさまざまなストレスに順応し、あるいは抵抗して生きている。

この生残戦略を考える上で、細菌は情報伝達物質（シグナル物質）を自

ら生産し、複合細菌間で他の菌とコミュニケーションを取りながら安定

した細菌叢を形成していると考えられる。複合細菌叢は成熟過程の中で

バイオフィルムを形成し、細菌が生き残るためにより良い環境を自らの

手で構築している。近年、バイオフィルム内で細菌も集団を形成するこ

とで、細菌単独とは異なる性質を保持し、それが病原性につながることが明らかとなってきた。このよ

うな口腔細菌の特殊性が口腔疾患の発症に起因している。 

以下の項目が本講義を理解する上で重要である。 

１． 多種類の口腔細菌 

２． 口腔バイオフィルム形成 

３． 抗菌物質と細菌の相互作用 

４． バイオフィルム形成と口腔疾患との関係 

５． バイオフィルム形成の制御と口腔疾患の予防 

６． 口腔疾患のリスク検査 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2011 年度講義抄録》 

健康な長寿の極意 

シンロンバイオメディカルズ 柳内 延也 

東日本大震災は私の故郷、いわき市にも大惨禍をもたらしました。そこに

は家族や家を失った人々、原子力発電所の核の脅威から故郷を離れなければ

ならなくなった人々が溢れました。この大災害から生還した人々が口にした

「亡くなった方の分まで健康に長生きして、壊滅状態になった故郷の町を復

興させることに役立ちたい」という言葉が耳に残っています。 

宮城県石巻市出身の友人によれば、津波で焦土のようになった町に住む

人々は廃墟のような自宅の前で呆然と立ちすくむことはあっても、自暴自棄

になって意味もなく泣き叫んだり、不条理な自然災害を恨んだりすることも

なく、被災者でありながらお互いに救いの手を差し伸べる姿に胸が打たれる思いがしたと語りました。

日本人が見せたこの精神的な強靭さは世界中の人々を驚かせ、絶賛されましたが、これこそ日本人が身

も心も世界に冠たる健康な国民であることの証しといえる姿だったと思います。 

東北地方を襲った今回の未曾有の大災害は、この十数年来、日本を覆い始めてきた少子高齢化や人口

減少という閉塞感に更に追い打ちをかけ、この国の活力を奪って衰退を一層速めるかのような傷跡を残

しています。しかし 60 数年前の敗戦で焦土と化したこの国を見事に再建し、今日の繁栄を築いた日本

人は、今度もまたこの国の復興を必ず達成するはずです。 

その理由こそ、身体も心も健全な日本人であるからということになりますが、振り返ってみれば、敗戦

直後の日本人の平均寿命は 60 歳に満たないものでした。しかし幸運にも日本人は長寿に関わる遺伝子を

働かせることが出来る食文化を持っていたのです。この日本再興の時代に、終戦直後に生まれた私達世代

は人口増加という経済規模を拡大させる数の上で大きな貢献をして来たと思います。しかし東日本大震災

に見舞われた今度の苦難では、丁度、社会活動からの定年期を迎えていますが、職業を離れたとしても身

体も心も健康な状態を保ち、再びこの国の再興に貢献しなければならないとの思いを強くします。 

そのためには老化を制御し、生活習慣病とは無縁な健康作りが不可欠ですが、このことは少子高齢化

の時代を迎えた日本では、世代を超えて重要な国家的課題であるとも言えます。そして私達世代が、『若

い者にはまだ負けない』という気概や言葉がカラ元気ではなく、現実のものとするための方法論を身に

つけることが絶対の条件になります。 

今回の講義では、何故老化が起こるのか、長寿遺伝子とは何かなどを中心にお話しますが、老化の進行

を遅くさせたり、生活習慣病にならないための方法論、それは長寿の極意とでも言うべき意味を持ちます

が、その極意こそ私達の生活の中で最も身近な食事にあるということについて、考えてみたいと思います。 

URL: http://www.cinron-biomed.com 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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王家の血縁から見た古代の日韓・日朝関係 

東京医科歯科大学 若松 秀俊 

＜研究の背景＞ 
大部分が実証的な日本の歴史や文化の底流に一部のつじつま合わせの

論理に対する不信感が一般に存在している。幸い、韓国には互いに忌憚な

く話せる 30 年以上の親交のある理解者に恵まれているが、依然として底流

の感覚的理解は十分と言えない。本邦と半島には国やその境界の概念が極

めて希薄な三世紀中頃から権益を巡って、何度か小さな争いがあったが、

概ね友好関係を保っていた。後に分化した王家とも天孫としての共通の祖

をもつ親類関係は、欧州の王室の血縁とその交流を連想させるものである。

このような見地から、日本はもとより韓半島の人々の思いも強く意識して

本書を執筆した。扶餘族の「天孫降臨」と「国譲り」の強固な思想と王室

維持のために血脈の乱れを避ける伝統的風習から、支配を天から許された

地域が、海峡で分断されていたために、特別な歴史的関係が日韓両国に生まれたが、文化の源流の共通

性は重要である。扶餘の血脈は韓国では後に重視されなくなったが、日本では、宗教的責務と農業や生

活全般、それに伝統文化維持という責務の重圧を王家と支配階級に負わせていた。政治から離れたこれ

らの内的要素は別次元の権威であった。併せて、日本と半島の人々の間の密接不可分の人的交流とそれ

に伴う対立の存在を率直に認めることと、地域文化圏の固定化に伴う両国の姿の変貌を事実の積み重ね

として納得することが重要である。そして、そこから生じた真の産物が、意識的に選択され、相互に忌

憚なく主張すべき根拠として両国民によって明確にされてこそ、これが相互の信頼の土台となると信じ

ている。無数の血と智恵、そして無数の社会単位や文化が長い時間の中で混在しながらも見事に融和し

て、古代から現在に連綿として続いた諸々の価値の包容が可能な存在として、またその伝統を実際に確

実に護り、そこに新しい価値をも優しく育みながら、継続的にこれまで発展させてきた大きな担い手と

して、皇室を理解することが肝要である。 
本研究は日本史を卑下したり、誹謗中傷、歪曲したものではなく、同時に韓国人の懸念する日本の

半島支配を決して正当化したものではないことはもちろんのことである。そして、本分野には素人の小

生が『そう考えるのが自然と思われるような流れのなかで、公平な立場で以下の書を著述したものであ

ることを強調しながら、改めて研究のために引用した文献の著者と皆様の数々の助言に心から感謝し、

日韓関係の発展的前進のために活用できることを心から願うものである。 
《王家の祠》の題の選択は、百済の王族の一人が半ば伝説的ではあるが、近江日野の祠に祀られて

おり、王室の子孫も枚方の百済神社に祀られていること、加えて、現在の韓半島にはもはや王室そのも

のが存在せず、祠に入っている状況にあることにある。そして副題の《古国・百済の血筋》は望郷の念

を抱く人々が古国を懐かしんで、クナラと呼んだことが百済の呼び名に連なることと、《海に架けた王

の血縁》が日本の皇室に連なることを意図したからである。また、百済王族の父子の福信と集斯がそれ

ぞれ百済と大和に別れて生涯を終えたこと、さらに、桓武帝の母の高野新笠が武寧王の子孫であること、

寵愛した明信が武寧王の子孫であることや、桓武の子の平城、嵯峨両帝には百済王家から数々の女性が

入り、間に生まれた親王や内親王の娘が再び後宮に入るというように支配者としての血の伝統を守った

構図が見られるからである。 
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物語は近江日野で、筆者になぞらえた一人の「旅人」が鎮守の森に佇む小さな祠を見たことから始

まる。百済王族が各地で祀られていることもあって、大和の有力者には半島から先進文化を携えた渡来

人が多く、日本の国家基盤の整備と文化の成熟に大きく関わることを描いた。義慈王を父とする禅広に

連なる敬福とその孫娘の明信が物語中盤以降の主人公になるが、扶餘の伝統文化や、明信と近親の皇室

との関わりの中での愛憎を政治、宗教、産業に背景を置きながら描いた。同時に、総合的な力に優れた

支配階級には、扶餘族の「天孫降臨」と「国譲り」の強固な思想と王室維持のために血脈の乱れを避け

る伝統的風習と血への尊厳がその一系の宗教的・文化的レベルを支えてきた。王家が権力の枠外に置か

れた時でも、この血統が、政治とは別の次元の高い尊厳と文化の担い手としての権威となった。半島北

部で行われていた諸々の行事も古来の神道と融合して、美しさを体現するものとして現在に引き継がれ

た。天孫という特別な意味を血筋の内にのみ求めた強固な思想は、百済王家の血を受けた明信が本書で

暗示的に語るとおりである。王家の後継争いや権力争いは一定の血の純度の範囲内での出来事で、血統

を優先する争いの枠を越えることはなかった。小説では、権力闘争で死に至った有力な皇位継承の有資

格者の美しく悲しい物語を描いている。日本に興味をもつ人々の多くは、外来の有力なひとつの文化が

それ以前に優勢であった文化を破壊することなく、旧来の文化が中核となって、輸入した後発の優れた

要素を吸収し、融合し、発展させてきた。その象徴的な証として、皇室の存在と全土に今なお健在な神々

を挙げている。皇室が日本文化と一体化して、時代の変化に即して共に変貌してきただけでなく一般国

民からも大切に護持されてきたことの本質的理由には、日本の人々はもとより、古来、周辺の諸々の人々

の間の様々な対立、抗争、融和、同化の歴史的過程のなかで、膨大な時間をかけて形成し、洗練してき

た雅の伝統の維持を皇室が核となって担ってきたことがあげられる。本書では、また日本人の自然観と

宗教観が渡来文化との融合によって、前向きの変化と発展・高揚を促されたことを挙げている。その典

型が花鳥であり風月であり宗教である。蓮と梅に代わってやがて桜と菊が、そしてそれに関連した風月

が重んじられるようになった。神道の精神と仏教が融合した日本独自の神仏宗教が自然と心が融合した

美しい宗教として高邁な精神性を生み、生活を通して四季の花鳥風月を核とする芸術を生み、その心が

生活の基本として受け継がれてきた。この中で、これらに立脚する平安文学に登場する著名な人物も交

えながら、王家の架け橋とそこに生じた血の怨念を歴史の中に包み込む形で、「旅人」が語る現在への

影響を締めくくりとした。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

口腔バイオフィルムの脅威：長寿社会におけるサバイバル生活 

国立感染症研究所 細菌第一部 泉福 英信 

う蝕、歯周病、口臭、咬みあわせ不良など、口に関わる病気は生活に密接に

関わってくる。直接死に至ることにならないが、病気を放置していると、時間

経過とともにひどくなっていき、高齢者になったときに歯が全部無くなるなど

とんでもないことになりかねない。若いうちから日々の予防が大切である。口

腔の病気の最大の要因は、口腔バイオフィルムである。この口腔バイオフィル

ムがいかなるものか、それを知り、どのようにすれば予防できるか。放置する

とどのような問題が待っているか。口腔バイオフィルムを知り、予防するため

どのようにするかについて、本講義では新しい知見を交えて解説する。 
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「聴く」を磨く 

 かめわざ快心塾 甕岡 裕美子 

本講義では，昨年に引き続き，コミュニケーションの基礎である「聴く」に関する数種類のエクササ

イズを行った。当日は，参考用として全 10 回のメールセミナー「『聴く』を磨く」（全 19 ページ）を

配布したが，その内容については＜http://kamewaza.com/＞を参照されたい。（補足執筆：檮木智彦） 
 
 
 
 
 
 
 

 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

老子を読む 

 東京医科歯科大学 高橋 琢理 

2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生しました。地震，津波，そして

原子力発電所でのメルトダウン。電力不足。私たちは，これまでの日常が

崩壊する現実を短期間のうちに目の当たりにし，体験しました。そして，

社会環境などや生活の基盤となっている前提条件としての安全，そして便

利で当たり前だと思っていた都市機能の脆さが明らかとなりました。 
様々な要素が積み重なり，震災を境として人生が大きく変わってしまっ

た人も少なくありません。また，個人の人生のみならず，日本という国，

もっと視野を広くすれば全世界が影響を受け，また今も受け続けていると

も言えます。 
今回の震災により，私たちの社会システムが，効率を重視し毎年指数関数的に発展を続けることから逃れ

られない経済構造により成り立っており，その維持のためには過剰な消費行動と天然資源の浪費などに支え

られていることも少し視野を広げれば明らかとなっています。また，食糧や水，エネルギーの不足などが個

人でも実体験として感じられたのではないでしょうか。そのような現象を通して，私たちの生活自体も複合

的な地球規模の問題を抱えたものであることを，一層はっきり感じられた人も多いかと思います。 
震災以前から指摘されていたことですが，現代社会の抱える様々な問題に対して，賢しらなことを避

け，「無為自然」を説く『老子』の思想について，注目が集まりつつありました。今回の震災により，

その内容を改めて検討する必要があるものではないかと個人的に感じています。 
本講義では皆さんが『老子』に興味を持ち，実際に手に取り，読む際に参考となるような解説を試みます。 
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・「老子」は誰が書いたのか？ ～「老子道徳経」の成立も含め～ 
・「老子道徳経」によく用いられる底本について ～王弼注，河上公注など～ 
・20 世紀の新発見 ～馬王堆漢墓帛書と郭店楚簡～ 
・老子の考え方 ～道と徳，無為自然など～ 
・「老子」の与えた影響 ～東アジアから西洋思想まで～ 
・老子に見られる故事成語 ～和光同塵，大器晩成，天網恢々疎にして漏らさず など～ 
・日本で手に入る「老子」解説本それぞれの特色 ～同じ文章がここまで変わる～ 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

自然との調和～健康に生きるヒントを求めて 

大東文化大学・順天堂大学 倉上 洋行 

はじめに 
集中講義の季節になりましたが、受講生の皆さんはお元気ですか？ 
筆者は大学院講義を担当して、本年で 8 年目になります。生体機能支援

システム学の先生方が企画された本集中講義は、今回で、1 つの節目を迎

えます。本日は、自然界からのメッセージを様々な視点から考察し、より

よく生きるヒントを、皆さんと一緒に探っていきたいと思います。 

講義予定内容 
１．空間と時間 

・地平線の彼方 
・宇宙の果てと広がり 
・成長点の喪失と空間利用能の高度化～植物 
・環状 DNA と線状 DNA～寿命を考える 
・時間の制約と世代交代～生殖細胞 
・ヒトのストレッサー 

２．再生 
・動植物の再生力 
・自然治癒力 

３．自然界が発するサイン 
・野生生物の行動 
・人体からの警報 
・先人の教え 

４．進化医学という視点 
５．自然のリズムと健康 
質疑応答 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの開発 

東京工科大学 佘 錦華 

今回の講義は，「高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの開

発」というタイトルで，いままで研究を行ってきた高齢者歩行筋の維持・

増進用電動カートについて説明します。まず，研究の背景を説明した後， 
ペダリング運動に着眼したシステム設計，それを実現する制御システム 構
築などを説明します。最後に，走行実験の様子をご紹介します。  

 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

3.11 でわかった医療福祉の問題 

ジャーナリスト・社会福祉士 岩石 隆光 

2011 年は、戦後最大の出来事である東日本大震災が起こった年として、永

遠に記録されるでしょう。非常時には、平時においては問題とならない曖昧

な態度が許されなくなります。災害支援に実際に関わって感じた、日本の医

療・福祉の問題点について述べてみたいと思います。 

 
 
 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

連続演算処理を前提とした数学モデルを等価配置する 
正四面体格子系の構築と物体の任意形状の設計 

東京医科歯科大学 本間 達 

 様々な事象についての観測結果から，余分な情報を削ぎ落とし，その本

質を数学的に記述したものを一般的に数学モデルといいます．その典型的

な例として有名なものにフックの法則，フーリエの熱伝導の法則などがあ

ります．数学モデルの構築は自然現象などに隠された真理の追究であり，

科学の目的の一つだと考えます．このために数多の科学者たちが実験と観

察を繰り返しますが，時間と費用を費やしても，その着想を得るという幸

運に恵まれる研究者は滅多にはおらず，多くは先人の見いだした数学モデ

ルを如何にして使いこなすかに腐心します． 
 数学モデルを適切に用いると，実験を行わなくても現象を予測することが可能になります．イレギュ

ラーな変動もありますので完全な予測は不可能ですが，例えば天気予報のように，ある程度信頼できる
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未来予想図を得ることができます．起こりうる可能性の高いイベントをあらかじめ予測し，変動幅も考

慮して対応を考えていれば，咄嗟の事態にもあわてることなく対処することが可能です． 
 数学モデルは単独で使用することも出来ますが，時々刻々と変化する現象を追跡するためには連続的な

計算を必要としますので，コンピュータにプログラムして自動的に行わせるのが一般的です．これがすな

わちコンピュータシミュレーションですが，描画機能が向上した現在では，この結果を直感的にとらえる

ことができるように擬似 3 次元アニメーション表示することも多くなってきています．これらは実際の形

状を模擬する仮想物体に，数学モデルを配置した節点およびそれらを接続する要素を設定し，微小な時間

間隔での変化を計算します．このため，仮想物体の形状や数学モデルの配置などの条件設定が，シミュレ

ーションの速度・精度などから総合的に考えられる実用性に影響します．一方，従来の直交座標系では 3
本の座標軸を等価に配置しているので，数学モデルから見た節点間の等価性を維持することが困難です．

等価性と引き換えにモデルのパラメータを調整し対処する場合もありますが，等価でないモデルの影響を

無視する場合も多く，数学モデルに適した座標系であるとは言いがたい面があります． 
 これらを解決するために数学モデルを中心として考慮した結果，正四面体を連続配置した正四面体格

子系が適切な格子系であると考え，様々なモデルでこれを利用出来ることをこれまでの研究で示してき

ました．しかしながら，この座標系は任意の形状が作成しにくいという欠点があり，これを解決する手

法について検討を重ね，その手法を確立しました． 
 今回の講義では，様々な数学モデルを用いた 3 次元のシミュレーションに応用可能な正四面体格子系

の構築と，同格子系における物体の任意形状の設計手法について簡潔にまとめます． 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

概説 ナノバイオの世界 

東京医科歯科大学 檮木 智彦 

ナノテクノロジーとかバイオテクノロジーという言葉は、皆さんもよく、

あるいはどこかで聞いたことがあると思います。ナノテクノロジーは、医

療、情報、エネルギーと並ぶ我が国の科学技術重点 4 分野の一つに指定さ

れており、国際的にも高い研究水準を維持しています。また、バイオテク

ノロジーは品種改良、遺伝子組換え、醸造・発酵、創薬、再生医療などい

ろいろな分野ですでに応用されており、今後も一層の発展が期待されてい

ます。近年は、ナノとバイオが融合したナノバイオテクノロジーという新

領域も生まれ、医療を支える重要な基礎に成長しつつあります。したがって、医科学を学ぶ皆さんには、

ナノテクノロジーとバイオテクノロジーの知識、特にナノバイオテクノロジーの理解がこれからますま

す欠かせないものになるでしょう。 
本講義では、その導入としてナノバイオの世界を概説します。この領域は様々な研究テーマと方向

性を抱えており、現在はごった煮のような状態です。したがって、ナノバイオテクノロジーのすべてを

解説することは無理ですが、応用分野に分類しながら代表的なトピックを紹介できればと思います。中

には難しい話もあるでしょうが、トピックによってはこれから授業で習得することだったり、就職して

から学ぶことだったりするかもしれません。気楽に聞きながらも頭の片隅に残しておけば、将来どこか

で必ず役立つのではと思います。 
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講義内容（予定）： 
・ナノテクノロジーとは？ 
・ナノテクノロジーのバイオ分野への応用 
・ナノバイオテクノロジーの材料への応用 
・ナノバイオテクノロジーの機械への応用 

・ナノバイオテクノロジーの輸送への応用 
・ナノバイオテクノロジーの可視化への応用 
・ナノバイオテクノロジーの検出への応用 
・ナノテクノロジーの医工学への応用

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

― 非理性の世界 ― 

神社が教える『店舗演出（ストア・プロデュース）』の奥義 

P&P マネジメントシステムズ  佐藤 小太郎 

「あいつの右に出るものはいない」、なぜ「右」なのか。先祖の額入り

顔写真、感謝・表彰状のたぐいは「鴨居」の上部にかかげられているが、

「なぜ？」と思ったことはなかったか。彼女あるいは彼氏と並んで歩くと

き、無意識にいつも同じ側を歩いている自分がいないか。先生を「先公」

と呼ぶが、少なくとも小学生位までは先生だったはずである。いつ頃から

「先公」になったのか。自我の芽生え、思春期などで説明がつくかも知れ

ないが、高低という別の角度から説明することもできる。 
私は、非理性の世界は０と１のデジタルの対極にあると思っており、

高低、前後、左右、色、音、錯覚などから日常生活の中に普通にみられる事象を何か割り切れない非理

性の世界の法則ととらえ、意見対立が考えられるような会議のテーブルの形、保育園、幼稚園の先生が

子どもを納得させるときの姿勢、上司（特に下腹の出た威張りたがりタイプ）が叱る最悪の状況、騒が

しい教室を生徒自らが静かにしてくれるサイレント効果や保身、本能、恋文（ラブレター）を書くとき

の極意、合コンその他でねらうなら一番の美男美女、そして落としのテクニックなどを解説、楽しんで

いただきたいと考えている。 
「店舗演出（ストア・プロデュース）」の奥義を神社に学ぶわけであるが、次のようなことである。 

◎鳥居 ― そこに神社があることを知らしめるもの ⇒ アイキャッチャー、看板など 
◎参道 ― 最終目的（本殿まで心地好く導いてお参りしていただき、お賽銭を入れてもらう）達

成までの演出 
・玉砂利－上を歩くと踏むたびに一定の音、メトロノームの音と同じように催眠導入効果 ⇒ BGM 

－さらに砂漠を歩くのと同様、体力の消耗が大きく眠気をさそうことになる 
（理性が弱くなり非理性の世界に導かれる） 

・大きな樹木 － 木漏れ日によるほのかな暗さ、これも催眠導入時の鉄則 ⇒ ライティング、店内照明 
・先が見えない不安の中、途中につくられた明るい空間を活かして先へ先へと誘導して行く。そし

て本殿に導かれた時には理性（思考力）が働きにくい状態で迷うことなくお賽銭を入れ、柏手を

打ち、頭をたれる。 
そして、これはそのままチェックリストにもなり、看板は目立つか、汚れていないか、破損してい

ないかを言うようになる。BGM も曲や音の大きさ、照明は明るさ、色温度、球切れはないかなどがあ
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る。この「店舗演出（ストア・プロデュース）」も人の接遇ができていることが前提であることは言う

までもないことである。 

後半は、木枯らし紋次郎役で一世を風靡、国会議員として環境問題に取り組んだ俳優・作家の中村

敦夫さんをゲストスピーカーにお招きし、タイムリーなお話しをしていただく予定である。 

簡素なる国 

ゲストスピーカー 俳優・作家 中村 敦夫 

人生の黄昏に、人は何を考えるだろう。 
多くの人は、昔のアルバムを開いたり、同窓会に出たりして、自分の一

生を振り返るのかもしれない。 
だがこれは、私にかぎっては当てはまらない。演劇人、翻訳者、脚本家、

演出家、プロデューサー、俳優、小説家、TV キャスター、人権や環境活動

家、政治家、大学院講師、日本ペンクラブ理事等々、激しく立場や職種を

変えてきた。行動パターンに飛躍が多く、記憶に一貫性がない。とにかく

忙しすぎた。思考や価値観も絶えず変容したので、進化なのか、単

なる変化なのかも判定できない。 
「私」とは、「諸行無常」そのもので、しかと捉えることができな

い存在だ。こんな風だから、個人的人生を振り返っても、何かが見

えそうな気がしない。ところで、こんな私を振り回してきた時代や

世界とは、どんな方向性と構造を持っていたのか？そのことには、

以上に強い興味がある。振り返り、検証するための十分な材料と体

験もある。そんなわけで、2007 年から三年間、同志社大学大学院で

二コマの授業を受け持ち、時代と世界の総括を試みた。 
さまざまな角度から考案した結果、経済成長至上主義と科学技術万能信仰で走ってきた近代は、つい

に終焉したことが分かった。人類は今、四面の壁に囲まれ、窒息死寸前である、四面の壁とは戦乱の壁、

環境破壊の壁、人口爆発の壁、清算不能のマネーゲームの壁である。この状況を脱するには、「強欲と

競争」の価値観を「小欲知足」へ、「グローバリズム」政策を「ローカリズム」へ逆転させねばならな

い。新しい社会哲学に基づく政治・経済モデルの構築が必要なのである。 
自分のために講義録をまとめていたら、講談社が興味を示し、「簡素なる国」というタイトルで四月出

版が決まった。巨大地震が起き、津波そして原発事故が発生したとき、私は本の最終校正に入っていた。

私は一瞬うろたえた。本で警告していたことが、現実となってしまったからだ。「科学技術には掟が必

要だ」と私は書いた。人間が管理できず、後始末のできないものは作ってはならない。近代の社会哲学

は、「金のためなら死んでも良い」というニヒリズムに陥った。原発と遺伝子組換え作物は、人類消滅

の地獄の玄関である。 

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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『 弦楽器の世界！』 

                         東邦音楽大学名誉教授  
                      NHK 交響楽団団友  

ヴァイオリニスト  蓬田 清重 

ゲスト演奏者    齋藤麻衣子 

・医学の勉強をされている皆さん！弦楽器の講義はこれからコンサートを

聴く時や楽しみで楽器を奏でる時に大いに役に立つ事と思います。 
・US＄15.894.000 でストラディバリウスのヴァイオリンがオークション

でこの 6 月に売買された。 
・何故こんなに高価？  タリシオ社の提供。このタリシオとは？  
・弦楽器,擦弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）に

ついて考える。 
・歴史、材質は松とかえで（楓）。銘器の産地はイタリア 
・弦楽器の演奏には弓が必要。弓の歴史。ブラジル産のペルナンビーコ、      

銘弓はフランス産 
・付属品について。弦。羊の腸、ナイロン、金属。付属の顎当て、肩当て、緒止め糸。松脂 
・偉大な魂柱の力。Violin の形（表板と裏板の R）。調整。メンテナンス 
・調弦、記譜、音域 
・右手、左手、の働き、特殊技術。ヴィブラート、ピチカート、フラジオレット、コルレーニョ、 
ポンチチェロ。いずれにしても、右手の技術が重要 

・弦楽器奏者の世界、オーケストラ、ソリスト、教師、作曲家 
・質問コーナー 

本日のゲスト演奏者は NHK 交響楽団楽員の斎藤麻衣子です。彼女の協力でモーツアルトの２つのヴ

ァイオリンの為の二重奏曲などを演奏します。レコードや CD が無い時代には家庭でこのような遊びが

楽しまれておりました。 
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//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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《2011 年度講義 聴講生感想》抜粋 
健康な長寿の極意 
 

◇健康な長寿の極意について、健康な長生き・介護不要の老後生活が重要であるという。その「長生き」

ということについて、老化が何故起こるのか、老化を食い止めることはできないのか、というさまざま

な話を聞けた。去年の後期に「癒しの生化学」という授業で、活性酸素の話を詳しく学んでいたので、

今回の話はとても理解しやすかった。ひとつ疑問に思ったのは、「長寿な動物の特徴は何か」というス

ライドの、縦が寿命で横が筋肉カルノシン濃度のグラフについてである。ヒトが長寿であるという考え

をもっているのは、先進国などの衛生環境・医療が充実しているところに住んでいる人である。では、

寿命が短い国の人の筋肉カルノシン濃度はどうなのだろうか。この筋肉カルノシン濃度が一つの寿命の

指標であるなら、国別で比較された結果があってもいいのではないかと思った。 

 

◇健康な長寿を実現する極意を DNA のレベルから食品摂取という身近な所まで説明していただきとて

も分かり易い講義でした。講義の中で、抗酸化作用をもつアンセリン・カルノシンが含まれるチキンエ

キス、フェルラサンを含むコーヒー、ビタミン C をバランスよく摂取することが、抗酸化作用つまり老

化防止につながると聞き、翌日からこれらを意識して摂取するようになりました。サーチュイン遺伝子

など高度で最先端の科学を研究する一方で、それらはとても身近な「健康で長生きする」ということに

最終的にはつながると改めて思う講義でした。 

 

◇老化防止の話、とても興味深かったです。細胞のメカニズムから酸素を吸わなければ老化しない、絶

食（負荷を与えれば）すれば老化をしないなど生物学的な面だけを考えたときそのような発想ができる

のは新しい発見だったのでとても面白かったです。でも先生がおっしゃっていたように、普通に生きて

いる以上そのような極論は無理なので、今後そのような知識を持ちつつ活動して、どこかで応用できれ

ばいいのかもしれません。 

 
王家の血縁から見た古代の日韓・日朝関係 
 

◇「和」の文化が日本固有のはなく、朝鮮や大陸にもともといた民族のものでもあるという説はとても

調味深いものでした。現代でも日本を象徴する時に「和」文化などと表現していますが、その多くが、

朝鮮や大陸から来たものとしたら多くの人が驚くし、日本固有の文化、純血などの概念が変わるのでは

ないかとも思いました。日本は、周囲を海で囲まれており、鎖国を行ってきた文化なので、メージとし

てどこかで日本文化は中国や朝鮮の影響を受けているとはいえ、日本古来の独自のものという錯覚に囚

われやすいと感じていました。朝鮮や大陸から移ってきた民族の影響により「和」文化が日本で栄えた

としたらと考えたこの説は、私にとって、自己概念の狭さを実感する機会となりました。 
 

◇皇室の系統から日本の起源を考えるという視点が興味深かった。朝鮮半島に起源を求めることはルー

ツを考えても自然な流れだと思った。天皇の祖先が日本の形成に関わっているものと考えるならば、困

難ではあろうが、 DNA や大山古墳の調査など様々な科学的視点からも検証してみると面白そうであると

感じた。 
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◇授業中に先生が日韓・日朝関係についてのお話をされていた内容を詳しく知ることができた。先生の

話を理解するには、もっと教養が必要であるので、あまり理解することが出来なかったが、ひとつ得た

ものがあった。それは、自分の専門とは別の興味を持ち、それを追究していくことが出来ることは素晴

らしいことであるということだ。自分はまだ 21 年しか生きていない、先生からすればまだまだ未熟な

人間である。ある意味、自分の専攻した内容に固執し、「狭い世界」しか見ていない。若松先生の授業

を毎回受けていると、先生の知識の広さ、疑問に思ったことを追究する姿は、まさに「生涯学習」の先

陣を切っているということがわかる。今の自分に足りないものはそんな学習に対する貪欲な姿勢ではな

いだろうか。今の自分を省みずにはいられない。 

 

口腔バイオフィルムの脅威：長寿社会におけるサバイバル生活 
 

◇病原体をしっかりと学んだおかげで去年よりは理解が深まった点が少なからずあったと思う。いつだ

ったかの新聞の記事で、日本に大勢いる歯科医師の知識を利用し、口腔ケアの発展に努めるというもの

があった。私自身、口腔ケアの重要性に対してあまり関心がなかったが、実際こうした講義を受けると、

口腔内から始まる病気が気になってしょうがない。 
先生たちのディスカッションで、中越沖地震の時には阪神淡路大震災の時の反省から歯科医師がすぐ

にきて口腔ケアの指導が入ったと聞いた。自分は当時新潟にいたので、被災者として車の中で眠れない

夜を過ごしていたが、確かに当時を思い出すと歯を磨けずにいて口腔内が「気持ち悪い」と感じること

が長くつづいていた。歯肉が少し腫れてきたのを思い出す。 
しかし、日本人はそう感じるが、歯をあまり磨いていない国（つまりは歯を食後に必ず磨くという習慣の

ない国）と比較してどうなのであろうか。日本人はこまめに磨かなければ（即というわけではないが）病気

になる！というが、これは唾液成分の違いや食事内容の違いによって生じるものなのだろうか。疑問である。 

 

◇口腔内の問題は看護にとって大きな問題です。その問題を細菌レベルから解説していただき、なぜ口腔内

細菌はグラム陽性球菌が多いのかという疑問まで説明していただいたので、看護の知識としてもとても役立

つものでした。日常の看護ケアの中で、口腔ケアを最低 3 回は必ず行います。しかし、施設に入所している

方は口腔内細菌が多いという現実を知り驚くのと同時に、看護師だけでなく介護に携わる人にも口腔ケアの

知識を広めるべきであると実感しました。看護においては口腔ケアの重要性は周知されていますが、介護現

場ではまだ周知されておらず、入所者自身任せがあるのかもしれません。今後の課題が見つかる講義でした。 
 

◇初めに題名を見てバイオフィルムとは何なのかが分かりませんでしたが、講義を聴き口腔バイオフェ

イルムについて理解しさらに予防策についても理解できました。 
 歯に菌が付着したままだと虫歯になるのだと思っていましたが、菌が付着しさらに塊になることで歯

を溶かしたり虫歯になったりするということが分かりました。塊にならなければ無害であるということ

は初めて知ったので驚きました。このことが理解できたので、虫歯菌が糖を栄養素にして塊になりやす

いという事は納得できました。さらに歯磨きで菌だけでなく、菌の栄養素を一緒に除去するということ

も理解できました。また口腔環境と長寿社会にどのような関係があるのかと不思議に思いましたが、寝

たきり患者や要介護の老人との関係性が理解できました。要介護の老人に対する口腔ケアを十分行う事

は難しいことが菌の検出を表すグラフから理解できました。また、歯は老人になっても多く残した方が

良いと小学校の頃から教わってきましたが、残っていれば残っているだけケアが大変になることを知り、
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どちらが健康に良いのか悩んでしまいました。 虫歯が慢性化することや歯周病にも気をつけていかな

ければならないことを知り、これから食事後には歯磨きを行い口腔ケアに気をつけようと思いました。 

 
老子を読む 
 

◇老子を読んでみたいと思わせる講義だった。周辺知識が少しあると楽しくなるのだなと感じた。無為

自然などの言葉は知っていても、どのような時代背景や思想から生まれた言葉なのかまでは理解してい

なかったので、この講義を基礎に少し勉強してみようと思った。特に「老子はいつの時代に生きていた

のか」や「最古の老子は」などに迫ろうとするエネルギーが凄いと思った。孔子などと比較して頂けた

らより一層理解できたかもと思う。 
 

◇孔子の名前はよく聞くものですが、老子の名前は教科書でしか聞くことがなくとても貴重な講義でし

た。老子が BC300 頃に書かれたものではないか、しかし、本当に実在しないかもしれないなど種々様々

な説を聞き、中国 4000 年の歴史を感じました。老子が実在するかは兎も角として、内容が紀元前に書

かれたと思えないほど現代に通じるものがあると思いました。グローバルではなく、町や県など小さな

単位で物事を考えるなど、現在グローバル化の歪を抱える現代を見越したものではないかとも考えられ

るものです。そもそも、歴史は繰り替えされるといいますが、紀元前から領土を広げる戦いをする長に

とっては今のグローバル化のような考えがあり、その歪も分かっていたのかもしれません。歴史は繰り

返すを、温故知新のように考えることも必要ですが、私は、人間は昔から成長していないのではないか

との反省を抱く機会ともなりました。 

 

◇高校生の漢文の授業のとき、老子からの一節などを読んだことがありましたが、自分から全部読んで

みようとは思ったことがありませんでした。今回の講義で、老子にまつわるエピソードや『老子』がで

きるまでの歴史を紹介していただいたことで、少し興味をもつことが出来ました。今回の東日本大震災

で、どれだけ物に頼っていたのかがあらわになりました。電気がないと移動も夜を過ごすのにも一苦労

しました。老子が大切としているのは「無為・自然・根本への回帰」であり、現在の日本は老子の思想

に反していると考えられる。たしかに、物に頼らざるを得ない現在の状況は非常に不安定であり、もし

何かが起これば生活できなくなってしまうかもしれません。これを改善しなければならないが、私には

良い方法が思いつきませんでした。老子はいろいろ不明なことが多く、伝説を聞いていて楽しかったで

す。また現在でもよく使われている四字熟語が多く登場するため、かなり昔に書かれた書なのに思想が

しっかりしていてすごいなと思いました。 

 
高齢者の健康を維持・増進する新しい電動カートの開発 
 

◇今回お話してくださった佘先生は、従来のロボットの歩行技術とは違い、歩行筋の仕組みを生かしたロボ

ットの開発をされていて、とてもおもしろかった。 

車いすとはちがい、高齢者が歩行筋を維持し、さらに増進して歩行できるようにするカートについて

話してくださったが、ペダリング運動に着眼したシステム設計はとても画期的でおもしろいと思った。

佘先生は新しい技術を生み出す熱意にあふれていて、私も将来あのような熱意をもって仕事に取り組み

たいと思った。 
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◇人間の学習機能をロボットに応用して、学習と制御を構築するという開発は、今後の医療においてす

ごく重要なものになるのではないかと感じた。今は少子高齢化社会であるので、機械に頼る部分が多く

なってくるのではないかと考える。 

 電動カートは動くことが困難な高齢者が使うと自由に移動できるのですごくいいものだと考えてい

たが、逆にそのことがより体を動かさなくなる原因になってしまうので高齢者の筋肉が衰える原因にも

なっていると言われて自分が考えたことがなかったことなので非常に勉強になった。運動機能低下の防

止としてペダリングをすることが全ての筋肉を使うことができると知った。この授業内容とは関係ない

が、自転車に乗ることは脚の筋肉を 1 番使う運動になるのだと思い、脚の筋肉の衰えを避けるためにも

歩いたり自転車に乗ったりすることは有効なのだとも感じた。 

 だから、ペダリングが出来る機能を加えた電動カートはすごく画期的だと感じた。そのペダリングに

も高齢者の負担になりすぎないように負荷をかけたり、高さを考えたり、目標心拍数になるようにした

りなどと高齢者にすごく配慮したポイントがたくさんあって開発というのはその人の気持ちを考えな

いとなしえないのだと感じた。 
 

◇白黒でなくグレーゾーンについて迫るファジー理論が看護に応用できるのではないかと思い、とても

興味深かった。電動カートについては、自分の周囲の高齢者で電動カートに乗っている方は比較的元気

な方が多いので、健康維持・増進のためには普通にストレッチやウォーキングを行えるレベルという印

象であり、また運転とペダル漕ぎという 2 つを同時に行うのは高齢者の認識力を考えると混同したりし

危険の方が大きいのではないかと感じた。 

 
「聴く」を磨く 
 

◇この講義は他の講義とは異なる、実践参加型の講義でとても楽しかったです。教養部の選択授業にも

コミュニケーションという授業があり、この講義とは少し異なるのですが、患者やセラピストになりき

って会話をしながら相手の話を聞き、声のトーンや顔の表情から感情や考えを読み取る、という講義で

した。私はこの講義を受けて、余計なことを一切考えずに、相手の話を聴くのはどれだけ大変なことか

を実感しました。また、脳は感情に左右されやすく、つまらないと思っているとまったく相手の話が頭

に入ってきませんでした。人の話を聴くときは興味・関心・好奇心を持ってきちんと向き合わなければ

ならないのだなと思いました。 

 

◇「聴く」というのは「聞く」と違って、その言葉の主体、何を相手が伝えているか、聴いている自分

が何をどう受け止めているのかなどを含めた言葉である。1 年生のとき、教養でコミュニケーション能

力という授業を取っていたので「聴く」ということはすごく重要なことなのだと感じた。 

 自分の感情を吐き出すことですごく自分の気持ちをすっきりさせることができ、お互いの距離が縮ま

るということを学んだ。「自分の感情を話す＝相手の話を聴く」につながるのだと思った。じかし、な

かなか自分の感情や本音を話すということは難しいと私は思う。どうしても相手の顔の表情や世間をう

かがってしまい、自分を保身してしまうと感じた。 

 今回はいろんなことを実際に体験して学べたので面白かった。頭の中で自己暗示的に考えているとそ

の通りに話が感じたり、相手の聴く態度によって話のしやすさが変わったりと聴く側と話す側の両方を

体験して聴くテクニックを学べたように感じた。1 番感心したのは聴く側は頭のなかで「面白い・なる
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ほど・つまらない」などと感じていると、そのような感情になっていって話の聴きやすさが変わってく

るということである。自分の興味のない話でもなるほどと思って聞いていると聴きやすく、先生もそう

やって聴くと相手の話す内容を理解できやすくなるとおっしゃっていた。 

 今後の生活において相手との対話はすごく重要な位置を占めると思うので、今日実際体験したことを活

かしつつ、相手の話を聴く態度、自分の頭のなかのマントラを駆使して相手の話を聴いていこうと思った。 
 

◇とてもおもしろい！につきる授業でした。授業の中で、認識が行動を変える、話をポジティブに捉える

と受け手に伝わるなど、本当に自分の認識が変わる授業でした。特に、物を探す時に「ものが無い」と探

すと脳が「ものが無い」ことを探してしまうため、「ある、ある」と探したほうがいいとおっしゃってい

ました。この話は、友達 5 人に豆知識的に話した覚えがあります。看護において、話を聞く場面が多くあ

りますが、効果的に話を聞くというトレーニングや認識を変えるトレーニングが必要であると思いました。 

 
自然との調和～健康に生きるヒントを求めて 
 

◇先生の講義の中で、Y 染色体が 1 億 6600 万年の間に 92%以上が失われていて、このままいくと 500

～600 年のうちに Y 染色体が完全に消滅するとあり、とても驚きました。男性という性別が無くなって

しまうとどうなるのか想像ができませんでした。また、男女の性別を決定するのが精子であることも初

めて聞きましたが、卵子が X 染色体しか持たないためだという説明で納得することができました。 

また、再生医療の話では ES 細胞は聞いたことがありましたが、アニマルキャップをアクチビン処理

することで様々なものに分化することは初めて聞きました。アクチビンの濃度によって分化するものが

変化するということがとても興味深かったです。 

1 日のリズムとホルモンや疾患の生じやすさに関係性があることも初めて知りました。成長ホルモン

が夜に分泌されると知り、だから“寝る子は育つ”というのだと分かりました。 

残念ながら時間の関係で講義内容に記載されている内容を全て聞くことができなかったので、また機

会があったら全て聞きたいと思いました。 
 

◇一番印象に残ったのは「救世主兄弟」というスライドである。臓器移植が騒がれていた時に読んだ本

（不明）に、空想的な内容として「自分がもう一人いれば、そこから臓器をもらえば拒否反応は絶対に

起こらない」という話があったのを思い出した。現実的に、自分がもう一人ということはあり得ない。

しかし、今回の話で「兄弟」ということになると、なるほど、ありえなくもないという風に感じた。 

しかし、先生もおっしゃっていたように、何のために生まれてきたのか？という疑問を本人が感じず

にはいられないだろう。兄のため？そんなことを言われて納得する人などこの世に存在するのだろうか。 

他に気になった話題は、アニマルキャップのアクチビン濃度を変えることによって心筋が出来るとい

うものだ。もっと自分で本を読んでみたい。 

 
◇今回の講義では、空間と時間の考え方、宇宙の果てと広がりという大きなテーマから、DNA、動植物

の再生力などのお話を聞き、とても興味深かった。 

DNA の話題は大学の講義でも頻繁に登場するが、今回は自然治癒力や動植物の再生能力などの話題

を織り交ぜながらの講義であったので、とても新鮮であたらしい観点による講義であると感じた。最後

には進化医学という視点からのお話も聞くことができ、さらに興味が深まる講義内容であった。 
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3.11 でわかった医療福祉の問題 
 

◇世界からみると日本の社会福祉士は権限が少なく、そして高度な教育が不十分であると実感できる講

義でした。日本では、医師のみが高度な知識を学ぶが、看護師や社会福祉士、理学療法士などまだまだ、

医師との教育の差があるように感じます。看護の授業の中で、本当のチーム医療というのは同じ土俵で

話ができる知識を持つこと、権限をもつことであると教わりました。社会福祉士への権限移譲や高度な

専門性の獲得は日本が本当の意味でのチーム医療を行えるきっかけになればと思いました。 
 

◇講義の中で先生が話していた「医療や保健を目指す人こそ現場を見てほしい」という言葉で、自分も

医療の現場で働くことを目指しているので考えさせられながら講義を聞きました。現場を見ないで想像

しているだけだったり、ニュースから得る情報だけだったりでは現状把握には足りないと思いました。

やはり、実際にその場所に行き、自分の目で見ること、自分の耳で話を聞くことが大切だと感じました。 

 また、1995 年はボランティアの年、2011 年はコミュニティオルガナイザーの年であるということが

説明を聞き、理解できました。村社会と市民社会の違い、それぞれの素晴らしさといったことも講義を

聞き理解することができました。 

 さらに村上春樹さんのビデオで、今の世の中は言葉を大切にしているだろうかという発言を聞き、言葉

を大切にしていないと改めて感じました。特に政治の中で言葉はぞんざいに扱われている気がしました。 

 

◇実際に被災地で活躍されたお話をきいて、社会福祉士という仕事がどういう仕事なのか知りましたし、

多くの方が社会福祉士の仕事を知っていないとも感じました。また、米国では社会福祉士が退院を決め

ているとのことですが、社会福祉士がどういう位置にいて（たとえば病院所属なのか、地域ごとに所属

なのか）、日本とアメリカで社会福祉士の活用と認識の仕方がどう違うのか、もっと聞きたかったです。 

 
連続演算処理を前提とした数学モデルを等価配置する 
正四面体格子系の構築と物体の任意形状の設計 
 

◇講義の冒頭で、「モデルが実験で裏付けられたのが理論であり、理論の中でも直感的に簡略化したも

のが法則だが、多くの科学者は理論を作ることはできず、理論の裏付けをとる実験や理論の応用を考え

だすことで科学者人生を終える」と言っていました。私はまだ大学院に入学して半年ですが、自分は研

究に向いているのだろうか？きちんとした実績を作れるのだろうか？と思うこともありました。先生の

この言葉を聞いて、今悩んでいることは、多くの先人が辿ってきた研究という困難な過程なのだと感じ

ることが出来ました。先生の数学モデルの話は途中までは理解できたのですが、正四面体格子の 3次元

の所から理解できなかったのが残念でした。 
 

◇正三角形を組み合わせて正四面体にすることによって、x 軸、y 軸、z 軸上で様々な図形を作ることを可

能にするというのがすごく新鮮だった。工学の領域は普段あまり馴染みのないもので私には難しい内容も

あったので、数学モデルを構築できることはすごいと思った。正三角形を並べていく時に、PC の目盛が

少ないことと負の値を使えないことが障害になっていて、それを克服すれば正四面体格子系の構築が進む

ということを聴いて、工学の進展のためには科学の進歩も同時に進んでいかなくてはならないと感じた。

よって、これからの人類の発展のためには分野を超えた連携と、同スピードの発達が必要だと思った。 
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◇数学モデルを使うと地震による津波の及ぼす影響などいろいろな現象を予測することができること

を知った。今回は正四面体格子でモデル化できる研究について話を聴いた。正四面体は単純で座標設定

がしやすいという点で条件が良く MRI など医療の現場でも使用できるということも知ることができた。

しかし、正四面体格子系は、使える範囲が狭く、自由な形状を検討できないという欠点もある。このよ

うに、たくさんの現象をシミュレーション化している人がいるのに、人にとって不都合な現象が起こる

と予測されるものは却下されてしまっている現状は本当に惜しいことだと感じた。また、数学、物理、

情報科学などがこのようなシミュレーションの基礎になっていることを知ることができただけでも勉

強になった。 

 

概説 ナノバイオの世界 
 

◇今までナノテクノロジーはすごく小さい物を見ていく分野なのだろうなとくらいにしか思っていな

かったのだが、実際目には見えない物の世界を見ていくことはすごく面白そうだなと思った。 

 ナノテクノロジーとバイオテクノロジーを掛け合わせたナノバイオテクノロジーという分野につい

ていろいろと聞いた。5 つの分野への応用の講義を聞いたが、その中でも DDS が印象に残った。薬物を

効率よく、その物質のみを攻撃できるようにするにはどうすればいいのかという研究は特に癌の人に重

要なものだと感じた。血管の大きさや抗体などを駆使して癌細胞に薬を到達させようと今研究が盛んに

進められているが、まだなかなか難しいと知り、本当に実現出来たら薬の副作用で苦しむ人が減ったり、

早く病気を治すことが可能になったりするのではないかと思った。他にも可視化への応用という分野も

面白そうだなと思った。ナノレベルのものを見られたらよりいろいろなことが分かるのではないかと思

った。すごく小さな物質なのに1分子からでも見られる技術があると知り本当にすごいと感じた。また、

検出の分野もすごく研究や検査にとても重要なものだと知った。検出の分野では多数の検査対象を一度

に扱ったり、小サンプル、短時間で効率よく簡便に分析したりできるので、テーラーメイド医療などへ

の応用が考えられるのだと思った。しかし、少ないサンプルだと感度があんまりないことなどの弊害も

あるのではないかと思った。 

 ナノバイオテクノロジーの発展は、今注目されている個人個人に対応した医療というのに対してその

要求を満たしていくような分野になるのではないかと感じた。また、検査の分野でも被験者に対して小

さい侵襲でできるので痛みが少なく、検査も短時間でできれば早く診断ができるなどといろいろな世界

で世の中を良くしていくのだと思った。 
 

◇ナノテクノロジーという言葉は一般の人でも知っているくらい今まさに研究されており、今後発展が

見込まれる分野である。今回は少し違った視点から講義を聴くことができた。というのも、私は東京都

安全センターでナノテクノロジーの「危険性」について学んできたからである。そこでは、「カーボン

ナノチューブ等ナノ物質の免疫系および脳神経系への影響」や「カーボンナノチューブ等ナノ物質の発

がん性に関する研究」などさまざまな研究が行われていた。 

今回はナノ材料についての研究成果・展望についての講義をしていただいたが、私はどちらかと言え

ば、生物への影響についての研究も教えていただきたかった。ナノ材料という、これまでとは物理的・

化学的に異なった性質を有する材料を使用しての研究であることから、遺伝子組み換え食品に対して多

くの人が抱いた不安と似たような感情を、私は抱いている。 
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◇ナノテクノロジーとは何かについては聞いたことがありましたが、その応用については初めて聞きま

した。ナノバイオテクノロジーを薬に応用する話はとても興味深かったです。また機械への応用では分

子モータがあり、体内にもモータはあるという話には驚きました。ポリメラーゼや鞭毛もモータである

という考え方は初めて知りました。ATP 合成酵素が回りながら ATP を合成していることは生化学で習っ

たので知っていましたが、それが血栓を削るということは初めて知りました。 

 また医工学への応用では、脳で考えたことに反応してエアコンのスイッチが入るといったことやまた

宇宙エレベータの話がとても興味深かったです。特に脳に反応してスイッチの ON や OFF がコントロー

ルできるようになると、障害者の方やお年寄りにとっても暮らしやすくなると思いました。 

 
― 非理性の世界 ― 
神社が教える『店舗演出（ストア・プロデュース）』の奥義 
 

◇人間の体は理にかなって出来ているなと感じた。歯の配列は“前歯＝野菜を切る、犬歯＝肉を切る、

臼歯＝穀物を粉々にする”ので、歯の数と食べ物の比率は相関関係になっていることを初めて知り、人

間の体は面白いなと感じた。また、計算のからくりや数字のパズルなどいろいろな雑学でとても聞いて

いて面白かった。さらに、いろいろなちょっとした態度やしぐさや環境で、相手の心に少なからず影響

を与えているだと思った。感覚で行動していることもあるが、それが実は利にかなっているものもある

のだということも知れた。例えば陸上競技場は世界共通でカーブは左に回るようになっている。これは

人間の心臓が左寄りにあるため、左に回った方がやりやすいというのが影響しているのだと聞いてなる

ほどと思った。 

 人間の心理というのは面白いと感じた。また、女性や男性で心理状況が違っていることも知れた。な

ので、相手側がもし心理状況を考えた上で自分に行動を起こしてきていたら、だまされていたり（ダイ

レクトメールとか）上手く使われていたりしたこともあったのではないかと思った。今日いろいろと心

理について知れたということで逆にいろいろと使っていこうかなと思った。とても楽しい講義だった。 
 

◇店舗演出の講義に入る前から、講義がとても面白かったです。特に自分の右側にいる人を尊敬し、左

側にいる人には愛情を示すという話がとても興味深かったです。また子供に説教する時は右側から、友

達のように話すときは左側から話すと良いというのも勉強になりました。今後そのような場面に出会っ

たら、実践してみたいと思いました。さらに、手紙では「…」が有効的であるといった話が興味深かっ

たです。確かに悪い方に捉えることはしないと思いました。 

 最後に駆け足での講義でしたが、神社をヒントに店舗演出を考えていく講義はとても面白く、また納

得することができました。 

 

◇佐藤先生の講義資料の内容が短い文でありながら、とても引き込まれる内容で、その文章力に感心い

たしました。いつも同じ側を歩いている自分（自分の右側は尊敬する人、左側は友達感覚）など、身近

な？疑問に答えてくれる授業でした。時間が短かったのが残念でした。もっと話を聞きたかったです。

なにより、佐藤先生のお人柄が個性的で、謎がいっぱいで佐藤先生の回顧録的話も聞きたかったです。 
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簡素なる国 
 

◇一人の人の意見として、参考になる点が何点かあった。その一方で、出来ることなら、発言内容の情

報源を明示していただきたかった。原発の話にしても、政治の話にしても、誰が・いつ言った内容なの

か・どの新聞や雑誌に掲載されていたものなのかということが知りたかった。なぜなら、先生の話はと

ても興味深く、自分でも調べ、追究しようと思ったからである。 

 

◇先生の講義を聞いて、私達の得ている情報は事実を隠された情報であること、実際には何も分かって

いないことを知り、とても驚きました。報道が嘘ばかりであることは考えもしなかったので、全てを信

じていただけにとても衝撃的でした。特に原子力発電所の話では、すでに何回か事故が起きているとい

うことは初めて知りました。さらにそのことが隠されてきたことに衝撃を受けました。また事故が起こ

った際の対策が用意されていなかったということも初めて聞いたので驚きました。なぜここまで、事実

が隠され、原子力発電所が安全であると思わされてきたのか疑問に思いました。 

情報を得るひとつの手段である報道が事実を隠しているとなると、何から情報得れば良いのか、何が

正しい情報なのか分からなくなりました。講義全体が衝撃的で、とても考えさせられました。 

 

◇近代の構図に１万年間の人口の推移がありましたが、このようにグラフにすると、急激に人口が増加

したことがはっきりと目にみえてわかりました。産業革命が起こる前は自然とともに生きる農業社会で

したが、産業革命により工業化社会へと変化し、自然環境が次々と破壊され、さらに資源も減少してし

まったという現実が見えました。近代の終焉すなわち人類の終焉にならないために、人類は新たな道に

進まなければならないというのはこれから生きていく上でとても大切なことだと思いました。“Small is 

beautiful”という言葉も重く感じられました。先生が話題にされていたことは、世界や人類という広い

大きなものでしたが、それは私たち個人にも言えることであると思うので、少し自分を見つめなおして

みようと思います。 

 

『 弦楽器の世界！』 
 

◇私はピアノを小学 1 年生から初めて 15 年になり、クラッシックはとても身近にあるので、この授業

は今回の一連の講義の中で最も楽しみな授業でした。 

先生はストラディバリウスのお話しをしてくださいました。以前、五嶋龍というバイオリニストが演

奏するストラディバリウスの音を聴いたことがありますが、また聴きたいと思いました。また、先生の

おっしゃっていた博物館に行ってみたいと思いました。世界最大の楽器であるオクトパスの音色をぜひ

聴いてみたいです。コントラバスの低音よりもさらに低音だそうなので、どれほど深みのある音なのか

と、わくわくします。 

蓮田先生と斎藤麻衣子先生によるバイオリンの演奏はとても素晴らしかったです。高音の美しさ、一音

一音神経の研ぎ澄まされた音、２台の名器による美しいメロディと、聴きごたえたっぷりの音楽でした。

バイオリンもピアノと同じ様に、楽器と、プレイヤーによって音がこれほどまでに変わるのかと、お二人

の演奏を聴いて、驚きました。さすがはトップクラスのオーケストラで演奏されているバイオリニストの

方だと思います。ピアノ以外の生演奏は最近聴く機会がなかったので、ほんとうに貴重な経験でした。 
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◇バイオリンについては全く知識がなかったので、今回の講義で色々勉強になりました。弓の形状が歴

史と共に変化しているのが興味深かったです。また楽器と弓は 1 つのセットと考えていたので、銘器と

銘弓の産地が異なることに驚きました。 

1 番印象に残っているのは、先生と NHK 交響楽団員の斎藤麻衣子さんによる生演奏です。初めて近

くで演奏を聞いたので、とても感動しました。2 人だけで演奏しているのに、寂しさがなく音で満ち溢

れているという感覚になりました。また弓を使わず手で弾くととても柔らかい音になったり、弾き方を

少し変えるだけで蚊の鳴き声に聞こえたり、1 つの楽器から様々な音が出てきてとても面白かったです。

3 日間続いた最後の講義で素敵な演奏が聞けて、とても癒され、とても感動することができました。 

 

◇私は、弦楽器を見たことはあるが触れたことはないので、弦楽器についてよく分からない。値段がす

ごく高く、体の成長に合わせて楽器を変えていくくらいしかイメージがなかった。 

 名器のストラディバリウスはものすごく価値のあるものだということを知った。値段は自分が一生か

けても稼げない額だし、音色も全く違うものなのだろうなと思った。また、弦楽器の中にも大きすぎて

自分ですべてを操作できないため、遠隔操作で演奏するものもあるということを初めて知った。同じ楽

器でも 1つ 1つ作り手や材料や環境によって全く違うものになり、値段も全く違うのだと知り深い世界

だなと思った。ドイツに行った時も日本より芸術に対する門戸がかなり開かれていてストリートで演奏

する人も多いと感じ、ベルリン・フィルハーモニーは世界的にも有数であるし、講師の方の話でも何回

もドイツの話が出てきたのを聞くと確かにそうだと感じた。本当にドイツをはじめとするヨーロッパの

国々は芸術に対しての価値の高さが日本と全く違うのだと感じた。 

 実際にプロの方でしかもとても有名な方々の演奏を聞くことが出来て、なかなか出来ないのですごく

いい経験が出来たと思った。幸せなひとときだった。 
 

◇バルトーク、すごく好きなので嬉しかったです！！部屋が湿気ていたので、楽器を演奏するには適さ

ない環境なのではと思ったのですが、そこはプロの方ですね、きれいな音を奏でてくださったので、と

てもよかったです。授業のフィナーレにはもってこいだと思いました。感動しました。 

 
総合的感想 
 

◇私が高校生の頃、ある先生が「大英図書館に行った時に、図書室の端で、ボロボロの洋服を着た老人

がアラビア語の本を読んでいる姿を見て、これが本当に学問を楽しむということだ」と言っていたのを

今でも覚えています。 

今回の授業は、真の学問を体験できる場でした。そして、何かを極めている人は他分野の知識へも興

味を持ち、本当の意味での学問を楽しんでいると思うことができました。 

若松先生の授業は、今回で最後と聞きました。残念ですが、ラストランの講義を聞けたのも幸運だっ

たとも思います。本当にありがとうございました。 

 

◇今回、このような多彩な講義を受けることができたことに感謝致します。普段、自分の研究分野にの

み目が向いてしまっているので、他の分野を垣間見ることができ、いい刺激をうけました。また、適度

に肩の力を抜いて聴けたのもよかったと思います。これでこのような授業は最後とのことでしたが、機

会があればまた、ぜひ開講していただければと思います。とても楽しかったです。 
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◇一回社会に出てから聞いた今回の講義だからこそ、若松先生も繰り返されていたが、他分野の方から

得られる豊かな教養というものは、意識しなければなかなか得られないと気づいた。専門分野に精通す

るだけでなく、あらゆることに興味を持って探究しようとする姿勢が研究者なのかなと感じた。 
3 日間終わって分かったことは、自分はいかに凡人であるかということであった。この講義を 18 年

間続けてこられた若松先生に感謝と敬意を表します。ありがとうございました。 
 
◇講義内容は医療情報に関係ないことが多かったが、若松先生が何度も強調されていたように、医療以

外の分野の講師の先生から様々な内容に触れることはとても重要なことであると実感した。医療者は、

特に私は病院で今まで勤務していたが、病院内だけという狭い社会での関わりしかなく、視野が狭いと

実感していた。でも患者は様々な経験をした人生の先輩がほとんどであり、その患者と接するにあたっ

て、医療者は広い視野で関わる必要があるし、対応が求められる。だからこのような授業は必要である

と思う。若松先生含め講義された先生方は、専門以外のことも知識が豊富であった。将来大物になる方

は専門分野以外のことも勉強されていることが分かった。私自身は、まず自分の研究をすすめ、専門分

野を確立することからだが、広い視野を持ち続けようと思った。 
 
◇３日間計１２コマの講義に参加して、本当に良かったと思う。難しい話や今まで興味を持ったことの

ない分野の話も聴けて、若松先生や他の先生も言っていたように、知識の幅が広がって、視野がすごく

クリアになった気がした。 
 
◇3 日間で 12 コマという非常にタイトなスケジュールではありましたが、いろいろな分野の貴重な話を

聞くことができとても充実した 3 日間になりました。 

 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 
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５．おわりに 
 本講義は将来の医療を支える大学院学生のための多様な講師陣による総合講義である．名目的に

は広範囲な医療情報・生体機能システム関連の課題を扱っているが，高度な一般教養の講義という

ことで，二つの講義の担当教授の独自の裁量により，ほぼ 19 年に及んで課題の範囲内で自由に行

ってきた．講師陣は言うまでもなく，斯界の第一線で活躍中の優れた専門家であり，かくもまとま

った人材による集中講義は，個別の，あるいは組織としての準備に膨大な時間がかかるものである．

講義を組織する側はともかく，これに応じて多大の協力を戴いた諸先生は自らの労苦を意に介さず，

すべて学生諸君への好意と自らの使命感から貴重な時間を割いて講義を賜ったものである．こうし

た高度で専門的な一般教養に触れることのできる大学院講義の継続実施ために，編者が本学外の会

合や講演などの折にその概略を語ると，賛同だけでなく積極的な応援を一様に頂戴する．それゆえ，

非常勤講師として殆ど大学が雇用を認めない一流講師による教育をここ２，３年は細々と継続でき

ることになったのである．従って，以前に考えていたような，広い分野から外国人を含めた講師を

お願いして行うような，組織化した講義は到底叶うべきことではないが，今後も引き続いて有志に

よって何とか本講義の継続を固く貫くつもりでいる． 

なお，この講義のキーワードである「高度な一般教養」という言葉について，講師の中土芳雄氏（日

本無線株式会社常勤監査役）から貴重なご意見をいただいたので，以下に紹介したい． 

 『《高度な》という用語は，元々，水準をイメージする言葉なので，大学院において「高度な一般教

養」と言うと，学部教育における一般教養よりも高いレベルの一般教養を想起する．しかしながら，こ

れまでこの講義が目指してきたところを改めて考え直すと，レベルとしての高度さだけでなく，むしろ

特定の分野を超える幅の広がりを求めており，学際的思考・発想に発展する素養の形成をも意図してい

ると思われる．したがって，単に《高度な一般教養》と言うと，意図するところが不鮮明になる恐れが

あるので，またこの際，本講義を積極的にアピールするためにも，「高度な」という用語に代わって意

図するところが明示される言い方の採用を提案する．例えば，「広範な英知形成のための一般教養」は

如何であろうか』 

 このような意見をいただけたことは大変有り難く，今後の本講義の継続に向けて参考になるばかりで

なく大きな励みとなっている．上記の言葉から，編者の願いである《高度な一般教養》を下記の句で意

味づけ，結びの言葉としたい． 

『世の中を動かす信念と計画・総合力』 

『社会の第一線で範を示す知識と経験』 

『行動と価値観を裏付ける思想と倫理』 

『次世代に伝えるべき技術と実践哲学』 
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「今後に向けて」 

 
このような，常識的に無謀と言われた試みを平成 5 年から部分的に行って以来，すでに 19 年を経過

した．時代の移り変わりもあって，今でこそ四大学連合の合同講義が行われているが，そのような構想

が全くなかった時期に，効果を疑問視されて周囲から様々な批判を受けつつも，やや強引に行ってきた．

振り返ってみて，この試みは基本的にはやはり正しかったと思っているし，その過程の中にも一定の成

果を獲得してきたと考えている．  

刑事事件，医療事故，行政，ジャーナリズムに加えて，儒教の国際比較や交通問題，金融財政，出版

業，保健，服飾など多岐にわたる専門家に講義を依頼した．そのなかで，かつて医学部教授で大学の運

営に直接携わってきた現在僧職の先生に生死の問題を宗教との関連で深く介入した講義を依頼したこ

ともある．もちろん本講義が医療情報学，生体機能支援システム学の一環であることから，最先端の情

報技術，バーチャルリアリティ技術から環境問題，さらに芸術の専門家に協力をお願いした．そこで，

四大学連合に向けての講義や大学間の横断的関係の新しい試みとは別個に，近隣に住む人々の聴講参加

も積極的に呼びかけてみた．また，集中講義の前にこのような大学院講義抄録をまとめ，希望者には予

めこれを配布することで社会に還元する方法をも試みてきた． 

さらに，学部の講義も一部合同で行い，一般教養総合講義として是非とりまとめてみたいと思ってい

た．そのための講師として，さらに，栄養，消防，民生委員など生活に密着した身近な講師の協力をも

考えてきた．もちろん，ユニークな研究，総合的研究を行っている大学の教官にも継続的にお願いして

きた．また，欲張りかも知れないが，これとは別に，徐々に企業，官庁，及び大学の三者間で意見交換

ができる場を設け，これを学生の社会体験の場としても活用できればと思ってきた．とにかく，相互に

刺激を与えながら若き人材の成長の糧として，また同時に社会へ成果を還元する場として，とくに彼等

が社会で「美しく活動できる」「尊敬される活動ができる」環境を整備するひとつの手助けになるよう

に本講義を位置づけてきた．この試みをスポーツ，文学，それに絵画，陶芸，政治などの芸術に携わる

人々にも協力をお願いしたが，費用と制度上の限界もある．とにかく，このように抄録を基礎に，一般

教養総合講義として是非とりまとめて，大学間の横断的関係に市民の参加も呼びかけて，社会との連携

を行っていきたいものである．かくして，大学の教員には自らの専門の研究教育能力はもちろん必要不

可欠であるが，世の中で広くこうした分野に眼を向け，オーガナイズして学生や社会にその分野の特質

を提供で出来る能力が要求されていることに気づかされる． 

本講義の終わり，いや新たな出発に向かって，ご多忙の中多大のご厚情を賜った諸先生，ならびに関

係者に深い感謝の意を表するとともに，受講者の皆さんより，以下のメールアドレスに本講義にご意見

をいただけることを願っている． 

E mail：wakamatsu.bse＠tmd.ac.jp, 

URL ：http://www.tmd.ac.jp/med/mtec/wakamatsu/index.htm 
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「内から見た大学教育への提言」 

  若松 秀俊 

 

教育の在り方が随所で語られている。大学教育でも、教師が形式的な学生の成績向上や資格試験合格

者数を目安として、それを誇る傾向が指摘されている。実際、学生の資質向上を大局的に誘導し、その

成果を待つ教育ではなく、対外を睨んだ評判と見かけだけの学力の向上のために内部の評価基準を年々

下げて、卒業に間に合わせるというような「救いあげ」を教育と考えることを是としている。他学部で

専門教育を受け研究従事を含めて、40 年におよぶ関連教育に携わった一人の教員の率直な感想である。

学生に若者特有の活気が見られず、学ぶというよりは「こなす」や「そこそこ」をモットーとし、講義

や試験でも単位修得以外に関心を示さないことが少なくない。しかしながら、それは必ずしも学生だけ

の責任ではなく、世の風潮と学ぶ環境の影響によるもので、若者の資質や可能性とは本来無関係である。

むしろ教員の場当たり的対応の反映であることが少なくない。それを棚上げして、半ば公然と若者を不

甲斐ないとみなし、過剰に世話を焼く見せかけだけの親切を是とすることが嘆かわしいのである。この

ことは、成長の途上にある若い教員にも少なからず悪影響を与えている。過剰な保護で自主独立の機会

を奪われた彼らからは、自らの将来への活動の場と社会的立場の見通しの不透明さに自嘲的発言すら聞

かれる。さらに、学生に限らず、若者が遭遇する問題のなかには、解決の方法を自ら見出せないまま、

その苦痛に耐え切れず、学問の場を離れていくことが少なくない。確かに、教育内容を限定しようとす

る大学であれば、国家資格に拘泥することには、それなりの理由がある。しかし、「将来の学問を世界

でリードする学生の育成」を自負標榜する大学院をもつ大学の教員が主張すべきことではない。資格試

験などの合格率に執着しているのは本来の目的と使命を忘れていると指摘されても仕方がない。それは、

すべてについて言えるわけではないが、根拠の薄い風潮に流されて、「世の中では、こう言っているか

ら、これに対して異なることを言えば仲間はずれになる」というような自主的行動原理をもたない人々

の言と同じである。実際、身近には自らの専門性と知識の範疇のみを周囲とともに強調し、それ以外を

軽視する傾向が見られる。したがって、世界の範たる教育研究を大学の理念として謳っていても、現場

では、これに矛盾するような教員の行動が少なからず見受けられる。その過程は、結果的にはやがて大

学が職能学校としての方向に姿を変えようとしている危惧を孕んでいる。それを回避するには、自分の

世界のみに拘泥しない思考法を専門教育と並行し、真の教養として学生とともに教員こそが学ぶべきで

ある。東京大学教養学部の役割についての前総長の言はまさにそれを語るもので、狭い専門性の追求か

らは学問は言うまでもなく、均衡のとれた社会や文化の自由な発展が得られないことに留意すべきであ

る。それゆえ、大学は少なくとも将来を担う学生に、広い視野と多様性に根ざした行動の礎となる学問

の方法と併せて境界を設けない教養教育環境の十分な確保を心掛けるべきであろう。 
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「世界の中で信頼される大学院へ向かって」 

             若松 秀俊  

東京工業大学前学長が大学院の役割のなかで、優れた研究者の養成に国内外からの評価と十分な活躍の

場が不可欠なことを紙面を通じてかねてより強調している。その趣旨については誰にも異論のないこと

であり、これらが専門性と融合した形で発揮される機能が考慮されて、改めて大学院の価値と存在を認

めることへの根拠となるからである。したがって、専門家への道を自ら選ぶ動機とそこに誘導する大学

院教育の重要性に鑑み、ここでは不十分ながらも２点について、私見を述べてみたい。ひとつには専門

分野を超え他分野にまたがる思考・発想に発展する「英知形成のための高いレベルの一般教養の必要性」

についてであり、それと学位の質を保証する「審査の方法と自らの学問の対外的主張の必要性」につい

てである。前者については、筆者も及ばずながら、19 年にわたってその骨子となるべく、広範囲で高度

な一般教養の充実を意図して、外国人を含む多くの優れた先達からの協力を得て、将来の学問を支える

大学院学生のための多様な総合講義を企画してきた。その理由は異なる要素や体系の革新的組み合わせ

から独創性が生まれることを鑑みれば、その将来への欠かせない素地の準備とも言えるからである。そ

の実施過程では「自らが世の中で培ってきたすべてを社会に還元すべく、そして後世に残したい文化の

一環としての思い」を熱く語りかける講師の真摯な姿を明確に見ることができた。すなわち『社会の第

一線で範を示す知識と経験』、『行動と価値観を裏付ける思想と倫理』、『世の中を動かす信念と計画・総

合力』そして『次世代に伝えるべき技術と実践哲学』を標榜する大学院の本質に拘わる意味づけと同時

に、思想ともに学問的成果を世界に向けて発信する姿勢を併せて力強く示すものであった。 
一方、後者については、若き時代に、国の内外に自ら主張すべき学問的な質的保証のための大学の責任

による学位審査の課題がある。学位は周知の通り専門家としての資質を問うもので、研究成果と将来展

望に対して、それに叶う者に本来与えられるものである。しかし、身近に接する教員の見解には確固た

るものが見られず、貧弱であると言わざるを得ない。というのは、昨今は学位を単なる学歴とみなす風

潮が広まり、教員にも修了年限を意識した様々な動きがあるからである。これは時に、未知を探求する

自らの力と思想を伴う真の専門家への道であるはずの学位に内外から不信感が抱かれ、その国際的信用

度まで下げかねない結果を招いている。このような事態は避けなければならないにも拘わらず、現実に

は、専門という名の下に密室での協議と評価のための有利な委員の選定を経る不透明さがある。限られ

た範囲の少人数で大方の審査方向を決め、公開審査を行わない例もあり、教授会で形式的な承認をとる

ことが少なくない。とかく、芳しくない噂を耳にすることになる。この対策として、公開審査としての

公聴会の積極的活用を提案したい。というのは、少なくとも公聴会は学位としての水準を一定程度、客

観的に評価するものであり、世に言う情実の入る余地のないものとして信頼できる研究者を世に送り出

す道筋となり得るからである。分野によって異なろうが、文部科学省提供の資料によれば、全国の大学

院のうち 20％程度が公聴会をもたない。したがって、教育制度の見直しが進む中で、専門家としての資

質の総合的涵養をともなうような、世界に向けて学問の本質を発信できる態勢と拠点の制度的な基礎つ

くりのためにも、学者としての入り口である学位そのものの学術的権威を維持するためにも、今こそ、

大学院の教育研究のなかで、広範囲で高度な一般教養の一層の充実と学位審査の透明性、学術的価値を

確保する公聴会の実施の徹底を強調したい。 
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付 録 

A1. 会場の案内 

 

高度な一般教養のために 
新しい大学院講義を目指す 

 

斯界の第一線で活躍の専門家による 

広範囲な医療情報・生体機能支援システム関連講義 

 

将来の医療を支える学生のための 

多様な講師陣による総合講義 

医歯学総合研究棟Ⅰ期棟
2F 講義室2にて講義

JR御茶ノ水駅

順路 複雑なので
別紙をご参照ください

別経路もあり

 
 



161 

東京医科歯科大学案内図 
駅から講義室までの順路１ 

医歯学総合研究棟
Ⅰ期棟
裏口からも入れます

本郷通り

JR御茶ノ水

経路①

坂を下る

経路②

注意：正門は
通り過ぎる

工事中

正面は
こちら
(狭い)

丸の内線
御茶ノ水

 

EV

WC

E
V

E
V

E
V

講義室2

裏口側
(本郷通り側)

資材搬入用
大エレベータ

正面側
(Ⅱ期棟工事中側)

医歯学総合研究棟
Ⅰ期棟2F見取図

本郷通りからは
直接出入不可です
1Fからエレベータ

で上がって下さい

 
駅から講義室までの順路２                2 階の見取り図 

※ 医歯学総合研究棟Ⅰ期棟の正面口はⅡ期棟工事区域に隣接しているので狭くなっています． 
  裏口は資材搬入口のため，防火扉となっており，わかりづらいと思われますのでご注意ください． 

坂を下る

正面口

経路②

経路①

建物の外
を回る

裏口は
入りにくい

工事用
通用門
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A2. 講義時間割 

保健衛生学研究科大学院 
（前期・後期）博士課程 

お知らせ 
 

医用理工学・医療情報学合同講義 

学部生も聴講可能 

場所：大学院講義室（２号館４階） 

日 時  

１９９８年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7 月 15 日(木) 若松秀俊 
本学 

関口 隆  
横浜国大 

山本博美 
足利工大 

小畑秀文 
東京農工大 

7 月 16 日（金）   宮坂榮一 
NHK 放送技研 

持田侑宏 
富士通研究所 

7 月 19 日(火)  若松秀俊 
本学 

田中辰明 
お茶の水女子大 

福田敏男 
名古屋大 

7 月 21 日(水) 影井清一郎 
横浜国大 

佐野 昭 
慶応大 

本多 敏 
慶応大 

吉川研一 
京都大 

 

１９９９年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

2 月 4 日（木) 若松秀俊 
本学 

関口 隆  
横浜国大 

大須賀美恵子 
三菱先端技術総研

谷口慶治 
福井大 

2 月 5 日（金）  小川昭二郎 
お茶の水女子大 

玄 光男 
足利工大  

2 月 8 日(火)  岡本義行 
法政大 

伊東正安 
東京農工大  

テキストは事前に若松教授室（3 号館 9 階）で配布します. 

                  保健衛生学研究科   教授 若松秀俊 
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保健衛生学研究科大学院 
（前期・後期）博士課程 

 
お知らせ 

 

医用理工学・医療情報学合同講義 

学部生も聴講可 

一般の方の聴講も可 
 

場所：大学院講義室（２号館４階） 
 
 

日 時  

１９９９年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7 月 15 日(木) 若松秀俊 
本学 

関口 隆  
横浜国大 

山本博美 
足利工大 

小畑秀文 
東京農工大 

7 月 16 日（金）  小川昭二郎 
お茶の水女子大 

谷口慶治 
福井大 

伊東正安 
東京農工大 

7 月 19 日(火) 玄 光男 
足利工大 

若松秀俊 
本学 

田中辰明 
お茶の水女子大 

福田敏男 
名古屋大 

7 月 21 日(水) 影井清一郎 
横浜国大 

佐野 昭 
慶応大 

本多 敏 
慶応大 

吉川研一 
京都大 

テキストは事前に若松教授室（3 号館 9 階）で配布します. 

                  保健衛生学研究科  教授 若松秀俊 
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保健衛生学研究科大学院 
（前期・後期）博士課程 

 
お知らせ 

 

医用理工学・医療情報学合同講義 

学部生も聴講してください 

一般の方の聴講も可 
 

場所：大学院講義室（２号館４階） 
 
 
 
 

日 時  

２０００年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7 月 14 日(金) 伊東正安 
東京農工大 

玄 光男 
足利工大 

吉川研一 
京都大 

影井清一郎 
横浜国大 

7 月 17 日(火) 本多 敏 
慶応大 

田中辰明 
お茶の水女子大 

佐野  昭 
慶応大 

大須賀美恵子 
三菱先端技術総研 

7 月 18 日(水) 東  洋 
本学 

関口 隆 
横浜国大 

福田敏男 
名古屋大 

福井勝治 
中外製薬 

7 月 19 日(木) 山本博美 
足利工大 

小川昭二郎 
お茶の水女子大 

若松秀俊 
本学 

杉坂政典 
大分大 

7 月 20 日(月)     

7 月 21 日(金) 宮坂榮一 
NHK 放送技研 

河部澄男 
合同都市企画 

谷口慶治 
福井大 

持田侑宏 
富士通研究所 

                  保健衛生学研究科   教授 若松秀俊 
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保健衛生学研究科大学院 
（前期・後期）博士課程 

 
お知らせ 

 

生体機能支援システム学・医療情報学合同講義 

学部生も聴講してください 一般の方の聴講も可 

 

場所：大学院講義室（２号館４階） 
７月 23 日の 14:40～16:10 宮坂榮一氏（NHK 技術研究所副所長）の講義は 

２号館 3 階合同講義室です． 

 

日 時  

２００１年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7 月 16 日(月) 東  洋 
本学 

玄 光男 
足利工大 

小河 誠 
野村総研 

中村政俊 
佐賀大 

7 月 17 日(火)  劉 玉勁 
龍高ネットワーク

蓬田清重 
東京芸大 

大野敏明 
産経新聞社 

7 月 18 日(水)   福井勝治 
中外製薬 

持田侑宏 
富士通研究所 

7 月 23 日(月) 張 暁林 
本学 

若松直孝 
アクセス国際 
ネットワーク 

宮坂榮一 
NHK 放送技研 

原田滋雄 
第一製薬 

7 月 24 日(火) 田中辰明 
お茶の水女子大

大河内秀明 
大河内小嶋 
法律事務所 

谷口慶治 
福井大 

土井美和子 
東芝 

7 月 25 日(水) 高柳武彦 
読売新聞社 

河部澄男 
合同都市企画 

大須賀美恵子 
三菱先端技術総研

吉川研一 
京都大 

 

                  保健衛生学研究科    教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

 
 

医療情報学・生体機能支援システム学合同講義 

学部生・一般の方の聴講も可 
 

場所：大学院講義室（２号館４階） 
 

日 時  

２００２年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7月19日(金)  若松秀俊  
本学 

吉川研一 
京都大 

田中正吾 
山口大 

7月22日(月) 宮坂榮一 
武蔵工大 

大野敏明 
産経新聞社 

大須賀美恵子 
大阪工大 

亀山研一 
東芝 

7月23日(火) 蓬田清重 
東邦音楽大 

掃部彰子 
掃部音楽教室 

細田邦泰 
福徳産業 

持田侑宏 
富士通研究所 

7月24日(水) 重政 隆 
東芝 

国居孝司 
IBLC 

谷口慶治 
福井大 

山本光昭 
茨城県 

7月25日(木) 冨村和光 
冨村法律事務所 

本間達 
本学 

若松秀俊  
本学 

永田勝太郎 
浜松医大 

7月26日(金) 田中辰明 
お茶の水女子大 

大河内秀明 
大河内小嶋 

法律事務所 

東  洋  
本学 

中村政俊 
佐賀大 

7月29日(月) 黒澤秀保 
田辺製薬 

河部澄男 
合同都市企画 

高原健爾 
室蘭工大 

山口博弥 
読売新聞社 

※実際の講義では先生方の都合により講義時間の変更がありました． 

テキストは事前に若松研究室（3 号館 9 階）で配布します. 

      

 保健衛生学研究科     教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

 
医用システム情報学・医療情報学 

生体機能支援システム学合同講義 

 

学部生・一般の方の聴講も可 
 

於:3 号館 4F 新Ⅱ講堂 

(歯学部寄り階段教室) 

 

2003 年       講義日程 

 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7 月 22 日(火) 田村正博 
警察大学校 

吉川研一 
京都大 

国居孝司 
IBLC 

山本光昭 
茨城県 

7 月 23 日(水) 谷岡健吉 
ＮＨＫ放送技研 

永田勝太郎 
浜松医大 

亀山研一 
東芝 

持田侑宏 
富士通研究所 

7 月 24 日(木) 齊藤 満 
日本フイルコン 

細田邦泰 
福徳産業 

重政 隆 
東芝 

田中正吾 
山口大学 

7 月 25 日(金) 冨村和光 
冨村法律事務所 

谷口慶治 
野田電機 

大野敏明 
産経新聞社 

澤口重徳 
曹洞宗正覚寺 

12 月 24 日(水) 
大河内秀明 
大河内小嶋 

法律事務所 

掃部彰子 
掃部音楽教室 

蓬田清重 
洗足学園大 

中土芳雄 
日本無線 

12 月 25 日(木) 山口博弥 
読売新聞社 

高原健爾 
室蘭工大 

藤久一夫 
日本医療企画 

 

 

テキストは事前に若松研究室（3 号館 9 階）で配布します. 

 

                  保健衛生学研究科     教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

 
医用システム情報学・医療情報学 

生体機能支援システム学合同講義 

 

学部生・一般の方の聴講も可 
 
 
夏期日程表 
 
2004 年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

7 月 21 日(水) 
戸高禮子 
戸高禮子 

デザイン事務所 

重政隆 
東芝 

蓬田清重 
洗足学園大 

中土芳雄 
日本無線 

 
春期日程表 
 
2005 年 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50 

2 月 14 日(月) 冨村和光 
富村法律事務所 

大河内秀明 
大河内小嶋 
法律事務所 

大野敏明 
産経新聞社 

2 月 15 日(火) 持田侑宏 
富士通研究所 

岩石隆光 
毎日新聞社 

田中正吾 
山口大 

山本光昭 
厚生労働省 

2 月 16 日(水) 澤口重徳 
曹洞宗正覚寺 

永田勝太郎 
浜松医大 

山口博弥 
読売新聞社 

谷岡健吉 
ＮＨＫ放送技研 

2 月 17 日(木) 吉川研一 
京都大 

吉川信雄 
吉川信雄 

版画事務所 

掃部彰子 
掃部音楽教室 

 

2 月 18 日(金) 倉上洋行 
武蔵丘短期大 

高原健爾 
室蘭工大 

陸高華 
理化学研究所 

 

 

保健衛生学研究科    教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

 
生体機能支援システム学 

医療情報学合同講義 

学部生・一般の方の聴講も可 

於 医歯学総合研究棟(Ⅰ期棟)7F 講義室 4 
 
夏期日程表 

2005 年 8 月 1 日(月) 8 月 2 日(火) 8 月 3 日(水) 

10:30～12:00  大河内 秀明 
大河内小嶋法律事務所 

長倉 昭美 
「脳死」・臟噐移植を 
許さない市民の会 

13:00～14:30 冨村 和光 
富村法律事務所 

陸 高華 
理化学研究所 

田畑 好章 
田辺製薬 

14:40～16:10 山本 光昭 
内閣府 

倉上 洋行 
武蔵丘短期大 

谷岡 健吉 
ＮＨＫ放送技研 

16:20～17:50 
李 恩政 

Martin-Luther- 
Universität 

戸高 禮子 
Brabee 

山田 宰 
パイオニア 

 
冬期日程表 

2005 年 12 月 19 日(月) 12 月 20 日(火) 12 月 21 日(水) 

10:30～12:00 持田 侑宏 
富士通研究所 

岩石 隆光 
毎日新聞社 

吉川 信雄 
吉川信雄版画事務所 

13:00～14:30 掃部 彰子 
掃部音楽教室 

阿部 清 
古河機械金属不動産 

安田 節子 
日本有機農業研究会 

14:40～16:10 後閑 博史 
日本電気 

寺園 泰 
情報通信研究機構 

杉田 和久 
テックステート 

16:20～17:50 池田 卓夫 
日本経済新聞社 

羅 志偉 
理化学研究所 

 

保健衛生学研究科    教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

 
生体機能支援システム学 

医療情報学合同講義 
 

学部生・一般の方の聴講も可 

於 講義室 1(医歯学総合研究棟Ⅰ 18 階) 
 
冬期日程表 
 

2006 年 12 月 25 日(月) 12 月 26 日(火) 12 月 27 日(水) 

10:30～12:00 大河内 秀明 
横浜シルク法律事務所 

池田 卓夫 
日本経済新聞社 

河野 東行 
田辺製薬 

13:00～14:30 谷岡 健吉 
NHK放送技研 

徐 浩源 
横浜国大 

研究紹介 

14:40～16:10 山田 宰 
パイオニア 

野中 章弘 
アジアプレス 

倉上 洋行 
武蔵丘短期大 

16:20～17:50 光石 忠敬 
光石法律特許事務所 

 桑原 秀夫 
富士通研究所 

 
春期日程表  
 

2007 年 2 月 15 日(木) 2 月 16 日(金) 

10:30～12:00 檮木 智彦 
東京医科歯科大 

阿部 清 
古河機械金属不動産 

13:00～14:30 冨村 和光 
富村法律事務所 

寺園 泰 
情報通信研究機構 

14:40～16:10 羅 志偉 
理化学研究所 

掃部 彰子 
掃部音楽教室 

 
保健衛生学研究科    教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 

大学院（前期・後期）博士課程 
 

生体機能支援システム学 
医療情報学合同講義 

 

学部生・一般の方の聴講も可 

 

於 講義室 1(医歯学総合研究棟Ⅰ 18 階) 
 
 
 
日程表 

 

2007 年 12 月 25 日(火) 12 月 26 日(水) 

10:30～12:00 田村 浩司 
田辺三菱製薬 

岩石 隆光 
毎日新聞社 

13:00～14:30 山田 宰 
パイオニア 

阿部 清 
オフィス・アベ 

14:40～16:10 桑原 秀夫 
富士通研究所 

倉上 洋行 
(武蔵丘短期大学) 

16:20～17:50  杉田和久 
テックステート 

 
 

 

保健衛生学研究科    教授 若松秀俊 
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

生体機能支援システム学 
医療情報学合同講義 
学部生・一般の方の聴講も可 

於 保健衛生学科講義室 1(医歯学総合研究棟Ⅰ 18 階) 
 
 
日程表 

2008 年 12 月 22 日(月) 12 月 24 日(水) 

10:30～12:00 山田 宰 

(パイオニア) 

高橋 琢理 

(東京医科歯科大学) 

13:00～14:30 桑原 秀夫 

(富士通研究所) 

蓬田 清重 

(東邦音楽大学・NHK 交響楽

団) 

14:40～16:10 檮木 智彦 

(東京医科歯科大学) 

倉上 洋行 

(順天堂大学) 

16:20～17:50 本間 達 

(東京医科歯科大学) 

神里 達博 

(東京大学) 

 
 

会場までのご案内 

坂を下る

正面口

経路②

経路①

建物の外
を回る

裏口は
入りにくい

工事用
通用門

EV

WC

E
V

E
V

E
V

講義室1

裏口側
(本郷通り側)

資材搬入用
大エレベータ

正面側
(Ⅱ期棟工事中側)

医歯学総合研究棟
Ⅰ期棟18F見取図

本郷通り側(2F)からの

出入には入構証が必要
なので，1FからEVで

上がって下さい
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

生体機能支援システム学 
医療情報学合同講義 
学部生・一般の方の聴講も可 

於 保健衛生学科講義室 1（医歯学総合研究棟Ⅰ 18 階） 

但し，★印は保健衛生学科講義室Ⅱ（医歯学総合研究棟Ⅰ 8 階） 
 
日程表 

2009 年 12 月 24 日(木) 12 月 25 日(金) 

10:30～12:00 甕岡 裕美子 

(かめわざ快心塾) 

★ 篠 秀夫 

(ネネムの森) 

13:00～14:30 泉福 英信 

(国立感染症研究所) 

若松 秀俊 

（東京医科歯科大学） 

14:40～16:10 倉上 洋行 

(順天堂大学) 

大野 賢一 

(昭和大学) 

16:20～17:50 
蓬田 清重 

(東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団

団友) 

岩石 隆光 

(ジャーナリスト・社会福祉士) 

 
会場までのご案内 

坂を下る

正面口

経路②

経路①

建物の外
を回る

裏口は
入りにくい

工事用
通用門

EV

WC

E
V

E
V

E
V

講義室1

裏口側
(本郷通り側)

資材搬入用
大エレベータ

正面側
(Ⅱ期棟工事中側)

医歯学総合研究棟
Ⅰ期棟18F見取図

本郷通り側(2F)からの

出入には入構証が必要
なので，1FからEVで

上がって下さい
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東京医科歯科大学・保健衛生学研究科 
大学院（前期・後期）博士課程 

 
生体機能支援システム学 

医療情報学合同講義 
 

学部生・一般の方の聴講も可 
 
於 保健衛生学科講義室 1（医歯学総合研究棟Ⅰ 18 階） 

 
 
 
日程表 

 

2010 年 8 月 3 日(火) 8 月 4 日(水) 8 月 5 日(木) 

10:30～
12:00 

佘 錦華 
(東京工科大学) 

柳内 延也 
(シンロンバイオメディカル

ズ) 

蓬田 清重 
(東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団

団友) 

13:00～
14:30 

高橋 琢理 
（東京医科歯科大

学） 

岩石 隆光 
(ジャーナリスト・社会福祉

士) 

甕岡 裕美子 
(かめわざ快心塾) 

14:40～
16:10 

大野 賢一 
(昭和大学) 

泉福 英信 
(国立感染症研究所) 

倉上 洋行 
(順天堂大学) 

 
 

会場までのご案内 
坂を下る

正面口

経路②

経路①

建物の外
を回る

裏口は
入りにくい

工事用
通用門

EV

WC

E
V

E
V

E
V

講義室1

裏口側
(本郷通り側)

資材搬入用
大エレベータ

正面側
(Ⅱ期棟工事中側)

医歯学総合研究棟
Ⅰ期棟18F見取図

本郷通り側(2F)からの

出入には入構証が必要
なので，1FからEVで

上がって下さい
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東京医科歯科大学・大学院保健衛生学研究科 

博士課程（前期・後期）合同講義 
 

医療情報学・生体機能支援システム学 
 

学部生・一般の方の聴講も可 

 於 保健衛生学科講義室４ （３号館７階）  
 
日程表 

2011 年 8 月 3 日(水) 8 月 4 日(木) 8 月 5 日(金) 

10:30～12:00 柳内 延也 
(シンロンバイオメディカルズ) 

佘 錦華 
(東京工科大学) 

本間 達 
（東京医科歯科大学) 

13:00～14:30 若松 秀俊 
(東京医科歯科大学) 

甕岡 裕美子 
(かめわざ快心塾) 

檮木 智彦 
（東京医科歯科大学) 

14:40～16:10 泉福 英信 
(国立感染症研究所) 

倉上 洋行 
(順天堂大学) 

佐藤 小太郎 
(P&Pマネジメントシステムズ) 

ゲストスピーカー 中村 敦夫 
（俳優・作家） 

16:20～17:50 高橋 琢理 
（東京医科歯科大学) 

岩石 隆光 
(ジャーナリスト・社会福祉士)

蓬田 清重 
(東邦音楽大学・ＮＨＫ交響楽団団友) 

ゲスト演奏者 齋藤 麻衣子 
（ＮＨＫ交響楽団） 

 
会場までのご案内 

３
号
館

東京医科歯科大学
キャンパスマップ

M&D
タワー

付属
病院

付属
病院

ＪＲ御茶ノ水駅

東京メトロ丸の内線
御茶ノ水駅

東京メトロ千代田線
新御茶ノ水駅

聖橋

御茶ノ水橋

お茶の水門

交番

   

EV

WC

E
V

E
V

E
V

講義室

裏口側
（本郷通り側）

正面側 （Ｍ＆Ｄタワー側）

３号館
７F見取図

資材搬入用
大エレベータ
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A3. 新しい大学院教育に関する産経新聞の報道 
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A4．日本医師会シンポジウム講演 

 
『ライフ・サイエンスの自由』（ライフ・サイエンスの進歩 第８集 1981 年 日本医師会編 春秋

社）に，日本医師会の武見太郎会長による《組織の根本的時代錯誤が我が国の医療政策の欠陥をもたら

していることを痛感している》との記述がある．その状況を踏まえて《根本的な医療問題に関する自ら

のポリシーの明確化》のために，特別医学分科会の名において「自由（Freedom, Freiheit）」をメイン

テーマとして採り上げて《ライフ・サイエンスに関するシンポジウム》開催した．そこでは，以下の４

つの命題について論じられたが，これらをまとめたのが上記の書である． 
具体的には，自由という概念を生物学的初段階での生物と自由，単細胞・ミクロ集団の自由，本能行

動と自由，生命の価値の位置づけ，哲学的意味での自由および自然科学的基礎から論じた．次に人間社

会の自由に関しては，思案の自由，行動の自由，予言の自由，発達の自由，宗教における自由を通して，

自由の意味規定が哲学的に語られた．なお，自己の行為と自由との関わり合いから，自由の恩恵と弊害

についての議論がなされた． 
文化と自由と題した話題では創造における自由，美の原典，美の心，祈り，願望としての制作やその

評価，鑑賞の態度が語られた．歴史については，その流れ，法則性や歴史をつくる未来像の追求が論じ

られた．最後に倫理学と自由の観点から，生命倫理，学問研究，自己決定権と医の倫理，経済学的関連，

自由意志と法的自由の限界，さらに経済学とエコロジーとの関連を整理した． 

以上の４つのテーマの自由を巡って，医学が多くの分野の総合的な広範囲な考察，さらに医療にあっ

ては全人的に理解し対処すべき道筋の提示と討論を通しての斯界の専門家の言葉は小生の心の深層に

永く残り，いまに至っている．この講演会から約 15 年後に，専門家や研究者への成長過程にある者へ

の講義の企画が可能な立場に編者がなったときに，これらが大学院における新しい教育の試みとして頭

をもたげてきた次第である．                                        
若松 秀俊 
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A5. 参考印刷物 
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A6. 変わる研究環境とその影響 

 

ここで，新聞記事の元になった，編者の手記を掲げておきたい． 

2005 年の 11 月，南京空港で南京航空航天大学の生物医学工程一行の出迎えを受けた．海外からの客

は大学の外事課がすべて面倒をみるが，彼らが用意した講演者の写真入りの講演歓待の大げさな看板に

驚かされた．私が同大学から招待を受けたのは，大きくみて二つのテーマの講演依頼による． 
一つは，情報ネットワークを用いた介護から救急医療までの遠隔システムの研究と福祉応用であり，他

は，交通事故や心筋梗塞・脳梗塞などで脳に障害を受けた場合の救命措置としての脳低温療法の自動化

である．前者は，提供者側のソフトウェア管理のみで受益者の手間を要さず，パソコンと付属部品で実

現可能なユーザ本位のインターネットシステムである．後者は，脳低温化により危険な脳圧亢進を抑え，

脳細胞死を種々の治療と併せて防止する．そのための温度制御は非侵襲法で患者の状態や環境変化に影

響を受けずに自動的に行うものである． 
 聴衆は，研究管理者と若手研究者や大学院生・学生であった．彼らは前者の「研究成果，産業との関

連」に目を輝かせた．講演の翌日にも，質問や議論，そして日本への留学の可能性の問いかけであった．
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しかし，後者について「どうしてそのようなテーマが重要なのか，それに辿りついたか」は少数であっ

た．経済的利益に根ざす，研究指向の彼らの発想がやや目についたのは私にだけであったろうか．そん

なこともあって，日中両国の現在と将来を研究の面からいささか考えてみた．   
 南京の学生は入学成績が良く世界中から知識を集積した高水準の教科書を用いている．従って，優秀

な教師のもと，意欲的な学生が世界レベルの知識に到達するのはさほど難しくはない．ところが，創造

的範疇の研究への道筋は別であり，方法を含めてその態勢が出来上がるまでには関連環境の整備と長い

熟成期間が必要である．文化革命中に研究指導の機会が十分でなかった，多くの研究管理者に不足して

いるのが代々受け継がれる研究の方法と環境の蓄積である．これが前述の関心の違いの理由であろうか．

一方，わが国は明治以来，知識の習得，知的レベルの向上が主たる眼目であり，それと価値の創造手段

の蓄積を土壌として，独自の研究法と環境を形成してきた． 
 そう考えると，彼らの中で学問的価値観に化学変化が起こるのは，海外で教育を受けた優秀な若い世

代が獲得した研究方法を管理者として活かし，次世代の優秀な学生と一丸になって研究に取り組む時期

であり，それはそんなに遠くない将来であろう．実際，組織や価値の醸成が比較的容易で新しい部分に

は，先行してその傾向が現れているし，最初に述べた研究分野への関心がその例である． 
 もとより，周辺諸国の科学の発展は我が国にとっても望むべきことであるが，科学が産業と密着した

国力を支える基礎であるがゆえに，わが国のその動向に無関心ではいられない．もちろん，現在の科学

レベルは総じて高いし，発展速度や充実度は各方面から評価を受けている．したがって，傍からは日本

の研究体質がそう脆いものとは映らない．実際，研究機関の研究者は十分とはいえない研究費でも，蓄

積された研究環境のお陰で，基礎的なところで成果を上げ学問的には好ましい成熟期を思わせる様相を

呈している．しかし，経済的側面からいって重要な次段階への実用化への発展は，世の中がこれを必要

と感じて補助金を支給するまでの待時間のため研究継続を困難にし，企業化競争の敗退に連なる危惧が

ある．一方，重点配分はプロジェクトの規模の問題も絡んで，必ずしも適正な研究費活用が可能である

とは限らない．すなわち，いずれの場合にも研究の有用性に対する率直な評価や継続・育成の適切な長

期的施策が伺えず，科学や産業の未来を結果的に先細りにしかねない状況にある．  
 その例として挙げられるのが研究現場に密着した個別性と総括性に疎い一貫性を欠く教育・研究の施

策とその影響の直下にある若者や学生の様子である．それが象徴的に現れる良き例は近未来の研究を支

える大学院の様相であろう．残念ながら，研究の価値創造に夢と生活の保障を彼らに約束できず，その

うえ多くの場合にその業務を留学生に依存しているのが現状である．これらは，日本人学生の将来不安

と十分に動向が把握しきれない留学生の質的問題を醸し出しているだけでなく，世界への貢献の一環と

して呼び寄せる留学生の意欲と情熱を日本の若者への刺激と滋養にすべく重要な教育機会さえも無為

にしている，いわば，前述した長期的施策の欠落を例示する現象である． 
 留学制度についても煩雑な学生事務を含めて，受け入れ研究者の個別の過剰な負担に依存する体制を

改めて，負担を軽減した研究環境の充実整備が不可欠である．文頭で言及したように南京に限らず他の

地域でも見られる留学のみならず研究者の応対の外事専門事務は総括的な研究環境の整備の一環とし

てわが国でも不可欠であることを強調したい．ここでは，紙面の都合があって，懸念される世の中の学

問的風潮が一応集約されている大学で目に付く一側面から象徴的な数例の現象を採り上げたに過ぎな

いが，一事が万事ということもある． 

 それゆえ，両国の同世代の若者が研究を管理運営する立場になる時期には研究環境だけでなく，研究

意欲や経済的支援など諸々の動向が対照的に交錯する現象が予想される．そして，それが科学だけに留

まらず広く文化にも影響を及ぼし，やがてこれが日本の国力に深刻な打撃をもたらすように思えてなら

ない．それは私だけの思い過ごしであろうか ……．                   
若松 秀俊 
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A7. 旧制高等学校について 

次の文面は，編者の拙著「四ツ手網の記憶」ワンライン出版 (2007 年)を元にまとめたものである． 

旧制高校は，戦後に併合，吸収により戦前の学制の中で唯一，消滅した学校である．卒業生の結束力

は戦後依然として強く，また旧制高校への憧れともいうべき感情をもっている人が多い． 旧制高校は

本来は七年制，実質は三年制の戦前の高等教育機関であった．1887 年（明治 20 年）に高等中学校が，

東京，仙台，京都，金沢，熊本の順に五校設置された．その後高等学校に改称，新設，改組を経て，以

後大正まで学習院の他に高校の新設はなかった．大正期になると，大正デモクラシーの影響もあり，高

校が各地に新設され，松江には 1921 年（大正 10 年）に設置され，そして公立とともに大学予科も設置

された． 
旧制高校は高等教育機関の一つとされていたが，実質的には大学の準備機関でその存在理由が必ずし

も明確ではなかった．すぐれた教育のために優良教師の確保，行事遂行に費用がかかり過ぎることもあ

ったようだ．旧制高校の特色として，大枠の試験で大学に進学が容認されたことから，そのための三年

間を自由に過ごせた． 
ところで，旧制高校の教育というものが魅力をもって，なお語られるのはいったい何故であろうか．

多くの人々が認めているように，一つにはやはり今日と違って，三年間の受験からの自由の保証と，取

りも直さず，全人教育であったことであろう．そして，その背後に将来を担うエリートとしての保証が

あったことが，大らかで余裕のある勉学に密接に関連していたことである．これらは，今の教育に是非

とも必要なものである． 
大学へは１%程度の進学率の時代背景のなかであっても，高校が国立の学校であったことはプライド

のうえで好都合であった．全国一区でどこでも受験できたから都会の生徒が結構，田舎の高校にも進学

した．これに対応して全国から優秀な中学生を引き抜こうとしたのが海軍兵学校と陸軍士官学校であっ

た．試験日を早くするような手まで打ってきたように思う．高校のエリート生徒たちと教師である学者

と家族が松江のような地方の町へ，文化の導入者としての役割を果たした功績ははかり知れない．カル

シュ博士（旧制松江高校のドイツ語講師 1925-1939 年）はその特例であった． 
これら諸々の条件は，人生の揺籃期にあって，目標を将来の彼方においた人生設計とそのための大局

的競争のための魅力的な時間と空間を保証してきた．狭い専門性を掲げて受験に終始した人々の人生内

容については《貧弱》かつ《脆弱》の印象が強い．思想や人格に関して，また体力や精神力についても

同様なことが観察される． 
今日，少ない科目で受験可能にした結果，逆に細かい知識を入試では要求されている．その結果，周

囲の必要な知識を大きく動員して考えることが不可能な，自らの小さな内的環境の枠内に留まることに

なりがちである． 
少なくとも 1979 年（昭和 54 年）に共通一次試験が世に現れる以前には，総ての科目をまんべんなく

学習し，試験に臨むのが所謂国立大学であった．いま，考えてみて，その頃の新制高校や新制大学を卒

業しても，政治，経済，社会を短絡的ではなくそれなりに見ることができる者が概して少なくない感触

をもつことができる．そして，折に触れて受験時代のすぐれた教師の言葉の影響を感じて心の糧にでき

たのを，何ともありがたいと思うことが少なくない．共通一次試験は受験競争の緩和や難問・奇問を排

除することをめざしての国立大学の一期校，二期校制が廃止のうえの導入だった．しかし，結果は偏差

値による輪切り選抜により，厚みのない大学の序列化の弊害を生んだ． 
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若者の姿がいわゆる大人の世界を反映していることを棚に上げて言うことになるが，今日の大学に限

らず，世間の若者を見ていると，すべてにわたってそうと言うわけではないにしても，どうも利害には

聡いが，根本的問題に関して，与えられた思考パターンの中での回答はともかく，その枠を越える思考

がなかなか受容できないことが少なくない．そして，そのときに逃げ込むところが安易な居直りである

ことが少なくない．これには，残念ながら人格形成の訓練になるものは見当たらず，こうした行動は世

に言う全人教育に役立つことからはほど遠いものである．もちろんそうでない若者にも全体から見れば

昔と同じような割合で出会す．カルシュの広めようとしたシュタイナーの理念を思い巡らしながらそう

感じた．安易な平等を標榜し英才教育を悪とみなした戦後の学校教育はまさにそれを助長するものであ

った．そこには，横並びにならなければ，安心できないという，そしてそれとは対照的に，少しでも差

を付けようとする無用で低次元の争いの原因を新たに生む弊害が見られた．欧米，他のアジア諸国でも

英才教育は厳然として存在しているし，多くの人々がその社会的必要性を認めるところである．日本と

違うのは，特権に伴う義務を自らの心底に刻みつけた信念として自負していることである．かつての日

本では，良きにつけ悪しきにつけ，国家を思惟
お も

う気概の伝統を受け継ぎ，実力に裏付けられ，誇りに包

まれ，そして将来の自らの責任ある役割や地位を夢見る若者の姿であった．振り返って今日は，政治家

や高級官僚といった者が世間的には一応そうした精鋭に形式的に当てはまるが，その精神構造の実態は

異なるものと思えてならない．もちろんすべてがそうであるといっているのではない．しかしながら，

彼らにあるのは特権に伴う義務ではなく利権であるように諸々の機会に眼前に映ることが少なくない

からである． 
ところで，人生の経験に乏しい若者にはある年齢に到達するまでに，何らかの意味で他とは異なる優

れた点をだれかに，特に尊敬する人に認められ，それを通して自分が特別に扱われたいという願望があ

ることを多くの人が思い出として語ることがある．これは，誇り高い若者の心の表現であり，時には一

人前の人格として早く扱ってほしいというパフォーマンスが加わる．したがって，向上心に富む者には

成果に結びつくような誘導を行い，心理的な充足感を与えることが重要である．その理由は個としての

自己の存在が認識されず，逆に没個性を強いられることへの不満は経験浅い若者では，時に暴発したり

邪道にそれることがよく見られるからである．このあたりが，どうやら今日の教育の中でより深く考察

すべきポイントであろうか． 
本質的に若者に内在し沸き上がる人間性の発揮が旧制高校の備えていたと思われる自由な環境と全

人教育のなかで発揮し易かったことは，カルシュと生徒の間で繰り広げられたエピソードを見て容易に

想像できる当時の教育の特筆すべき根本であり，今にして最も強く求められている論点である．となれ

ば，旧制高校だけでなくその存在意義はもっと評価されてしかるべく，したがってその建学の精神と実

現のための教育方法の見直しと再展開に価値を見出せる制度といえるはずである．もちろん，単純な学

制の復活は今日にあっては不可能であろうが，せめて旧制高校を弊害としての理解はこれを捨て，再評

価と再活用に向けての新しい展望を求めるべきであろう．カルシュと生徒とのやりとりを語る老いた生

徒の言葉と変わらぬ気概を聞いてそんなことを考えてみた． 

旧制高校の特色に全寮制生活がある．全国各地から生徒が集まってくるので，その寮では多くの人間

との出会いがあり，そこで得られる人間形成が評価されていた． 
今日の大学の寮というのは単なる下宿であったり，学生の政治的活動の本拠地だったりする．しかし，

旧制高校の寮というのは，それ自体，教育の場であった．それだけ寮生活に意味があった．それは周囲

と自身の価値を納得するための，既存の価値の否定と再構築であったと思われる．戦後二十年頃までは，
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戦前の古い体質を残した学寮が存在した．そうした寮の中で筆者も生活したことがある．入寮の日に即

日退寮しようと思ったほどの不潔さと見かけ上の怠惰，理不尽な先輩との付き合い．どれをとってもと

ても肯定できるものではなかった．しかし，やがて，その大きな意味とその生活の価値がわかる．一晩

かけて共に大声で議論し，ある日はストームで大暴れをし，またある日は酒を呑み心底をさらけ出す．

それらはそれまでの親元では決して存在しなかったような滅茶苦茶な生活であり，また過去の価値観を

根底からひっくり返す毎日であった．親から与えられた価値観，社会から与えられた価値観に対する根

底からの疑問とその解決である．かのアインシュタインは 17 歳までの知識・経験は総てひとから与え

られた偏見であるといっている．これを根底から自らの手で検証するところにその人の独創性を培う下

地があるようなことを若き日に読んだことがある．これが，旧制高校寮にあったのだ．少なくとも筆者

が経験した大学の寮にもあったと思われる．同レベルの仲間と四六時中顔をつきあわせて人間的にも総

合的に相当揉まれる筈だし，このあたりに寮で生活してみなければ，わからない価値が潜んでいたよう

だ．寮生活で出会わした人間関係は熱いもので，終生のつながりをもつ．したがって他の同級生以上に

繋がりがあるのは勿論で，寮で培われた人間関係は一生にわたって続くものであるといえる．自分の経

験から，そう断言する．  
自らそれまで信じて疑わなかった価値の破壊の見直しは，今日にあっては情報が入手しやすくなって

いるので容易であるように見える半面，実は強烈な人との切磋琢磨に欠けているので十分にそれを納得

できない．また，強烈な出会いの機会も減っている．人生の揺籃期，胎動の時期に出会ったものや人々

というのは一生にわたる財産なのであるが，この意味でもとくに旧制高校の寮というものはもっと評価

されて良いはずだ． 
若松 秀俊 

歴史の狭間に埋もれた教育界の偉人・カルシュ博士 

大正 14 年より 14 年間にわたり、旧制松江高等学校（現島根大学）

で教育に力を注いだドイツ人哲学者フリッツ・カルシュ博士の生誕

から 120 年になろうとしている。彼は、教育者であるとともに、日

本の哲学や宗教の研究家で、昭和 15 年から 5 年間は外交官でもあ

った。彼の薫陶を受けた著名人には「長崎の鐘」で知られる永井隆、

免疫学者で日本のジェンナーと呼ばれる奥野良臣をはじめ、科学者、

文学者、政治家、法律家、外交官など枚挙に暇がない。1999 年以来、

日本国内、ドイツおよび米国で蒐集した関連資料の永久保存のため

に、歴史的価値のある松江市奥谷町の旧住居を記念館として改修・

復活する呼びかけを行ってきた。ラフカディオ・ハーンと並ぶ功績

を残した同博士は、数多くの優れた風景パステル画、歴史的写真、

それに専門著書と 1 万 5 千頁におよぶ未整理の研究原稿を残し、最

近も関連図書を発見できた。戦中戦後の混乱により歴史の狭間に埋

もれた、隠れた偉大な教育者、哲学者のカルシュ博士について、そ

の足跡が広く国民に知られるよう念じている。 

 
フリッツ・カルシュ博士 

(1893-1971) 



189 

小生の職務である医用制御工学とは全く関係のなかったカルシュの調査を始めてから 10 年を超える

が、そもそも信じられないほどの多くの偶然が重なりあう中でカルシュと巡り会うことになった、小生

にとってとても不思議な人物であった。彼の遺族との僅か 5 分間の出会いがきっかけであったからであ

る。調査をもとにして得られた、膨大な資料から彼の当時の生活や生徒との交流をほぼ再現できたが、

調査を始めて間もない頃に協力してくれた同博士の愛弟子は殆どがすでに他界してしまった。彼らの残

してくれた言葉や手紙を時に想い出す今日この頃である。ドイツの文化と風土に、若き日に触れる機会

をドイツから与えられた小生がドイツのシュトゥットガルトの小さなホテルでカルシュ博士の次女に

偶然に出会って、このような仕事に携わることになったのは、小生に賜った天命と考えて調査・顕彰に

尽力してきた。 

カルシュゆかりの松江市奥谷町の「官舎」の保存と記念館への長年の呼びかけがやっと一部で実るこ

とになった。一時は大学当局の取り壊しの決定にも拘わらず、朝日新聞社の金井信義氏との共同の保存

呼びかけが文化財登録への道を開いた。昨年 10 月に官舎の保存修理が完了の運びとなった。調査の結

果とともに、数々の新聞報道（東京新聞、日本経済新聞、産経新聞、読売新聞、山陰中央新報、島根日々

新聞、朝日新聞）、NHK 松江放送局の展示会、インタビュー、松江郷土館企画展示会、日独協会の顕彰

記事のお陰で、やっとカルシュのことが世の中に知られるようになったからであろうか。それが、最近

の NHK 松江放送「しまねっと ドイツ人教師の住宅を保存へ」と進展し、島根大学による文化財登録

の申請の運びとなった経緯がある。やがて小生が管理しているカルシュの遺品（膨大な哲学の未発表原

稿、写真、絵画、調度品など）も広く世に公開できるものと期待している。というのも広く彼の残した

足跡が全国的に確認できるからである。 

 カルシュには現代の教育に大きく影響を及ぼしている人智学哲学者ルドルフ・シュタイナーを日本に

紹介した大きな業績がある。一般には戦後に紹介されたと言われているが、1925 年に来日したカルシ

ュ夫妻が交わした 1923 年当時のシュタイナーに関するノートが現存し、スイスのゲーテアヌムでのシ

ュタイナー信奉者同士の交流も確認されている。なおシュタイナーの思想の流布については、昭和 10
年ごろを境にヒトラーによって禁じられたが、密かに彼は日本で広めていた。自分の娘たちにはもちろ

んのこと、全国的にもシュタイナー思想の実践を通してこれを広めたことが知られている。戦後これが

復活して、日本でもシュタイナー学校が創られ、最近は一貫教育の象徴となっており、教育史上はもち

ろん、哲学史上もカルシュは重要な位置を占めていることが確かである。黒柳徹子氏が受けた教育もこ

の範疇に入ると思われるが、その関係は未調査である。また多くの宗教哲学者（三笠宮崇仁殿下、西田

幾太郎、鈴木大拙、高橋敬視、長屋喜一）との交流も記録とともに確認されている。さらにカルシュが

当時の高校生への講義のなかで、「西暦 2000 年頃、ヨーロッパ文明が自己矛盾から他との軋轢が各所で

生じること」を語った注目すべき記録を見ることができる。 

1968 年に彼を慕う、かつての生徒らが発起人となって島根大学に招待したことがある。教育の荒廃

が各所で声高に叫ばれているさなか、彼が教育者として ハーンとは全く別の教育の見本を残した大き

な貢献と、生徒や近隣の人々との密な交友から彼の存在の偉大さを評価する必要を感じている。 

 カルシュの親類には 1937 年ショパンコンクールで優賞したピアニストであり、チェンバリストであ

るエディット・ピヒト・アクセンフェルト（フライブルク音楽大学教授）がおり、多くの日本人弟子を

残している。また、モラクセラ・ラクナータ菌を発見し、現在の日本の眼科学に大きな影響を及ぼした

世界的権威のテオドール・アクセンフェルト博士（フライブルク大学教授）がいる。なお、現在ベルリ
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ンの博物館に歴史的重要資料として厳重保管されている「ヒトラーの行動記録(16 ﾐﾘ)」を戦後ミュンヘ

ンでハンス・バウアーから押収し、保存していたのが長女メヒテルトの夫ヘルベルト・セイント ゴア

である。ライン川流域のセイント・ゴア（ドイツ語でザンクト・ゴア）市の 200 年前の富豪で市長を勤

めたラツァルス・セイント・ゴアは彼の祖先である。当時の宗教上の功績から聖ゴアのように聖（セイ

ント）の称号を授与されている。 最近、顕彰されて子孫がドイツから大歓迎を受けた。また、メヒテ

ルトの母方の祖先エリザベートが聖職者（未確認）ということでもある。カルシュには、戦後活躍した

多くの著名人を育んだだけでなく 85 年前の出雲の地や日本各地の貴重な記録を後世に残した功績や、

さらに自身についても多くのことが語り継がれている、松江と止まらず全国に誇るべき偉人である。現

在、彼の長女メヒテルトはアメリカでシュタイナーの人智学の中心人物として、ドイツ語から英語への

翻訳を行っている。また、次女フリーデルンは戦後のドイツのマールブルクにあるシュタイナー学校（自

由ヴァルドルフ学校）出身である。彼女はマールブルク大学で政治学、地理学の２つの学位を取得後に

は、同じ自由ヴァルドルフ学校でシュタイナー教育に永年携わり、定年後の現在も継続的に活躍してい

る。そして、直接に彼女から二代にわたって教育を受けた日本人にも辿り着くこともできるほど、カル

シュの影響の拡がりを世界中にみることができる。 

追記 彼の業績は解説的に以下の URL に載せてある。 

http://www.tmd.ac.jp/med/mtec/wakamatsu/karsch/index.html 

また彼の残した写真を 27 冊のアルバムにまとめて以下の URL に部分的に公開している。 

http://www.tmd.ac.jp/med/mtec/wakamatsu/karsch/Photo.html 

カルシュが大正末期から昭和初期にかけて撮影した日本各地の写真を然るべき場所で展示したいと

願っております。それに関するアイデアと組織的なご協力、ご尽力をいただければ幸いである。 

若松 秀俊 

カルシュが愛した松江の街・松江高校・奥谷官舎は、 

彼が日本を知る生活の基盤であり、 

生徒との交流の場であった 

青い眼に映った大正末期から昭和初期の光景に、また同僚や友

や近所の人々と語らった日々のなかに、カルシュは心暖まる数々

のものを見出した。 

多くの若者を心より育んだ。そしてその確かな記録を残した。その証が学

校にも野外にも官舎にも、写真や証言としていまも見ることができる。 

『袖すり合うも他生の縁』というが、筆者にとってもカルシュ

にとってもまさにそのようであった。偶然のなせる技であろうか、

それとも必然の技なのであろうか。カルシュとの大きな縁に出会

ったことである。 

カルシュ一家が 14 年間住んだ 

官舎の全景 
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彼の日本との出会いの深い意味、神々の里で自らが見た美と安らぎの確信。筆者は胸に迫る熱いもの

を抱き、思いを馳せながら彼の生きた当時の姿を追ってみた。 

カルシュ博士が大正 14 年 10 月から昭和 14 年 3 月まで教鞭を執った旧制松江高校は、官舎での生活と

ともに、生徒の教育だけではなく自らの存在意義を確認できる重要な場でもあった。彼が家族とともに

暮らしたこの官舎は平成 19 年に、旧制松江高校の正門とともに登録文化財に指定された。 

当時、松江のシンボルの一つの大橋は木製であり、ハーンの書にもあるような、高下駄のなる情緒豊

かな音を奏でる姿であった。 

『あぁ傘さしてわれ行けばほのかに 頬のつめたくて』 

そう澤田弘夫がアルバムの文面を口ずさんでくれた。そこからも覗える、そんな風情を醸し出す旧大

橋の雨の日であろうか。 

 

若松 秀俊 

 

 

A8．新聞連載記事 

A8.1 大学激動の姿 

大学院の教育が大学までの教育を基礎とすることは云うまでもない．そのさなか，日経新聞，朝日新

聞をはじめ多くの新聞で学校教育が繰り返し採り上げられた．それだけに社会は現在の教育に危機感を

もっている． 

 

大橋 1928 年 

旧制松江高校六期生アルバムより 

 
松江大橋の木製仮橋に佇む高校生 
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A8.2 ニッポンの教育 

大学院教育とは直接的な関係はないが多くの教育関係者の意見が問題提起になっている． 

 

 
  



198 



199 

 

 



200 



201 

 



202 

 



203 
 



204 
 



205 

 



206 

 



207 

A8.3 教育基本法 
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A8.4 大学における教養教育の取り組み 
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A9. 学校制度 

古来，日本には民間では寺子屋のような学校があったが，制度として学校が確立するまでの概略を述べ

てみよう． 
以下は，主として「wapedia.mobi/ja/日本教育史」「ScienceVillage/人文科学とインターネット 日本文

化の森 教育史」や「学制百年史 文部省編集委員会. 昭和 47 年」に拠ったものであるが，他にも多くの

資料を参考にしたものである． 
 
A9.1 江戸時代以前の教育 

日本が 663 年に唐・新羅の連合軍に敗れ，それから間もなくして，天智天皇が命じて教育文化の充実

に大学を創設したことが知られている．これを担当したのが，完全に滅亡した百済王国からの亡命貴族

である鬼室集斯であった．時代が下って，奈良・平安時代に，公式の教育については，701 年の大宝律

令の学制がある．これは，文武天皇の時代に唐の制度を模倣して制定したものである．『大学寮』と『国

学』が学制として確立された．学資はともにすべて官費でまかなわれた． 
『大学寮』は律令制に基づいて，貴族の教育や官吏の養成を目的とする最初の公的教育機関である．式

部省の所管にあり，五位以上の者の子弟と八位以上の請願者等を入学させた．学科は明経道・紀伝道・

明法道・算道・書道の五科であった．後には明経，算道，明法，文章の四道となった． 
『国学』は下級官吏の養成を日的とした学制で，地方豪族の子弟を入学させ教育した．学科は孝経，

論語等であった． 

氏族の繁栄と勢力の拡大をはかるために設けられた別曹と呼ばれる平安時代の貴族の私的教育

場があった．これは氏族出身の大学寮の学生や大学寮入学準備のために，有力貴族が寄宿舎を設け

たことに始まったものである．主なものに，弘文院（和気氏），勧学院（藤原氏），文章院
もんじょういん

（菅原氏），

学館院（橘氏），奨学院（在原氏），淳和院
し ゅ ん な い ん

（淳和天皇離宮を学舎）がある． 

社会教育の事業として菅原道真が図書館「紅梅殿」を設けた．また「芸亭」は石上宅嗣
いそのかみのやかつぐ

が開設した我

が国最初の図書館で，貴族文庫の芸亭院ともいう．771 年，宅嗣の旧宅の一部に漢籍を集めた文庫を設

け，好学の人びとに開放したが，平安初期には衰亡した． 

庶民教育のためには，空海の綜芸種智院
し ゅ げ い し ゅ ち い ん

があった．この学校は仏教の教えに基づき，庶民教育を目的と

し，僧俗貴賎の区別なく広く入学を許した唯一の機関であった． 

鎌倉・室町時代には貴族階級の公家の勢力が衰えて，武家勢力へと移行したのでその教育対象と方法

が大きく変化した．武士の教育は，武芸の練習が最も重要視され，剣術・弓道・馬術・水練等がさかん

に行われた．また戦場で戦える精神的修養が求められ，この修養を仏教に求めた．多くの武士は禅的修

養を行い，禅僧の指導を受けた． 

1276 年に北条実時が北条氏子弟の教育のためにの創設した施設が金沢文庫にあった．武蔵国金沢
かねさわ

（現

在の横浜市金沢区）の称名寺境内にあり，広く和漢の書を集めた．しかし，当時の鎌倉武士は学問への

関心は極めて低かった．金沢文庫の教育史上の意義は大きいが，戦国時代には蔵書も多く散失した． 
 他には，足利学校が知られている．この学校の起源は明らかではなく，室町時代になり，上杉憲実が

1439 年に再興したもので下野国足利（足利市）にある．その歴史は遠く，小野篁
おののたかむら

の創立であるともいい，

あるいは国学の跡であるともいわれている．憲実は「坂東の大学」とよばれたこの足利学校に僧快元を
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招いて学頭とし，ここに学田を付し書籍を寄与した．広く学生を集めて教育し，戦国の乱世になっても

その命脈を維持し，7 代目の学頭九華の時には 3 千人の学生を容した．徳川時代になってからも幕府の

保護を受け，明治の廃藩置県まで 432 年間存続し，明治 5年に閉校した． 

戦国騒乱に僧侶によって始められた中世寺院の教育所は寺子屋と呼ばれた．一般の子弟に，読み，書き，

算盤，習字を教えたことが知られている． 

A9.2 江戸時代の教育 

1603 年に江戸幕府を開き，幕藩体制を固めた徳川家康は文教を奨励した．この時代は「藩校」「私塾」

「寺子屋」の 3 種の教育施設が並立する世界でも稀な教育立国であった． 

幕府は藤原惺窩
せ い か

を，次いでその門人林羅山を文教顧問とし，かたわら経史を講ぜしめた．秀忠は「禁

中並公家諸法度」，「武家諸法度」を定めて，学問を重んずべきことを説いた． 
文教政策として，家光は林羅山に命じて，上野の忍ケ岡に学舎を建てさせた．綱吉は学問を保護し，

学者を忍ケ岡から湯島に移し「湯島聖堂」を建てた．また林羅山の孫信篤を大学頭に任じて旗本の子弟

を教育させ，自らもまた経書を講ずるなどした．これが後の昌平黌（昌平坂学問所）である．この頃の

碩学には，陽明学の中江藤樹，熊沢蕃山，古学派の山鹿素行，伊藤仁斎，朱子学の木下順庵，貝原益軒，

国学の僧契沖などが挙げられる． 
昌平黌は人道的な自己陶冶を目的とした幕府の最高学府で，教科の中心は朱子学であった．教授とし

て専任の儒学者が数名置かれ，林家の子孫が代々これを統轄した．初めは武士，庶民とともに入学を許

されたが，寛政以後は士分に限られた．まず「素読
そ ど く

所」に入学し，小学・四書・五経の素読を学び，こ

れが終わると「初学所」に入り，経義の講釈を聞いた． 
各藩では藩士を教育する機関が《藩学（藩校）》で，儒学や武術を教えた．江戸前期には会津の稽古

堂（後の日新館），米沢の興譲館，和歌山の講釈所，江戸中期には萩の明倫館，仙台の養賢堂，熊本の

時習館，鹿児島の造士館，江戸後期には佐賀の弘道館，名古屋の明倫堂，秋田の明道館，福岡の修猷
しゅうゆう

館，

金沢の明倫堂，彦根の稽古館，福井の正義堂（幕末時に明道館）が代表的である．幕末には水戸の弘道

館，高知の開成館が有名であった．また，《郷学》と呼ばれる学校が各藩内に設けられ，多くは士庶と

もに入学が許された．岡山の「閑谷
し ず た に

校」が代表的である． 
なお，私塾が盛んに創られた．松永尺五の講習堂，伊藤仁斉の堀川塾，木下順庵の雉塾，中江藤樹の

藤樹書院，細井平洲の嚶鳴館
お う め い か ん

，菅茶山の廉塾
れんじゅく

，荻生徂徠
お ぎ ゅ う そ ら い

のけい園塾，広瀬淡窓の咸宜園
か ん ぎ え ん

，緒方洪庵の適

塾，本居宣長の鈴屋，平田篤胤
あ つ た ね

の気吹廼屋
い ぶ き の や

，大槻玄沢の芝蘭堂
し ら ん ど う

，シーボルトの鳴滝塾，福沢諭吉の慶応

義塾，中沢道二の参前合，手島堵庵の五楽舎，明倫舎，吉田松陰の松下村塾などから多くの人材を輩出

した． 
戦国騒乱に僧侶の手によって始められた寺院の教育から変化して，寺院以外でも一般子弟相手に，読

み，書き，算盤，習字を教える施設である寺子屋が発達した．庶民の教育機関で徳育にも力点をおいた．

教師は僧侶・藩士・浪士・神官・医師・庶民であった．生徒は 6 歳頃に入学し 12～13 歳頃まで在学し

た．ここで使用された教材には「伊呂波歌」，「千字文」，「童子教」「実語数」「節用集」，「往来物（庭訓

往来，消息往来，百姓往来，商売往来）」，女子には「女今川，百人－首，女大学」，算術には「塵劫記」

（吉田光由）などの教材があった． 
A9.3 明治時代学制の整備 

明治維新以前は，前述のように藩校が設立運営されていた．とくに，徳川時代末期には，各藩が藩士に

学問を奨励した．五，六万石以上の大名の城下町は知識人の密集地であった．この結果，幕末三百諸侯の
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城下町から政治と思想のエネルギーが噴出した．この点が欧米諸国の場合と明治維新の事情が全く異なる． 
とくに殆ど独学で洋書を読み，西洋技術を学んだ軍事の天才，大村益次郎が弾丸なしで事実上の革命

を行ったことは欧米の人々の政治的常識から言って，想像外のことであった．全体的な教育水準がその

ような結果の間接要因であろう．明治になってから，意識的に集められた権力と知識は「何をするのも

東京だ」という風潮を生んだ．日本人の《意識転換の速さとその適応能力》への西洋人の驚きは大きか

ったようだ． 

（1）新制度の制定 

日本の近代的学校制度は，明治 5 年 8 月 2 日の太政官布告第 214 号「被仰出書
おおせいだされしょ

」学制序文，及び翌

日に頒布された「学制」からスタートした．その内容は，国民皆学，機会均等など幕末の教育実態はも

ちろん，当時の諸外国と対比して，実に先見の明に満ちたものであった． 
この前年に，福沢諭吉・小幡篤次郎共著で後に慶応義塾の活字版印刷物にした「学問のすすめ」の冒

頭の「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」の文面は文明開化期の青少年を鼓舞した．この文

句は明治 5 年の「小学教則」では国語教科書にとりあげられた． 

（2）教育機関の整備 
太政官布告以前の明治 5 年 5 月，日本初の師範学校が東京に誕生した．旧幕府学問所で最高学府の昌

平黌のなかに設立された．これを教える教師は傭外国人で生徒の入学資格は和漢通例の書を修得した者

である．翌 6 年～7 年にかけて大阪，仙台，名古屋，広島，長崎，新潟にも設置された．官立なので学

費は官費であった．このころは《時を定めず生徒を募集す》として随時試験による選抜があったし，修

業年限も定まっていなかった． 
国内の《維新に遅れをとった》中規模の旧藩が，中央で郷土の秀才を政府の設立した最高学府に学ば

せ政権に登用して貰い，個々の実力で対抗することを考えたようだ．そのための学資提供団体，いわば

奨学育英資金団体を設立したのは注目に値する．日露戦争までの日本は諸藩の秀才競争社会であった． 

（3）初等教育 
明治初期に慶応義塾で福沢諭吉に学んだ旧松山藩士和久正辰は「子どもは精気の塊なので，教育者に

は透き通った乱暴さが必要だ」と云ったとのことである． 
子どもの精気に負けない精気でぶつからないと教師の魂が子どもに沁み通らないということであろう． 
太政官布告は，教育における学問の意味を明らかにし，従来の学問観や学校観を批判し，新制度下の

学校へ子弟が入学して新時代の有用の学を修業の旨とした．また，子弟の就学は父兄の責任であるとし

た．学制条文には海外留学生規則や，のちに育英制度となる貸費制規則も載った．  
条文は，その多くが学校制度の体系を決定し，これを実施する行政組織をつくるためであった．小学，

中学，大学の三段階を学校制度の体系の基本とした．小学校は 8 年制で上等小学，下等小学各 4 年の学

校とした．小学校は学校制度の基礎となる教育を施す機関であって，すべての者に入学の義務があった．

小学校には種別があり，尋常小学は，基本となる普通教育を施す学校であって一般の児童を入学対象と

した．その他種々の教育を施す小学校，たとえば女児小学，村落小学，貧人小学とは区別された．尋常

小学校の義務教育制度は明治 19 年の小学校令をもって発足した．しかし，当時はすべての学齢児童を 4
年課程の尋常小学校に入学させることは困難であったので，半日学校で 3 年の簡易科を設けることも認

めた．当時は就学率が半数に達していなかったので，義務修学期間は 4 カ年（1886～92），3－4 カ年（1892
～1900），4 カ年（1900～08），6 カ年（1908～41）であった．このあとに高等小学科が 4 年間または 2
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年間続き，合計 8 年間であった．これによって，小学校教育の普及を図った． 

（4）中等教育 
中等教育のための中学は，小学校教育を受けた者の中から選ばれた生徒が入学した．授業科目は漢文，

英語，数学，理科（物理，化学，博物），図画，体操の 6 科目であった．水彩用の絵具による図画はま

れで，殆ど鉛筆画であった．物理は幕末からの翻訳書「ガノーの窮理書」で実験は無かった．英語は「バ

レーの万国史」，「ミル自由之理」の原書を用いた．前者で世界史を同時に学んだ．発音無視，意味重視

の授業の伝統が生じた．当時「修身という人間の道」は旧弊としてどの中学でも設定されなかった．こ

の旧弊の中に国語をも含めていた．諸外国で自国語に力をいれているので反省したが，適当な教師を確

保できず，旧藩時代に国学を学んだ者や神主を動員した． 
中学校には実業教育のための諸学校や補習を行う学校などの種別を設けた．中学校を修了した者の中

から選ばれた生徒が大学に入学するとし，大学教育の基礎となる外国語学習のための外国語学校やその

他の諸専門学校についても制度化し，これらが高等教育を行う諸種の学校として規定に掲げた．このよ

うに小学，中学，大学を基本となる学校体系として，そのほかに多様な教育を行う諸学校も計画して近

代学校の全体を展望できるようにした．  
中学校は，5 年制の尋常中学校と 2 年制の高等中学校とし，全国に設置して，小学校卒業者に進学の

機会を与えようとした．公費による尋常中学校は各府県に一校を設けることとし，高等中学校は全国を

5 区に分けて，その区内の尋常中学校卒業者の中から選ばれたものが入学する制度とした．この学校令

によって制度的に整い，一時は多数設けられていた中学校が全国において 50 校ほどになった．尋常中

学校では実務に就く者と上級学校へ進学する者を教育したが，高等中学校においても同様であった．し

たがって高等中学校には専門教育を行う機構も作られたが，帝国大学へ進学するための基礎教育が発展

し，後に高等学校に改められて，大学への予科教育を行うようになった．この性格は大正 8 年の高等教

育制度の改革まで変わらなかった．師範学校も小学校教員を養成する尋常師範学校を各府県に一校ずつ

設け，中等学校，尋常師範学校の教員を養成する高等師範学校は東京に一校設ける制度とした． 
中学校についても，明治 19 年に「学科及其程度」として規準を示したが，30 年代になってからは，

各科の教授要目によって教授する内容の項目を定め，教科書はこれを基準とし戦時中まで検定制度のも

とに著作されていた．高等女学校においても教授要目に基づいて，検定教科書による教授が行われてい

た．このように教育内容についての基本方針は統一的に進め，基準の指示や，検定教科書制度からさら

に国定教科書の制度への方向をとり，定まった教材で一斉教授の方法が支配的となっていた． 

（5）高等教育 
明治 2 年旧幕府の最高学府昌平坂学問所を「大学校」と改称．機能を大学南校（人文科学），大学東

校（医学）に分けた．明治 4 年，12 年に学制改革が行われた．この時期の大学予備門は大学付属機関

で後の旧制高校または大学予科に相当した．大学予備門の教科書は外国直輸入で試験問題も英語であっ

た．明治 19 年に帝国大学令が施行され，帝国大学が発足した．高等教育機関としては帝国大学一校を

東京に設ける制度とし，ここには大学院も設けることを規定に掲げた． 

（6）専門学校 
明治 20 年代後半において女子の中等教育制度を改革した．従来は中学校令の一部に加えて制度化し

てあったのを独立した学校として位置づけ「高等女学校規程」を公布した．最大の教育制度の改革は，

当時急速に興隆してきた近代産業，特に工業に従事するもののために実業学校制度の基礎を築いたこと
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である．徒弟学校，実業補習学校，簡易農学校などが制度化され，30 年代になって実業学校の制度に整

えられた．近代化と学校体系の整備のために，30 年代前半には小学校令，中学校令，高等女学校令，実

業学校令，師範教育令などを定め，36 年の専門学校令をもって高等教育のための専門教育の諸学校が制

度化された． 
それらと高等学校令，帝国大学令とをもって，近代学校の全体系が制度として位置づけられ，それぞ

れの機能を発揮できる画期的な改革であった．40 年に義務教育年限が 2 年延長されて，尋常小学校 6
年，高等小学校 2 年の制度となったが，これは高等小学校の一部を移行させた．この時代から第 2 次世

界大戦後の学制改革に至るまで，学校体系の変更は殆どなかった． 
学校における教育内容については，学制頒布の際から小学教則による基準があり，これをもとに各府

県管内の教則が編制され，各学校は教科目を設定し，教則に示された要旨によって各教師は授業を行っ

た．明治 14 年の小学校教則綱領においても同様な方針であったが，19 年の学校令時代から，簡単な「学

科及其程度」を小学校・中学校の教育内容の基準として示した．教育内容の実質については教科書検定

制度をとった．基本となる教科書は文部省が著作し，30 年代になって小学校教科書は国定制度となり，

戦後の教育改革まで続けられた．小学校教科書が全国一種類の国定制となって，教育内容は統一され，

さらに教師用指導書も文部省が出版した．この時代には教授理論によって定まった段階による授業の方

式を重視するようになって，教育内容とともに方法も定型化された．また各教科の授業内容は小学校令

が公布されてから，施行規則の中に示され，教材の基準が示された． 

（7）軍事関連学校 
明治 3 年政府は海軍は英国式とし，陸軍はフランス式を採用すると定めた．当時官軍は薩長土の藩兵

私軍を中核にした軍であった．軍隊を公式に持たない革命軍は士官養成の必要性を感じ，市ヶ谷の尾州

屋敷に日本瓦の木造 2 階建の校舎を建設した．正式に陸軍士官学校は明治 7 年 11 月設立，8 年に第一

期生を募集した．試験は漢文，英語および数学であった．歩兵科と騎兵科は終業年限 3 年，砲兵科と工

兵科は修業年限 4 年であった．1 年次には基礎学科として代数，幾何，三角，重学，理学，化学，地学，

歩兵，騎兵の教練があった．2, 3 年次は専門課程で，兵学，軍政学，築城学，兵器学，地理図学，交通

通信学からなっていた．陸軍士官学校卒時には工兵少尉，騎兵少尉，歩兵少尉，砲兵少尉いずれかの身

分が与えられた． 
普仏戦争後にドイツの国力を陸軍が認識した．敵の意表に出る戦法と機先を制するドイツ戦法は室町

以来の日本剣術の基本思想と合致したものであり，日本人には受け入れ易かった．ドイツのメッケルは

明治 18 年来日し，翌年より指導実行した．明治初年以来の「鎮台」は国内治安のための日本人の独創

的産物であったが「師団」に改組され，軍隊が国内鎮圧から外征へ転換された．陸軍幼年学校入学資格

は旧制中学校 2 年終了者が該当し，陸軍士官学校入学資格は旧制中学校 4 年終了者が該当した．明治 2
年に海軍士官養成学校を築地に設立した後に明治 9 年に海軍兵学校に改称した．組織と機能は英国を範

とした．なお，航空兵学校は後に設けられた． 

（8）社会教育 
江戸時代にもあった社会教育機能を明治初年から近代教育制度の一部として企画し，その施設として

博物館と図書館を建設した．その名称は教育令の中に学校の種類とともに掲げられ，諸活動の施策を行

ったのは，44 年に公布された「通俗教育調査委員会官制」の公布以後である．読物，図書館，文庫，展

覧会に関すること，幻燈および映画，講演会についての通俗教育を振興するとした． 38 年に文部省が

地方の青年団体の指導とその設置を奨励し，地方に青年団を社会教育の一部として発展させようとした．
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大正 4 年に文部省は，内務省とともに訓令を発して青年団体の性格を明らかにし，青年団体の組織を整

備するための基本方針とした．しかし，積極的な振興方策は第 1 次世界大戦以後昭和初年に入ってから

である． 

（9）教育に関する建議 
学校制度全般にわたる整備拡充を進める基本として，文部省に審議機関を設け，明治 25 年から教育

会議の規程案がつくられた．その後，高等教育会議および地方教育会議の設置法案もつくられた．続い

て 29 年に「高等教育会議規則」を勅令により公布した．このように文部大臣の諮問機関として高等教

育会議が開かれ，大正 2 年 6 月廃止されて教育調査会がつくられるまで，教育制度を確立・整備する重

要な期間に，多くの教育方策について意見を具申した．明治 20 年代から 30 年代にかけては学校制度改

革の論議が行われ，35 年に高等教育会議が学制改革案について意見を明らかにした．これは大学と高等

学校の連絡に関することと，専門学校を制度化することであった．明治 36 年に専門学校令を公布した．

また高等女学校に家政を主とする実科を設け，43 年高等女学校令を改正して実施することとなった．こ

のほか重要な施策や改善方針はこの会議において審議され，可決したものはただちに実施に移された．  

A9.4 大正以後の教育制度の拡充 

（1）初等・中等教育の充実 
明治時代の後半から大正時代の初期にかけて，わが国の近代教育制度は確立し，しだいに整備されて

きた．初等教育より高等教育に至るまで基本となる学校体系が整い，多様な学校がその機能と国民の教

育要望にも応ずるようになった．基本的には明治 19 年から昭和 16 年までこの制度が存在した．なお，

途中，日本帝国支配の台湾と朝鮮で「公学堂」，「普通学校」が設立されたが，内地の「尋常小学校」よ

り水準は低かった． 
第 1 次世界大戦後には，欧米各国に時代の進展に応じて改革の気運があらわれ，新しい教育の運動が

起こった．わが国においても教育制度改革の理念や教育実践についての関心が高められが，教育全般の

諸問題の所在を明らかにし，制度や実体全般を組み替えるような改革を行わず，築いてきた教育制度と

実践を拡充する方向で諸問題がとりあげられた．従来の制度で機能を最大限発揮させ，国民教育を充実

する努力をした．臨時教育会議に引き続いて「教育評議会」を，さらに 13 年には「文政審議会」を設

けて，昭和 10 年代には教育改善と拡充の基本方策を実施に移してきた． 
そのなかでの懸案の一つは義務教育年限延長であって，これが臨時教育会議においても審議された．当

時尋常小学校の就学率は 99％以上となり，卒業生の多くは高等小学校へ進学した．中等諸学校は，希望

するすべての生徒が入学できないので年限延長によって高等小学校を義務制にする必要があった．その

後昭和初年にも義務教育年限延長の問題がとりあげられたが，昭和 22 年の学制改革まで実現できなか

った．  
このころは中等学校への入学生徒も増加したので，中学校，高等女学校，実業学校，実業補習学校の

拡充を行った．文政審議会の答申によって昭和 6 年から中学校に第 1 種・第 2 種の制度を実施した．第

1 種は，卒業後主として実生活に入る者のため，第 2 種は，卒業後主として上級学校へ進学する者のた

めの異なった課程を設けた．高等女学校も入学者が多くなったので，中学校と同様な方針で 2 つの課程

を設けることが定められたが，これは実施されなかった．その後，戦時中の近代工業の著しい発達に伴

って，実業学校も拡充されて，産業界において必要とする技術者を養成した．  
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（2）高等学校の編成 
高等学校と専門学校はこの時期に学校数と生徒数が増加して，高等教育機関の大拡張方策をとった．

特に高等学校は従来大学予科であったのを改め，高等普通教育を完成する機関とし，生徒を文科と理科

に分けて編成した．ところで，高等中学校を改称して生まれた高等学校であったので，尋常中学 4 年修

了か 5 年で卒業し高校の入学資格を得た．年限については高等学校は 7 年制を本体とする制度に改め，

尋常科 4 年と高等科 3 年をもって編成することにし，高等科だけを設けることもできるとした．また，

従来のすべて官立であった高等学校の他に，公・私立の学校の設置も認めたので，学校数は増加し，以

前は 8 校であった高等学校が昭和 5 年には 32 校となった．高等学校卒業生の増加によって大学制度に

ついても改革が行われ，官立大学だけが大学であったのを改め，公立，私立の大学も認可した．また，

単科大学の制度も実施され，大学の性格が一変し，学校数・学生数も著しく増加した．また，専門学校

のうち大学に昇格したものも新しい大学令によって運営されることとなり，大学数はさらに増加した．

また，専門学校も拡充され学校数・生徒数は著しく増加した．女子の専門学校もこの時から設けられ，

高等女学校卒業者であって専門学校へ進学する生徒が増加し，女子の高等教育機関の拡張となった．  

（3）師範学校教員養成 
教員養成のために，教員伝習所が各地方の師範学校の前身として設置された．その教員は官立師範卒

業生とした．師範学校の，その他の卒業生は即座に小学校の校長に赴任した．官費修学者は 3 年間の教

育職につく国家的義務があった．別の官立学校に入るときには義務年限は半減された． 
師範学校については文政審議会の改善案に基づいて，大正 14 年に「師範学校規程」を改正した．本科

第一部の予備科を廃止して修業年限を 5 年とし，卒業生のために専攻科を設けた．その際，第 2 部の修

業年限が 1 年であったのを昭和 6 年 1 月，本科第 2 部を 2 年間とした． 
これは，中等学校卒業者を多く入学させることによって師範教育を拡充・向上させ，将来専門学校と

する道を開く策となった．また大学，専門学校の卒業者も高等学校・中等学校教員の免許状を取得可能

になったので高等師範学校卒業者のほかに，多数の大学，専門学校卒業者が高等学校や中等学校教員と

なった．これによって中等学校の増加に伴う教員の需要に応じた．  

（4）特殊教育 
明治 10 年代から盲教育・聾教育のための学校を設立したが，近代学校制度に加えての運営が遅れた．

初めは小学校令の一部に制定されたが，大正 12 年に「盲学校及聾唖学校令」を制定し，その細則も規

程として公布し，この分野の特殊教育が独立の学校として体系に入った．その他精神薄弱児の教育，肢

体不自由児の教育，身体虚弱・病弱児の教育についても大正 10 年ごろから特殊教育の問題として，し

だいに拡充された．しかし特殊教育全体の積極的拡充方策は第 2 次世界大戦後の教育改革によった．  
その他に，通俗教育の拡充計画として読物，図書館，博物館，通俗講演，活動写真，音楽，劇場など

による諸活動についての改善が指示され，社会教育活動と施設の形が整えられた．成人教育講座の開設，

婦人教育の振興，青少年団体の育成なども着手された．産業教育の一部として発達してきた実業補習学

校は勤労青年のための社会教育として取り扱われた． 
これとは別に，大正 15 年には軍事教練を目的とし，現役陸軍将校を配属して青年の教育を行う青年訓

練所が成立した．その後，実業補習学校と青年訓練所を統合して青年学校を設け，昭和 10 年青年学校

令を公布して制度化した．これらが社会教育施設として，次第に拡充されてきたが，学校教育と並んで

制度として運営し，積極的な方策を講ずるのは第 2 次世界大戦後の教育改革以後であった． 
第 1 次世界大戦の後の不況時には，市町村の教育費支出，教員俸給支払いが困難になった．大正 7 年 3
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月「市町村義務教育費国庫負担法」によって尋常小学校教員と準教員の俸給の一部は国庫が支弁し市町

村との教育費の分担を制度とする教育財政策がとられた．その後，教育費が削減されたが，児童教育に

ついては昭和 3 年の「学齢児童就学奨励規程」による補助金交付，昭和 7 年の「学校給食実施ノ趣旨徹

底方並ニ学校給食施設方法」による学校給食の実施などの政策がとられた． 
                                        若松秀俊 
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